
ごめんください、
足尾のこと
教えてください！

— 科 研 版 —
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こ
の
冊
子
を
手
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ�

志
村
春
海

こ
の
本
の
制
作
者
の
一
人
、
志
村
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
三
年
間
、
栃
木
県
日
光
市
の
足
尾

地
域
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊［
１
］と
し
て
暮
ら
し
な
が
ら
聞
き
取
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
聞
き
取
り
の
内
容
の

一
部
を
ま
と
め
た
冊
子
が「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の

こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
そ
の
二［
２
］」で
す
。
冊
子
で
は
足
尾
の
生
活
や
そ
こ
に
暮
ら
し
続
け
る
人
々
（
と
き
に
は
理
由

が
あ
り
足
尾
を
離
れ
た
人
々
）の
お
話
を
紹
介
し
て
い
ま
す（
た
と
え
ば
、
製
錬
所
か
ら
出
て
く
る
煙
を
被か
ぶ

っ
た
植
物
の
こ
と
を「
チ
ョ
リ

チ
ョ
リ
」と
言
っ
て
い
た
り
、
各
家
庭
に
お
邪
魔
す
る
と
必
ず
あ
る
自
前
の
鉱
石
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
坑
夫
さ
ん
か
ら
伺
う
技
術
が
詰
ま
っ
た
坑

内
空
間
の
仕
組
み
や
、
坑
夫
さ
ん
な
ら
で
は
の
仕
事
感
な
ど
…
…
）。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
し
な
が
ら
聞
い
た
お
話
だ
け
で

は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
立
ち
話
や
お
茶
飲
み
の
と
き
の
会
話
、
大
量
の
昔
の
写
真
や
古
文
書
を
家
の
中
で
広
げ
さ

せ
て
も
ら
い
な
が
ら
の
お
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
ひ
っ
く
る
め
て
聞
き
取
り
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
対
話
を
通
し
て
足
尾
の
知
ら
な
い
一
面
に
、
衝
撃
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
無
意
識
に
出
て
し
ま
う
言

葉
や
思
い
出
話
、
人
間
ら
し
い
感
情
に
出
会
え
る
こ
と
は
尊
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
曖

昧
な
語
り
を
文
字
と
し
て
残
す
難
し
さ
に
悩
み
ま
し
た
が
、
聞
き
取
り
の
手
法
に
詳
し
い
好
井
裕
明
先
生
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
良
さ
を
崩
さ
な
い
ま
ま
形
に
し
て
こ
れ
ま
し
た
。

私
は
平
成
二
六
年
度
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
務
を
終
え
ま
し
た
が
、
科
学
研
究
費
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で

平
成
二
八
〜
三
〇
年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
冊
子
は
こ
の
六
年
間
の
活
動
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
各
章
で
は
執
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
が
、
読
者
の
方
に
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
冊
子
で
ご
紹
介
す
る
聞
き
取
り
内
容
に
は
、
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
こ
と

や
主
観
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
執
筆
者
に
よ
っ
て
、
語
り
の
表
現
や
引
用

の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
語
り
の
言
葉
を
あ
り
の
ま
ま
に
残
す
こ
と
や
、
そ
の
語
り
を
聞
い
た
私
た
ち

が
そ
の
と
き
ど
う
受
け
取
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ

い
た
う
え
で
お
読
み
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
本
冊
子
の
後
半
部
分
は
資
料
編
と
し
て
過
去
の
冊
子
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。
前
半
部
分
の
本
編

と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
比
べ
な
が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
足
尾
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注
釈

［
１
］地
域
お
こ
し
協
力
隊

平
成
二
一
年
か
ら
総
務
省
の
取
り
組
み
と
し
て
開
始
し
た
制
度
。
過
疎
地
域
に
、
地
域
外
の
人
材
を
一
定
期
間
誘
致
し
、
そ

の
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
活
動
を
行
う
。

［
２
］「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
そ
の
二［
２
］」

　
　

日
光
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。https://www.city.nikko.lg.jp/tiikisinkou/ashiokikitori.htm

l



5 目次 4

目
次

　
　
こ
の
冊
子
を
手
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ［
志
村
春
海
］　
2

　
　
足
尾
の
概
要［
三
浦
一
馬
］　
8

一
〇
〇
年
続
い
た
生
協
―
―
三
養
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
好
井
裕
明
］	

13	

	

コ
ラ
ム
　
三
養
会
、
最
後
の
灯
り
が
消
え
た
日
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
市
乃
瀬
昌
弘
］	

31

長
門
修
造
さ
ん
の
戦
争
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
志
村
春
海
］	

34

	

コ
ラ
ム
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
何
を
や
っ
て
い
る
人
な
の
？
……
…
［
中
村
哲
也
］	

45

足
尾
の
な
か
で
老
い
る
と
い
う
こ
と
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
三
浦
一
馬
］	

47

	

　
　
　
　
変
わ
り
ゆ
く
足
尾
の
納
涼
祭
／
足
尾
高
校
定
時
制
と
聞
き
取
り

プ
ー
ル
制
と
い
う
工
夫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
好
井
裕
明
］	

76

	

コ
ラ
ム
　
残
し
て
い
き
た
い
足
尾
の
記
憶
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
中
山
貴
仁
］	

96

	

コ
ラ
ム
　
足
尾
の
魅
力
を
伝
え
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
長
澤
美
佳
］	

97

国
鉄
足
尾
線
の
廃
線
に
対
抗
し
た
特
別
乗
車
運
動
…
…
…
…
…
…
…
［
中
村
哲
也
］	

98

	

コ
ラ
ム
　
寺
子
屋
の
今
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
［
中
山
京
］	

114

〝
足
尾
を
調
べ
る
〟と
い
う
こ
と
―
―
村
上
安
正
先
生
……
…
…
…
…
［
志
村
春
海
］	

116

	

番
外
編
　
足
尾
を
知
る
た
め
の
オ
ス
ス
メ
資
料

	

……
…
…
…
…
［
好
井
裕
明
／
三
浦
一
馬
／
志
村
春
海
／
中
村
哲
也
］		



132

　
　
お
わ
り
に［
好
井
裕
明
／
三
浦
一
馬
／
志
村
春
海
／
中
村
哲
也
］　

144

	

資
料
編
　「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」　

151

	

　
　
　
　「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！　

そ
の
２
」　

215



「足尾精煉所及び社宅」昭和57年4月（伊東信撮影）「足尾精煉所及び社宅」昭和57年4月（伊東信撮影）



9 足尾の概要 8

足
尾
の
概
要�

三
浦
一
馬

栃
木
県
の
日
光
か
ら
車
で
山
の
中
へ
三
〇
分
ほ
ど
進
み
、
約
三
キ
ロ
に
及
ぶ
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、
や
っ
と

足
尾
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
今
で
は
想
像
し
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
こ
の
場
所
は
、
か
つ
て

鉱
山
都
市［
１
］と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

一
八
八
七
年
、
経
営
母
体
が
古
河
鉱
業（
現
、
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社
足
尾
銅
山
事
業
所
。
以
下
、「
古
河
」と
す
る
）に
変
わ
っ

た
こ
と
で
、
足
尾
銅
山
は
急
速
な
発
展
を
遂［
２
］げ［
３
］、
日
本
一
の
銅
の
産
出
量
を
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
地
が
少

な
く［
４
］、
周
辺
の
町
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、
生
活
に
必
要
な
も
の
は
古
河
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

鉱
員
の
住
居
で
あ
る
社
宅［
５
］や
風
呂
場
、
水
場
、
ト
イ
レ
、
購
買
所
は
、
古
河
の
関
係
者
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た（
そ
の
後
、
古
河
関
係
者
以
外
で
も
こ
う
し
た
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）。
ま
た
古
河
は
、
祭
や
運
動

会
と
い
っ
た
年
中
行
事
を
主
催
し
た
り
、
映
画
や
演
劇
、
歌
謡
を
興
行
し
た
り
す
る
な
ど
、
住
民
の
文
化
活
動
も
積

極
的
に
担
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
古
河
は
、
足
尾
住
民
の
生
活
を
ま
る
ご
と
支
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

山
奥
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
は
最
先
端
の
都
市
的
な
生
活
が
存
在
し
、
最
盛
期
に
は
三
万
人
近
く
の
人

び
と
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
群
馬
か
ら
行
商
に
来
る
人
も
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
て
銅
山
を
中
心
と
し
た
足

尾
特
有
の
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
銅
鉱
業
は
、
戦
時
期
の
銅
線
需
要
の
拡
大
に
伴
っ
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
過
渡
期
に
は
、
巨
大

な
資
本
を
持
つ
財
閥
に
よ
る
独
占
体
制
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
古
河
も
ま
た
、
こ
う
し
た
財
閥
の
一
つ
で
、
戦
後
の

解
体
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
一
九
六
三
年
に
銅
の
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
る
ま
で
日
本
の
銅
鉱
業
に
お
い
て
重
要

な
位
置
に
あ
り
続
け
ま
し
た［

６
］。

し
か
し
、
環
境
規
制
の
強
化
や
資
源
の
枯
渇
、
採
掘
条
件
の
悪
化
に
よ
り
、
一
九
七
三
年
二
月
、
足
尾
銅
山
鉱
山

部
は
廃
止
さ
れ
、
閉
山
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
古
河
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
た
町
の
構
造
が
変
化

す
る
こ
と
に
な
り
、
人
口
が
急
激
に
減［
７
］少［
８
］し
ま
し
た
。
ま
た
、
足
尾
内
で
も
人
口
の
流
動
が
あ
り
、
役
場
や
学
校
、
商

店
な
ど
が
あ
る
通
洞
地
区
に
人
口
が
集
中
し
て
い
き
ま
し
た
。
古
河
は
、
関
連
企
業
の
経
営
や
坑
内
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
の
処
理
の
た
め
に
足
尾
に
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
よ
う
な
影
響
力
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う

し
て
足
尾
に
暮
ら
す
人
び
と
は
、
こ
れ
ま
で
古
河
が
支
え
て
き
た
も
の
を
再
編
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。

閉
山
対
策
と
し
て
、
企
業
誘
致
や
観
光
事
業
の
推
進
、
ト
ン
ネ
ル
や
バ
イ
パ
ス
の
建
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な［

９
］
施［

［1
［

策［
［1
［

が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
は
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
足
尾
町
、
今い
ま
い
ち市
市
、

日に
っ
こ
う光
市
、
藤ふ
じ
わ
ら原
町
、
栗く
り
や
ま山
村
が
合
併
し
て
日
光
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
を
編
纂
す
る
た
め
の
科
研
費
チ
ー
ム
が
聞
き
取
り
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
の
は
二
〇
一
六
年
で
す

が
、
そ
こ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
も
、
過
疎
化
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
購
買
所
で
あ
っ
た

生
協
の
閉
店
や
支
所
と
な
っ
た
役
場
の
機
能
の
縮
小
、
閉
山
後
に
誘
致
さ
れ
留
ま
っ
て
い
た
最
後
の
企
業
の
撤
退

…
…
。
そ
し
て
、
人
口
は
つ
い
に
二
〇
〇
〇
人
を
割
り
ま
し
た
。
今
回
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

参
考
文
献

・
足
尾
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会『
足
尾
郷
土
誌
』（
一
九
九
三
年
）
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市
、
富
士
電
機
は
川
崎
市
中
心
と
い
う
よ
う
に
分
散
」し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
河
本
社
と
足
尾
の
関
係
の
特
徴
は「
企
業

の
発
祥
地
で
、
採
鉱
か
ら
製
錬
ま
で
の
一
貫
し
た
総
合
的
生
産
設
備
を
有
し
、
か
つ
大
鉱
山
都
市
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
鉱
山
か
ら
生
じ
た
莫
大
な
利
潤
は
、
企
業
を
大
資
本
や
財
閥
へ
育
て
あ
げ
る
た
め
の
原
動
力
」と
な

り
ま
し
た（
岩
間
一
九
九
三
）。

［
４
］「
四
方
を
山
で
囲
ま
れ
、
極
端
に
平
地
が
少
な
く
約
九
五
%
の
山
地
が
占
め
る
」（『
足
尾
郷
土
史
』：
三
）。

［
５
］た
と
え
ば
、
社
宅
で
は「
採
鉱
、
選
鉱
、
精
錬
な
ど
の
各
事
業
所
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
社
宅
が
形
成
さ
れ
」、「
地
区
の
階
層

性
も
見
ら
れ
、
所
長
、
副
所
長
な
ど
の
管
理
職
員
の
住
居
地
区
は
駅
の
近
く
の
交
通
の
便
が
良
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
組
夫
な

ど
の
居
住
地
区
は
町
は
ず
れ
の
生
活
環
境
が
不
便
な
と
こ
ろ
」（
生
井 

一
九
八
二
）に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

多
く
が
木

造
平
屋
建
て
で
、
一
つ
の
長
屋
に
三
〜
五
軒
の
世
帯
が
居
住
し
、
光
熱
費
は
無
料
で
あ
る
が
、
浴
場
、
水
場
、
ト
イ
レ
は
共

同
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
び
と
は
み
な
同
じ
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
必
然
的
に
密
な
関
係
性
が
形
成
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

［
６
］ 

詳
し
く
は
、
武
田
晴
人
、
一
九
八
七
、『
日
本
産
銅
史
』を
参
照
。
一
九
二
〇
年
代
で
は
、
と
く
に
電
線
需
要
の
増
加
で
国
内

で
の
銅
需
要
は
拡
大
し
、
産
銅
業
の
な
か
で「
需
要
の
七
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
電
線
工
業
へ
の
原
料
銅
の
供
給
」が
重
要

と
な
る
。「
電
線
工
業
で
は『
東
京
線
』と
呼
ば
れ
た
普
通
品
市
場
で
は
中
小
企
業
が
入
り
乱
れ
て
激
し
い
競
争
が
展
開
す

る
一
方
で
、
有
力
三
社（
古
河
・
藤
倉
・
住
友
：
引
用
者
注
）は
外
国
企
業
と
の
技
術
提
携
を
進
め
て
電
力
・
通
信
の
両
分

野
に
わ
た
る
ケ
ー
ブ
ル
製
造
を
拡
大
し
、
安
定
的
な
地
位
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
」。
そ
う
し
た
な
か
、
古
河
商
事
は
古
河

鉱
業
と
協
定
を
結
び
、
積
極
的
に
輸
入
銅
を
受
け
入
れ
、
当
時
割
高
な
鉱
業
部
産
銅
に
代
わ
っ
て
銅
線
市
場
で
の
地
位
の

安
定
化
を
図
っ
た
。（
武
田 

一
九
八
七
：
二
四
七
―
二
五
〇
）

［
７
］一
九
七
〇
年
と
一
九
七
五
年
の
国
勢
調
査
の
比
較
で
は
地
区
別
の
人
口
は「
社
宅
部
は
本
山
の
一
〇
〇
%
減
を
筆
頭
に
、

砂
畑
八
二
・
一
%
、
遠
下
七
九
・
〇
%
と
い
う
よ
う
に
、
通
洞
の
二
六
・
六
%
減
を
除
い
て
、
大
幅
な
減
少
」と
な
り
、

急
激
な
人
口
移
動
が
生
じ
た（『
足
尾
郷
土
誌
』：
六
六
）。

［
８
］一
九
七
三
年
一
月
に
町
が
行
っ
た
足
尾
町
全
世
帯
を
対
象
と
し
た「
鉱
山
部
廃
止
に
伴
う
各
般
に
及
ぼ
す
影
響
予
測
調
査
」

に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
回
答
数
は
二
五
九
四
、
回
収
率
は
八
六
%
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
居
住
希
望
と
し
て
は「
閉

山
に
か
か
わ
ら
ず
住
む
」と
答
え
た
の
は
四
五
・
六
%
、「
今
後
の
情
勢
を
み
て
決
め
る
」が
四
三
・
九
%
、「
転
出
す
る
」

が
一
〇
・
五
%
で
、こ
の
う
ち「
転
出
す
る
」と
答
え
た
世
帯
の
世
帯
主
の
職
業
は「
古
河
鉱
業　

足
尾
事
業
所
」六
六
・
三
%
、

「
古
河
事
業
所　

下
請
け
」が
八
・
八
%
、「
商
工
業
」が
四
・
〇
%
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」が
二
・
二
%
、「
そ
の
他
」が
一
八
・

七
%
で
し
た（「
広
報
あ
し
お　

昭
和
四
八
年
二
月
二
五
日
特
集
号
」よ
り
）。
こ
の
よ
う
に
閉
山
後
に
古
河
の
正
社
員
た

ち
は
足
尾
に
見
切
り
を
つ
け
関
連
会
社
へ
移
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
一
方
で
、
残
り
た
い
と
希
望
す
る
約
半
数
の
一
一

・
足
尾
町
役
場
企
画
課「
広
報
あ
し
お　

縮
刷
版　

第
一
号
」（
足
尾
町
、
一
九
九
〇
年
）

・
足
尾
町
役
場
企
画
課「
広
報
あ
し
お　

縮
刷
版　

第
二
号
」（
足
尾
町
、
二
〇
〇
六
年
）

・
岩
間
英
夫『
産
業
地
域
社
会
の
形
成
・
再
生
論　

日
立
鉱
工
業
地
域
社
会
を
中
心
と
し
て
』（
古
今
書
院
、
一
九
九
三
年
）

・
除
本
理
史
・
関
耕
平「
足
尾
銅
山
閉
山
と
自
治
体
財
政
」『
東
京
経
大
学
会
誌　

経
済
学
』 

二
四
三
号（
二
〇
〇
五
年
）

・
村
上
安
正『
足
尾
銅
山
史
』（
随
想
社
、
二
〇
〇
六
年
）

・
生
井
貞
行「
銅
山
閉
山
に
と
も
な
う
足
尾
町
の
変
容
」『
経
済
地
理
学
年
報
』二
八

–

一
号
、 

一
九
八
二
年
）

・
生
井
貞
行「
鉱
山
都
市
の
衰
退
と
経
済
再
建　

栃
木
県
足
尾
町
を
事
例
と
し
て
」石
井
素
介
・
長
岡
顯
・
原
田
敏
治
編『
国

土
利
用
の
変
容
と
地
域
社
会
』（
大
明
堂
、
一
九
九
六
年
）

・
日
光
市「
平
成
26
年
度　

日
光
市
統
計
書
」

・
武
田
晴
人『
日
本
産
銅
業
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）

・
山
下
克
彦「
四
産
炭
地
域
の
変
容
と
地
域
振
興
の
取
り
組
み
」山
本
正
三
・
千
歳
壽
一
・
溝
尾
良
隆『
現
代
日
本
の
地
域
変

化
』（
古
今
書
院
、
一
九
九
七
年
）

註
釈 

［
１
］こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
鉱
山
町
の
一
般
的
な
特
徴
と
し
て
、
単
一
の
資
源
に
依
存
し
た「
一
鉱
山
・
一
企
業
・
一
集
落

の
性
格
が
強
い
」、「
鉱
山
が
築
き
上
げ
た
社
会
は
閉
鎖
さ
れ
た
、
地
底
で
の
共
労
・
運
命
共
同
体
的
性
格
」（
岩
間
一
九
九

三
：
六
）、
町
の
発
展
が「
探
鉱
→
起
業
→
発
展
→
繁
栄
→
衰
退
の
サ
イ
ク
ル
」を
た
ど
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
性
質
は

「
他
都
市
と
の
有
機
的
な
結
合
が
は
か
り
に
く
い
ほ
か
、
新
た
な
産
業
を
展
開
す
る
た
め
の
用
地
の
規
模
や
条
件
も
乏
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）基
幹
産
業
の
鉱
山
業
の
衰
退
が
、
地
域
全
体
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
」（
山
下
、
一
九

九
七
：
八
二
-
八
三
）。

［
２
］足
尾
銅
山
は
一
八
八
七（
明
治
一
〇
）年
に
官
営
か
ら
古
河
の
経
営
者
、
古
河
市
兵
衛
に
よ
り
買
収
さ
れ「
以
後
昭
和
四
八

年
の
閉
山
ま
で
の
九
六
年
余
り
の
期
間
に
六
七
万
五
、
一
三
九
ト
ン（
但
し
自
山
銅
）を
産
出
し
た
」。
総
産
銅
量
が
推
定
八

三
万
ト
ン
で
あ
る
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
古
河
の
経
営
に
移
っ
て
か
ら
産
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た（
村
上 

二
〇
〇
六
：

二
五
―
二
九
）。

［
３
］足
尾
銅
山
は
古
河
の
発
祥
地
で
あ
り
な
が
ら
、
経
営
が
基
盤
に
乗
る
と
事
業
は
鉱
業
だ
け
で
な
く
広
く
、
足
尾
外
に
分
散
し

て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
足
尾
銅
山
で
採
鉱
・
選
鉱
・
粗
銅
製
錬
を
、
日
光
に
て
精
銅
製
錬
を
行
っ

て
い
る
。
工
業
の
う
ち
、
機
械
工
業
と
通
信
機
の
工
場
は
小
山
市
を
中
心
に
展
開
し
、
そ
の
他
の
工
場
は
古
河
電
工
が
横
浜
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一
〇
〇
年
続
い
た
生
協

︱
三
養
会�

好
井
裕
明

八
二
世
帯
。
け
れ
ど
も
、
古
河
が
発
表
し
た
人
員
計
画
で
は
町
内
で
の
配
置
転
換
は
計
四
二
六
名
で
あ
り
、
推
定
で
六
六
二

名
が
整
理
対
象
人
員
と
な
り
解
雇
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
足
尾
に
残
り
た
い
と
希
望
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
半
数
も
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

［
９
］閉
山
直
後
か
ら
足
尾
で
調
査
を
行
っ
て
き
た
生
井
さ
ん
の
研
究（
生
井�

一
九
九
六
）は
閉
山
の
影
響
を
知
る
上
で
非
常
に

重
要
な
も
の
で
す
。

［
10
］閉
山
直
後
の
一
九
七
四
年
、
古
河
の
関
連
企
業
は
一
九
社
で
従
業
員
は
八
一
九
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
に
は
六
社

が
廃
業
、
四
社
が
事
業
転
換
、
七
社
が
従
業
員
削
減
と
な
り
、
全
体
の
従
業
員
は
二
〇
八
人
と
七
四
・
六
%
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
誘
致
企
業
に
関
し
て
、
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八
八
年
ま
で
に
一
一
社
が
参
入
、
従
業
員
は
三
四
一
人

で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
一
九
九
一
年
に
は
四
社
が
廃
業
、
三
社
が
規
模
の
縮
小
と
な
り
、
全
体
の
従
業
員
数
は
二
五
五
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他
方
、
生
活
面
に
お
い
て
影
響
を
商
店
な
ど
の
数
を
細
か
く
記
録
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

足
尾
銅
山
の
採
鉱
部
と
精
錬
部
門
の
撤
退
に
よ
り「
書
籍
・
文
房
具
店
、
豆
腐
・
納
豆
店
、
菓
子
・
パ
ン
店
、
美
容
・
理
髪

店
や
タ
バ
コ
な
ど
の
住
民
の
日
常
生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
業
種
や
酒
場
、
パ
チ
ン
コ
・
釣
堀
な
ど
の
余
暇
施
設
を
廃

業
へ
と
追
い
や
り
、
住
民
の
生
活
に
支
障
を
も
た
ら
し
た
」（
生
井�

一
九
九
六
：
二
二
五
）と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
生
井
さ

ん
が
調
査
を
行
な
っ
た
一
九
九
一
年
に
は
誘
致
企
業
七
社
が
足
尾
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
や
銅
山
観
光
の
オ
ー
プ
ン
な
ど

も
あ
り「『
企
業
城
下
町
』的
産
業
構
造
か
ら
、
相
互
間
の
独
立
性
の
強
い
様
々
な
産
業
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
構
造
へ
と
変

化
し
た
」（
生
井�

一
九
九
六
：
二
二
六
）と
評
価
し
て
い
て
、
足
尾
に
も
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。

［
11
］�『
ご
め
ん
く
だ
さ
い　

足
尾
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い　

そ
の
二
』「
用
語
集
」に
も
閉
山
と
そ
の
経
過
が
詳
し
い
。

［
12
］通
洞
地
区
で
は
鉱
員
社
宅
が
多
く
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
閉
山
後
は「
一
部
が
町
に
移
管
さ
れ
町
営
住
宅
と
な
り
、
他

は
社
宅
と
し
て
古
河
鉱
業
の
新
規
お
よ
び
残
存
事
業
に
関
わ
る
従
業
員
が
居
住
」（
生
井�

一
九
八
二
）す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
足
尾
町
と
し
て
は
住
民
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
古
河
の
社
宅
を
買
い
上
げ
特
別
公
営
住
宅
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

一
九
七
六
年
〜
一
九
九
〇
年
で
は「
町
が
宅
地
を
造
成
し
て
居
住
者
に
安
価
に
貸
し
出
し
そ
こ
に
持
ち
家
の
建
設
を
促
進

す
る
方
式（
一
九
八
七
年
か
ら
は
住
宅
等
建
設
資
金
利
子
助
成
も
開
始
）と
、
町
営
住
宅
を
居
住
者
に
譲
渡
す
る
方
式
と
を

通
じ
て
、持
家
支
援
政
策
を
開
始
し
た
。
た
だ
し
、い
ず
れ
の
方
式
に
お
い
て
も
土
地
は
町
有
の
ま
ま
で
あ
る
。
町
営
住
宅
・

特
別
町
営
住
宅
と
の
違
い
は
、
持
家
が
個
人
所
有
と
な
っ
て
い
る
点
」で
あ
る（
関
・
除
本�

二
〇
〇
五
）。
現
在
、
か
つ
て
一

五
地
区
あ
っ
た
社
宅
は
銅
山
会
社
か
ら
町
へ
譲
渡
が
な
さ
れ
六
地
区
で
特
別
公
営
住
宅
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
水
道
な

ど
が
整
備
さ
、
二
軒
を
一
軒
に
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
が
な
さ
れ
る
な
ど
し
て
今
で
も
生
活
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
当
時
の
面
影
は
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
で
は
住
民
が
完
全
に
撤
収
し
た
後
も
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
廃
墟

と
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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三
養
会
の
歴
史
か
ら

私
の
手
元
に
一
枚
の
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
六
年
九
月
の
も
の
で
す
が
、
二
〇
日
か
ら
月
末
ま
で
の「
閉

店
セ
ー
ル
」を
案
内
し
て
い
ま
す
。

「
皆
様
方
に
は
、
一
〇
〇
余
年
に
わ
た
り
、
ご
愛
顧
を
戴
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
諸
般
の
都
合
で
、
閉
店
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」

さ
ら
っ
と
書
か
れ
て
い
る
こ
の
文
章
に
、
私
は
驚
き
ま
し
た
。
足
尾
に
は
百
年
以
上
続
い
て
い
る
生
協
が
あ
る
の

だ
と
。
足
尾
で
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
を
始
め
て
、
多
く
の
方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か

ら
ま
と
ま
っ
た
語
り
で
は
な
い
も
の
の
、
必
ず
出
て
く
る
の
が
三
養
会
で
あ
り
生
協
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
三
養

会
を
長
年
さ
さ
え
て
こ
ら
れ
た
Ｔ
さ
ん
に
何
度
か
お
話
を
う
か
が
い
、
数
多
く
の
写
真
や
貴
重
な
資
料
を
み
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
の
方
々
か
ら
も
資
料
は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
章
で
は
、
Ｔ
さ
ん
の
聞
き
取
り
な
ど
を

中
心
に
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
足
尾
銅
山
生
活
協
同
組
合
な
の
に
、な
ぜ「
三
養
会
」な
の
で
し
ょ
う
か
。
古
代
中
国
の
学
者
東
坡
は『
群

談
採
餘
』の
中
で「
安
分
以
養
福（
ぶ
ん
に
や
す
ん
じ
も
っ
て
福
を
養
う
）
寛
胃
以
養
気（
い
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
気
を
養
う
）
省
費

以
養
財（
つ
い
え
を
は
ぶ
い
て
も
っ
て
財
を
養
う
）」と
記
し
、
人
間
生
活
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
福
、
気
、
財
の
三

つ
を
養
う
こ
と
だ
と
説
い
た
の
で
す
。
こ
れ
が
語
源
で
、「
三
つ
を
養
う
」こ
と
か
ら
、「
三
養
会
」と
名
づ
け
ら
れ
た

の
で
す
。
た
だ
の
購
買
組
合
で
は
な
い
の
で
す
。
足
尾
で
暮
ら
す
う
え
で
、
人
間
と
し
て
の
暮
ら
し
を
た
て
る
う
え

で
の
理
念
を
高
ら
か
に
掲
げ
た
興
味
深
い
名
前
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料
に『
県
内
生
協
の
歩
み　

足
尾
銅
山
生
協
三
養
会
』が
あ
り
ま
す
。
こ
の
冊
子
か

ら
三
養
会
の
歴
史
を
概
観
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
九
〇
六
年（
明
治
三
九
年
）
六
月
、「
足
尾
鉱
業
所
の
直
営
配
給
所
と
は
別
に
、
山
に
働
く
労
働
者
の
た
め
の
購
買

組
合
、
本
山
三
養
会
を
設
立
し
直
営
配
給
所
で
取
り
扱
わ
な
い
日
用
品
の
供
給
を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
」、
一
九

三
一
年（
昭
和
六
年
）四
月
一
四
日
に
、
そ
れ
ま
で
の
独
立
し
て
い
た
五
か
所
の
購
買
組
合
を「
統
一
し
て
単
一
組
合
と

し
て
発
足
、
古
河
鉱
業
㈱
足
尾
鉱
業
所
の
従
業
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
産
業
組
合
法
に
よ
る
購
買
組
合
と
し
て
設

立
」し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、「
足
尾
銅
山
従
業
員
の
生
活
用
品
は
す
べ
て
、
当
生
協
が
取
り
扱
う
こ
と
」と
な
り
ま
し
た
。

一
九
五
〇
年（
昭
和
二
五
年
）九
月
に
産
業
組
合
法
の
施
行
に
伴
っ
て
、
組
織
変
更
を
行
い
、
足
尾
銅
山
生
活
協
同
組

合
三
養
会
と
し
て
発
足
。
一
九
六
一
年
一
一
月
一
日
を
も
っ
て
、
名
実
と
も
に
完
全
独
立
、
役
職
員
数
一
四
〇
名
に

よ
っ
て
、
自
主
運
営
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
三
〇
年
代
初
め
、
県
内
生
協
の
一
部
で
店
舗
の
近
代
化
が
始
ま
り
ま
す
。
従
来
は「
対
面
販
売
」で
あ
っ
て
、

米
、
味
噌
、
醤
油
、
月
賦
品
代
金
な
ど
は
、
掛
売（
給
料
よ
り
差
引
き
）、
他
の
商
品
は
現
金
販
売
で
、
そ
の
都
度
、
商
品
別

の
伝
票
を
起
票
す
る
供
給
方
法
だ
っ
た
の
で
す
。

一
九
五
八
年（
昭
和
三
三
年
）二
月
に
、
愛
宕
下
売
店
を「
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店
」に
改
装
し
て「
レ
ジ
ス
タ
ー
」に
よ

る
販
売
を
開
始
し
ま
す
。
組
合
員
か
ら
の
評
判
も
よ
く
、
残
り
の
七
店
舗
も
逐
次
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店
に
改
装
し
た

の
で
す
。

一
九
六
五
年（
昭
和
四
〇
年
）二
月
に
養
鶏
部
門
に
進
出
し
た
の
で
す
が
、
足
尾
は
寒
冷
地
の
た
め
採
卵
率
が
低
く
、

一
九
七
六
年（
昭
和
五
一
年
）六
月
に
閉
鎖
し
ま
し
た
。

一
九
七
一
年（
昭
和
四
六
年
）に
は
、
組
合
員
に
無
添
加
の
食
品
を
供
給
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
約
二
四
坪
の
建
物

と
二
坪
の
冷
蔵
庫
に
よ
る
生
協
自
前
の
食
品
加
工
所
を
つ
く
り
、
職
員
四
名
で
主
に
総
菜
品
を
生
産
す
る
体
制
を
つ

く
り
ま
し
た
。

ま
た
一
九
五
五
年（
昭
和
三
〇
年
）前
後
よ
り
、
佐
藤
艶
子
先
生
講
師
で
春
、
秋
二
回
ほ
ど
組
合
員
の
主
婦
延
べ
三
〇

〇
人
を
対
象
に
各
地
区
で
料
理
講
習
会
を
開
催
し
、
地
域
の
食
生
活
の
水
準
を
高
め
た
の
で
す
。

娯
楽
面
で
は
、
一
九
六
八
年（
昭
和
四
三
年
）に
は「
都
は
る
み
シ
ョ
ー
」「
生
協
寄
席
」な
ど
で
多
数
の
芸
能
人
を
招

い
て
催
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
日
曜
日
ご
と
に
生
協
会
館
を
無
料
で
開
放
し
、
薬
湯
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
の
で
す
。

一
九
五
四
年（
昭
和
二
九
年
）に
は
、
組
合
員
を
対
象
に
生
命
共
済
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
九
五
一
年（
昭
和
二
六
年
）ご
ろ
、
全
国
生
協
の
中
で
、
先
進
地
域
の
五
生
協
が
、
生
協
相
互
に
共
通
す
る
諸
問
題

な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
た
い
と
い
う
目
的
か
ら「
五
社
会
」を
作
り
、年
二
回
生
協
の
ト
ッ
プ
が
出
席
し
討
議
を
重
ね
、

生
協
発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

一
九
七
三
年（
昭
和
四
八
年
）二
月
に
足
尾
銅
山
が
会
社
都
合
に
よ
り
閉
山
。
足
尾
の
人
口
も
一
挙
に
七
〇
〇
〇
名
台

に
減
少
。
こ
の
事
態
は
三
養
会
に
と
っ
て
も
死
活
問
題
で
あ

り
、
運
営
の
全
体
的
見
直
し
を
し
、
本
山
売
店（
約
三
〇
〇
世
帯
）、

砂
畑
売
店（
約
三
五
〇
世
帯
）
の
閉
店
と
職
員
の
一
部
勇
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
。

女
も
男
も
ワ
ン
ワ
ン
い
た

―
Ｔ
さ
ん
の
聞
き
取
り
か
ら

金
券
と
利
用
券

「
金
券
っ
て
い
う
の
は
昭
和
二
七
，
八
年
か
な
。
そ
の
頃
ね
、

ア
ル
ミ
と
か
貨
幣
が（
足
り
な
く
て
）、
一
円
と
か
五
円
と
か
、
つ

り
銭
に
困
っ
ち
ゃ
う
ん
で
、
一
円
、
五
円
、
一
〇
円
と
い
う
生

協
独
自
の
券
を
作
り
、
生
協
内
部
で
実
際
の
金
と
し
て
使
っ
た



商品券
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ん
で
す
よ
」

「
こ
っ
ち
は
商
品
券
な
ん
で
す
け
ど
も
、
今
の
贈
答
用
の
商
品
券
で

は
な
く
て
、
米
や
み
そ
な
ど
掛
売
で
売
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
翌
月

給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
っ
て
こ
と
で
。
す
る
と
赤
字
に
な
る
人
は
、

毎
月
毎
月
こ
れ（
商
品
券
）を
生
協
で
現
金
代
わ
り
に
貸
す
ん
で
す
よ
」

「（
金
券
や
商
品
券
も
使
え
ず
生
協
を
利
用
で
き
な
く
な
る
人
っ
て
い
ま
し
た
か
？
）

あ
ん
ま
り
い
な
い
で
す
ね
。
労
務
課
と
の
相
談
を
し
た
な
か
で
、
商
品

券
を
売
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
人
が
は
っ
き
り
わ
か
る
ん
で
す
よ
。
た

と
え
ば
商
品
券
三
万
円
分
売
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

と
き
、
労
務
課
に
話
を
し
て「
こ
う
い
う
話
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

売
っ
て
い
い
で
す
か
？
」と
聞
い
て
、「
あ
ぁ
、い
い
よ
。
来
月（
そ
の
人
は
）

働
け
る
か
ら
」と
い
う
連
絡
が
あ
る
わ
け
」

パ
ン
を
売
る

「
パ
ン
工
場
が
あ
っ
た
、
木
の
箱
に
三
〇
か
四
〇
く
ら
い
入
っ
て
、
四
，

五
箱
く
る
ん
だ
ろ
。
そ
れ
を
み
ん
な
待
っ
て
い
て
ね
、
パ
ン
だ
か
ら
掛
売
通
帳
な
ん
だ
よ
。
…
…
あ
の
時
は
ま
だ
若

か
っ
た
か
ら
、「
あ
ん
ち
ゃ
ん
、
パ
ン
く
ん
な
」「
お
う
」と
か
言
っ
て
、
手
な
ん
て
洗
わ
な
く
て
さ
、「
お
う
」な
ん
て

言
っ
て
渡
し
て
さ
。
ジ
ャ
ム
な
ん
か
も
、
今
の
感
じ
じ
ゃ
な
く
て
、
一
斗
缶
に
ジ
ャ
ム
が
入
っ
て
き
て
い
て
、
し
ゃ

も
じ
で
、
経
木
を
丸
め
て
、
く
る
っ
と
丸
め
て（
し
ゃ
も
じ
で
す
く
っ
た
ジ
ャ
ム
を
）包
む
。
そ
れ
で
量
り
売
り
し
た
の
」

年
二
回
の
大
売
り
出
し

「
七
月
と
一
二
月
の
大
売
り
出
し
を
す
る
と
ね
。
お
客
さ
ん
を
集
め
る
た
め
に
ね
、
都
は
る
み
シ
ョ
ー
だ
と
か
、
島

倉
千
代
子
シ
ョ
ー
だ
と
か
、
水
前
寺
清
子
だ
と
か
ね
、
生
協
主
催
で
や
っ
た
ん
だ
よ
。
生
協
寄
席
と
い
う
の
も
あ
っ

た
ん
だ
よ
。Ｗ
け
ん
じ
が
来
た
だ
ろ
、
漫
才
の
ね
」

生
協
会
館
に
つ
い
て

「
あ
の
当
時
、
一
日
五
〇
円
く
ら
い
し
た
ん
か
な
、
そ
の
券
買
っ
て
、
薬
湯
に
入
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
見
た
り
、
将

棋
し
た
り
お
茶
飲
ん
だ
り
し
て
、
一
日
つ
ぶ
し
て
帰
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
よ
。
要
す
る
に
、
日
帰
り
温
泉
だ
よ

な
。
…
…
朝
九
時
頃
に
始
ま
っ
て
、夕
方
三
時
頃
ま
で
っ
て
形
で
、年
寄
り
が
ず
い
ぶ
ん
来
た
ね
、家
族
連
れ
と
か
も
。

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
三
養
会
か
ら
前
日
に
お
菓
子
持
っ
て
き
て
、置
い
た
り
、缶
ジ
ュ
ー
ス
や
サ
イ
ダ
ー
と
か
置
い
て
」

デ
パ
ー
ト
み
た
い
な
三
養
会

「
今
思
え
ば
、
本
当
に
デ
パ
ー
ト
み
た
い
な
も
ん
だ
っ
た
よ
ね
。
デ
パ
ー
ト
で
す
よ
ね
、
本
当
に
」

「
通
洞
三
養
会
、
す
ご
く
良
か
っ
た
も
ん
。
道
路
一
つ
挟
ん
で
反
対
側
に
家
具
セ
ン
タ
ー
な
ん
か
が
あ
っ
て
。
何
で

も
そ
ろ
っ
た
の
」

「
衣
料
品
係
と
か
、
雑
品
係
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
い
て
。
渡
良
瀬
の
生
協
で
一
六
人
く
ら
い
。
通
洞
で
も
一
六
人
、

一
七
人
。
通
洞
の
方
が（
店
は
）
大
き
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
た
ん
で
す
よ
。
店
長
が
い
て
、
店
長
の
次
の
人
が
い
て
、

あ
と
は
魚
屋
が
一
人
、
八
百
屋
が
一
人
、
食
料
品
が
三
人
く
ら
い
、
あ
と
は
雑
用
係
だ
と
か
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
」

女
も
男
も
ワ
ン
ワ
ン
い
た

「（
話
を
変
え
て
、若
い
男
女
の
結
婚
な
ど
を
聞
く
。
若
い
男
女
は
ど
こ
で
出
会
っ
た
の
か
）そ
れ
は
ね
、ど
こ
に
で
も
。
女
も
男
も
ワ

ン
ワ
ン
い
た
か
ら
。
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
よ
ね
。
映
画
館
も
あ
っ
た
で
し
ょ
。　
「
今
晩
、
映
画
行
か
な
い
か
？
」な



対面販売の店頭風景。各売り場で重さを計り、伝票を
切ってからレジに持っていく。

当時の専務理事が月に数回各売店を視察。量り売り対
面販売の頃。秤もまだ旧式だった。

秋の漬物の時期。白菜を大量購入。各家庭で一五から二
〇個白菜を買った。

昭和三〇年頃に、改装した通洞売店。対面販売をしてい
る。

生協会館（旧五日荘）山側から見たところ。生協会館となり日曜に会員に開放。薬湯、囲碁、将棋、軽食（うどん）
などを提供した。
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ん
て
、
目
星
の
つ
け
て
い
た
人
な
ん
か
い
る
わ
け
だ
よ
。
映
画
に
行
っ
た
り
。
あ
と
は
中
禅
寺
湖
な
ん
か
皆
で
、
五

人
か
一
〇
人
か
で
歩
い
て
行
っ
て
」

「（
い
や
、
ワ
ン
ワ
ン
い
た
と
い
う
の
が
凄
い
な
と
）い
ま
し
た
。
本
当
に（
女
も
男
も
）い
ま
し
た
」

お
客
さ
ん
へ
の
工
夫
は

「
あ
ん
ま
り
、
あ
り
ま
せ
ん
が
。
た
だ
言
え
る
の
は
、
業
者
の
人
に
話
を
し
て
、
新
し
い
商
品
な
ん
か
も
入
れ
て
み

た
り
と
か
さ
、
結
構
値
段
安
く
が
ん
ば
っ
て
も
ら
っ
て
、
あ
ん
ま
り
儲
け
な
い
で
売
っ
て
み
た
り
」

な
ぜ
大
規
模
店
舗
が
来
な
か
っ
た
の
か

「（
人
が
た
く
さ
ん
い
た
頃
、
ど
う
し
て
他
の
大
規
模
店
舗
な
ど
が
足
尾
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
？
）あ
ぁ
、
前
に
そ
れ
言
わ
れ
た

こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。
よ
く
生
協
が
や
っ
て
い
ら
れ
る
ね
っ
て
。
よ
そ
か
ら
資
本
が
入
っ
て
大
き
な
ス
ー
パ
ー
だ
の

作
れ
ば
別
だ
け
れ
ど
も
、
ま
ず
土
地
が
な
い
と
い
う
の
が
一
つ
あ
る
ん
で
す
よ
。
古
河
の
土
地
だ
か
ら
。
そ
れ
と
以

前
社
宅
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
社
宅
へ
の
販
売
お
断
り
な
ん
て
言
っ
て
、
追
い

出
し
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
社
宅
内
で
の
販
売
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
と
」

生
協
の
日
常
か
ら

Ｔ
さ
ん
か
ら
、
数
多
く
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
べ
て
が
当
時
の
足
尾
の
暮
ら
し
を
記
録
し
て
い

る
貴
重
な
も
の
な
の
で
す
が
、
私
の
判
断
で
二
〇
枚
選
ん
で
、Ｔ
さ
ん
に
簡
単
な
説
明
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。



渡良瀬店。写真の右にある計量器から左に見える新型計量器に変わりつつあった●●頃の店内と店員さん。

昭和三六年頃、栃木県内生協で順次各店をセルフ
サービスとした。愛宕下売店が最初。

鮮魚売り出しの店頭風景。築地から足尾まで卸された
魚を持ってきていた。

レジスターを導入した中才店。当時レジに打ち込む商
品の分類記号を「ヨキミセサカエル」とした。たとえば
ヨ―①は菓子という分類。

店員のレジスター講習会。当時レジスターは一台数十
万円した。

戦後は、まだランドセルなど珍しい時代があった。ラン
ドセルの色は、赤と黒。

ウイスキーの飲み方を教えるカクテル教室。生協だけ
がこうした催しものをやっていた。

オーシャンウイスキー販売拡充のため生協に寄贈され
たオート三輪トラック。

ウイスキーの宣伝看板と福引大売り出し。当時お酒は
貨物列車で足尾に入ってきた。

化粧品販売のマネキンが各店を回った。マネキンとは商品の販売促進をする販売員のこと。
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月当たりの総供給高。小滝坑が閉坑になるまでは、小滝店もあわせて九店舗あった。間藤が一番高いのは、上の平に住む人も買ったから。通洞には他にたくさんお店があったので、供給高は、そこまで高くない。
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戦前は中央倉庫（生協本部）からガソリンカーやリヤカーなどで商品を分送していたが、戦後は自動車での輸送と
なった。当時の生協貨物トラック。

中才店の店内風景。クリスマスにはケーキ販売をしていた。当時はプレゼントを買う習慣はあまりなかった。店内のつり広告。お盆のバーゲンセール。七夕まつり、生協寄席ご招待とある。

歳末福引大売り出しの看板。昭和四〇年頃、都はるみなど芸能人を呼び、足尾劇場でショーを企画。お買い上げ額
によってショーの観覧券を渡した。

27 一〇〇年続いた生協―三養会 	 26
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足
尾
に
と
っ
て
三
養
会
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か

多
く
の
写
真
や
語
り
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
三
養
会
を
考
え
る
う
え
で
、
興
味
深
い
資
料
が
あ
り
ま
す
。『
生

協
三
養
会
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
冊
子
で
す
。
Ｂ
五
版
で
一
〇
頁
ほ
ど
で
す
が
、
毎
月
組
合
員
に
向
け
て
だ
さ
れ
て

い
た
月
報
な
の
で
す
。
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
一
〇
六
号（
一
九
六
一
年
七
月
一
日
）か
ら
二
一
三
号（
一
九
七
一

年
一
月
一
日
）で
す
が
、
当
時
の
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

各
地
域
売
店
か
ら
の
発
言
。
組
合
員
の
主
婦
で
構
成
さ
れ
た
家
庭
会
か
ら
の
要
望
、
家
庭
会
が
実
施
し
た
工
場
見

学
記
。
毎
月
の
総
供
給
高
や
毎
月
の
生
協
の
予
定
な
ど
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
が
導
入
さ
れ
た
象
徴
的
な
道
具
と

し
て
レ
ジ
ス
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
名
前
を
つ
け
た「
レ
ジ
ス
タ
ー
」と
い
う
コ
ラ
ム
で
は
、
よ
い
品
物
を
よ
り

よ
く
提
供
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
生
協
の
向
上
を
考
え
る
多
く
の
エ
ッ
セ
ー
が
掲
載
さ
れ
、
ま
さ

に〝
盛
況
で
あ
っ
た
生
協
〟の
日
常
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
、
暖
房
器
具
な
ど
当
時
高
価
だ
っ
た
耐
久
消
費
財
も
組
合
員
価
格
で
安
く
購
入
で
き
た

し
、
冬
に
な
れ
ば
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
用
品
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
洋
服
や
下
着
な
ど
の
普
段
着
の
紹
介
、
石
鹸

や
洗
剤
な
ど
生
活
用
品
、
ま
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
食
料
品
の
紹
介
も
毎
月

載
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
一
一
一
号（
一
九
六
一
年
一
一
月
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
レ
ジ
ス
タ
ー
」と
い
う
コ
ラ
ム
で
は
、
掛
売
帳

を
大
切
に
、
店
員
と
客
の
や
り
と
り
を
も
っ
と
効
率
よ
く
す
べ
き
だ
と
書
か
れ
、
別
の
頁
で
は
足
尾
中
学
校
が
当
時

制
服
化
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
①
全
生
徒
が
気
軽
に
同
じ
服
を
着
ら
れ
る
こ
と
、
②
親
に
と
っ

て
医
療
費
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
、
③
情
操
教
育
に
役
立
つ
こ
と
、
が
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
女
子
通
学
服
の
合
理
化
が
唱
え
ら
れ
、「
ヒ
ダ
の
と
れ
な
い
洗
濯
の
楽
な
製
品
」を
開
発
中
だ
と
書
か
れ
て
い
た

こ
と
で
す
。
制
服
に
変
わ
る
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
で
き
れ
ば
洗
濯
が
楽
な
ほ
う
が
い
い
と
、
普
段
の
暮
ら
し
へ
の
ま

な
ざ
し
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
一
一
四
号（
一
九
六
二
年
二
月
）で
は
、
歳
末
販
売
に
協
力
し
た
足
尾
高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
載
っ
て

い
ま
す
。
三
養
会
へ
は「
商
品
全
部
に
値
段
を
つ
け
る
こ
と
」「
ソ
ロ
バ
ン
は
四
つ
玉
に
切
り
換
え
る
こ
と
」「
一
日
二

五
〇
円
の
手
当
は
少
な
す
ぎ
る
」と
注
意
し
、
お
客
さ
ん
へ
は「
い
ま
だ
に
尺
貫
法
で
買
う
人
が
い
る
が
、
早
く
メ
ー

ト
ル
法
を
覚
え
て
ほ
し
い
」「
私
た
ち
の
計
算
を
も
っ
と
信
頼
し
て
ほ
し
い
」「
閉
店
後
当
然
の
よ
う
に
買
い
物
を
す

る
人
が
い
る
。
時
間
は
守
っ
て
ほ
し
い
」と
注
意
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
買
い
物
の
様
子
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ

う
で
す
。

三
養
会
で
は
、
毎
年
夏
冬
に
総
供
給
量
の
目
標
達
成
も
あ
り
、
大
売
出
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た

福
引
で
豪
華
賞
品
が
当
た
っ
た
り
、
都
は
る
み
シ
ョ
ー
や
生
協
寄
席
に
行
け
た
り
し
た
の
で
す
。
私
が
個
人
的
に
調

べ
た
か
っ
た
の
は
、
日
本
万
国
博
覧
会
で
し
た
。
一
九
七
〇
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
半
年
間
の
会
期
中
に
六
〇
〇

〇
万
以
上
の
人
が
入
場
し
た
の
で
す
。
ま
さ
に
日
本
中
が
熱
狂
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
足
尾
で
は
ど
う
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

二
〇
二
号（
一
九
七
〇
年
二
月
）に
、
歳
末
大
売
出
し
で
日
本
万
国
博
御
招
待
四
〇
名
決
定
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
四
〇
名
と
あ
わ
せ
て
栃
木
県
生
協
全
体
で
九
八
名
が
当
選
し
た
よ
う
で
す
。
二
〇
六
号（
一
九
七
〇
年
六
月
）に
は
、

参
加
し
た
男
性
の「
万
博
見
学
記
」が
載
っ
て
い
ま
す
。
二
日
間
で
四
〇
館
し
か
回
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ソ
連
館
と
ア

メ
リ
カ
館
の
対
比
、
日
本
館
の
見
事
さ
、
古
河
の
七
重
塔
パ
ビ
リ
オ
ン
に
触
れ
た
後
、
日
本
企
業
の
ミ
ド
リ
館
・
全

天
全
周
映
画（
ア
ス
ト
ロ
ラ
マ
）で
み
た
渡
良
瀬
川
沿
い
を
疾
走
す
る
Ｃ
五
二
の
映
像
の
迫
力
に
感
動
し
た
こ
と
な
ど
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

『
生
協
三
養
会
』に
は
、
も
っ
と
多
く
の
内
容
が
み
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
膨
大
な
資
料
を
読
み
込
め
ば
、
足
尾
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
興
味
深
い
分
析
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
そ
れ
は
私
の
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

日
本
最
初
の
職
域
生
協
と
し
て
の
三
養
会
。
そ
れ
は
足
尾
銅
山
閉
山
と
い
う
出
来
事
を
境
に
急
速
に
人
口
が
減
少
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三
養
会
、
最
後
の
灯
り
が
消
え
た
日�

市
之
瀬
昌
弘

足
尾
の
み
な
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
日
光
市
足
尾
地
域
の
第
三
期
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
務
め
ま
し
た
市

之
瀬
で
す
。
私
の
任
期
中
に
歴
史
的
に
見
て
も
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
方
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た

三
養
会
が
閉
店
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
三
養
会
が
閉
店
す
る
ま
で
を
こ
こ
で
は
、
少
し
振
り
返
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
着
任
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
し
た
。「
三
養
会
が
閉
店
す
る
ら
し
い
」そ

ん
な
噂
話
が
、
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
最
初
は
商
店
が
閉
店
し
て
し
ま
う
の
か
残
念
だ
な

ぐ
ら
い
の
感
覚
で
し
た
が
、
足
尾
銅
山
の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
と
、
三
養
会
が
足
尾
銅
山
で
は
欠
か
せ
な
い
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
私
は
三
養
会
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
方
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
り
、
足
尾
銅
山
閉
山
前
の
三

養
会
の
資
料
な
ど
の
収
集
を
は
じ
め
ま
し
た
。
最
初
は
、
三
養
会
に
勤
め
い
て
い
た
方
々
に
足
尾
銅
山
閉
山
前
の

当
時
の
販
売
方
法
や
仕
入
方
法
、
閉
店
時
に
は
通
洞
、
渡
良
瀬
に
し
か
な
か
っ
た
店
舗
が
、
各
地
域
に
店
舗
や
出

張
所
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
他
に
も
多
く
の
当
時
の
様
子
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
を
さ

せ
て
頂
い
た
際
に
は
、
当
時
の
貴
重
な
三
養
会
が
配
布
し
て
い
た
チ
ラ
シ
や
利
用
券
、
伝
票
な
ど
も
見
せ
て
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
三
養
会
を
利
用
し
て
い
た
方
々
に
も
、
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
当
時
の
三
養
会
の

活
気
や
、
利
用
す
る
側
の
目
線
、
現
在
の
お
買
い
物
事
情
な
ど
、
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
も
、
閉
店
す
る
こ
と
へ

し
、
高
齢
化
も
進
ん
で
き
た
足
尾
と
い
う
街
で
、
人
々
が
日
常
の
暮
ら
し
を
た
て
て
い
く
う
え
で
、
不
可
欠
な
地
域

生
協
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
古
い
資
料
か
ら
は
。
当
時
、
日
々
の
糧
を
得
た
り
、
娯
楽
や
教
養
を
楽
し
む
う
え
で
、
生

協
が
い
か
に
有
効
に
機
能
し
て
い
た
の
か
が
読
み
取
れ
、
古
い
写
真
を
み
れ
ば
、
当
時
の
街
の
繁
栄
や
人
々
の
暮
ら

し
の〝
熱
〟を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閉
山
後
は
、
移
動
が
し
づ
ら
い
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
歩
い
て
買
い
物
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
で
あ
り
、
知
り
合

い
と
つ
き
あ
う
う
え
で
重
要
な
場
所
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
百
年
続
い
た
三
養
会
が
、
た
だ
儲
か
ら
な

い
と
い
う
企
業
論
理
だ
け
で
閉
じ
ら
れ
た
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
残
念
で
な
ら
な
い
の
で
す
。
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き
ま
し
た
。
足
尾
で
の
思
い
出
の
一
つ
一
つ
が
、
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
私
は
足
尾
の
こ
と
が
大
好
き
だ
と
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
足
尾
で
お
世
話
に
な
っ
た
全
て
の
方
々
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
、
ぜ
ひ
足
尾
に
お
邪
魔
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

の
寂
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
養
会
の
歴
史
を
学
び
、
関
わ
っ
て
き
た
方
々
の
お
話
を
聞
い
て

い
く
と
三
養
会
が
閉
店
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
も
寂
し

く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

閉
店
の
日
が
、
近
付
く
に
つ
れ
て
私
は
、
渡
良
瀬
の
三
養
会
に
足
を

運
ぶ
こ
と
が
、
自
然
と
多
く
な
り
ま
し
た
。
店
内
の
商
品
が
少
し
ず

つ
無
く
な
っ
て
い
く
様
子
や
、
住
民
の
方
と
の
何
気
な
い
会
話
な
ど
、

そ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
た
い
と
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

閉
店
当
日
も
私
は
渡
良
瀬
の
三
養
会
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
直
接
、

従
業
員
の
方
に
お
礼
を
伝
え
る
方
や
、
お
店
に
行
け
な
い
方
は
電
話

で
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
三
養
会
が
住
民
の
方
に
と
っ
て
、大

切
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、迎
え
た
閉
店
の

時
に
は
、
住
民
の
方
か
ら
従
業
員
の
方
々
に
花
束
を
手
渡
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
光
景
は
、
私
が
足
尾
で
活
動
し
た
中
で
、
一
番
、
胸
が
熱

く
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
都
合
に
よ
り
足
尾
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
改
め
て
、
足
尾
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
の
文
を
書

通洞商店看板撤去中の様子

通洞商店看板撤去中の様子 渡良瀬商店最後の様子



長
門
修
造
さ
ん
の
戦
争
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留�

志
村
春
海

平
成
二
四
年
の
夏
に
、
元
足
尾
町
役
場
が
閉
鎖
し
、
新
し
く
銅
山
観
光
の

隣
に
足
尾
総
合
支
所
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
一
階
に
は
小
さ
な
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
聞
き
取
り
の
内
容
を
そ
こ
で
紹
介
す
る
展
示
を
始
め

ま
し
た
が
、
夏
に
は
、
足
尾
の
中
の
戦
争
に
向
合
う
内
容
を
心
が
け
ま
し

た
。
こ
の
章
で
は
、
平
成
二
六
年
度
夏
に
実
施
の「
長
門
修
造
さ
ん
の
戦

争
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」の
パ
ネ
ル
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
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こ
の
展
示
で
は
、
足
尾
出
身
の
長
門
修
造
さ
ん
が
昭
和
一
八
年
に
志
願
兵
と
し
て
出
兵
し
て
か
ら
、
中
国
で
終
戦

を
迎
え
た
後
に
シ
ベ
リ
ア
で
抑
留
さ
れ
、
昭
和
二
二
年
に
足
尾
に
戻
る
ま
で
の
ル
ー
ト
と
各
地
で
の
出
来
事
を
ま

と
め
ま
し
た
。
聞
き
取
り
の
内
容
が
中
心
と
な
る
た
め
、
歴
史
的
事
実
に
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
部
分
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
兵
し
た
方
個
人
の
貴
重
な
記
憶
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〝　

〟の
中
は
長
門
さ
ん
の
語
り
で
す
。

1 

足
尾
―
―
一
九
四
二
年（
昭
和
一
七
年
）頃
、
一
八
歳
。
大
日
本
帝
国
陸
軍
志
願

［
軍
国
主
義
―
―
憧
れ
の
兵
隊
］　
足
尾
で
学
生
生
活
や
工
場
で
働
い
て
い
た
頃
に
見
聞
き
す
る
情
報
は
、
軍
国
主
義
一

色
。
長
門
さ
ん
も
あ
こ
が
れ
を
持
ち
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
兵
隊
に
志
願
し
た
。〝
あ
の
頃
、
私
が
学
校
に
行
っ
て

も
軍
国
主
義
で「
兵
隊
、
兵
隊
」
っ
て
ね
。
今
な
ら
い
ろ
ん
な
会
社
に
入
っ
て
課
長
と
か
に
な
れ
ば「
ど
こ
の
あ
れ
は

出
世
し
た
」と
言
う
け
れ
ど
、
当
時
は
軍
隊
に
行
く
の
が
出
世
だ
か
ら
ね
〟〝
私
は
今
の
野
路
又
の
高
校
跡
の
所
に
工

場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
も
兵
隊
に
志
願
し
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
。（
中
略
）「
空
だ
、
男
の
行

く
所
は
」な
ん
て
看
板
が
あ
っ
て
、
飛
行
機
の
特
攻
隊
と
か
あ
あ
い
う
の
に
み
ん
な
憧
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
〟

2 

宇
都
宮
―
―
一
九
四
三
年（
昭
和
一
八
年
）一
月
二
〇
日
、
一
九
歳
。
東
部
三
六
部
隊（
高
野
隊
）歩
兵
第
六
六
連
隊
補
充
隊

3 

下
関
か
ら
釜
山
へ
の
移
動
―
―
昭
和
一
八
年
一
月
二
八
日
、
下
関
出
発
。
一
月
二
九
日
、
釜
山
上
陸

下
関
か
ら
釜
山
ま
で
の
船
の
移
動
は
、
玄
海
灘
の
波
が
激
し
く
困
難
な
も
の
だ
っ
た
。〝
私
ら
は
ね
、
足
尾
に
い
る
か

ら
船
な
ん
て
乗
っ
た
こ
と
な
い
で
し
ょ
、
だ
か
ら
船
酔
い
が
大
変
で
ね
、「
死
ん
だ
方
が
い
い
な
」と
思
っ
た
ね
。
船

が
グ
グ
ー
っ
と
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
て
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
。
あ
っ
ち
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
こ
っ
ち

に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
ね
。
参
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
〟

キャプション

4 

青
島（
桜
ヶ
丘
）
―
―
一
九
四
三
年（
昭
和
一
八
年
）二
月
、
一
九
歳
。
北

支
派
仁
四
二
二
〇
部
隊［
岩
佐
隊
・
竹
本
隊
］第
四
一
師
団
要
員
入
隊
第
一
紀

教
育
一
等
兵

［
中
国
の
風
景
］　
内
地
で
の
訓
練
中
と
中
国
で
は
食
事
情
や
物
資
の

状
況
が
違
っ
て
い
た
。〝
中
国
に
行
っ
て
ね
、
日
本
で
玄
米
飯
を
食
べ

て
い
た
の
が
米
の
飯
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
銀
飯
。「
あ
れ
、
こ
ん
な
に

違
う
の
か
な
」と
思
っ
て
ね
。
だ
け
れ
ど
も
、
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
ね
。
青
島
は
海
の
直
ぐ
側
だ
か
ら
魚
と
か
が
沢
山

出
た
ね
。
神
社
に
お
参
り
に
行
っ
た
り
、国
防
婦
人
会
の
人
達
が「
兵

隊
さ
ん
、
兵
隊
さ
ん
」
っ
て
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
迎
え
て
く
れ
た

り
し
た
ね
。（
中
略
）一
方
で
、
あ
の
頃
は
道
路
脇
に
は
中
国
人
が
真
っ

黒
に
な
っ
て
死
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。（
中
略
）餓
死
と
い
う
の
か
ね
、

み
ん
な
死
ん
で
い
て
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
蠅
が
ブ
ン
ブ
ン
い
た
っ
て

構
わ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
昭
和
一
八
年
頃
だ
ね
〟

［
ビ
ン
タ
の
軍
事
教
育
］　
青
島
で
は
、
軍
事
教
育
を
本
格
的
に
受
け
る
。

〝
簡
単
に
言
え
ば
ね
、
教
育
と
は
軍
事
精
神
を
鍛
え
る
所
さ
。（
中
略
）

朝
昼
晩
で「
一
つ
、
軍
人
は
忠
節
を
尽
く
す
を
本
分
と
す
べ
し
」な

ん
て
ね
。
五
箇
条
の
御
誓
文
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。（
中

略
）一
週
間
に
い
ろ
ん
な
当
番
を
や
る
ん
で
す
よ
。
食
事
当
番
か
ら
馬

の
世
話
、
茅
掃
除
と
か
ね
。
そ
れ
が
皆
軍
事
教
育
の
一
部
な
ん
だ
ね
。
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（
中
略
）
軍
事
教
育
っ
て
い
う
の
は
も
う
ビ
ン
タ
だ
ね
。
そ
れ
が
教
育
な
ん
だ
よ
。「
い
や
あ
、
え
ら
い
所
に
き
ち
ゃ
っ

た
な
」と
思
っ
て
あ
の
頃
は
本
当
に
涙
が
出
た
よ
。
自
分
が
好
き
で
志
願
し
て
来
ち
ゃ
っ
た
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
な

と
思
っ
て
ね
。
ビ
ン
タ
も
一
回
、
二
回
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
二
〇
回
く
ら
い
ぶ
っ
飛
ば
さ
れ
る
ん
だ
か
ら
。
そ
れ

で
も
う
、
口
の
中
が
切
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
、
朝
ご
飯
に
み
そ
汁
を
食
べ
る
時
に
口
の
中
が
痛
い
ん
だ
よ
ね
。
ビ
ン
タ
の

傷
が
。
そ
れ
が
教
育
な
ん
だ
よ
。
ビ
ン
タ
が
教
育
で
、
軍
事
精
神
を
ぶ
ち
込
む
ん
だ
よ
ね
〟

5 

済
南
―
―
一
九
四
三
年（
昭
和
一
八
年
）七
月
、
一
九
歳
。
北
支
那
方
面
軍
第
一
二
軍
幹
部
教
育
隊
転
属
。
第
二
期
教
育

　

石
門
―
―
一
九
四
三
年（
昭
和
一
八
年
）一
一
月
五
日
、
二
〇
歳
。
北
支
那
方
面
軍
下
士
官
候
補
者
隊

昭
和
一
九
年
一
月
二
〇
日　

上
等
兵　

昭
和
一
九
年
七
月
二
〇
日　

兵
長

昭
和
二
〇
年
一
月
二
〇
日　

伍
長

6 

興
安
南
省
洮
南
―
―
一
九
四
五
年（
昭
和
二
〇
年
）七
月
一
日
二
一
才
興
安
南
省
洮
南
弘
一
四
一
七
一
部
隊（
大
西
隊
）

［
盗
ん
だ
ス
イ
カ
で
い
き
つ
な
ぐ
］　
長
門
さ
ん
が
中
国
に
い
る
間
、
多
く
の
日
本
軍
が
南
方
に
向
か
っ
た
。
手
薄
に

な
っ
た
満
州
を
侵
攻
し
て
く
る
ソ
連
軍
と
戦
う
た
め
、
長
門
さ
ん
の
所
属
す
る
部
隊
も
新
京
に
集
結
。
物
資
も
弾
も

少
な
い
中
で
、
戦
い
に
備
え
て
い
た
。〝
一
週
間
も
一
〇
日
も
満
州
の
平
原
を
歩
い
て
ね
。
食
べ
物
も
ご
飯
な
ん
か
炊

い
た
ら
敵
に
見
つ
か
っ
ち
ゃ
う
か
ら
ね
。
中
国
は
ス
イ
カ
と
か
を
作
る
の
が
上
手
な
ん
だ
よ
ね
。
も
の
凄
く
美
味
し

い
ん
だ
よ
。
八
月
の
頃
は
暑
く
て
一
番
果
実
が
熟
し
て
い
て
、
見
渡
す
か
ぎ
り
ア
ク
ア
ウ
リ
と
ス
イ
カ
。
食
べ
物
が

な
か
っ
た
か
ら「
し
ょ
う
が
な
い
」
っ
て
中
国
人
が
作
っ
た
ス
イ
カ
を
か
っ
ぱ
ら
っ
て
、
そ
れ
を
ご
飯
の
代
わ
り
に

幾
日
も
食
べ
た
ん
だ
か
ら
〟

［
通
信
隊
で
の
あ
る
会
話
］　
配
属
先
の
通
信
隊
で
は
、
様
々
な
情
報
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。〝
私
は
、
原
子

爆
弾
だ
っ
て
終
戦
前
に
知
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
中
国
で
幹
部
候
補
生
と
仕
事
を
し
て
い
た
時
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
の
人
か
ら「
ア
メ
リ
カ
で
新
型
爆
弾
が
出
来
た
。
マ
ッ
チ
箱
一
つ
で
富
士
山
が
吹
っ
飛
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
よ
」と
八

月
六
日
の
投
下
前
に
聞
き
ま
し
た
よ
〟

［
終
戦
の
時
］　
〝
日
本
の
玉
音
放
送
で
天
皇
の
放
送
が
あ
っ
た
時
に
、
放
送
室
に
み
ん
な
入
っ
て
ね「
あ
あ
、
こ
れ
で

日
本
は
負
け
た
の
か
」と
思
っ
て
ね
。
い
や
あ
、
だ
け
れ
ど
も
、
ま
さ
か
負
け
る
と
も
思
わ
な
か
っ
た
し
、
勝
つ
と
も

思
わ
な
か
っ
た
ね
〟

7 

新
京
―
―
一
九
四
四
年（
昭
和
一
九
年
）八
月
一
九
日
、
二
一
歳
。
武
装
解
除

［
武
装
解
除
］　〝
武
装
解
除
っ
て
、
み
ん
な
ロ
シ
ア
人
が
来
て
裸
に
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
み
ん
な
取
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
さ
、

惨
め
だ
っ
た
よ
。（
中
略
）
女
の
人（
日
本
人
）
な
ん
て
ね
、
頭
の
毛
を
切
っ
ち
ゃ
っ
た
り
散
切
り
に
し
て
、
顔
に
炭
と
か

を
付
け
て
汚
く
し
て
襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ね
。
略
奪
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
だ
い
た
い
一
〇
人
、
二
〇
人

の
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
行
動
し
て
い
た
ね
〟ま
た
、
逆
に
日
本
が
攻
め
て
い
た
時
は
、
敵
に
対
す
る
略
奪
や
強
姦
な

ど
も
あ
っ
た
。

8 

新
京
―
―
黒
河
省
黒
河
―
ブ
ラ
ゴ
エ
ス
チ
ェ
ン
ス
ク
―
ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
（
昭
和
二
〇
年
九
月
一
〇
日
〜
一
〇
月
）

［
行
き
先
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
北
へ
］　
ロ
シ
ア
人
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
せ
ら
れ
て
、
ど
こ
に
行
く
の
か
も
分
か
ら
ず
、
北
へ
北

へ
進
ん
だ
。
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
さ
か
シ
ベ
リ
ア
に
行
く
と
思
わ
な
か
っ
た
。］　

9 

ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
―
―
一
九
四
五
年（
昭
和
二
〇
年
）八
月
一
六
日
〜
一
九
四
七
年（
昭
和
二
二
年
）四
月
二
五
日
、
二
〇
〜

二
二
歳
。
第
二
三
収
容
所
。
炭
鉱
内
作
業

［
収
容
所
の
生
活
］　
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
収
容
所
の
第
二
三
収
容
所
に
入
っ
て
鉱
山
で
働
く
。
ロ
シ
ア
人
か
ら
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「
ヤ
ポ
ー
ス
ケ　

ト
ウ
キ
ョ
ウ　

ダ
モ
エ（
日
本
人
、
東
京
に
帰
れ
る
ぞ
）
」と
い
つ
も
嘘
を
つ
か
れ
て
い
て
、
帰
れ
る
の
か

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ラ
イ
ゲ
ル（
元
罪
人
収
容
所
）と
い
う
体
育
館
の
よ
う
な
収
容
所
で
生
活
し
、
終
戦
直
後
は
外
が

零
下
五
、
六
〇
度
あ
る
気
候
の
中
、
板
一
枚
の
上
に
毛
布
一
枚
で
寝
る
た
め
と
て
も
寒
か
っ
た
。
翌
年
か
ら
は
、
暖

房
も
設
置
さ
れ
た
た
め
建
物
の
中
は
寒
さ
が
解
消
さ
れ
て
い
く
。
寒
す
ぎ
て
凍
傷
や
凍
死
、
疥か
い
せ
ん癬
、
夜
盲
症
に
な
る

人
な
ど
が
い
た
。〝
朝
っ
ぱ
ら
に
起
き
て「
お
い
、
朝
だ
ぞ
、
起
き
ろ
」な
ん
て
言
う
と
、
頭
の
お
で
こ
あ
た
り
が
紫
色

な
ん
だ
よ
。
寒
く
て
も
う
凍
っ
ち
ゃ
っ
て
い
て
ね
。
そ
う
い
う
の
が
毎
日
で
、
ほ
と
ん
ど
が
来
た
ば
か
り
の
少
年
兵

だ
っ
た
ね
〟

戦
争
に
来
た
ば
か
り
の
若
い
兵
隊
は
、
体
も
弱
く
病
気
に
な
り
や
す
か
っ
た
。

「
天
皇
万
歳
」で
は
な
く「
お
か
あ
さ
ー
ん
」と
泣
き
な
が
ら
亡
く
な
っ
て
い
く
の
を
何
度
も
見
た
。

［
墓
地
が
掘
れ
な
い
］　
死
体
は
、
自
分
た
ち
で
日
本
人
墓
地
に
埋
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。〝
一
〇
人
く
ら
い
の
屍

が
集
ま
る
と
大
き
な
ソ
リ
で
日
本
人
墓
地
ま
で
乗
せ
て
行
く
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
穴
を
掘
る
ん
だ
け
れ
ど
、
零
下

四
五
度
も
あ
る
地
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
じ
く
ら
い
固
い
。
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
掘
る
こ
と
な
ん
か
で
き

な
い
け
ど
、
命
令
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
。
薪
で
火
を
燃
し
て
み
た
り
す
る
け
れ
ど
、
一
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
し
か
掘

れ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
今
度
は
自
分
が
参
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
死
体
の
頭
と
お
尻
だ
け
を
穴
の
中
に

ち
ょ
っ
と
入
れ
て
ね
、
雪
と
か
あ
あ
い
う
の
を
か
け
た
り
し
た
ん
だ
よ
ね
〟

［
ロ
シ
ア
の
鉱
山
］　
炭
坑
で
は
、
カ
ン
テ
ラ
を
交
換
す
る
仕
事
な
ど
を
し
て
い
た
。〝
炭
坑
の
中
も
日
本
と
違
っ
て
い

て
ね
、
も
う
ロ
シ
ア
っ
て
い
う
所
は
野
蛮
だ
っ
た
ね
。
仕
事
で
カ
ン
テ
ラ
を
交
換
に
行
く
ん
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
の

炭
坑
な
ら
立
坑
で
上
が
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ロ
シ
ア
で
は
梯
子
を
降
り
て
行
く
ん
で
す
よ
。（
中
略
）
あ
と
は
日
本
で

は
ち
ょ
っ
と
真
似
で
き
な
い
よ
う
な
技
術
が
あ
っ
た
ね
。
日
本
だ
っ
た
ら
手
で
発
破
を
か
け
た
後
に
削
っ
た
り
す

る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ロ
シ
ア
の
方
で
は
モ
ー
タ
ー
の
機
械
で「
ガ
チ
ャ
コ
ン
ガ
チ
ャ
コ
ン
」
っ
て
自
動
で
削
っ
て
ね
。

そ
う
い
う
所
は
楽
だ
っ
た
ね
〟

［
知
ら
な
い
土
地
で
の
入
院
］　
腸
出
血
に
な
っ
た
た
め
、
半
年
く
ら
い
病
院
の
よ
う
な
所
で
寝
た
き
り
に
な
る
。〝
ロ

シ
ア
の
看
護
師
っ
て
い
う
の
は
陸
軍
の
少
尉
く
ら
い
の
階
級
で
偉
い
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
が
看
病
を
し
て
く
れ

た
ん
だ
け
ど
、
コ
ッ
プ
み
た
い
な
や
つ
に
火
を
ぱ
っ
と
つ
け
て
燃
し
た
も
の
を
胸
に
当
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
効

い
た
ん
で
す
よ
ね
。
四
ヶ
月
も
寝
た
き
り
で
、
髪
の
毛
も
全
部
抜
け
ち
ゃ
っ
て
ね
、
酷
い
目
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
〟そ

の
後
、
体
の
丈
夫
な
人
と
病
人
が
選
別
さ
れ
、
も
う
働
け
な
い
病
人
だ
っ
た
長
門
さ
ん
は
日
本
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。

10 

ナ
ホ
ト
カ
―
―
一
九
四
七
年（
昭
和
二
二
年
）四
月
二
四
日
、
二
二
歳
。
港
出
発

［
共
産
主
義
教
育
］　
一
ヶ
月
ほ
ど
ナ
ホ
ト
カ
で
共
産
主
義
教
育
を
受
け
る
。〝
朝
か
ら
晩
ま
で
共
産
党
の
歌
を
歌
わ
さ

れ
る
ん
で
す
。
歌
を
歌
わ
な
い
と
、
日
本
に
帰
さ
な
い
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
み
ん
な
一
生
懸
命
だ
よ
〟 

［
帰
国
へ
の
実
感
］　
日
本
に
向
か
う
船
に
の
る
港
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。〝
も
う
海
が
み
え
た
ん
で
す
よ
ね
。「
あ
ー
、
こ

れ
は
本
当
に
内
地
に
帰
れ
る
」
っ
て
思
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
本
気
に
で
き
な
く
て
、
ま
た
騙
さ
れ
て
収
容
所
に
戻

さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
、
海
が
見
え
た
か
ら
近
づ
い
て
海
の
水
を
飲
ん
だ
ら
、
辛
い
ん
だ

よ
ね
。
本
当
に
。「
あ
、
こ
れ
は
辛
い
か
ら
、
川
じ
ゃ
な
い
ん
だ
海
な
ん
だ
な
。
あ
ー
、
こ
れ
で
日
本
に
帰
れ
る
の
か

な
」
っ
て
そ
こ
で
初
め
て
ね「
あ
ー
、
こ
れ
で
内
地
に
帰
れ
る
の
か
な
」と
思
っ
た
で
す
よ
〟

11　

海
の
う
え
で

［
軍
艦
と
貨
物
船
の
違
い
］　
清
洋
丸
の
造
り
が
キ
ャ
シ
ャ
で
驚
く
。〝
階
段
み
た
い
な
の
を
降
り
て
船
底
へ
行
く
と
、
鉄

板
が
一
枚
で
ね
。
軍
隊
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
鉄
板
一
枚
の
造
り
で「
ペ
ラ
ラ
ラ
ラ
」
っ
て

動
い
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、
鉄
板
が
水
圧
で
つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
角
材
で
つ
っ
か
い
棒
を
し
て
あ
る
ん
で
す
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も
ん
〟

［
あ
る
少
年
兵
の
告
白
］　
帰
国
す
る
船
の
中
で
、
少
年
兵
か
ら
終
戦
前
の
中
国
で
、
軍
事
用
品
の
毛
布
を
中
国
人
に

売
っ
て
い
た
と
い
う
謝
罪
を
受
け
る
。〝
内
地
に
帰
る
時
に
ね
、
少
年
兵
が「
班
長
殿
、
俺
今
だ
か
ら
言
う
ん
だ
け
れ

ど
も
、
戦
闘
の
時
に
毛
布
を
中
国
人
に
売
り
飛
ば
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
」
っ
て
言
わ
れ
た
ん
だ
よ
ね
。
我
々
の
軍
事

教
育
の
中
で
は
、
私
腹
を
肥
や
す
た
め
に
中
国
人
に
売
り
飛
ば
し
た
り
な
ん
か
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
よ
。
そ

れ
が
終
戦
間
近
に
は
、
な
あ
な
あ
で
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
、
そ
れ
を
白
状
し
た
ん
で
す
よ
。「
い
や
あ
、
こ

れ
だ
も
ん
。
日
本
は
本
当
に
戦
争
に
負
け
る
な
」と
そ
う
思
っ
た
で
す
よ
〟

11 

京
都
舞
鶴
―
―
一
九
四
七
年（
昭
和
二
二
年
）四
月
二
九
日
、
二
二
歳
。
舞
鶴
駅
上
陸

［
久
し
ぶ
り
の
日
本
］　
一
端
、
舞
鶴
で
入
院（
ど
の
く
ら
い
か
）
を
し
て
い
る
間
に
、
支
給
さ
れ
た
お
金（
い
く
ら
も
ら
っ
た

か
）は
全
て
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
う
ど
ん
が
一
〇
円
。
足
尾
に
来
る
時
に
は
五
円
だ
け
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
退
院
後
、

シ
ラ
ミ
な
ど
を
除
去
す
る
消
毒
薬
D
D
T
を
頭
か
ら
被
っ
て
消
毒
し
た
り
、
お
風
呂
に
入
れ
て
も
ら
い
、
綺
麗
な
服

に
着
替
え
て
足
尾
へ
向
か
う
。

12 

上
野
・
桐
生
―
―
一
九
四
七
年（
昭
和
二
二
年
）五
月
、
二
二
歳

足
尾
ま
で
の
電
車
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
一
晩
電
車
の
中
に
泊
ま
る
。

13 

足
尾
―
―
一
九
四
七
年（
昭
和
二
二
年
）五
月
、
二
二
歳

［
畑
が
出
来
て
い
る
］　
朝
一
番
の
電
車
で
足
尾
に
向
か
う
。
来
る
途
中
で
、
足
尾
の
山
が
畑
に
な
っ
て
い
る
の
に
驚
く
。

〝
山
が
畑
に
な
っ
て
い
る
の
が
電
車
の
中
か
ら
見
え
た
ん
だ
よ
ね
。
内
地
の
人
も
み
ん
な
苦
労
し
た
ん
だ
な
と
思
っ

た
ね
。
こ
れ
が
一
番
足
尾
に
来
て
た
ま
げ
た
ね
〟 

戦
前
に
働
い
て
い
た
野
路
又
の
工
場
働
き
、
そ
の
後
家
で
や
っ
て
い
た
馬
車
引
き
の
仕
事
を
行
う
。
自
宅
で
の
靴

製
造
業
や
坑
内
で
の
仕
事
、
古
河
の
工
場
で
八
〇
歳
ま
で
働
い
た
く
。
現
在
は
趣
味
の
民
謡
を
楽
し
ん
だ
り
、
鉱
石

を
使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
制
作
な
ど
に
励
む
。

お
話
を
振
り
返
っ
て

こ
の
展
示
の
準
備
で
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
展
示
に
使
う
内
容（
掲
載

内
容
）
を
、
長
門
さ
ん
に
校
正
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
原
稿
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
、
長
門

さ
ん
か
ら
珍
し
く
電
話
が
あ
り
ご
自
宅
に
行
っ
た
所
、「
原
稿
を
読
ん
で
い
た
ら
、
色
々
な
こ
と
を

思
い
出
し
て
し
ま
い
、
直
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
よ
く
聞
く
と
、
読
ん
で

い
た
ら
眠
れ
な
く
な
っ
た
ら
し
く
、
話
し
た
内
容
が
改
め
て
目
の
前
に
出
さ
れ
て
困
惑
し
た
よ
う
な
、

嬉
し
い
よ
う
な
、
興
奮
し
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
そ
の
後
、
日
を
改
め
て
、
長
門
さ
ん
の
家
で
、
原

稿
を
私
が
読
み
上
げ
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
長
門
さ
ん
が「
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
」と
う
な
ず
い

た
り
、
じ
っ
と
聞
い
た
ま
ま
だ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
修
正
は
せ
ず
に

原
稿
は
仕
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
長
門
さ
ん
の
感
情
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
私
に
わ
か
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
改
め
て
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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シベリアから帰国した際の証明書のようなもの。左上の切り抜きは、何かの配給の引換券だったそ
うです。

労働証明書。足尾に戻って来てから、自分で申請して手に入れたということでした。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
何
を
や
っ
て
い
る
人
な
の
？�

中
村
哲
也

現
在
、
全
国
に
約
五
〇
〇
〇
人（
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
現
在
）が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
一
年
度
に
総
務
省
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
は
、
今
年
で
一
〇
年
目
の

節
目
を
迎
え
、
全
国
各
地
の
隊
員
に
よ
る
活
動
と
実
績
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
名
前

は
社
会
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
名
称
や
人
を
知
っ
て
い
て
も
、
は
た
し
て
彼
ら（
彼

女
ら
）が
具
体
的
に
何
を
す
る
た
め
に
来
て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
、
事
前
に
決
め
ら
れ
た
活
動
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
一
部
を
除
い
て
）。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
若
者
が
都
市
部
か
ら
地
方
に
移
り
住
み
、
そ
こ
で
の
生
活
を
通
し
て

地
域
特
有
の
資
源
や
魅
力
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
が
元
気
に
な
る
活
動
を
協
力
隊
員
自
身
が
考
え
生
み
出
し
て

い
く
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
あ
る
協
力
隊
は
地
域
の
自
然
を
堪
能
で
き
る
観
光
ツ
ア
ー
を
企

画
し
た
り
、
別
の
協
力
隊
は
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
地
域
の
気
候
に
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
を
考
案
し
た
り
、

ま
た
別
の
協
力
隊
は
空
き
家
を
利
用
し
て
民
泊
業
を
営
ん
で
み
た
り
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
隊
員
の
数

だ
け
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
協
力
隊
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を

知
る
た
め
に
は
、
実
際
に
協
力
隊
の
活
動
に
興
味
を
も
っ
て
見
る
、
聞
く
し
か
な
い
の
で
す
。
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足
尾
の
な
か
で
老
い
る
と
い
う
こ
と�

三
浦
一
馬

46

た
だ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
千
差
万
別
で
す
が
、
活
動
の
根
底
に
は
共
通
し
て
い
る
点
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
よ
そ
者（
地
域
の
外
）の
視
点
か
ら
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
点
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
協
力
隊
の
活
動
は
、
地
域
の
人
が
気
づ
か
な
か
っ
た
、
又
は
見
過
ご
し
て
い
た
地
域
の
価
値
を
再

発
見
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

現
在
、
足
尾
地
域
に
は
二
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
二
人
が
足
尾
の
ど
ん
な
魅
力

を
発
見
し
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ぜ
ひ
、
そ
の
活
動
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
み
な
さ
ん
で
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
!!

参
考・

日
光
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト�https://nikko-kyouryokutai.jp

銅
山
を
主
要
産
業
と
し
て
い
た
足
尾
に
と
っ
て
、
そ
の
閉
山
は
町
自
体

の
存
続
に
関
わ
る
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

閉
山
か
ら
四
五
年
経
っ
た
今
も
そ
こ
に
残
り
暮
ら
し
続
け
て
い
る
人
び

と
が
い
る
。
僕
が
聞
き
取
り
を
し
て
知
り
た
か
っ
た
の
は
、
足
尾
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
語
り
手
一
人
ひ
と
り
が
感
じ
て
き
た

変
化
で
し
た
。
こ
の
章
で
は
町
全
体
の
歴
史
と
し
て
は
な
か
な
か
残
ら

な
い
、
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
重
要
な
変
化
を
ま
と
め
ま
し
た
。
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変
わ
り
ゆ
く
足
尾
の
納
涼
祭�

あ
る
年
の
納
涼
祭

私
が
足
尾
に
通
い
始
め
て
三
年
が
経
ち
ま
す
。
普
段
の
足
尾
は
人
も
ま
ば
ら
で
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
雰
囲
気
が
足

尾
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
あ
る
夏
の
日
、
夜
の
足
尾
支
所
前
に
は
普
段
で
は
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
人
び
と
が
集
ま
っ
て
櫓
を
囲
み
、
輪
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
時
、
何
か
大
変
な
こ
と
が
起
き
て

し
ま
っ
た
気
持
ち
に
な
り
落
ち
着
か
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
足
尾
の
方
に
と
っ
て
、
納
涼
祭
は
一
年
の
中

で
も
っ
と
も
足
尾
が
盛
り
上
が
る
行
事
の
一
つ
で
、
私
と
は
違
う
意
味
で
胸
高
鳴
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

あ
る
日
、
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
女
性
に
納
涼
祭
の
こ
と
を
尋
ね
た
時
に
感
じ
ま
し
た
。「
太
鼓
の
音
を

聞
く
と
体
が
踊
り
出
し
ち
ゃ
う
」と
語
り
、
今
年
も
こ
の
季
節
が
来
た
と
言
っ
て
、
着
て
い
く
浴
衣
の
話
を
楽
し
そ

う
に
話
さ
れ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

納
涼
祭
と
囃
子
方

納
涼
祭
は
も
と
も
と
夏
季
に
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
銅
山
が
主
催
す
る「
盆
踊
り
」と
足
尾
町
商
工
会
が
主
催
の

「
夏
ま
つ
り
」を
一
九
六
四
年
よ
り
合
同
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
主
催
は
足
尾
町
、
後
援
に
足

尾
銅
山
、
商
工
会
、
地
区
労
協
議
会
、
観
光
協
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
九
六
五
年
に
は
既
に
五
日
間
に
縮
小
さ

れ
て
い
ま
す（「
広
報　

あ
し
お
」六
九
号
、
一
九
六
五
年
七
月
）。

今
で
は
、
一
日
限
り
の
お
祭
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
か
つ
て
納
涼
祭
は
銅
山
き
っ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
最
盛
期
に
は
七
日
間
か
ら
一
〇
日
、
毎
晩
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
納
涼
祭
の
会
場
の
中
央
に
は
大
き
な
四
階
建

の
や
ぐ
ら
が
祭
り
の
た
め
だ
け
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
囲
む
人
の
輪
は
何
重
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
盛
り
上
が
る
お
祭
り
な
の
で
す
か
ら
、
そ
の
囃
子
方
も
高
い
技
術
を
持
っ
た
人
た
ち
で
し
た
。
囃
子
は

大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
つ
づ
み
、
樽
、
鐘
、
笛
、
唄
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
経
験
者
た
ち
に
は
祭
り
の
数
日
前
に
会
社
か
ら

囃
子
方
に
選
ば
れ
た
と
い
う
通
達
が
届
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
練
習
に
は
古
河
公
認
で
仕
事
の
早
上
が
り
が
認
め

ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
他
に
も
古
河
が
積
極
的
に
支
え
て
い
た
地
域
の
催
し
事
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
年

に
一
度
の
納
涼
祭
で
囃
子
方
な
ど
責
任
の
あ
る
役
割
に
着
く
の
は
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
り
、
同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
前
田
三
郎
さ
ん
は
当
時
の
様
子
を
描
い
た
文
章
に
は
以
下
の
よ
う

に
あ
り
ま
す
。

「『
唄
は
今
年
も
誰
々
さ
ん
だ
よ
』と
い
う
具
合
に
、
す
ば
ら
し
い
喉
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
人
の
名
前
も
噂
さ
れ
て
、

町
中
に
盆
踊
り
の
ム
ー
ド
が
拡
が
っ
て
い
く
」。（
中
略
）（
宵
の
口
は
子
供
が
多
い
が
）「
日
が
ど
っ
ぷ
り
と
暮
れ
る
頃
に
は
、

何
時
の
間
に
か
踊
り
手
も
、
見
物
す
る
人
も
増
え
て
く
る
。
仕
事
か
ら
上
が
っ
て
、
一
杯
や
っ
て
か
ら
悠
々
と
現
れ

る
人
は
、
大
体
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
の
人
達
が
加
わ
る
こ
と
で
、
踊
り
は
一
層
盛
り
上
が
る
」

�

（
足
尾
を
語
る
会　

一
四
号
： 

二
二
―
二
三「〝
盆
踊
り
唄
〟に
誘
わ
れ
て
」）

今
回
、
私
た
ち
に
祭
り
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
Ａ
さ
ん
は
こ
の
納
涼
祭
で
長
年
の
唄
い
続
け
て
来
ら
れ
た
方
で

し
た
。
聞
き
取
り
は
Ａ
さ
ん
の
ご
自
宅
で
行
い
、
足
尾
の
聞
き
取
り
で
は
め
ず
ら
し
く
奥
さ
ん
が
必
ず
同
席
し
て
く

れ
る
の
で
二
人
へ
の
聞
き
取
り
と
な
り
ま
す
。
聞
き
取
り
は
毎
回「
終
始
笑
っ
て
い
た
な
ぁ
」と
い
う
感
想
に
尽
き

る
も
の
で
し
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い
は
な
ん
だ
か
ん
だ
と
世
間
話
を
し
て
か
ら
、「
さ
て
」と
こ
ち
ら
か
ら
話
題
を
切
り
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出
し
て
聞
き
取
り
が
始
ま
る
の
が
恒
例
で
し
た
。
そ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
も
Ａ
さ
ん
が
、
こ
れ
は
譲
れ
な
い
と
ば

か
り
に
語
気
を
強
め
て
語
る
の
は
直
利
音
頭
を
始
め
と
す
る
足
尾
の
民
謡
に
つ
い
て
で
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
民
謡
の
唄

い
手
と
し
て
、
足
尾
町
の
合
併
の
際
に
作
ら
れ
た
足
尾
の
民
謡
の
Ｃ
Ｄ
で
そ
の
唄
声
が
収
録
さ
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
で
、

Ｃ
Ｄ
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
普
段
の
雰
囲
気
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
勢
い
と
張

り
の
あ
る
声
で
し
た
。「
本
当
に
B
さ
ん
が
唄
っ
て
る
ん
で
す
か
」と
い
う
失
礼
な
質
問
に
対
し
て
も
照
れ
笑
い
し

な
が
ら「
そ
う
だ
」と
答
え
て
く
れ
る
Ａ
さ
ん
で
し
た
。

唄
い
手
に
な
る
き
っ
か
け
は
古
河
に
入
社
し
て
す
ぐ
の
一
九
歳
、
会
社
の
宴
会
で
唄
っ
た
時
に
上
司
に
そ
の
才
能

を
見
咎
め
ら
れ
た
こ
と
。
他
の
唄
い
手
た
ち
の
多
く
が
民
謡
経
験
者
で
あ
る
中
で
、
初
心
者
だ
っ
た
Ａ
さ
ん
は
囃
子

を
聞
く
踊
り
手
た
ち
に
言
い
煽
ら
れ
な
が
ら
も
Ａ
さ
ん
は
唄
い
手
と
し
て
や
ぐ
ら
の
上
に
立
っ
て
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん	

そ
れ
は
何
か
か
ら
真
似
し
て
ね
。
踊
っ
て
い
る
人
は「
そ
う
か
い
、そ
う
か
い
、そ
う
か
い
ね
」
っ
て
ね
、

ぼ
ん
ぼ
ん
言
う
ん
だ
か
ら
、そ
れ
が
な
い
と「
交
代
」っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。
声
が
悪
く
て「
ぼ

ん
お
ー
ど
ー
り
ー
（
→
）」な
ん
て
や
る
と
、「
ど
う
し
た
、
ど
う
し
た
」
っ
て
言
わ
れ
る
ん
だ
か
ら
。

奥
さ
ん	

「
音
頭
取
り
は
ど
う
し
た
ー
」な
ん
て（
笑
）

Ａ
さ
ん	

あ
お
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。

聞
き
手	

本
当
に
、
一
緒
に
作
っ
て
い
る
と
い
う
か
掛
け
合
い
と
い
う
か
。

Ａ
さ
ん	

昔
は
鼓
が
聞
こ
え
な
い
時
が
あ
っ
た
ら
、「
鼓
、ど
う
し
た
ん
だ
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
、鼓
が
聞
こ
え
な
い
ぞ
」っ

て
な
、
鐘
の
人
が
。
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
か
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
か
真
剣
に
叩
き
な
が
ら
、
踊
り
な
が
ら
や
っ
て
る
人

も
い
た
ん
だ
か
ら
、
そ
の
鐘
が
の
人
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
親
方
が
や
ぐ
ら
に
上
が
っ
て

き
て「
鐘
は
ど
う
し
た
」
っ
て
。�

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
）

唄
や
囃
子
方
が
上
手
く
な
い
と
遠
慮
な
く
野
次
ら
れ
、
調
子
が
良
い
と
合
い
の
手
が
入
っ
た
り
、
踊
り
に
一
体
感

が
増
し
た
り
と
当
時
の
祭
り
は
囃
子
方
と
踊
り
手
が
互
い
に
引
き
立
て
あ
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
先
に

引
用
し
た
前
田
さ
ん
の
文
章
に
ベ
テ
ラ
ン
の
踊
り
手
が
祭
り
の
盛
り
上
が
り
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
納
得
が
つ
き
ま
す
。

こ
う
し
て
Ａ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
四
方
の
山
々
や
体
に
響
く
よ
う
な
鼓
や
鐘
の
音
、
す
っ
と
伸
び
て
い

く
唄
声
と
怒
鳴
る
よ
う
な
掛
け
声
が
響
い
て
混
ざ
り
合
っ
て
町
全
体
が
鼓
動
し
て
い
た
か
つ
て
の
納
涼
祭
を
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

閉
山
後
の
納
涼
祭

銅
山
が
閉
山
し
て
か
ら
足
尾
の
町
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
銅
山
中
心
で
成
り
立
っ
て
き
た
町
で
銅

が
採
れ
な
く
な
れ
ば
、
も
う
こ
れ
ま
で
通
り
に
は
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
足
尾
に
残
る
た
め
に
は
別

の
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
訳
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に
全
員
が
残
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
は
な
く
、

多
く
が
足
尾
を
離
れ
る
選
択
を
余
儀
無
く
さ
れ
ま
し
た
。
二
五
〇
〇
人
以
上
が
そ
の
年
に
足
尾
を
去
り
、
そ
の
多
く

が
社
宅
か
ら
の
流
出
で
し
た
。
先
ほ
ど
、
納
涼
祭
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
Ａ
さ
ん
は
閉
山
か
ら
約
一
カ
月
、
来

る
日
も
来
る
日
も
同
僚
た
ち
を
送
り
出
す
日
々
が
続
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
当
時
、
足
尾
で
は
離
れ
て
い
く
人
の

移
動
だ
け
で
な
く
、
地
区
間
の
人
口
の
移
動
も
始
ま
っ
て
お
り
、
多
く
が
現
在
中
心
部
と
な
っ
て
い
る
通
洞
地
区
に

集
ま
っ
て
来
た
た
め
、
地
区
ご
と
の
固
有
性
は
消
え
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
当
時
の
町
の
様
子
を「
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
だ
っ
た
」と
語
り
ま
す
。

聞
き
手	

あ
の
、
や
っ
ぱ
り
閉
山
の
後
の
雰
囲
気
っ
て
変
わ
り
ま
し
た
？

Ａ
さ
ん	

も
う
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
よ
。
う
ん
。
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聞
き
手	

そ
れ
は
静
か
に
な
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
か
？

Ａ
さ
ん	

毎
日
、
見
送
っ
て
さ
。
だ
か
ら
、
俺
ら
な
ん
か
機
械
方
で
修
理
な
ん
か
し
た
か
ら
、
悪
い
か
ら
二
の
番
で

入
っ
て
く
れ
っ
て
な
っ
て
、
引
っ
越
し
手
伝
い
。
引
っ
越
し
手
伝
い
だ
っ
て
三
〇
回
か
ら
四
〇
回
ぐ
ら

い
や
っ
た
か
な
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
小
山
の
方
に
行
っ
て
と
か
。
だ
か
ら
、
大
変
だ
よ
ね
。
三
〇
人

じ
ゃ
き
か
な
い
よ
ね
。
丘
の
人
は
行
っ
ち
ゃ
う
が
ね
、
忙
し
い
か
ら
。
と
こ
ろ
が
残
っ
て
た
か
ら
、
や
っ

て
や
る
よ
っ
て
。
通
洞
の
部
落
の
人
は
あ
そ
こ
の
家
が
引
っ
越
し
だ
っ
て
い
え
ば
、
行
っ
て
積
ん
で

行
っ
て
や
っ
た
の
さ
。

今
ま
で
家
族
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
き
た
仲
間
た
ち
を
見
送
る
体
験
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
足
尾
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
Ａ
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
引
き
受
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当

然
、
閉
山
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
納
涼
祭
に
も
影
響
し
ま
し
た
。
き
っ
と
今
年
の
納
涼
祭
は
中
止
だ
ろ
う
と
多
く
の

人
が
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
驚
く
こ
と
に
そ
の
年
で
も
納
涼
祭
は
行
わ
れ
ま
し
た（「
広
報
あ
し
お
」一
九
七

三
年
七
月
、八
月
に
記
載
あ
り
）。

Ａ
さ
ん	

も
う
本
山
が
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
っ
て
、通
洞
が
無
く
な
っ
て
、本
山
が
無
く
な
っ
て
、通
洞
だ
け
盆
踊
り
や
っ

て
て
。
そ
れ
で
全
部
、
会
社
無
く
な
っ
て
、
閉
山
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ろ
。
そ
れ
で
二
月
に
閉
山
に
な
っ
た

か
ら「
八
月
が
来
た
ら
、
お
盆
ど
う
す
る
ん
だ
」
っ
て
。

聞
き
手	

帰
っ
て
き
て
も
何
に
も
な
い
で
す
も
ん
ね
。

Ａ
さ
ん	

ね
。
そ
の
時
、
み
ん
な
あ
っ
ち
こ
っ
ち
出
て
い
く
ん
だ
。
二
月
に
閉
山
が
決
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
、
五
、六

月
に
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
て
、（
み
ん
な
）「
今
年
は
終
わ
り
だ
な
」な
ん
て
言
っ
て
た
ん
だ
よ
。「
も
う
、

終
わ
り
だ
な
」
っ
て
。
そ
し
た
ら（
役
場
に
い
た
学
校
の
先
生
が
）「
終
わ
り
に
し
た
ら
だ
め
だ
」
っ
て
。
そ
れ

で「
ど
う
す
る
ん
だ
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
足
尾
に（
囃
子
方
が
）
何
人
残
っ
て
る
」
っ
て
い
う
わ
け
さ
。
そ

し
た
ら
、「
三
人
か
四
人
残
っ
て
る
」
っ
て
言
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
人
が
出
て
い
っ
た
人
を
上
手
く
呼
ん

で「
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ
、
一
回
や
れ
ば
ま
た
続
く
か
ら
、
な
ん
と
か
や
っ
ち
ゃ
う
べ
」
っ
て
そ
う
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
さ
。�

（
二
〇
一
七
年
八
月
四
日
）

さ
ら
に
、
納
涼
祭
を
行
う
た
め
に
苦
労
し
た
こ
と
は
祭
に
欠
か
せ
な
い
太
鼓
を
集
め
る
こ
と
で
し
た
。
太
鼓
は
古

河
か
ら
各
地
区
へ
保
管
を
任
さ
れ
て
お
り
、
閉
山
後
は
各
地
区
に
そ
の
ま
ま
太
鼓
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
各
地
区
で
革
の
張
り
替
え
る
な
ど
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
太
鼓
を
貸
し
出
す
こ
と
を
渋
る
地
区

も
あ
り
、
こ
れ
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

こ
う
し
て
閉
山
後
で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
例
年
通
り
納
涼
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま

し
た
。
一
つ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
古
河
の
主
催
と
は
い
か
な
く
と
も
、
残
っ
た
人
た
ち
の
思
い
で
納
涼
祭
を

継
続
出
来
た
こ
と
。
こ
れ
は
無
く
な
っ
て
い
く
も
の
が
多
い
足
尾
の
中
で
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
も
う
一
つ
に
は
、
お
盆
の
時
期
に
行
わ
れ
る
納
涼
祭
が
足
尾
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち

の
戻
っ
て
く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
で
す
。
こ
れ
は
今
後
も
続
く
こ
と
に
な
る
納
涼
祭
の
雰
囲
気
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
も
な
る
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
間
の
納
涼
祭
に
参
加
す
る
の
は
、
そ
れ
を
見
に
来
た
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
の
囃
子
方
た

ち
も
お
り
、
飛
び
入
り
で
囃
子
に
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
古
河
に
も
認
め
ら
れ
、
ヤ
ジ
が
飛
び
交
う
荒
々
し
い
頃
の

納
涼
祭
を
体
験
し
て
来
た
、
一
流
の
囃
子
方
た
ち
が
入
っ
て
き
て
囃
子
を
盛
り
上
げ
る
。
そ
の
時
、
か
つ
て
の
足
尾

の
納
涼
祭
の
雰
囲
気
が
戻
っ
て
き
た
ん
だ
と
Ａ
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん	

最
後
の
方
に
な
る
と
、
九
時
過
ぐ
ら
い
に
な
る
と「
よ
し
、
い
っ
ち
ょ
う
や
る
か
」
っ
て
い
う
仲
間
が
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い
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
今
年
、
一
人
が
二
人
し
か
来
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
い
つ
も
は
足
尾
の
盆
踊
り

の
時
、
他
か
ら
来
て
る
ん
だ
よ
。
そ
う
す
る
と「
Ａ
さ
ん
、
最
後
だ
か
ら
い
っ
ち
ょ
う
や
る
よ
」
っ
て
言

う
と
、
並
ぶ
ん
だ
よ
、
す
ご
い
ん
だ
よ
。
そ
し
て
、
笛
吹
く
の
も
違
う
ん
だ
よ
、
プ
ロ
級
だ
。
○
○
と
△

△
さ
ん
が
笛
吹
い
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。
そ
う
す
る
と
、
午
後
九
時
三
〇
分
ぐ
ら
い
ま
で
バ
ン
バ
ン
バ
ン
、

そ
う
す
る
と
頭
か
ら（
唄
う
声
も
）「
は
ー
」
っ
て
出
て
く
る
ん
だ
よ
な
。
だ
け
ど
、
踊
り
は
早
く
な
る
ん

だ
よ
。
だ
か
ら
、
最
後
の
ぐ
ら
い
は
変
わ
る
ん
だ
よ
な
。
笛
が
息
が
つ
け
な
く
て
速
い
よ
っ
て
な
る
と
、

太
鼓
が
変
わ
る
ん
だ
よ
。�

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
）

祭
り
の
終
盤
、
か
つ
て
の
囃
子
方
た
ち
が
飛
び
入
り
で
盛
り
上
げ
に
入
っ
て
く
る
と
、
音
色
が
変
わ
る
、
雰
囲
気

が
変
わ
る
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
Ａ
さ
ん
の
唄
声
も
前
よ
り
も
も
っ
と
伸
び
る
よ
う
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
囃
子

方
、
唄
い
手
、
そ
し
て
踊
り
手
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
納
涼
祭
が
、
か
つ
て
の
足
尾
が
戻
っ
て
く
る
瞬
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
納
涼
祭
が
閉
山
後
も
足
尾
で
続
い
て
き
た
事
は
残
っ
た
人
た
ち
、
出
て
行
っ
た
人
た
ち
、
ど
ち

ら
に
と
っ
て
も
昔
を
思
い
出
せ
る
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
一
年
に
一
度
の
納
涼
祭
で
帰
っ
て
く
る
人
た
ち
に
足
尾
に
残
っ
た
者
と
し
て
唄
を
聴
い
て
も
ら
い
労
い

の
言
葉
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
ま
た
次
の
年
に
も
戻
っ
て
く
る
人
た
ち
を
待
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん	

今
で
も
一
人
で
い
て
、「
ど
し
た
？
」な
ん
て
た
ま
に
電
話
が
来
た
よ
ね
。
何
十
年
ぶ
り
に
来
た
よ
な
。

「
寂
し
く
な
っ
た
ん
べ
」
っ
て
聞
い
た
ら
、「
足
腰
良
く
な
く
て
な
」
っ
て
言
っ
て
た
。
そ
れ
も
も
の
す

ご
く
釣
り
が
好
き
で
、
一
緒
に
鮎
釣
り
な
ん
か
行
っ
て
た
か
ら
、「
も
う
川
な
ん
か
歩
け
な
い
よ
」な
ん

て
。「
釣
り
や
っ
て
る
か
？
」
っ
て
言
う
か
ら「
や
っ
て
な
い
よ
」
っ
て
言
っ
て
、「
そ
こ
の
田
場
だ
っ

て
飛
び
越
せ
な
い
の
に
、
お
っ
か
な
い
か
ら
や
っ
て
な
い
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
そ
う
か
」な
ん
て
な
。

今
ぐ
ら
い
な
ら
年
中
鮎
釣
り
に
行
っ
て
た
か
ら
。「
そ
の
罰
が
当
た
っ
た
の
か
、
魚
の
罰
な
ん
か
」
っ
て

言
っ
て
た
け
ど
。「
そ
ろ
そ
ろ
魚
の
罰
が
あ
た
る
な
」な
ん
て
、「
じ
ゃ
あ
鉄
砲
う
ち
は
ど
う
だ
？
」
っ

て
言
っ
た
ら
、「
そ
ん
な
の
み
ん
な
死
ん
じ
ゃ
っ
て
る
が
ね
」
っ
て
。
足
尾
に
残
っ
て
る
の
は
み
ん
な
悪

口
言
い
な
が
ら
や
っ
て
る
よ
。（
中
略
）「
お
前
な
ん
て
元
気
な
方
だ
」な
ん
て
言
わ
れ
る
よ
。「
ま
だ
ま
だ

盆
踊
り
で
唄
っ
て
る
ん
だ
か
ら
」
っ
て
。

聞
き
手	

だ
か
ら
、
八
月
に
お
盆
に
帰
っ
て
く
る
で
し
ょ
。
そ
う
す
る
と
、「
あ
あ
、
い
い
唄
聴
か
せ
て
も
ら
っ
て

る
よ
」
っ
て
言
っ
て
る
人
が
ね
。

Ａ
さ
ん	

（
納
涼
祭
を
観
に
来
て
も
、
す
ぐ
に
は
）
始
め
は
誰
が
唄
っ
て
る
か
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
が
ね
、
閉
山
に
な
っ
て

お
盆
に
帰
っ
て
き
て
か
ら「
Ａ
さ
ん
、
あ
あ
！
」な
ん
て
ね
。

こ
う
し
て
、
閉
山
後
も
足
尾
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
が
唄
い
続
け
る
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
く
足
尾
だ
か

ら
こ
そ
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
祭
り
で
唄
い
続
け
な
が
ら
変
わ
っ
て
い
く
足
尾
で「
戻
っ
て

く
る
」人
た
ち
を
想
像
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
／
彼
女
ら
を
向
か
い
入
れ
る
役
割
を

担
い
続
け
る
こ
と
、
こ
う
し
た
意
味
を
持
ち
な
が
ら
六
〇
年
以
上
も
唄
い
続
け
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

現
在
で
は
こ
う
し
た
Ａ
さ
ん
が
想
像
す
る
納
涼
祭
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
、
唄
い
手
と
し
て
は
二
〇
一
七
年
を

最
後
の
年
と
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に　

変
わ
っ
て
い
く
歌
詞
と
納
涼
祭

納
涼
祭
で
使
用
さ
れ
る
直
利
音
頭
は
昭
和
初
期
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
唄
は
選
鉱
場
で
の
女
性

た
ち
の
作
業
唄
で
あ
り
、
囃
子
は
八
木
節
、
踊
り
は「
石
投
げ
踊
り
」と
い
っ
た
要
素
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も

の
と
あ
り（「
わ
た
ら
せ
川
」五
号
一
―
一
〇
頁
）、
足
尾
銅
山
の
歴
史
の
な
か
で
は
比
較
的
新
し
い
も
の
と
い
え
ま
す
。
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歌
詞
に
つ
い
て
は
、
杉
本
賢
治
さ
ん
に
よ
る
と
、「
銅
山
が
募
集

に
よ
っ
て
選
択
し
た
が
、
こ
の
募
集
が
何
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

か
は
明
確
で
は
な
い
。
戦
争
や
銅
山
の
盛
衰
に
因
っ
て
一
定
で
は

な
く
」募
集
が
行
わ
れ
、
歌
詞
は
定
期
的
に
追
加
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
杉
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
歌
詞
に
あ
る「
青
葉
の
小
滝
」

は
精
煉
所
が
廃
止
さ
れ
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
つ
ま
り
大
正
期
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
歌
詞
に
使
わ
れ
る「
河
鹿
」に
は
具
体

的
な
名
前
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
ラ
ジ
オ
」や「
テ
レ
ビ
」な
ど

時
代
を
表
す
も
の
の
名
前
が
使
わ
れ
る
こ
と
、「
蔦
の
葉
入
り
」の

盃
は
模
範
鉱
夫
に
贈
ら
れ
た
品
で
あ
り
模
範
表
彰
が
あ
っ
た
時
代

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど「
銅
山
の
労
作
唄
と
し
て
生
活
、
人
情
や
友
情

な
ど
、
そ
の
時
代
を
反
映
し
た
秀
唄
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
」と

い
い
ま
す（
杉
本 

一
九
九
六
）。

ま
た
、「
広
報
あ
し
お
」に
は
、
一
九
六
九
年
六
月
と
一
九
七
三
年

七
月
に
足
尾
町
で
広
く
公
募
が
な
さ
れ
て
お
り
新
し
い
歌
詞
が
追

加
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
閉
山
の
年
で
あ
っ
た
一
九
七
三
年

八
月
に
新
し
く
追
加
さ
れ
た
歌
詞
に
は
や
は
り
閉
山
を
テ
ー
マ
と

し
た
歌
詞
が
あ
り
ま
し
た
。

銅や

ま山
は
閉
め
て
も
心
は
と
じ
ぬ　

新
生
足
尾
の
道
開
く

納涼祭の様子（作：星勤さん）

こ
の
よ
う
に
納
涼
祭
は
そ
の
時
々
の
社
会
の
中
で
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
も
の
な
の
で
し
た
。
閉
山
か
ら
四
五

年
が
経
つ
現
在
で
も「
直
利
保
存
会
」の
方
々
を
中
心
に
納
涼
祭
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も
踊
り
を
誘
う
太
鼓

の
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
た
だ
、
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
年
々
「
戻
っ
て
く
る
」

人
は
減
っ
て
い
き
、
昔
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
か
つ
て
、
直

利
音
頭
の
歌
詞
が
募
集
し
て
き
た
よ
う
に
納
涼
祭
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
足
尾
の
納
涼
祭
の
重
要
な
要
素
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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足
尾
高
校
定
時
制
と
聞
き
取
り�

定
時
制
が
気
に
な
っ
て
い
く

か
つ
て
足
尾
に
は
五
つ
の
小
学
校
と
三
つ
の
中
学
校
、
そ
し
て
高
校
が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
現
在
で

は
少
子
化
の
た
め
小
学
校
と
中
学
校
が
一
つ
ず
つ
に
な
り
、
高
校
は
二
〇
〇
七
年
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
足
尾
の
子
ど
も
た
ち
は
高
校
進
学
を
き
っ
か
け
に
別
の
地
域
の
高
校
に
通
う
に
な
り
ま
す
。
学
校
と
い
う
の
は

単
に
教
育
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ
り
、
将
来
の
地
域
の
担
い
手
を
育
っ
て
い

く
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
足
尾
で
は
小
学
校
と
高
校
の
前
身
が
銅
山
に
よ
る
私
立
学
校
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
あ
る
時
代
で
は
高
校
を
卒
業
し
て
そ
の
ま
ま
銅
山
に
就
職
す
る
こ
と
が
一
つ
の
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
銅
山

の
盛
衰
と
大
き
く
関
係
す
る
も
の
で
し
た
。
私
は
調
査
で
足
尾
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
当
初
、
廃
校
に
注
目
し
、
こ

れ
が
地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
か
ら
足
尾
の
変
化
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
が
Ｂ
さ
ん
と
い
う
方
で
、
足
尾
高
校
で
長
年
教
員
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
学
校
関
係
に
詳
し
く
、
実
際
に
各
小
学
校
の
跡
地
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
三
つ
の

小
学
校
は
建
物
が
残
っ
た
ま
ま
で
、
す
っ
か
り
廃
墟
の
様
相
を
成
す
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
高
校
跡

地
で
は
建
物
は
全
て
壊
さ
れ
綺
麗
な
更
地
と
な
っ
て
お
り
、
山
間
地
の
た
め
平
地
が
少
な
い
足
尾
で
は
そ
こ
だ
け
が

不
自
然
に
空
洞
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
訪
れ
た
時
、
か
つ
て
高
校
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
石
碑
を
見
な
が
ら
、

Ｂ
さ
ん
は「
な
に
も
全
部
壊
し
ち
ゃ
う
こ
と
な
い
の
に
な
ぁ
」と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
新
任
教

師
と
し
て
足
尾
高
校
に
赴
任
し
て
以
来
、
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
て
き
た
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
場
所
は
特
別
な
場

所
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
Ｂ
さ
ん
に
足
尾
の
こ
と
を
窺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
関
心
は
学
校
全
般

か
ら
楽
し
そ
う
に
語
ら
れ
る
足
尾
高
校
の
定
時
制
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
聞
け
ば
、
赴
任
し
て
か
ら
わ
ず
か

一
年
で
全
日
制
か
ら
定
時
制
へ
の
異
動
を
希
望
し
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
Ｂ
さ
ん
を
魅
了
し
た
定
時
制

と
は
ど
ん
な
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
今
は
な
き
足
尾
高
校
の
定
時
制
に
つ
い
て
共
に
歩
ん
で
き

た
Ｂ
さ
ん
の
お
話
を
基
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

初
め
て
見
た
足
尾
の
印
象

Ｂ
さ
ん
が
足
尾
へ
や
っ
て
き
た
の
は
一
九
六
四
年
の
閉
山
の
一
〇
年
前
で
し
た
。
ま
だ
足
尾
に
は
一
万
五
千
人
以

上
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は
足
尾
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
く
、
漠
然
と
鉱
山
町
の
足
尾
と
し
て
し
か
知
ら
な

か
っ
た
外
の
人
と
し
て
足
尾
に
や
っ
て
来
ま
し
た〈

〈
〈

。
初
め
て
足
尾
を
見
た
時
の
こ
と
を
Ｂ
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
っ
て

い
ま
す
。

長
澤
さ
ん　

そ
れ
で
も
鉱
毒
の
町
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

Ｂ
さ
ん　

い
や
ぁ
、
だ
か
ら
驚
い
た
よ
。
物
の
本
で
足
尾
っ
て
言
う
地
名
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
た
み
た
い
。
だ
か

ら
、
意
外
性
は
感
じ
な
か
っ
た
け
ど
、
調
べ
て
日
光
の
隣
だ
と
か
ね
。
僕
は
び
っ
く
り
し
た
ね
、
そ
の

頃
、
桐
生
か
ら
行
く
で
し
ょ
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
原
向
の
堆
積
場
。
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
整
備
さ

れ
て
る
け
ど
、
僕
が
来
た
昭
和
三
九
年
は
そ
の
ま
ま
な
ん
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
茶
色
の
土
の
堆
積
場
、

こ
の
頃
は
そ
の
面
影
が
見
ら
れ
る
の
は
少
な
い
で
す
け
ど
も
。
歴
史
館
の
横
に
捨
て
場
が
あ
り
ま
す
よ

ね
、
規
模
は
小
さ
い
で
す
け
ど
、
あ
れ
が
ぶ
わ
ー
っ
て
つ
な
が
る
わ
け
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
と
こ
ろ
が

全
部
そ
う
で
す
か
ら
、
か
な
り
長
い
で
し
ょ
。
あ
れ
を
見
た
と
き
は
か
な
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
な
。
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中
山
さ
ん　

最
初
に
足
尾
に
来
た
時
の
印
象
っ
て
い
う
の
は
ど
ん
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

Ｂ
さ
ん　

う
ー
ん
、
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
て
、
あ
と
は
ち
ょ
う
ど
列
車
の
座
席
を
隣
合
わ
せ
た
人
が
お
ば
さ
ん

で「
う
ち
に
寄
っ
て
み
ま
す
か
？
」
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
掛
水
の
足
尾
機
械
か
製
作
所
の
工

場
長
の
奥
さ
ん
ら
し
く
て
、
そ
こ
へ
お
邪
魔
し
て
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
こ
で

学
校
の
お
ん
ぼ
ろ
の
自
家
用
車
を
待
っ
て
、
初
め
て
社
宅
に
行
っ
た
ん
で
す
か
ね
。
そ
れ
で
社
宅
の
イ

メ
ー
ジ
の
違
い
は
あ
っ
た
か
な
。
僕
も
横
浜
ゴ
ム
で
社
宅
住
ま
い
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
い
わ
ゆ
る
普

通
の
二
階
建
て
の
一
戸
建
て
と
か
、
長
屋
に
し
た
っ
て
三
軒
の
二
階
建
て
と
か
で
、
あ
あ
や
っ
て
平
屋

な
の
は
。
そ
れ
で
ま
ず
聞
い
た
の
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、「
こ
の
町
に
本
屋
は
あ
り
ま
す

か
」な
ん
て
聞
い
た
の
は
覚
え
て
る
ん
で
す
け
ど
。
僕
は
あ
ま
り
驚
か
な
い
人
間
だ
か
ら
、あ
ま
り
ハ
ッ

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
な
。

Ｂ
さ
ん
が
足
尾
に
来
た
当
時〈

〈
〈

、
ま
だ
日
光
へ
は
車
で
三
〇
分
ほ
ど
で
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
日
足
ト
ン
ネ
ル
は
な

く
、
険
し
い
峠
道
を
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
町
外
へ
の
交
通
の
主
流
は
足
尾
と
桐
生
を
結
ぶ

足
尾
線（
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
）
で
、
足
尾
へ
行
く
た
め
に
は
こ
れ
に
乗
り
、
山
の
中
へ
ぐ
ん
ぐ
ん
と
進
ん
で
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
を
抜
け
、
車
窓
か
ら
見
え
た
も
の
は
鉱
山
町
特
有
の
、
他
の
地
域
に
は
な
い
景
観
で
し
た〈

〈
〈

。

Ｂ
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
外
か
ら
来
た
人
間
に
と
っ
て
足
尾
と
い
え
ば
鉱
毒
事
件
の
よ
う
な
暗
い
印
象
が
先
行
し
て

し
ま
い
、
そ
れ
以
外
の
社
宅
や
水
場
、
風
呂
な
ど
銅
山
独
特
の
暮
ら
し
や
そ
の
雰
囲
気
と
い
う
の
は
そ
こ
に
足
尾
踏

み
入
れ
て
見
え
て
く
る
も
の
で
し
た
。
た
ま
た
ま「
列
車
に
隣
り
合
わ
せ
た
お
ば
さ
ん〈

〈
〈

」に
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
っ

て
初
め
て
社
宅
に
入
っ
て
い
っ
た
シ
ー
ン
は
足
尾
に
あ
っ
た
お
お
ら
か
な
雰
囲
気〈

〈
〈

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
し
て
足
尾
高
校
の
全
日
制
の
教
員
と
し
て
赴
任
し
て
来
た〈

〈
〈

Ｂ
さ
ん
で
す
が
、
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
戦

後
生
ま
れ
の
方
々
が
高
校
生
と
な
る
時
期
で
生
徒
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
全
日
制
で
は
卒
業
生
数
が
こ
れ
ま
で
の
一

四
〇
名
程
度
か
ら
約
二
三
〇
名
に
増
加
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
日
本
全
体
が
勢
い
づ
い
て
い
く
変
化
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
Ｂ
さ
ん
は
全
日
制
で
た
っ
た
一
年
教
え
た
後
、
自
ら
定
時
制
へ
異
動
し
ま
す
。
当
時
、
山
奥
の

足
尾
に
赴
任
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
敬
遠
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
定
時
制
に
赴

任
し
た
い
と
い
う
人
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｂ
さ
ん
は「
定
時
制
の
方
が
面
白
そ
う
だ
っ
た
か

ら
〈
〈
〈

」と
異
動
願
を
出
し
た
と
い
い
ま
す
〈
〈
〈

。

足
尾
高
校
定
時
制

足
尾
高
校
の
前
身
は
一
九
三
三
年
に
足
尾
銅
山
実
業
高
校
で
銅
山
の
経
営
す
る
学
校
で
し
た
。
そ
の
後
一
九
四
四

年
に
足
尾
工
業
学
校
、
一
九
四
八
年
に
足
尾
町
立
高
等
学
校
に
な
り
ま
す
。
一
九
五
〇
年
に
は
県
立
足
尾
高
等
学
校
。

全
日
制
と
定
時
制
の
両
方
を
備
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
足
尾
高
校
は
県
立
に
な
り「
今
ま
で
大
学
に
進
学
さ
せ

る
の
に
足
尾
の
在
来
の
学
校
の
中
等
教
育
程
度
で
は
非
常
に
困
難
な
状
況
下
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
県
立
と
な
っ
て

勉
強
さ
え
大
い
に
す
れ
ば
他
の
県
立
高
と
同
じ
く
進
学
が
で
き
る
と
い
う
長
年
の
念
願
が
足
尾
に
実
現
し
た
」（
広

報
あ
し
お
一
九
六
五
年
三
月
、
コ
ラ
ム「
足
尾
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」）こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
定
時
制
は
一
九
七
九
年
に
閉
校
、

足
尾
高
校
も
二
〇
〇
七
年
に
閉
校
と
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
記
念
誌『
20
年
誌
』に
は
定
時
制
が
創
設
さ
れ
た
頃
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
教
師
は
全
日
制

と
の
兼
任
で
、
専
任
の
教
師
は
お
ら
ず
授
業
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
初
の
専
任
教
師
と
な
っ
た
方
は
こ

う
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

「
当
時
の
定
時
制
生
徒
は
全
部
で
百
名
く
ら
い
で
制
度
も
と
と
の
わ
ず
、
寺
子
屋
時
代
と
も
い
う
べ
き
状
態
で
、

生
徒
会
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
総
会
は
労
働
組
合
式
に
な
っ
た
り
、
教
師
が
兼
務
を
忘
れ
て
家
へ
帰
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
校
庭
で
町
内
野
球
が
あ
る
と
、
一
時
限
目
は
授
業
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
町
で
定
時
制
と
い
っ
て
も
何
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の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、
夜
間
部
と
い
う
と
や
っ
と
わ
か
る
と
い
う
状
態
で
し
た
」�（『
20
年
誌
』「
初
期
の
定
時
制
」中
村
康
哉
）

定
時
制
の
こ
と
自
体
、
足
尾
町
民
に
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
な
か
で
、
や
っ
と
教
員
の
体
制
が
安
定
し
て

く
る
の
は
一
九
五
一
年
ご
ろ
か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
足
尾
の
定
時
制
で
は
完
全
給
食
の
開
始
、
運
動
場

の
夜
間
照
明
の
設
置
な
ど
、
徐
々
に
教
育
の
場
と
し
て
の
環
境
が
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

当
時
、
定
時
制
の
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
日
中
仕
事
を
し
て
い
る
方
や
経
済
的
な
理
由
で
学
校
に
通
え
な
か
っ
た
方
、

看
護
学
校
の
生
徒
で
資
格
の
た
め
に
高
校
へ
通
う
必
要
の
あ
っ
た
方
が
生
徒
と
し
て
入
学
し
て
い
た
の
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
教
師
よ
り
も
生
徒
の
方
が
年
齢
や
給
料
が
上
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ぶ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
多
種

多
様
、
個
性
的
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
は
、
物
事
を
何
で
も
討
論
を
し
て
決

め
る
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
分
け
隔
て
の
な
い
や
り
取
り
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

定
時
制
の
演
劇

こ
こ
で
、
Ｂ
さ
ん
が
足
尾
高
校
の
定
時
制
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
定
時
制
生
徒
会【

【
【

を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
た
演
劇
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
定
時
制
で
は
年
に
一
回
足
尾
町
で
行
わ
れ
る
芸
術
祭〈

〈
〈

に
演
劇

を
上
演
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。『
20
年
誌
』に
は
、
定
時
制
が
設
置
さ
れ
た
八
年
後
の
一
九

五
八
年
か
ら
参
加
し
て
き
た
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
九
六
四
年
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
一
旦
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
Ｂ
さ
ん
が
定
時
制
へ
移
動
す
る
前
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
定
時
制
の
生
徒
会
顧
問
と
な
っ

た
Ｂ
さ
ん
は
演
劇
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

Ｂ
さ
ん　

定
時
制
は
伝
統
的
に
演
劇
を
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
僕
が
来
た
昭
和
三
九
年
っ
て
い
う
の
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
な
わ
け
。
そ
れ
を
口
実
に
し
て
演
劇
が
無
く
な
っ
た
の
、
中
断
し
た
わ
け
。「
み
な
さ
ん
、

演
劇
よ
り
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
た
い
で
し
ょ
う
」と
。

三　

浦　

演
劇
っ
て
い
う
の
は
一
年
に
一
回
や
る
も
の
、

Ｂ
さ
ん　

う
ん
、
そ
の
頃
に
は
芸
術
祭
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
生
徒
会
の
顧
問
し
て
い
た
人

が
演
劇
に
あ
ん
ま
り
熱
心
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
僕
が
定
時
制
に
変
わ
っ
て
復
活
し

ち
ゃ
っ
た
わ
け
。
熱
中
し
た
ね
。

三　

浦　

先
生
は
演
劇
し
て
た
ん
で
す
か
？

Ｂ
さ
ん　

全
然
素
人
。

三　

浦　

な
ん
で
い
き
な
り
。

Ｂ
さ
ん　

生
徒
会
が
主
催
し
て
演
劇
を
や
る
と
い
う
伝
統
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
。
そ
れ
で
足
尾
町
に
芸
術
祭〈
9
〉に

は
素
人
演
劇
の
伝
統
が
ず
っ
と
あ
っ
た
わ
け
。
そ
こ
に
は
社
会
人
や
役
場
、
鉱
業
所
の
人
も
参
加
し
た

し
、
高
校
も
参
加
し
て
。
そ
う
い
う
伝
統
が
あ
っ
て
、
こ
の
頃
の
生
徒
会
は
楽
し
く
て
。
ほ
と
ん
ど
の
行

事
は
生
徒
会
が
や
る
。
卒
業
式
と
入
学
式
以
外
は
生
徒
会
が
や
る
。
遠
足
、
運
動
会
、
海
水
浴
と
か
ね
。

一
回
生
徒
会
長
を
連
れ
て
下
調
べ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
。
僕
は
ず
っ
と
生
徒
会
を
任
さ
れ
て
、

意
気
揚
々
と
し
て（
笑
）結
婚
し
た
の
に
、
演
劇
が
始
ま
る
と
帰
り
は
一
〇
時
か
一
一
時
ご
ろ
に
な
る
。

定
時
制
の
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
練
習
で
一
〇
時
か
九
時
、
授
業
は
五
時
に
始
ま
っ
て
八
時
ご
ろ
終
わ

る
の
か
な
。
二
時
間
ぐ
ら
い
や
る
と
一
〇
時
に
な
る
で
し
ょ
。

演
劇
に
関
し
て
は
素
人
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
さ
ん
が
頑
張
っ
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
演
劇
と
い

う
の
は
定
時
制
の
伝
統
で
あ
り
、
そ
れ
を
芸
術
祭
と
い
う
町
の
行
事
に
参
加
し
て
発
表
す
る
こ
と
は
定
時
制
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
感
じ
て
い
た
た
め
で
し
ょ
う
。

演
劇
の
脚
本
は
既
存
の
も
の
を
使
用
し
た
と
の
こ
と
で
、
脚
本
の
研
究
や
稽
古
を
行
い
、
小
道
具
作
り
に
は
毎
年
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予
算
を
使
い
す
ぎ
る
と
怒
ら
れ
る
ほ
ど
で
か
な
り
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
実
際
に
一
九
六
九
年
に
生
徒
会

が
発
行
し
た
広
報
誌
に
は
練
習
時
間
は「
九
月
…
週
三
回
、
一
一
月
、
一
一
月
…
日
曜
を
除
く
、
時
間
八
：
三
五
〜
九
：

三
〇
」、
注
意
書
き
と
し
て「
お
そ
く
て
も
一
〇
：
三
〇
ま
で
に
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
演
劇
の
練
習
は
な
か
な

か
に
大
変
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
が
、「
こ
の
頃
の
生
徒
会
は
楽
し
く
て
」と
語
る
よ
う
に
充
実
し
た
日
々

だ
っ
た
よ
う
で
す〈

〈1
〈

。

け
れ
ど
も
面
白
い
こ
と
に
、
こ
う
し
た
演
劇
に
生
徒
た
ち
が
必
ず
し
も
賛
成
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
毎
年
演

劇
を
続
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
で
も
討
論
し
て
決
め
る
定
時
制
な
ら
で
は

と
言
え
る
も
の
で
、
簡
単
に
は
慣
例
に
従
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
生
徒
た
ち
の
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
気
が
し
ま
す
。

当
時
、演
劇
の
参
加
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
て
お
り
、一
九
七
〇
年
で
は「
賛
成
票
二
一
、反
対
票
二
一
、

ど
ち
ら
で
も
な
い
一
八
」で
あ
っ
た
と
生
徒
会
発
行
の
広
報
誌
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｂ
さ
ん
が
押
し

通
す
形
で
進
め
て
、
毎
年
終
わ
っ
て
み
れ
ば「
や
っ
て
良
か
っ
た
」と
生
徒
た
ち
も
感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

閉
山
と
定
時
制

こ
う
し
た
定
時
制
の
活
動
や
雰
囲
気
は
銅
山
の
閉
山
が
近
づ
い
て
く
る
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
数
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
教
員
の
減
少
で
行
事
が
行
え
な
い
よ
う
に
な
り
、
教
員
の
余
裕
も
な
く
な
り
か
つ
て

の
定
時
制
特
有
の
雰
囲
気
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
定
時
制
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
不
安
定
な
社
会
状
況
を
受
け
て
高
校
だ
け
で
な
く
町
全
体
の
話
題
と
な
り
、

問
題
と
な
っ
た
、
全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
事
件
が
全
日
制
で
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は
こ

う
し
た
こ
と
の
背
景
に
銅
山
の
閉
山
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
振
り
返
り
ま
す【

【
【

。

Ｂ
さ
ん　

そ
の
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
荒
れ
だ
し
て
き
た
。
荒
れ
た
原
因
っ
て
い
う
の
は
確
か
に
閉
山
が
四
八
年

だ
け
ど
、
そ
の
前
兆
だ
っ
た
り
、
合
理
化
の
問
題
と
か
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
し
。
も
う
一
つ
は
若
い

先
生
が
多
く
な
っ
た
。
学
校
の
生
徒
も
増
え
て
き
た
。
今
ま
で
歳
と
っ
て
足
尾
で
が
っ
ち
り
教
え
て
い

た
先
生
が
い
な
く
な
っ
て
、
生
徒
の
質
が
変
わ
っ
た
と
い
え
ば
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
も
、

い
わ
ゆ
る
い
ろ
ん
な
幅
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
も
増
え
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
点
で
先
生
が

若
く
な
っ
て
抑
え
が
効
か
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
し
。
そ
れ
か
ら
生
徒
の
質
の
変
化
も
あ

る
で
し
ょ
う
し
。
そ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
影
響
し
た
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
。�

（
二
〇
一
六
年
六
月
一
一
日
）

こ
の
事
件
は
一
九
七
三
年
三
月
、
八
名
の
生
徒
た
ち
が
留
年
と
な
っ
た
こ
と
が
発
端
で
し
た
。
当
時
、
多
少
成
績

に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
何
と
か
し
て
進
級
さ
せ
る
の
が
暗
黙
の
了
解
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の

年
に
着
任
し
た
校
長
先
生
が
成
績
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
生
徒
に
は
厳
し
く
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
た
た
め
、
多
く

の
生
徒
が
留
年
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
校
長
は
鉱
山
町
で
暮
ら
す
子
供
た
ち
に
対
し

て「
暴
力
的
だ
」と
い
う
偏
見
を
持
っ
て
い
た
の
で
厳
し
い
態
度
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

留
年
し
た
生
徒
を
め
ぐ
っ
て
は
留
年
の
代
替
案
と
し
て
、
全
日
制
か
ら
定
時
制
へ
転
学
さ
せ
る
と
い
う
提
案
が
校
長

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
Ｂ
さ
ん
は
こ
れ
に
猛
反
対
を
し
ま
し
た
。
当
時
の
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
措
置
は
定

時
制
を
低
く
み
た
も
の
で
あ
り
、
定
時
制
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
許
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た〈

〈1
〈

。

Ｂ
さ
ん　

校
長
に
変
人
扱
い
さ
れ
た
の
は
大
論
争
し
た
か
ら
な
ん
で
す
。
全
日
制
の
生
徒
を
退
学
さ
せ
る
代
わ
り

に
定
時
制
に
移
さ
せ
て
く
れ
と
。
だ
け
ど
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
、
全
日
制
か
ら
定
時
制
に
行
く
っ
て

い
う
の
は
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。
今
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
確
か
に
定
時
制
に
対
す
る
侮
辱
じ
ゃ

な
い
か
っ
て
い
う
風
に
考
え
た
ん
だ
け
ど
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
転
学
を
認
め
て
も
良
か
っ
た
ん
だ
よ
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な
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
ね
。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
校
長
の
勘
に
触
っ
た
み
た
い
で
。

志　

村　

定
時
制
に
移
す
の
は
良
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
意
識
は
定
時
制
の
先
生
方
、
全
員
で
持
っ
て

い
た
も
の
な
ん
で
す
か
？
そ
れ
と
も
Ｂ
さ
ん
だ
け
で
。

Ｂ
さ
ん　

い
や
、
大
論
争
や
っ
た
ん
だ
よ
。
転
学
に
賛
成
す
る
人
と
、
反
対
す
る
人
と
。
ど
ち
ら
が
多
か
っ
た
の
か

な
ぁ
。
最
終
的
に
は
転
学
は
さ
せ
な
い
と
。
確
か
に
生
徒
か
ら
の
批
判
も
あ
っ
た
と
思
う
ん
だ
。
彼
ら

に
と
っ
て
は
友
達
で
す
か
ら
ね
、
全
日
制
で
な
ぜ
す
ぐ
退
学
と
い
う
形
を
と
る
ん
だ
と
。
僕
が
言
っ
た

の
は
全
日
制
に
復
学
さ
せ
ろ
と
、
そ
れ
で「
ど
う
し
て
も
定
時
制
の
ほ
う
が
い
い
ん
だ
」と
言
う
ん
だ
っ

た
ら
納
得
す
る
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
を
全
日
制
を
退
学
さ
せ
と
い
て
、
定
時
制
に
移
さ
せ
る
っ
て

い
う
の
は
お
か
し
い
っ
て
い
う
論
法
を
と
っ
た
ん
だ
け
ど
。�

（
二
〇
一
六
年
六
月
一
一
日
）

ま
た
、
閉
山
に
よ
っ
て
不
安
定
な
状
況
に
な
っ
た
の
は
生
徒
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鉱
山
関
係
者

が
新
た
な
職
場
へ
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
多
く
の
子
ど
も
た
ち
も
転
校
し
た
た
め
、
教
員
も
人
数
過

多
と
な
り
人
員
の
配
置
転
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

「
足
尾
高
校
で
も
五
百
二
十
六
人
の
生
徒
の
う
ち
二
百
人
が
い
な
く
な
る
。
小
、中
学
校（
足
尾
中
、足
尾
、本
山
、原
小
）

で
は
千
六
百
三
十
人
の
う
ち
六
百
二
十
一
人
が
銅
山
関
係
従
業
員
。
ま
た
足
尾
町
の
二
幼
稚
園（
足
尾
、
本
山
）に
は
現

在
百
十
一
人
い
る
が
、
来
年
同
町
で
小
学
校
に
入
学
す
る
の
も
八
十
二
人
。（
中
略
）
県
教
委
の
推
定
通
り
に
児
童
生

徒
数
が
減
る
と
、
高
校
で
十
二
人
、
小
、
中
学
校
四
校
で
二
十
四
人
の
先
生
が〝
余
る
〟こ
と
に
な
る
」

�

（『
読
売
新
聞
』一
九
七
二
年
一
一
月
一
六
日
）

「
教
職
員
の
大
半
は
地
元
出
身
者
で
、
三
十
五
歳
以
上
の
中
年
層
の
た
め『
生
徒
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ

に
他
校
へ
移
動
す
る
の
は
困
難
』と
み
ら
れ
て
い
る
」�

（『
下
野
新
聞
』一
九
七
二
年
一
一
月
一
六
日
）

高
校
に
お
い
て
は
一
二
人
の
教
員
が
異
動
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
Ｂ
さ
ん
に
よ
る
と
、

こ
の
配
置
転
換
で
苦
労
し
た
の
は
小
中
学
校
の
先
生
た
ち
で
、
彼
ら
／
彼
女
ら
は
地
元
出
身
の
方
が
多
く
、
既
に

結
婚
し
足
尾
に
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
足
尾
出
身
で
は
な
く
独
身
が
多
か
っ
た
高
校
の
教
員
の
な
か
に
は
む

し
ろ
足
尾
を
離
れ
た
い
と
思
う
人
の
方
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
Ｂ
さ
ん
自
身
は「
結
婚
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、

少
人
数
教
育
が
非
常
に
好
き
で
す
か
ら
」と
足
尾
に
残
っ
た
理
由
を
語
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
残
っ
た
先
生
た

ち
も
教
員
の
数
が
減
っ
た
こ
と
で
本
来
の
専
門
以
外
に
も
複
数
の
教
科
を
掛
け
持
ち
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
変
な

こ
と
だ
っ
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
閉
山
か
ら
三
年
後
、
つ
い
に
足
尾
高
校
定
時
制
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
始
め
ま
す
。
高
校
の
進
学
率
の
上
昇

に
伴
い
、
全
国
的
に
定
時
制
自
体
を
希
望
す
る
人
が
減
少
し
、
定
時
制
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。
そ

の
時
、
す
で
に
足
尾
高
校
の
定
時
制
の
生
徒
は
八
名
。
最
盛
期
の
一
九
五
七
年
に
は
一
七
五
人
以
上
が
在
籍
し
て
お

り
。
Ｂ
さ
ん
が
定
時
制
に
異
動
し
た
一
九
六
五
年
で
は
一
五
四
人
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
大
き
な
変

化
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
一
九
七
六
年
に
は
募
集
を
停
止
し
、
一
九
七
九
年
に
最
後
の
卒
業
生
四
名
を
送

り
出
し
定
時
制
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
閉
山
の
影
響
を
受
け
変
わ
っ
て
い
く
定
時
制
で
Ｂ
さ
ん
は
教
員
と
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
こ
れ
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
さ
ん
が
力
を
注
い
で

い
た
演
劇
も
一
九
七
一
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
銅
山
の
不
振
の
な
か
で
は
、
働
き
な
が
ら
定

時
制
に
通
え
る
余
裕
が
な
い
ば
か
り
か
、
足
尾
の
外
へ
働
き
に
出
て
い
く
人
も
あ
り
、
定
時
制
自
体
が
足
尾
の
中
で

存
在
感
を
失
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
定
時
制
の
担
っ
て
い
た
役
割
も
変
化
し
て
ゆ
く
の
で
し
た
。
か
つ
て
の
定
時
制
で
は
多
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く
の
生
徒
が
す
で
に
足
尾
町
で
職
を
得
て
お
り
、
多
く
が
卒
業
後
も
足
尾
に
残
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
定

時
制
の
教
育
と
は
直
接
的
に
足
尾
の
次
の
担
い
手
に
関
与
で
き
る
場
で
あ
り
、
地
域
の
未
来
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
Ｂ
さ
ん
に
よ
う
に
定
時
制
に
深
く
関
わ
る
こ
と
は
地
域
で
の
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
実
感
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
Ｂ
さ
ん
が
定
時
制

の
廃
止
後
に
投
稿
し
た
新
聞
記
事
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
一
年
間
の
全
日
制
課
程
勤
務
後
、
定
時
制
に
移
り
、
魚
が
水
を
得
た
よ
う
に
、
自
由
に
、
自
分
の
教
師
と
し
て
の

信
念
で
活
動
し
ま
し
た
。（
中
略
）
全
日
制
の
生
徒
の
多
く
が
、
卒
業
後
地
域
外
に
出
る
の
に
較
べ
て
定
時
制
卒
業
生

の
う
ち
二
百
人
ほ
ど
が
、
こ
の
町
に
住
み
、
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
定
時
制
が
こ
の
地
域
に
果
た
し
た
教

育
の
意
義
は
大
き
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
卒
業
生
の
子
弟
た
ち
が
数
多
く
高
校
に
入
学
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
一
人

で
も
多
く『
落
ち
こ
ぼ
れ
の
子
』を
つ
く
ら
な
い
、
こ
れ
は
父
母
や
教
師
の
共
通
の
願
い
で
す
。（
中
略
）
今
、
こ
の
町

の
観
光
開
発
の
目
玉
と
し
て
日
本
一
と
い
う
坑
内
観
光
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
観
光
開
発
と
と
も

に
、
こ
の
町
が
鉱
山
研
究
の
メ
ッ
カ
に
な
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
」�

（『
毎
日
新
聞
』一
九
七
九
年
八
月
二
九
日「
毎
日
郷
土
提
言

賞
」）

お
わ
り
に
―
―
聞
き
取
り
と
Ｂ
さ
ん

今
回
の
語
り
手
で
あ
っ
た
Ｂ
さ
ん
と
は
元
協
力
隊
志
村
さ
ん
の
紹
介
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
教
員
を
し
て
い
た

た
め
か
、
足
尾
に
暮
ら
し
て
い
る
方
と
は
少
し
感
じ
が
異
な
り
、
一
歩
引
い
て
足
尾
を
眺
め
て
い
る
感
じ
を
受
け
ま

し
た
。
志
村
さ
ん
か
ら
は「
聞
き
取
り
で
と
い
う
よ
り
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
世
話
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
Ｂ
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
は
筆
者
に
は
聞
き
取
り
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
同
時
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
関
心
が
あ
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

高校跡地と記念碑（筆者撮影）

い
う
研
究
の
問
い
を
洗
練
さ
せ
ら
れ
る
、
悩
み
相
談
の
場
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
考
え
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
投
げ
か
け
て
み
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
私
が
何
に
関
心
が
あ
る
の
か
が
定

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
正
直
に
言
っ
て
、
こ
れ
が
聞
き
取
り
な
の
か
と
言
わ
れ
れ
ば
自
信
を
持
っ
て
頷
け
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
は
自
宅
の
一
軒
隣
の
、
書
斎
と
し
て
使
っ
て
い
る
一
軒
家
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
壁
一
面
が
本
棚
で
あ
り
、
ど
れ
も
び
っ
ち
り
と
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍

が
並
ん
で
い
て
初
め
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
質
問
に
し
っ
か
り
と
考
え

て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
る
姿
が
印
象
的
で
、
時
に
は
一
分
近
く
長

考
し
て
か
ら
答
え
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
こ
の
よ

う
に
本
に
囲
ま
れ
て
、
Ｂ
さ
ん
と
向
か
い
合
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
聞
き
取
り
を
し
て
い

く
こ
と
に
慣
れ
て
い
く
と
、
ま
だ
ま
だ
調
査
自
体
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
私
の
思
考
を

ゆ
っ
く
り
と
整
理
し
な
が
ら
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
聞
き
取
り
の
冒
頭
や
そ
の
約
束
の
た
め
に
連
絡
し
た
と
き
、
必
ず「
最
近

は
堕
落
で
」と
か「
毎
日
怠
惰
に
過
ご
し
て
ば
か
り
で
」と
い
う
よ
う
な「
日
々
い
か

に
何
も
し
て
い
な
い
か
」と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
と
く
に
、
時
代
と
と
も
に
、

定
時
制
高
校
や
自
分
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
と
い
う
話
題
の
と
き
、

B
さ
ん
は
皮
肉
交
じ
り
に
話
し
ま
す
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
新
聞
記
事
と
現
在
の
Ｂ
さ

ん
の
語
り
口
は
ま
る
で
違
う
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、「
外
の
人
」と
し
て
足
尾
に
や
っ
て
き
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
、私
た
ち
に
辛
抱
強
く
教
え
て
く
れ
る
B
さ
ん
の
姿
は「
先
生
」

そ
の
も
の
で
す
。
足
尾
が
変
わ
り
、
そ
こ
で
の
B
さ
ん
の
役
割
が
変
わ
っ
て
も
、
変
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わ
ら
ず
に
そ
こ
に
あ
る
も
の
―
―
そ
れ
は
、
自
分
を
頼
る
者
た
ち
に
対
す
る
Ｂ
さ
ん
の
誠
実
な
姿
勢
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か〈

〈1
〈

。参
考
資
料

・
栃
木
県
立
足
尾
高
等
学
校
、
一
九
六
九
、『
栃
木
県
立
足
尾
高
等
学
校　

定
時
制　

20
年
誌
』

・
定
時
制
閉
校
記
念
実
行
委
員
会
、
一
九
八
〇
、『
栃
木
県
立
足
尾
高
等
学
校　

定
時
制
閉
校
記
念
誌
』

・
足
尾
町
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
三
、『
足
尾
郷
土
誌
』

・
近
藤
和
子
、一
九
九
四
、「
高
校
定
時
制
始
ま
り
の
頃
」『
足
尾
町
民
が
つ
づ
る
足
尾
の
百
年　

銅
山
に
生
き
た
人
々
の
歴
史
』

一
〇
〇
頁

・
杉
本
賢
治
、
一
九
九
六
、「
足
尾
の
盆
踊
り
歌
と
直
利
音
頭
」『
足
尾
を
語
る
会 

会
報
』六
号
、
三
四
―
三
九
頁
、
足
尾
を
語

る
会

・
前
田
三
郎
、
二
〇
一
〇
、「〝
盆
踊
り
歌
〟に
誘
わ
れ
て
」『
足
尾
を
語
る
会 

会
報
』一
四
号
、
二
一
―
二
四
頁
、
足
尾
を
語
る

会

・
茂
木
真
弘
、
一
九
九
九
、「
足
尾
に
残
る
銅
山
唄
」『
わ
た
ら
せ
川
』五
号
、
一
―
一
六
頁
、
わ
た
ら
せ
川
協
会

注
釈

［
1
］昭
和
四
十（
一
九
六
六
）年
の
校
内
行
事（
生
徒
会
・
部
活
が
主
と
し
て
関
係
し
た
も
の
）。
全
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
、
予
餞
会
、

会
食
会
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
＊
修
学
旅
行
、
古
峰
原
高
原
遠
足
、
校
内
球
技
大
会
、
校
内
県
南
球
技
大
会
、
県
南
定
時
制

体
育
大
会
、
キ
ャ
ン
プ（
中
禅
寺
湖
）、
県
下
定
時
制
総
合
体
育
大
会
、
＊
校
内
生
活
体
験
発
表
大
会
、
校
内
体
育
祭
、
生
徒

会
他
校
訪
問
、
他
校
と
の
親
善
試
合（
足
工
・
足
高
）、
文
化
祭
、
学
校
長
と
の
座
談
会
、
足
尾
町
芸
術
祭
演
劇
参
加
、
＊
駅

伝
競
走
大
会
、
定
時
制
新
聞
発
行（
＊
印
は
生
徒
会
が
直
接
関
わ
ら
な
か
っ
た
行
事
）

［
2
］他
の
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
高
校
進
学
率
の
高
ま
り
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
ク
ラ
ス
は
普
通
科
二
学
級
、
機
械
科
二
学
級
、

家
政
科
一
学
級
の
編
成
に
な
り
、
昭
和
三
十
九
年
に
鉱
業
科
が
廃
止
さ
れ
、
機
械
科
三
学
級
と
な
っ
た
。
生
徒
数
の
大
幅
な

増
加
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
伴
っ
て
、
様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
⑴
生
徒
の
多
様
化
。
今
ま
で
少
人
数
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し

た
学
校
が
中
規
模
に
な
っ
た
こ
と
。
生
徒
の
学
習
意
欲
。
生
徒
の
様
々
な
意
識
に
多
様
化
が
見
ら
れ
た
。
⑵
教
員
構
成
も
今

ま
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
か
が
多
か
っ
た
の
で
学
校
経
営
が
安
定
し
て
い
た
。
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
若
手
新
採
教
員
が

た
く
さ
ん
赴
任
す
る
よ
う
に
な
り
、
年
齢
構
成
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た（
ベ
テ
ラ
ン
の
年
配
層
の
教
員
は
足
尾
に
赴
任

し
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
）。
⑶
上
級
生
と
下
級
生
の
問
題
。
⑷
科
別
意
識
。
⑸
学
校
の
施
設
、
設
備
の
問
題
。

な
ど
な
ど
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

〈
１
〉僕
に
と
っ
て
、
栃
木
県
は
父
の
故
郷
、
絹
村（
現
：
小
山
市
に
合
併
）で
あ
る
こ
と
、
戦
後
に
中
国
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た

父
の
実
家
が
あ
る
ぐ
ら
い
。
採
用
試
験
に
合
格
し
て
、
赴
任
希
望
地
を
聞
か
れ
た
け
れ
ど
も「
ど
こ
で
も
良
い
」と
言
っ
た

ら
足
尾
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
足
尾
は
全
然
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
も
う
足
尾
に
住
ん
で
五
十
数
年
。
こ
の
地
で
こ
の
ま

ま
生
き
る
で
し
ょ
う
ね
。
死
ぬ
ま
で
。

〈
２
〉三
重
県
で
受
け
る
授
業
で
鉱
毒
事
件
の
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
足
尾
に
つ
い
て
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は

持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
や
ぁ
だ
か
ら
驚
い
た
よ
。
低
い
ト
タ
ン
屋
根
の
長
屋
群
。
原（
足
尾
内
の
地
区
名
）な
ど
の
大
き

な
堆
積
場
、
高
校
寮
の
あ
っ
た「
上
の
平
」か
ら
見
る
は
げ
山
や
精
錬
所
。
鉱
山
町
は
初
め
て
で
す
か
ら
。

〈
３
〉昭
和
三
十
九
年
こ
ろ
は
、
今
の
よ
う
に
、
日
足
ト
ン
ネ
ル
は
な
く
、
桐
生
か
ら
足
尾
線（
現
在
の
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
）に

乗
っ
て
足
尾
に
来
る
。
足
尾
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
山
ま
た
山
。
渡
良
瀬
川
の
渓
谷
。
平
野
の
伊
勢
で
長
く
育
っ
た
僕
に

と
っ
て
初
め
て
の
風
景
。
足
尾
に
入
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、
原
の
堆
積
場
。
今
は
長
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
整
備

さ
れ
、
堆
積
場
は
緑
化
さ
れ
て
い
て
、
昔
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
く
続
く
、
茶
色
い
廃
石
の
山
が
ぶ
わ
ー
っ
て
つ
な

が
っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
と
こ
ろ
が
全
部
そ
う
で
す
か
ら
、
か
な
り
長
い
で
し
ょ
。
あ
れ
は
を
見
た
と
き
は
か
な
り

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
ね
。

〈
４
〉列
車
の
席
で
隣
り
合
わ
せ
た
中
年
の
お
ば
さ
ん
が
、「
う
ち
に
寄
っ
て
み
ま
す
か
？
」と
言
う
ん
で
す
よ
。
足
尾
駅
で
降
り
て
、

掛
水（
地
区
名
）の
社
宅
に
行
っ
た
わ
け
で
す
。
初
め
て
足
尾
の
地
を
踏
み
ま
し
た
。
社
宅
は
一
軒
屋
で
か
な
り
広
い
家
で

し
た
。
こ
の
女
の
方
は
、
古
河
系
の
工
場
の
幹
部（
工
場
長
？
）の
奥
さ
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
奥
さ
ん
と
何
を
話
し
た
か

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、「
こ
の
町
に
は
本
屋
は
あ
る
の
で
す
が
」と
尋
ね
た
の
だ
け
を
覚
え
て
い
ま
す
。

〈
５
〉こ
の
家
で
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
り
、
高
校
に
電
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
親
切
で
し
た
。
こ
れ
が
足
尾
な
の
で
す
ね
。

高
校
か
ら
、大
型
の
お
ん
ぼ
ろ
自
動
車（
高
校
の
公
用
車
）が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、高
校
に
行
き
、校
長
な
ど
に
挨
拶
し
て
、

そ
の
日
は
終
わ
り
。
学
校
で
一
丸
旅
館
が
予
約
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
一
泊
。
こ
の
一
丸
旅
館
の
女
将
さ
ん
は
気
持
ち
の
良

い
方
で
、
優
し
く
、
親
切
な
方
で
し
た
。
今
は
黄
泉
の
国
の
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
足
尾
に
来
て
、
こ
の
宿
に
泊
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ま
っ
た
多
く
の
人
が
懐
か
し
く
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
６
〉昭
和
三
十
九
年
は
ま
だ
独
身
で
、
教
材
研
究
の
た
め
に
、
か
な
り
遅
く
ま
で
残
業
し
て
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
頃
は
新
卒
採

用
の
教
員
は
さ
ほ
ど
の
校
務
分
掌
も
な
く
、
部
活
動
も
社
会
研
究
会
と
い
う
あ
ま
り
活
発
で
な
い
ク
ラ
ブ
で
し
た
の
で
教

材
研
究
に
熱
中
で
き
た
の
で
す
。
良
き
時
代
で
し
た
。

〈
７
〉定
時
制
の
職
員
室
の
雰
囲
気
は
私
に
は
良
い
も
の
で
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
四
月
当
時
教
職
員
は
校
長（
全
日
制
と
兼
務
）

を
含
め
て
十
八
名
い
ま
し
た
。
定
時
制
の
職
員
室
は
休
み
時
間
に
な
る
と
よ
く
生
徒
が
入
っ
て
き
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
よ
く
雑
談
に
興
じ
た
も
の
で
す
。
私
の
高
校
生
時
代
は
劣
等
生
で
職
員
室
は
鬼
門
で
し
た
の
で
、
な
お
さ
ら
和
や

か
で
賑
や
か
で
楽
し
い
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。

〈
８
〉足
尾
で
の
生
活
は「
上
の
平
」の
高
校
寮
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
上
の
平
」は
昔
は
古
河
の
職
員
用
社
宅
で
し
た
が
、
後
に

町
営
住
宅
と
な
り
、
高
校
の
教
職
員
も
多
く
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
が
赴
任
す
る
昭
和
三
十
九
年
前
後
か
ら
、
若
い
独
身

者
が
多
く
な
り
、
独
身
寮
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
一
般
住
宅
に
も
独
身
者
が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
部
屋
で
し
た
が
。

食
事
は
賄
い
付
き
、
風
呂
は
共
同
風
呂
。
そ
の
後
、
野
路
又
に
高
校
の
独
身
寮
が
で
き
ま
し
た
。

〈
9
〉文
化
祭
は
、
学
校
を
解
放
し
、
多
く
の
町
民
が
来
校
し
た
。
何
年
度
だ
っ
た
か
、
職
員
と
生
徒
で「
鹿
沼
こ
ん
に
ゃ
く
・
み

そ
お
で
ん
」の
店
を
出
し
、
好
評
を
得
た
こ
と
が
あ
る
。
売
れ
す
ぎ
て
品
物
が
足
り
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
冷
た
い
コ
ー
ヒ
ー

を
出
し
て
お
客
さ
ん
に
怒
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
定
時
制
の
職
員
と
生
徒
が
一
体
に
な
っ
て
出
来
た
こ
と
も
定
時
制

な
ら
で
は
の
こ
と
だ
ろ
う
。

〈
10
〉私
が
定
時
制
に
赴
任
し
た
頃
は
、
在
校
生
は
百
二
十
名
ほ
ど
い
た
し
、
そ
れ
な
り
に
、
生
徒
会
活
動
・
部
活
動
な
ど
は
盛
ん

で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
年
を
境
に
し
て
徐
々
に
生
徒
数
は
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
活
動
も
盛
ん
で
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
昼
間
働
き
、
夜
遅
く
ま
で
部
活
動
な
ど
の
活
動
を
よ
く
や
っ
た
と
思
う
。
演
劇
な
ど
や
っ
て
い
る
時
は
、
夜
十

時
ご
ろ
下
校
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
う
。
自
分
自
身
も
よ
く
一
年
中
働
い
た
も
の
だ
。
若
さ
の
な
す

こ
と
で
し
た
。

〈
11
〉今
か
ら
考
え
る
と
、
定
時
制
を
希
望
し
た
生
徒
に
強
い
希
望
が
あ
る
と
す
れ
ば
転
入
さ
せ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
こ
の
生
徒
は
一
年
留
年
し
て
卒
業
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
他
の
生
徒
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
退
学
し
た
生
徒

も
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
。
校
長
の
と
っ
た
留
年
の
措
置
は
正
し
か
っ
た
の
か
。
全
日
制
の
職
員
会
議
で
ど
の
よ
う
な
議

論
が
行
わ
れ
た
の
か
。
留
年
を
決
定
す
る
以
前
に
何
ら
か
の
教
育
指
導
、
救
済
措
置
は
取
ら
れ
た
の
か
。
今
で
は
不
明
確
で

あ
る
。

〈
12
〉私
は
副
担
任
を
含
め
て
あ
ま
り
担
任
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
担
任
を
し
て
、
一
番
苦
労
し
た
の
は
い
か
に
退
学
者
を
出
さ
な

い
か
で
あ
っ
た
。
退
学
の
理
由
は
非
行
に
よ
る
退
学
。
欠
席
日
数
の
不
足
に
よ
る
退
学
。
成
績
不
振
に
よ
る
退
学
。
私
が
受

け
持
っ
た
昭
和
四
十
五
年
度
卒
業
生
の
機
械
科
の
生
徒
は
十
四
名
卒
業
し
た
が
、
数
名
や
め
て
い
る
。
一
人
は
職
場
の
事

故
で
死
亡（
こ
の
時
は
泣
け
て
仕
方
な
か
っ
た
）。
他
は
欠
席
し
が
ち
で
退
学
し
て
し
ま
っ
た
。
何
回
か
家
庭
訪
問
し
た
が

ダ
メ
だ
っ
た
。
家
庭
訪
問
を
す
る
と
、
父
親
が
い
て
、
昼
間
か
ら
酒
を
飲
ん
で
い
る
ら
し
く
、
私
も
勧
め
ら
れ
、
断
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
一
人
も
退
学
者
を
出
さ
ず
卒
業
さ
せ
る
こ
と
は
至
難
の
業
か
。
卒
業
し
て
い
っ
た
生
徒
は
今
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
社
会
科
の
教
師
と
し
て
社
会
科
目
の
全
科
目（
倫
理
・
現
代
社
会
・
世
界
史
・
日
本
史
・
地
理
）を
、
あ
る
時
期
は

免
許
外
と
し
て
、
国
語
ま
で
教
え
た
。
教
材
研
究
に
い
つ
も
四
苦
八
苦
し
た
も
の
だ
。
自
分
で
プ
リ
ン
ト
を
作
り
、
そ
れ

に
沿
っ
て
授
業
し
た
。
教
科
書
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
の
で
、
生
徒
か
ら
教
科
書
を
買
っ
て
損
し
た
、
な
ど
と
言
わ
れ
た

も
の
だ
。
試
験
は
そ
の
プ
リ
ン
ト
か
ら
出
し
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
赤
点（
欠
点
）は
出
な
か
っ
た
。
本
当
に
、
良
い
授
業

を
や
っ
た
か
、
後
悔
し
て
い
る
。
三
十
七
年
間
の
教
師
生
活
で
本
当
に
良
い
授
業
が
で
き
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
先
日
、
教
え
子
か
ら
先
生
の
授
業
は
面
白
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
当
か
な
？
。



プ
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不当解雇の裁判を初めて1年がたった昭和41年8月1日に出された冊子。表紙のデザインについての説明が裏表紙
にあります。「白色は平和、緑は自由と幸福、赤は情熱、力、闘争力、独立。白色で丸い部分は太陽を、真中の七角
は銅の結晶体と七名の仲間を表します」

は
じ
め
に

足
尾
で
の
暮
ら
し
や
文
化
、
仕
事
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
て
、
銅
山
閉
山
五
年
前
に
会
社
が
二
五
名
に
勇
退
勧
告

（
事
実
上
の
解
雇
通
告
）
を
行
い
、
そ
れ
を
不
当
と
し
て
、
七
人
の
労
働
者
が
地
位
保
全
を
求
め
て
裁
判
闘
争
を
し
た
と

い
う
事
実
を
知
り
ま
し
た
。
足
尾
銅
山
の
歴
史
を
ま
と
め
た
本
な
ど
に
は
、
そ
う
し
た
出
来
事
が
あ
っ
た
と
は
っ
き

り
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
足
尾
で
生
き
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
を
考
え
る
う
え
で
、
こ
う
し
た
生
活

や
労
働
を
め
ぐ
る
闘
い
が
あ
っ
た
こ
と
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
語
り
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

な
に
よ
り
も
、
不
当
解
雇
裁
判
を
闘
っ
た
当
事
者
の
語
り
は
生
き
生
き
と
し
て
、
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

当
事
者
の
男
性
七
人
の
う
ち
、
五
人
に
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
裁
判
を
め
ぐ
る
話
や
厳
し

か
っ
た
当
時
の
暮
ら
し
の
話
だ
け
で
な
く
、
自
分
は
な
ぜ
労
働
運
動
に
専
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
自
ら
が
生

き
て
き
た
歴
史
な
ど
興
味
深
い
語
り
と
出
会
え
、
一
方
的
に
事
実
や
思
い
な
ど
を
た
だ
聞
き
取
る
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
、
私
た
ち
が
彼
ら
と
語
り
合
う
と
い
う
感
じ
の
聞
き
取
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
こ
の

章
で
は
、
五
人
の
語
り
を
抜
粋
し
な
が
ら
、
不
当
な
解
雇
処
分
に
暮
ら
し
の
場
か
ら
ひ
る
む
こ
と
な
く
立
ち
上
が
り
、

足
尾
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
多
く
の
労
働
者
の
支
援
を
え
な
が
ら
、
裁
判
闘
争
を
続
け
て
き
た
彼
ら
の
生
活
と
闘
い

に
つ
い
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

勇
退
勧
告
を
受
け
る

「
だ
か
ら
ね
、
こ
れ（
勇
退
勧
告
）は
俺
ん
と
こ
も
来
る
な
っ
つ
う
ん
で
、
緊
急
に
み
ん
な
集
め
て
、
来
た
と
き
は
、
喧

嘩
は
絶
対
に
し
ち
ゃ
だ
め
だ
と
。
で
き
れ
ば
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
持
っ
て
い
っ
て
録
れ
と
。
そ
れ
が
だ
め
な
ら
ね
、

一
回
向
こ
う
が
言
っ
た
ら
、
あ
ん
た
こ
う
言
い
ま
し
た
ね
っ
て
、
ど
ん
な
下
手
な
字
で
も
い
い
か
ら
、
自
分
の
目
の

前
で
書
い
て
く
れ
っ
て
。
そ
う
い
う
指
示
を
出
し
て
、
や
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
で
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
持
っ
て
い
っ

た
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
あ
あ
だ
こ
う
だ
言
っ
て
ね
、
最
初
、
ド
ス
ン
と（
風
呂
敷
包
み
を
）
出
し
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た
ら
、（
向
こ
う
が
）た
ま
げ
て
ね
。「
え
ー
っ
」な
ん
て
後
引
い
て
ん
さ
。「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
じ
ゃ
な
い
か
ら
安
心
し
ろ
」

な
ん
て
言
っ
て
ね（
笑
）。
風
呂
敷
包
み
に
わ
ざ
わ
ざ
包
ん
で
い
っ
て
ね
。「
何
で
す
か
」
っ
て
言
う
か
ら
、
テ
ー
プ
っ

て
言
っ
た
ら
、「
あ
あ
テ
ー
プ
録
ん
じ
ゃ
あ
、
だ
め
」と
。「
あ
あ
そ
う
、
テ
ー
プ
に
録
音
で
き
な
い
、
人
に
聞
か
せ
ら

れ
な
い
こ
と
言
う
ん
じ
ゃ
あ
、聞
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
帰
る
」っ
て
。
ま
ぁ
ど
う
せ
止
め
に
か
か
る
っ
て
思
っ

た
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
待
っ
て
た
ん
。
そ
し
た
ら
労
務
課
長
が
ね
、
課
長
も
東
大
出
な
ん
て
言
う
け
ど
気
が
い
い
ん
だ

よ
ね
。
そ
れ
で「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
。
相
談
し
て
く
る
」な
っ
て
言
っ
て
。
向
こ
う
が（
別
室
へ
）退
却
し
て
、
相
談

し
て
。「
じ
ゃ
あ
、
録
っ
て
い
い
」
っ
て
い
う
ん
で
ね
。
そ
れ
で
昔
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
大
き
な
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の

デ
ッ
キ
）だ
か
ら
、
彼
ら
の
前
に
マ
イ
ク
お
い
て
ね
、（
課
長
の
前
に
）マ
イ
ク
を
置
い
て
ね
、
さ
あ
ど
う
ぞ
っ
て
、
始
ま
っ

た
」「

ち
ょ
う
ど
私
は
子
供
が
生
ま
れ
て
四
日
目
く
ら
い
で
し
た
ね
、
掛
水
倶
楽
部
に
呼
ば
れ
た
の
が
ね
。
労
務
係
が

家
に
来
た
ん
で
す
よ
ね
。「
掛
水
倶
楽
部
に
来
て
く
れ
」と
い
う
こ
と
で
。
日
に
ち
は
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も

「
い
つ
い
つ
、何
時
に
来
て
く
れ
」と
。
そ
れ
で
、そ
こ
で「
あ
な
た
も
、勇
退
し
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
理
由
は
要
す
る
に「
会
社
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と
を
、
組
合
の
大
会
で
も
職
場
で
も
言
っ
て
い
る
か
ら
」と
ね
。

…
…
私
は
何
も
解
雇
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
し
、
理
由
は
何
で
す
か
と
言
っ
た
ら
、
副
課
長
は
、
会
社
の
炭
鉱
や
鉱
山

を
回
っ
て
、
そ
の
人
が
行
く
と
こ
ろ
で
必
ず（
労
働
者
の
）首
を
切
る
と
い
う
人
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
副
課
長
が
い

き
な
り「
自
分
の
胸
に
手
を
当
て
て
考
え
て
み
ろ
」な
ん
て
言
わ
れ
て
ね
。
考
え
て
み
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
ね
。
私
は
目
を
つ
ぶ
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
、
そ
こ
で
寝
っ
転
が
っ
て
や
ろ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
座
っ

て
腕
組
し
て
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
し
ば
ら
く
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
ら
ね
、
次
に
呼
ん
で
い
る
人
の
時
間
が
迫
っ

て
き
た
か
ら
、
副
課
長
が「
あ
ん
た
は
会
社
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と
を
言
う
ん
だ
」と
言
っ
て
、
怒
鳴
っ
た
ん
で
す

よ
ね
。「
い
て
も
ら
う
の
が
困
る
か
ら
、
次
の
人
が
来
る
か
ら
」と
言
っ
て
ね
」

「
私
は
ね
、
要
す
る
に
会
社
に
対
し
て
良
い
よ
う
に
な
ら
な
い
と
。
会
社
の
主
張
に
因
縁
と
い
う
か
異
を
唱
え
て

い
る
と
、
だ
か
ら
会
社
の
方
針
の
妨
げ
に
な
る
と
。
だ
け
ど
組
合
の
運
動
の
な
か
で
の
主
張
な
ん
だ
か
ら
、
正
当
な

組
合
運
動
だ
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
」

経
営
の
合
理
化
か
ら
、
勤
務
状
況
の
良
く
な
い
人
だ
け
を
勇
退
勧
告
の
対
象
と
す
る
と
い
う
会
社
側
の
説
明
を
組

合
が
論
議
し
了
承
し
ま
し
た
。
だ
が
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
実
際
に
該
当
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
労
働
運

動
を
熱
心
に
し
て
い
た
活
動
家
も
対
象
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
明
ら
か
に
こ
れ
は「
運
動
潰
し
」で
す
。

彼
ら
は
、
勇
退
を
勧
告
さ
れ
る
場
や
そ
の
や
り
と
り
を
面
白
お
か
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
説
明
を
漏
ら
さ
ず

録
音
し
よ
う
と
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
ち
込
み
、
対
応
に
慌
て
る
根
は
気
の
い
い
課
長
の
姿
。「
会
社
の
た
め
に

な
ら
な
い
ん
だ
」と
恫
喝
さ
れ
、
そ
の
場
に
寝
転
ん
で
や
ろ
う
か
と
腕
組
み
し
黙
り
込
む
姿
。
そ
の
状
況
が
目
に
見

え
る
よ
う
で
す
。
労
働
者
を
で
き
る
だ
け
効
率
よ
く
都
合
よ
く
管
理
し
よ
う
と
す
る
会
社
側
、
会
社
と
常
に
対
抗
し
、

働
く
権
利
や
労
働
条
件
や
状
況
を
少
し
で
も
良
く
し
て
い
こ
う
と
運
動
す
る
彼
ら
が
生
き
て
い
る
現
実
の
落
差
が

彼
ら
の
語
り
か
ら
に
じ
み
出
て
き
ま
す
。

勇
退
勧
告
の
場
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
辞
め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
会
社
が
労
働
者
に
丁
寧
に
説
明
す
べ
き

場
な
の
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
理
由
の
説
明
も
な
く
、「
お
前
の
胸
に
手
を
当
て
れ
ば
、
わ
か
る
だ
ろ
う
」と
言
わ

れ
、
首
に
な
る
よ
う
な
覚
え
も
な
い
と
黙
っ
て
い
た
ら
、
恫
喝
し
て
く
る
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』を
出
し
続
け
る

　

彼
ら
は
、
勇
退
勧
告
を
受
け
た
翌
日
か
ら
、
事
実
を
労
働
者
に
伝
え
よ
う
と
ガ
リ
刷
り
の
ビ
ラ
を
出
し
ま
し
た
。
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そ
れ
は『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』と
名
付
け
ら
れ
、
裁
判
が
終
了
す
る
ま
で
一
三
〇
号
近
く
ま
で
出
し
続
け
ら
れ
た
の
で
す
。

彼
ら
の
一
人
か
ら
話
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
き
、「
そ
う
い
え
ば
、
こ
ん
な
の
も
あ
る
よ
」と
部
屋
の
奥
を
探
し
て
出

さ
れ
た
黄
ば
ん
だ
わ
ら
半
紙
の
束
。
そ
れ
が『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』だ
っ
た
の
で
す
。

裁
判
を
進
め
る
う
え
で
、
七
人
は
反
対
同
盟
委
員
長
、
副
委
員
長
、
事
務
局
、
財
政
、
生
活
、
家
族
会
、
情
宣
と
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
を
決
め
、
役
割
を
分
担
し
ま
す
。『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』は
情
宣
を
担
当
し
た
ガ
リ
切
り
の
名
人
が
刷
り
続

け
た
の
で
す
。

「
高
校
時
代
に
ガ
リ
キ
リ
を
教
え
て
く
れ
る
先
生
が
い
て
覚
え
た
の
で
す
。
学
校
新
聞
な
ど
も
発
行
し
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
か
ら
ガ
リ
切
り
担
当
に
な
っ
て
。
銅
山
に
入
っ
て
か
ら
、
私
は
ガ
リ
切
り
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
支

部
の
機
関
誌
を
担
当
し
た
ん
で
す
ね
。
で
、『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』の
話
は
解
雇
さ
れ
て
か
ら
に
な
る
の
で
す
が
、
勇
退
勧

告
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
だ
か
ら
断
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
私
の
判
断
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
け
れ
ど

も
労
働
組
合
の
方
は
一
切
関
知
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
独
自
に
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
掛
水
倶
楽
部
に
呼
ば

れ
て
勧
告
さ
れ
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
次
の
日
に
は
個
人
名
で
ガ
リ
切
り
や
っ
て
、
坑
口
で
配
っ
ち
ゃ
っ
た
。「
私
、

首
を
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」と
ね
。
そ
れ
で
み
ん
な
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
勝
手
に『
ガ
ン
バ
ロ

ウ
』と
い
う
標
題
を
つ
け
て
配
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
…
…
。
じ
ゃ
あ『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』と
い
う
こ
と
で
、我
々

の
機
関
誌
を
出
し
て
い
こ
う
と
。
裁
判
の
経
過
だ
け
で
は
な
く
て
、
職
場
の
仲
間
の
支
援
も
受
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
の
だ
か
ら
、
職
場
の
現
状
の
苦
し
さ
と
か
要
求
と
か
そ
う
い
う
の
も
取
り
上
げ
て
ね
、
み
ん
な
を
励
ま
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
闘
い
を
支
援
し
て
も
ら
え
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
み
ん
な
で
原
稿
も
検
討

し
な
が
ら
書
い
て
き
た
の
で
す
」

「
原
紙
が
擦
り
切
れ
る
ほ
ど
、
刷
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
本
山
坑
、
通
洞
坑
、
小
滝
坑
と
三
つ
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

「ガンバロウ」94号

「ガンバロウ」追加
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組
合
員
全
員
に
行
き
わ
た
る
く
ら
い
刷
ら
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
か
ら
、
一
〇
〇
〇
枚
以
上
は
刷
っ
た
で
し
ょ
う

ね
」「

い
や
あ
ね
、最
初
は
ね
、黙
っ
て
み
ん
な（『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』や
ビ
ラ
を
）取
ら
な
か
っ
た
で
す
よ
。
会
社
か
ら
取
る
な
っ

て
い
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
だ
け
ど
だ
ん
だ
ん
や
っ
て
い
く
う
ち
に
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
。（
裁
判
や

状
況
が
）わ
か
っ
て
き
た
の
か
。
だ
か
ら
裁
判
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
で
は
な
く
て
、
仲
間
の
問
題
で
抗
議
し

た
り
、
仲
間
を
オ
ル
グ
っ
て
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
か
た
ち
で
や
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
点
で
だ
ん
だ
ん
だ
ん

だ
ん
わ
か
っ
て
く
れ
て
、
で
署
名
し
て
く
れ
た
り
ね
。
そ
う
い
う
の
も
出
て
き
た
ん
で
す
よ
」

「
だ
か
ら
、
坑
口
ま
で
行
く
の
。
朝
に
行
っ
て
、
み
ん
な
出
勤
の
と
き
に『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』や
ビ
ラ
配
る
の
。
そ
う
す

る
と
、
管
理
職
が
来
て「
取
る
な
」「
こ
こ
は
会
社
の
場
所
だ
か
ら
駄
目
だ
」と
か
言
っ
て
ね
。「
ふ
ざ
け
ん
じ
ゃ
な
い
。

こ
れ
は
権
利
だ
」と
か
言
っ
て
ね
。
突
っ
ぱ
ね
て
や
り
ま
し
た
」

聞
き
手
：『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』を
渡
し
た
ら
、
そ
の
横
に『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』を
捨
て
な
さ
い
と
い
う
箱
が
置
い
て
あ
っ

た
と
か
？

「
本
山
の
連
中
は
、
あ
ん
ま
り
捨
て
て
い
く
っ
て
い
う
人
は
い
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
み
ん
な
持
っ
て

行
っ
て
ね
。「
が
ん
ば
れ
よ
ー
」と
か
ね
。
そ
れ
で
配
っ
た
後
に
支
部
に
行
っ
て
、
支
部
で
お
茶
飲
ん
だ
り
し
て
ね
。

（
組
合
の
）偉
い
連
中
は「
早
く
帰
れ
」と
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、俺
ら
は「
馬
鹿
野
郎
、俺
ら
は
ま
だ
組
合
員
な
ん
だ
」

と
言
っ
て
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
ね
。
俺
ら
は
首
切
ら
れ
た
っ
て
、
裁
判
を
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
の
人
間
な
ん
だ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
ね
、
意
思
表
示
を
し
て
、
本
当
に
会
社
と
労
働
者
と
つ
な

が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
見
せ
て
い
た
い
と
い
う
の
も
ね
。
み
ん
な
が
帰
っ
て
く
る
頃
は
必
ず
坑
口
で
話

し
た
り
し
て
ね
」

　

組
合
が
あ
て
に
で
き
ず
、
個
人
で
会
社
に
立
ち
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
勇
退
勧
告
が
あ
っ
た
翌

日
、
事
実
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
よ
う
と
す
ぐ
に
ガ
リ
切
り
し『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』第
一
号
が
出
た
の
で
す
。
裁
判
の
最
初

は
マ
ス
コ
ミ
も
注
目
し
、
新
聞
記
事
や
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
は
自
分
た
ち
か
ら
情
宣
し
な
け
れ

ば
、
不
当
に
首
を
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
自
体
も
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た

ち
の
裁
判
経
過
を
報
告
す
る
と
と
も
に
銅
山
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
も
取
り
上
げ
、
働
く
仲
間
と
と
も
に「
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」と
、
朝
早
く
か
ら
坑
口
に
立
ち
、『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』を
配
っ
た
の
で
す
。

『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』を
配
り
始
め
る
と
、「
ビ
ラ
紙
屑
は
こ
の
中
へ
」と
書
か
れ
た
箱
が
会
社
の
門
の
と
こ
ろ
に
置
か

れ
ま
し
た
。
で
も
誰
も
ビ
ラ
を
捨
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
、
ビ
ラ
を
と
ら
な
か
っ
た
仲
間
た
ち
も
、
裁
判
の
経
過

が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
理
不
尽
な
解
雇
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
様
子
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

ビ
ラ
配
り
を
制
止
し
よ
う
と
す
る
会
社
側
の
や
り
と
り
な
ど
彼
ら
の
日
々
の
運
動
の
姿
や
熱
が
語
り
か
ら
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
法
廷
で
の
裁
判
も
重
要
で
す
が
、
な
に
よ
り
も『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』作
り
や
そ
れ
を
配
る
現
実
の
な
か

に
こ
そ
、
労
働
運
動
の
日
常
の
深
さ
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
嫌
が
ら
せ
や
切
り
崩
し
を
受
け
る

彼
ら
が
裁
判
と
い
う
手
段
で
会
社
と
対
抗
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
会
社
側
は
さ
ま
ざ
ま
な
嫌
が
ら
せ
や
彼
ら
の
切

り
崩
し
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
よ
り
給
料
が
い
い
職
場
を
紹
介
す
る
か
ら
裁
判
を
や
め
ろ
と
か
、
親
戚
を
脅
し
て
、

身
内
か
ら
裁
判
を
や
め
る
よ
う
説
得
さ
せ
た
り
と
か
、
ま
さ
に「
あ
め
と
鞭
」で
あ
り
、
硬
軟
相
混
ぜ
た
手
段
が
使
わ

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
会
社
を
守
る
た
め
に
、
労
働
者
の
暮
ら
し
に
圧
力
を
か
け
て
い
く
と
い
う
現
実
。
そ
れ

は
足
尾
だ
け
で
な
く
当
時
も
今
も
、
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
多
分
そ
れ
く
ら
い
は
や
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る
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
、
同
時
に
、
そ
れ
を
笑
い
な
が
ら
軽
妙
に
語
る
彼
ら
の
言
葉
の
後
ろ
に
息
づ
い
て
い
る

怒
り
や
呆
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　「
解
雇
さ
れ
た
の
が
二
〇
人
く
ら
い
か
な
。
そ
の
な
か
で
裁
判
闘
争
を
や
っ
た
の
が
七
人
と
い
う
こ
と
で
。
一
〇

人
く
ら
い
で
や
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、
一
人
減
り
、
二
人
減
り
で
ね
。
会
社
の
圧
力
と
い
う
の
も
相
当
強
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
…
…
元
労
働
組
合
の
偉
い
人
が
圧
力
を
か
け
て
き
た
り
と
か
」

「
切
り
崩
し
と
い
う
の
は
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
親
戚
の
義
理
の
お
じ
さ
ん
に
な
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、「
あ
ん
た

の
こ
と
首
に
す
る
よ
」と
い
う
く
ら
い
ま
で
。（
お
じ
さ
ん
が
）「
お
前
、
裁
判
や
っ
た
っ
て
大
変
だ
ぞ
、
や
め
ろ
や
」
っ

て
言
っ
て
く
る
よ
う
な
ね
。
だ
か
ら「
縁
を
切
っ
た
っ
て
言
っ
て
こ
い
よ
」と
言
っ
た
く
ら
い
で
す
よ
。「（
B
と
は
）縁

を
切
っ
た
か
ら
関
係
な
い
よ
、
と
言
え
よ
」と
言
っ
た
り
ね
」

「
私
に
直
接
来
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
私
が
信
頼
し
て
い
る
職
場
の
人
が
い
て
、
彼
は
S
課
長
と
仲
が
良
か
っ
た
の
。

そ
の
人
が「
こ
う
い
う
職
場
が
あ
る
か
ら
」と
私
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、「
裁
判
を
や
め
ろ
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
。
月
給
五
万
円
だ
っ
た
の
。
そ
こ
を
斡
旋
す
る
か
ら
と
。
当
時
は
坑
内
で
一
日
働
い
て
、
一
か
月
働
い
て

三
万
六
，
七
千
円
で
し
た
。
A
さ
ん
あ
た
り
に
も
そ
ん
な
よ
う
な
話
が
あ
っ
て
。
で
、
何
て
言
う
ん
で
す
か
ね
、
い

く
ら
か
ふ
ら
つ
い
て
い
る
よ
う
な
人
に
対
し
て
は
、
高
圧
的
に
社
宅
を
出
ろ
と
言
っ
た
り
、
攻
撃
を
か
け
て
く
る
よ

う
な
感
じ
と
か
。
…
…
そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
、
奥
さ
ん
の
方
か
ら
切
り
崩
し
を
し
て
い
く
っ
て
ね
」

生
活
に
も
不
当
解
雇
の
影
響
が
直
撃
し
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
制
に
し
て
共
同
風
呂
か
ら
閉
め
出
さ
れ
た
こ
と
が
印

象
深
く
誰
か
ら
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
く
、
社
宅
に
あ
る
共
同
風
呂
に
は
自
由
に
入

れ
た
の
で
す
。
風
呂
へ
入
る
こ
と
。
そ
れ
は
身
体
の
汚
れ
を
落
と
し
、
疲
れ
を
癒
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
つ
け
る
と

い
う
日
々
の
暮
ら
し
で
も
っ
と
も
基
本
で
重
要
な
営
み
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
解
雇
し
た
の
だ
か
ら
社
宅
か
ら
出

ろ
と
い
う
指
示
も
あ
っ
た
の
で
す
。
裁
判
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
日
常
の
暮
ら
し
に
ま
で
土
足
で
踏
み
込
み
、
彼
ら

の
生
活
す
る
権
利
を
侵
害
し
よ
う
と
す
る
権
力
の
姿
が
そ
こ
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
権
力
に
対
し
て
、
彼
ら
と
同
じ
場
で
暮
ら
す
人
々
が
自
分
の
判
断
で
認
め

よ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、
彼
ら
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
か
、
最
初
は
た
め
ら
い
を
み
せ
な
が
ら
も
、
心
で

は
ず
っ
と
支
援
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

「
社
宅
を
出
ろ
と
は
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ね
交
渉
し
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
ま
か
り
通
ら
な
い
、
我
々

に
は
居
住
権
が
あ
る
と
。
そ
れ
で
会
社
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。（
聞
き
手
：
お
風
呂
も
嫌
が

ら
せ
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
。）え
え
、
チ
ケ
ッ
ト
制
を
や
り
ま
し
た
。
で
も
券
が
な
く
て
も
風
呂
へ
は
入
れ
ま
し
た
。

（
共
同
浴
場
の
）番
を
し
て
る
人
た
ち
が
そ
の
ま
ま（
会
社
の
指
示
を
）無
視
し
て
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
券
が

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
労
働
者
が
そ
こ
ま
で
会
社
の
立
場
に
立
っ
て
嫌
が
ら
せ
は
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

「（
風
呂
に
）入
っ
て
い
く
で
し
ょ
、
そ
う
す
る
と
皆
が
下
を
向
い
て
サ
ー
ッ
と
風
呂
か
ら
出
ち
ゃ
う
の
。
俺
と
し
ゃ

べ
る
と
、
話
を
し
て
た
と
い
う
ん
で
、
誰
か
に
言
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
あ
る
人
が
私
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、

別
の
人
が
そ
れ
を
会
社
に
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
み
ん
な
猜
疑
心
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
。
そ
う
い
う
組
合
潰
し
と

い
う
か
、
団
結
を
潰
す
よ
う
な
こ
と
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
」

「
我
々
が
解
雇
さ
れ
て
か
ら
、
今
度
は
お
風
呂
の
券
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
社
宅
の
券
。
結
局
私
た
ち
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が
入
ら
な
い
よ
う
に
券
制
度
を
つ
く
っ
た
。
月
別
に
な
っ
て
い
て
、
お
風
呂
場
の
窓
口
に
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
そ

の
人
が（
券
に
）
判
子
を
押
す
ん
で
す
よ
。
解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
券
は
配
当
さ
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
子
ど
も

券
も
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
、
子
ど
も
に
は
そ
ん
な
の
関
係
な
い
が
ね
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
人
は
い
い
人
で
ね
、
誰

か
が
券
を
忘
れ
た
と
す
る
で
し
ょ
。
そ
れ
を
わ
ざ
と「
く
れ
や
」
っ
て
言
っ
て
も
ら
っ
て
、
う
ち
の
子
ど
も
の
名
前

を
書
き
換
え
て
、
子
ど
も
に
渡
し
た
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
守
っ
て
く
れ
た
人
も
い
る
わ
け
」

「（
聞
き
手
：
社
宅
に
住
ん
で
い
る
周
り
の
人
は
ど
う
で
し
た
か
？
）
や
っ
ぱ
り
、
今
ま
で
近
い
人
は
皆
、
離
れ
て
い
っ
た
で
す

よ
。
あ
ん
ま
り
近
く
な
い
人
で
労
働
組
合
の
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
た
人
な
ん
か
は
、
陰
な
が
ら
応
援
し
て
く
れ
た

り
ね
。
う
ん
と
近
か
っ
た
人
は
逃
げ
ち
ゃ
っ
た
り
。
そ
れ
と
あ
と
は
、
助
け
て
く
れ
た
り
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
採
れ
た

か
ら
持
っ
て
い
け
や
と
か
ね
。「
も
ろ
こ
し
を
茹
で
た
か
ら
持
っ
て
い
け
や
」な
ん
て
ね
。
…
…
あ
と
は
社
宅
に
よ
っ

て
も
う
ん
と
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
俺
が
い
た
所
は
精
錬
所
と
い
っ
て
、
精
錬
所
の
社
宅
で
愛
宕
下
と
い
う
所
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、そ
こ
は
案
外
、会
社
側
の
人
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
会
社
側
と
い
う
よ
り
も
、（
社
宅
に
）入
れ
た
ら「
は

い
は
い
」と
い
う
よ
う
な
ね
。
で
、
坑
内
関
係
と
い
う
の
は
反
骨
が
強
い
の
で
、「
ふ
ざ
け
ん
な
」と
い
う
感
じ
で
。
…

…
だ
か
ら
、
三
養
会
に
行
っ
て
も
、
女
房
ら
な
ん
か
は
か
わ
い
そ
う
で
し
た
よ
ね
、
白
い
目
で
見
ら
れ
る
と
い
う
よ

う
な
ね
」

プ
ー
ル
制
と
い
う
工
夫
を
し
て
乗
り
切
る

彼
ら
男
た
ち
は
不
当
解
雇
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
闘
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
は
正
し
い
こ
と
を
や
っ

て
き
た
ん
だ
と
、
意
気
揚
々
と
、
生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
気
に
な
る
の
は
解
雇
さ
れ
収

入
が
途
絶
え
る
な
か
で
、
裁
判
を
し
て
い
た
間
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
う
し

た
ら
誰
も
脱
落
す
る
こ
と
な
く
裁
判
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
は
み
ん
な
で
相
談
し
、
家
族
が

一
緒
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
家
族
会
と
プ
ー
ル
制
と
い
う
工
夫
を
考
え
実
践
し
て
い
く
の
で
す
。

「「
プ
ー
ル
制
を
や
ろ
う
」と
い
う
こ
と
で
、や
っ
ぱ
り
家
族
が
一
緒
に
な
ら
な
い
と
、食
べ
て
い
か
な
い
と
、家
族

や
子
ど
も
が
い
た
り
す
る
と
ね
、
ち
ょ
う
ど
ね
、
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
ね
。
…
…
み
ん
な
プ
ー
ル
で
す
。
働

い
た
賃
金
も
全
部
一
切
合
切
、
お
金
は
財
政
担
当
が
管
理
す
る
。「
あ
ん
た
の
と
こ
ろ
は
何
人
家
族
だ
か
ら
」と
い
う

風
に
。
そ
れ
を
み
ん
な
で
決
め
て
ね
。
一
人
い
く
ら
か
な
ん
て
。
そ
れ
と
親
が
い
る
う
ち
と
い
な
い
う
ち
で
は
違
う

か
ら
ね
。
親
は
働
い
て
い
な
い
か
ら
。
そ
う
い
う
こ
と
で「
一
か
月
、
お
前
の
と
こ
ろ
は
い
く
ら
、
お
前
の
と
こ
ろ
は

い
く
ら
」と
い
う
感
じ
で
ね
、
生
活
費
を
出
し
て
い
く
感
じ
で
。
仕
事
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
労
働
担

当
が
、
あ
ん
た
ら
は
、
ど
こ
、「
俺
は
こ
っ
ち
の
方
が
良
い
」と
か
ね
。「
土
方
仕
事
の
方
が
良
い
、
山
仕
事
の
方
が
良

い
」
っ
て
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
仕
事
に
い
っ
た
ん
だ
よ
ね
」

「（
働
い
て
）得
た
金
を
全
部
集
め
る
ん
で
す
よ
。
家
族
構
成
で
分
け
る
ん
で
す
。
今
の
会
計
み
た
い
に
伝
票
を
打
っ

て
、
親
に
は
い
く
ら
と
か
、
家
族
構
成
で
い
く
ら
と
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
金
が
決
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
…
…
働
い

た
人
の
お
金
を
集
め
て（
わ
け
た
と
）」

当
時
足
尾
だ
け
で
な
く
日
本
各
地
で
労
働
運
動
は
盛
ん
で
し
た
。
合
理
化
に
よ
る
不
当
解
雇
の
裁
判
闘
争
は
行
わ

れ
て
い
た
の
で
す
。
彼
ら
は
各
地
の
実
践
を
参
考
に
し
て
自
ら
の
暮
ら
し
と
闘
い
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。
い
た

だ
い
た
資
料
の
中
に
、
当
時
の「
伝
票
」が
あ
り
ま
し
た
、
個
人
的
内
容
が
あ
る
の
で
コ
ピ
ー
は
載
せ
ま
せ
ん
が
、
昭

和
四
六
年
一
月
分
で
し
た
。
本
人
給
、
妻
、
家
族
何
名
、
手
当
の
欄
が
あ
り
、
決
め
ら
れ
た
額
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
同
盟
費
、
生
協
、
電
気
料
、
貸
付
金
が
差
引
か
れ
、
家
族
ご
と
に
割
り
振
ら
れ
る
月
額
が
一
番
下
の
欄
に

書
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
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　「
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ば
っ
か
し
だ
っ
た
し
。
女
房
も
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
い
で
す
よ
ね
。
母
乳
が
出
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
。
ミ
ル
ク
を
買
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
ミ
ル
ク
代
を
出
し
て
く
れ
た
り
、
そ
う
い
う
配
慮
は
し
て

く
れ
た
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
別
に
不
満
も
な
か
っ
た
し
。
着
る
も
の
も
ね
、
皆
で
お
下
が
り
み
た
い
に
く
れ
た
り
し

て
ね
。
だ
か
ら
着
物
も
買
わ
な
い
で
す
ん
だ
し
。
本
当
は
最
低
限
の
生
活
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
不
満
は
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」

「
厳
し
い
。
子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
で
す
よ
。
ボ
ー
ナ
ス
も
ら
う
時
期
に
な
る
と
何
買
っ
て
も
ら
っ
た
っ
て
、
子

ど
も
同
士
だ
か
ら
言
い
ま
す
よ
ね
。
け
れ
ど
も
俺
ら
の
子
ど
も
た
ち
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
。
ボ
ー
ナ
ス

が
な
い
ん
だ
か
ら
。
一
か
月
の
給
料
も
ね
、
七
人
で
闘
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
五
人
し
か
働
か
な
か
っ
た
と
き
と
か
、

三
人
し
か
働
か
な
か
っ
た
と
き
と
か
、
ほ
か
の
人
た
ち
よ
り
も（
生
活
費
の
額
が
）低
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
生
活
は
相

当
ね（
厳
し
か
っ
た
）。
だ
け
れ
ど
も
、
ひ
も
じ
い
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
」

「
正
常
で
働
い
て
い
た
時
の
金
額
の
三
分
の
一
以
下
。
だ
か
ら
も
の
す
ご
く
参
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
家
内
も
い

て
、
子
ど
も
も
長
女
が
生
ま
れ
た
ば
っ
か
り
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
町
に
働
き
に
、
両
親
が
い
ま
し
た
か
ら
。
反

物
を
売
っ
た
り
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
り
引
き
も
や
り
ま
し
た
し
、
ダ
ン
プ
の
運
転
も
し
ま
し
た
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
り
ま
し
た
」

働
い
て
得
た
賃
金
を
家
族
の
事
情
に
合
わ
せ
て
配
分
し
、
暮
ら
し
を
乗
り
切
っ
て
い
っ
た「
プ
ー
ル
制
」と
い
う

工
夫
。
厳
し
さ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
協
力
し
て
わ
か
ち
あ
う
人
間
的
な
厚
み
に
裏
打
ち
さ
れ
た
理
性
的
で
醒

め
た
、
見
事
な
実
践
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

裁
判
が
進
む
に
つ
れ
て
周
囲
の
反
応
も
か
わ
っ
て
い
く

裁
判
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
は
ま
と
め
き
れ
な
い
く
ら
い
、
彼
ら
は
多
く
語
り
、
た
く
さ
ん
の
資
料
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
重
大
な
社
会
問
題
や
冤
罪
事
件
を
扱
っ
た
自
由
法
曹
団
か
ら
著
名
な
弁
護
士
や
若
手
弁
護
士
た
ち
が
担

当
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
彼
ら
が
毎
回
払
っ
た
弁
護
料
は
足
尾
に
来
る
旅
費
に
も
足
り
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
弁
護
士
さ
ん
た
ち
は
手
弁
当
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
陳
述
書
を
ど
の
よ
う
に
書
い
た
ら
い
い
の
か

な
ど
、
社
宅
で
裁
判
を
ど
う
進
め
る
の
か
を
相
談
す
る
彼
ら
。
彼
ら
は
慣
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
弁
護
士
さ
ん
た
ち

は
南
京
虫
に
噛
ま
れ
る
こ
と
は
ま
い
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
他
の
労
働
者
の
陳
述
書
も
数
多
く
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
彼
ら
が
普
段
仕
事
な
ど
さ
ぼ
っ
て
い
な
い
こ
と
や
正
当
な
組
合
活
動
、
労
働
運
動
を
し
て
、
他
の
労
働
者
か

ら
も
人
間
的
な
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
、
い
か
に
解
雇
事
由
が
不
当
で
、
恣
意
的
で
、
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
で
あ
る
の
か
を
例
証
す
る
内
容
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
裁
判
の
証
拠
と
し
て
出
さ
れ
た
の
で
す
。

公
判
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
宇
都
宮
地
裁
で
行
わ
れ
、
公
判
内
容
が
す
ぐ
に『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』で
情

宣
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
会
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
の
中
で
、
多
く
の
仲
間
が
支
援
し
、
陳
述
書
を
書
い
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。

当
時
足
尾
の
街
で
は
、
古
河
が
一
番
だ
と
い
う
空
気
が
あ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
が
裁
判
を
起
こ
し
た

こ
と
自
体
驚
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
否
定
的
で
悲
観
的
な
雰
囲
気
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
公
判
で
会
社
側

の
証
言
が
で
て
く
る
あ
た
り
か
ら
、
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。
周
囲
の
人
々
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
解
雇
さ
れ
た
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
不
当
性
を
理
解
し
始
め
た
の
で
す
。

「
ま
さ
か
会
社
は
裁
判
す
る
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
不
当
行
為
だ
ろ
う
と
い
う

の
は
何
回
か
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
で
も
裁
判
に
か
け
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
…
…
い
わ
ゆ
る
街
の
雰
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囲
気
と
し
て
、
一
番
偉
い
の
は
鉱
業
所
だ
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
。
町
長
は
そ
の
次
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
よ
う
な
雰

囲
気
で
し
た
か
ら
、
だ
か
ら
裁
判
を
起
こ
す
者
も
な
か
っ
た
し
、
裁
判
や
っ
て
も
す
ん
な
り
会
社
が
勝
つ
だ
ろ
う
と

い
う
よ
う
な
話
だ
っ
た
か
ら
。
裁
判
に
勝
っ
た
っ
て
、
大
騒
ぎ
だ
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
会
社
を
負
か
し
た
と
い
う
ね
」

「
そ
う
で
す
ね
。
裁
判
で
会
社
の
証
言
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
い
わ
ゆ
る
解
雇
理
由
が
出
て
く
る
わ
け
で

す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
理
由
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
職
場
の
人
間
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
、
組
合
が
何
に
も
助

け
て
く
れ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
ね
、
職
場
に
配
っ
て
ね
。「
ひ
で
ぇ
な
ぁ
」と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
よ
ね
。
…
…
真
の
解
雇
理
由
を
会
社
が
出
し
て
き
た
の
は
、
み
ん
な
嘘
だ
と
い
う
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
。

職
場
の
皆
も「
な
ん
だ
」と
い
う
感
じ
で
、そ
れ
か
ら
真
の
輪
と
い
う
の
が
、グ
ワ
ー
ッ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
」

「
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
ね
、
裁
判
が
始
ま
っ
て
、
そ
う
だ
ね
四
，
五
年
た
っ
て
ね
、
だ
い
た
い
筋
が
わ
か
っ
て
き
た

ん
で
。
あ
る
人
が
言
っ
て
い
た
の
は「
た
だ
、
な
ん
て
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
っ
て
。
嫌
で
避
け
た
の

で
は
な
い
。
激
励
し
て
い
い
の
か
、
慰
め
の
言
葉
を
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
私
は
避
け
て
い
た
、
か

わ
し
て
避
け
て
い
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
話
で
ね
。
ち
ょ
っ
と
救
わ
れ
た
け
れ
ど
も
ね
。
最
初
は
腹
が
立
っ
た
よ
」

裁
判
の
中
身
も
興
味
深
か
っ
た
の
で
す
が
、
法
廷
で
昼
ご
飯
を
食
べ
た
と
い
う
話
に
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
法
廷
内
で
飲
食
な
ど
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
今
も
昔
も
そ
う
で
あ
る
は
ず
で
す
。
で
も
、
彼
ら
は
、
う
ま
い
う

ま
い
と
言
い
な
が
ら
、
傍
聴
す
る
人
々
と
一
緒
に
キ
ノ
コ
汁
を
食
べ
た
の
で
す
。
担
当
し
た
裁
判
官
の
裁
量
と
い
う

か
力
量
と
い
う
か
、
当
時
の
地
裁
の
お
お
ら
か
な
様
子
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

「
い
や
あ
豪
華
だ
っ
た
で
す
よ
。
う
ち
の
親
父
さ
ん
が
キ
ノ
コ
を
採
る
名
人
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど

キ
ノ
コ
の
時
期
な
ん
か
は
ね
、
A
さ
ん
の
母
親
が
魔
法
瓶
に
キ
ノ
コ
汁
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
法
廷
の

中
で
分
け
な
が
ら
お
昼
ご
飯
を
し
た
り
し
て
ね
、
ハ
ハ
ハ
、
い
や
あ
、
う
ま
い
う
ま
い
と
言
い
な
が
ら
食
べ
た
ん
で

す
け
ど
ね
」

「
常
時
や
り
ま
し
た
よ
。
で
も
、
そ
れ
は
う
ま
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
頃
だ
っ
た
か
な
、
裁
判
所
の
事
務
長

に
交
渉
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
俺
と
弁
護
士
二
人
で
話
を
し
て
、「
法
廷
で
は
ま
ず
い
」と
。「
じ
ゃ
あ
、
ど
こ
で
や

る
の
か
、
廊
下
で
や
る
の
か
」と
言
っ
た
ら
、
調
停
室
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
離
婚
と
か
そ
う
い
う
よ
う
な

こ
と
を
調
停
す
る
部
屋
で
す
。
そ
の
よ
う
な
部
屋
な
ら
良
い
の
で
は
な
い
で
す
か
と
い
う
こ
と
で
。
で
も
俺
ら（
の
裁

判
）が
終
わ
っ
て
か
ら
、
そ
こ
も
ダ
メ
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
」

な
ぜ
裁
判
を
し
た
の
か

裁
判
は
宇
都
宮
地
裁
の
一
審
で
彼
ら
が
完
全
勝
訴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
会
社
は
控
訴
し
、
東
京
高
裁
で
和
解
が
成

立
し
た
の
で
す
。
控
訴
の
時
点
で
は
、
足
尾
銅
山
は
閉
山
し
て
お
り
、
労
働
者
と
し
て
の
地
位
保
全
が
確
認
さ
れ
た

う
え
で
の
実
質
的
勝
訴
と
し
て
の
和
解
が
打
診
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

公
判
の
期
間
は
、
控
訴
も
含
め
七
年
間
で
し
た
。
や
は
り
日
本
の
裁
判
は
長
い
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
な
ぜ
裁

判
と
い
う
手
段
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

「
危
機
感
と
い
う
よ
り
も
、
名
誉
回
復
で
す
よ
ね
。
だ
っ
て
、
会
社
は
不
良
鉱
員
だ
か
ら
首
を
切
っ
た
の
だ
と
。
け

れ
ど
も
、
俺
ら
は
不
良
鉱
員
で
は
な
い
わ
け
だ
か
ら
。
一
生
懸
命
や
っ
て
い
て
、
会
社
も
休
ま
な
い
わ
け
で
す
し
。

…
…
七
人
分
全
部
の
名
誉
回
復
で
す
よ
ね
」
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な
理
由
で
壊
さ
れ
た
日
常
を
再
建
し
、
い
か
に
生
き
て
い
く
の
か
。
妻
や
子
ど
も
と
彼
ら
が
い
か
に
暮
ら
し
て
き
た

の
か
。
そ
の
日
常
に
こ
そ
闘
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
表
情
が
訴
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
日
常
で
の
闘
い
を
聞
き
取

る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
で
す
。

「
当
時
、
合
理
化
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
解
雇
の
理
由
は
欠
勤
が
多
い
と
か
、
仕
事
が
で
き
な
い
人
と
か
、
会
社
が

必
要
と
し
な
い
人
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
組
合
大
会
の
中
で
も
委
員
長
が
そ
う
い
う
よ
う

な
こ
と
で
、
全
体
を
納
得
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
特
定
の
活
動
家
の
首
を
切
っ
た
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
…
…
「
な
ん
だ
、
こ
ん
な
こ
と
で
組
合
は
嘘
つ
い
た
」と
、
会
社
に
対
す
る
怒
り
と
い
う

よ
り
も
、
組
合
に
対
す
る
怒
り
の
方
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
…
…
当
時
は
労
働
組
合
の
人
た
ち
の
裁
判
闘
争
が
各
地

で
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
時
代
的
な
背
景
も
あ
っ
て「
じ
ゃ
あ
、
俺
ら
も
裁
判
を
や
ろ
う
」と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
。
単
純
な
、
労
働
者
と
し
て
ひ
と
つ
意
地
を
み
せ
て
や
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
も
の
は
あ
り
ま

し
た
ね
」

「
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
ふ
う
に
気
楽
に
闘
え
た
の
か
な
と
い
う
感
じ
で
す
よ
ね
。
全
国
的
に
そ
う
い
う
よ
う
な
闘

い
が
あ
っ
た
。
じ
ゃ
あ
我
々
も
闘
っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
も
の
す
ご
く
あ
っ
た
の
か
な
と
。

あ
と
一
つ
は
会
社
に
対
し
て
、
俺
ら
は
ひ
る
ま
な
い
ぞ
と
い
う
、
そ
う
い
う
よ
う
な
意
地
で
す
よ
ね
」

人
間
と
し
て
の
名
誉
回
復
。
労
働
者
と
し
て
の
意
地
。
不
当
な
権
力
に
立
ち
向
か
っ
た
理
由
と
し
て
彼
ら
が
語
る

言
葉
で
す
。
た
だ
私
は
彼
ら
か
ら
話
を
う
か
が
っ
て
き
て
、
あ
る
表
情
が
心
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
ま
す
。
社
宅
に
う

か
が
い
、
不
当
解
雇
の
裁
判
に
つ
い
て
話
を
聞
き
た
い
と
言
っ
た
と
き
、
あ
る
奥
さ
ん
が
私
た
ち
に
示
し
た
何
と
も

言
え
な
い
表
情
で
す
。
語
り
た
く
な
い
と
い
う
否
定
で
は
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
の
で
す
か
。

聞
い
て
ど
う
す
る
の
で
す
か
。
話
を
聞
い
た
と
し
て
、
当
時
の
暮
ら
し
で
自
分
た
ち
が
体
験
し
た
苦
痛
や
苦
悩
、
怒

り
や
悲
し
み
、
そ
し
て
喜
び
な
ど
、
本
当
に
わ
か
る
の
で
す
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
訴
え
る
よ
う
な
無
言
の
表
情
な
の

で
す
。

名
誉
や
意
地
を
貫
き
通
す
た
め
に
闘
う
。
た
だ
そ
の
闘
い
は
、
法
廷
場
面
や
集
会
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
当
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残
し
て
い
き
た
い
足
尾
の
記
憶�

中
山
貴
仁

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
足
尾
に
来
て
約
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
ら

れ
、
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
足
尾
の
歴
史
を
地
域
住
民
の
方
か
ら
聞
き
取
っ
て
、

冊
子
と
し
て
ま
と
め
る
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
と
個
人
の
記
憶
を
残
す
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
ま
す
。
足
尾
に
は
様
々
な
産
業
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
当
時

で
は
最
先
端
の
建
造
物
で
、
足
尾
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
集
中
し
た
こ
と
を
示
す

遺
構
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
大
抵
、「
社
会
」や「
時
代
」と
い
う
言
葉

を
引
き
合
い
に
、
大
き
な
物
語
で
語
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
一
人
の
人
に

足
尾
の
歴
史
を
聞
く
こ
と
は
個
人
の
レ
ベ
ル
か
ら
の
視
点
で
あ
り
、
産
業
や
社
会
に

比
べ
る
と
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は「
生
活
」や「
仕
事
」、「
人
間
関
係
」な
ど

私
で
も
理
解
し
易
い
テ
ー
マ
で
歴
史
が
語
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
興
味
深
く
、
足
尾

の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
よ
り
多
く
の
人
の
お
話
を
聞
い
て
、
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

キャプション

足
尾
の
魅
力
を
伝
え
る�

長
澤
美
佳

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
足
尾
に
着
任
し
、
自
然
や
動
物
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
暮
ら
し
を
と
て

も
贅
沢
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
方
か
ら
足
尾
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
銅
山
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、人
々
の
暮
ら
し
や
思
い
、生
き
る
知
恵
、

人
情
な
ど
、
書
籍
や
資
料
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
お
話
ば
か
り
で
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
お
話
を
し
て
下
さ
る
方
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
こ
そ
が
、
そ
の
時

代
時
代
の
足
尾
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
多
く
の
方
に
、｢

銅
山=

足
尾｣

だ
け
で
は
な
く
、
違
っ
た
角
度
か
ら
の
足
尾

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
野
生
動
物
の
写
真
展
や
絶
滅
寸
前

の
在
来
野
菜
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
で
き
る
の

は
地
域
の
方
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

い
つ
も
温
か
く
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

キャプション
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１　

は
じ
め
に

〝
足
尾
町
に
は
、
電
車
が
走
っ
て
い
る
〟

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で「
電
車
が
走
っ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
当
然
だ

ろ
う
」と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、足
尾
町
に
電
車
が〝
い
ま
、こ
こ
〟で
走
っ
て
い
る
事
実
の
裏
側
に
、

廃
線
の
危
機
に
対
抗
し
た
住
民
運
動
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
ど
れ
だ
け
の
人
が
気
づ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

足
尾
町
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
生
活
を
脅
か
し
た
歴
史
的
な
出
来
事
に
は
、
足
尾
銅
山
の
閉
山
と
国
鉄
足
尾
線

（
以
下
、
足
尾
線
）の
廃
線
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
足
尾
銅
山
の
閉
山
が
主
に
雇
用
や
地
域
産
業
の
衰
退
と
い
っ
た
経
済

的
な
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
足
尾
線
の
廃
線
問
題
は
町
民
の
生
活
の
足
に
関
す
る
問
題
で
す
。
足
尾
町
は「
陸
の

孤
島
」と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
周
り
は
山
々
に
囲
ま
れ
、
当
時
、
車
社
会
が
浸
透
し
て
き
た
と
は
い
え
学
生
の
通
学
や

日
常
的
な
買
い
物
な
ど
に
は
鉄
道
と
い
う
移
動
手
段
は
地
域
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
足
尾
線
の
廃

線
を
巡
る
住
民
運
動
は
、
町
の
交
通
手
段
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
を
抱
い
た
一
部
の
町
民
ら
に

よ
っ
て
特
別
乗
車
運
動（
さ
く
ら
乗
車
）を
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
足
尾
線
を
残
す
た
め
の
住
民
運
動
は
約

二
年
半
も
の
間
、
継
続
的
か
つ
連
続
的
に
行
わ
れ
、
次
第
に
そ
の
活
動
は
一
部
の
町
民
の
活
動
か
ら
町
全
体
の
活
動

と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
①
な
ぜ
足
尾
線
の
廃
線
を
阻
止
す
る
た
め

の
活
動
が
一
部
の
町
民
の
活
動
か
ら
町
全
体
の
取
り
組
み
へ
と
広
が
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
②
な
ぜ
特
別
乗
車
運
動

が
長
い
期
間
も
の
間
、
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
な
が
ら
町
民
へ
の
聞
き
取
り
や
資
料
を
渉
猟

し
て
い
く
と
、
町
民
の
足
尾
線
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
章
は
、
足
尾
線
の
廃
線
問
題
に
対
す
る
特
別
乗
車
運
動
の
歴
史
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
町
民
と
足
尾
線

の
関
係
性
を
描
写
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

足
尾
線
の
廃
線
問
題
の
概
要

足
尾
線
の
歴
史
は
古
く
、
そ
の
歴
史
は
大
正
元
年
一
二
月
三
一
日
、
足
尾
銅
山
か
ら
採
掘
さ
れ
た
銅
を
搬
出
す
る

交
通
手
段
と
し
て
同
線
の
前
身
で
あ
る「
足
尾
鉄
道
株
式
会
社
」と
し
て
、
私
鉄
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私

鉄
で
あ
っ
た
足
尾
鉄
道
は
大
正
七
年
に
国
が
重
要
路
線
と
し
て
買
い
上
げ
、
日
本
国
有
鉄
道（
以
下
、
国
鉄
）足
尾
線
と

な
り
、
渡
良
瀬
川
沿
い
に
群
馬
県
の
桐
生
駅
か
ら
足
尾
本
山
駅
ま
で
の
四
六
ｋ
ｍ
を
沿
線
住
民
の
生
活
の
足
と
し
て
、

さ
ら
に
は
産
業
物
資
輸
送
の
足
と
し
て
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
足
尾
線
の
廃
線
に
関
す
る
問
題
は
、
昭
和
五
五
年
一
二
月
二
七
日
に
当
時
、
国
鉄
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

た
特
定
地
方
交
通
線
、
い
わ
ゆ
る
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
促
進
が
盛
り
こ
ま
れ
た「
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促

進
特
別
措
置
法
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

国
鉄
は
第
一
次
廃
止
対
象
路
線
の
選
定
承
認
申
請
を
昭
和
五
六
年
六
月
に
運
輸
省
に
申
請
し
ま
し
た
。
足
尾
線
は

第
一
の
廃
止
承
認
申
請
は
免
れ
た
も
の
の
、
乗
車
人
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
に
廃
線
の
危
機
を
感
じ
た
一
部
の
町

民
ら
に
よ
っ
て
、
同
年
七
月
か
ら
独
自
に
三
〇
人
ほ
ど
の
特
別
乗
車（
さ
く
ら
乗
車
）を
開
始
し
ま
す
。
町
民
の
こ
う
し

た
地
道
な
活
動
が
行
わ
れ
る
最
中
、
昭
和
五
七
年
一
一
月
に
国
鉄
が
承
認
申
請
し
た
第
二
次
廃
止
対
象
路
線
三
三
線

の
対
象
路
線
に
足
尾
線
が
含
ま
れ
る
と
、
廃
線
の
撤
廃
に
向
け
て
一
，
一
〇
〇
名
の
町
民
を
集
め
た
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
町
は
、
こ
の
大
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
書
を
も
っ
て
運
輸
省
や
国
鉄
に
陳
情
に
行
き
足
尾
線
の
存
続
を
訴

え
続
け
ま
し
た
。
こ
の
陳
情
に
よ
り
、
一
時
は
廃
線
が
延
期
さ
れ
た
も
の
の
、
昭
和
五
九
年
六
月
、
当
時
の
運
輸
大

臣
が
足
尾
線
を
含
む
第
二
次
廃
止
対
象
路
線
三
三
線
の
う
ち
二
七
路
線
の
選
定
を
承
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、
足
尾
線

の
廃
線
が
現
実
の
も
の
と
し
て
歩
み
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
は
、
廃
線
を
阻
止
す
る
一
縷
の
望
み
を
か
け
て

廃
止
除
外
基
準
の
一
つ
で
あ
る〝
ラ
ッ
シ
ュ
時
ラ
ッ
シ
ュ
区
間
千
人
以
上
乗
車
〟に
着
目
し
、
昭
和
五
九
年
七
月
か
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ら
昭
和
六
二
年
一
月
ま
で
の
期
間
、
町
全
体
で
積
極
的
な
特
別
乗
車
運
動
を
開
始
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
特
別
乗
車
運
動
に
よ
っ
て
廃
止
除
外
基
準
の
一
つ
で
あ
る〝
ラ
ッ
シ
ュ
時
ラ
ッ
シ
ュ
区
間
千
人
以
上
乗
車
〟

が
達
成
さ
れ
続
け
る
と
、
半
年
に
一
回
、
足
尾
線
の
廃
線
を
具
体
的
に
協
議
す
る「
足
尾
線
特
定
地
方
交
通
線
対
策

協
議
会
」は
四
度（
約
二
年
間
）に
渡
っ
て
審
議
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
活
動
を
続

け
れ
ば
足
尾
線
の
廃
線
は
免
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
い
は
じ
め
て
い
た
最
中
、
昭
和
六
一
年
一
一

月
二
八
日
、
国
鉄
の
分
割
民
営
化
を
決
め
る「
国
鉄
関
連
八
法
案
」が
可
決
さ
れ
、
足
尾
線
存
続
に
つ
い
て
の
住
民
運

動
も
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
約
二
年
半
も
の
間
続
け
ら
れ
て
き
た
特
別
乗
車
運
動
は
国
の

一
方
的
な
廃
線
を
阻
止
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
し
て
昭
和
六
二
年
一
月
一
四
日
に
終
結
し
ま
す
。
そ
し
て
、

現
在
は
、
一
部
路
線
が
縮
小
し
な
が
ら
も
町
民
や
観
光
客
に
愛
さ
れ
る
私
鉄
と
し
て
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

３　

町
民
の
特
別
乗
車
運
動
の
取
り
組
み
と
町
民
・
行
政
・
企
業
と
の
連
携

組
織
的
な
活
動
と
町
民
相
互
の
つ
な
が
り

生
ま
れ
て
か
ら
足
尾
町
で
生
活
を
続
け
て
い
る
七
〇
代
の
男
性
は
、
特
別
乗
車
運
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。

「
特
別
乗
車
は
、
当
然
俺
も
や
っ
た
よ
。（
組
内
で
）当
番
を
決
め
て
、
月
に
二
、
三
回
ぐ
ら
い
乗
っ
て
た
か
な
～
。
乗

車
数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
時
間
と
区
間
が
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
特
別
乗
車
を
す
る
日
は
会
社
が
始
ま
る
時
間

に
間
に
合
わ
な
く
て
、
有
給
休
暇
を
と
っ
て
い
た
よ
。
会
社
も
活
動
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
、
何
か
言
わ
れ

る
っ
て
こ
と
は
な
か
っ
た
ね
」

　
　こ

の
男
性
の
言
葉
か
ら
は
、
足
尾
線
の
廃
線
を
阻
止
す
る
た
め
の
運
動
が
企
業
を
も
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
が
え
ま
す
。
そ
し
て
、「
当
番
を
決
め
て
」と
い
う
男
性
の
言
葉
の
背
景
を
追
っ
て
い
く
と
こ
の
活

動
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
た
事
実
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。

特
別
乗
車
運
動
が
始
ま
っ
た
当
初
、
足
尾
線
に
乗
る
・
乗
ら
な
い
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
活
動
は
不
安
定
で
す
。
で
す
が
、
廃
線
除
外
基
準
で
あ
る〝
ラ
ッ
シ
ュ
時
ラ
ッ
シ
ュ
区
間
千
人
以
上
乗
車
〟

と
い
う
一
つ
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で「
不
安
定
な
活
動
」が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の「
計
画
的
な
活
動
」に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
町
民
の
特
別
乗
車
は「
組
内
」（
く
み
う
ち
）
と
い
う
地
縁
組
織
の
グ
ル
ー
プ
単

位
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
組
内
の
中
で
当
番
表
を
つ
く
り
、
誰
々
が
何
日
の
何
時
に
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

乗
車
す
る
の
か
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
組
内
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
組
織
的
に
乗
車
運
動
を
進
め
て
い
っ
た
こ

と
が
一
人
ひ
と
り
の
活
動
負
担
の
軽
減
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
当
番
の
人
が
何
ら
か
の
事
情
で
乗
車
で
き
な
く
な
れ
ば
、

組
内
の
別
な
人
が
当
番
の
変
わ
り
に
乗
車
す
る
な
ど
町
民
同
士
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
男
性
は
次
に
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
活
動
し
て
い
た
か
ら
、
自
分
だ
け
や
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
。
そ
り
ゃ
ぁ
、
大

変
な
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
さ
。
周
り
の
人
と
協
力
し
て
や
っ
て
き
た
か
ら
さ
」

特
別
乗
車
を
す
る
の
は
月
に
数
回
と
は
い
え
、
そ
れ
が
約
二
年
半
も
の
間
継
続
し
て
い
け
ば
少
な
か
ら
ず
活
動
の

負
担
感
が
生
じ
て
き
ま
す
。
実
際
に
聞
き
取
り
の
な
か
で
は
大
変
さ
を
語
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
町
民
は

そ
の
活
動
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢
に
ま
で
は
い
き
着
か
な
い
。
上
記
の
言
葉
に
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
一
つ
の
要

因
と
し
て
町
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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町
民
・
行
政
・
企
業
の
連
携
・
協
力
体
制

特
別
乗
車
運
動
に
は
町
の
役
割
も
大
き
く
働
い
て
い
ま
す
。
町
は
積
極
的
に
国
や
県
と
交
渉
し
足
尾
線
の
存
続
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
町
役
場
の
職
員
も
毎
日
交
代
で
特
別
乗
車
運
動
に
参
加
す
る
傍
ら
、
町
長
の
業
務
命
令

に
よ
り
職
員
の
公
務
出
張
は
足
尾
線
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
企
業
も
従
業
員
の
特
別
乗
車
運
動
に
理
解

を
示
す
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
の
出
張
に
は
足
尾
線
の
利
用
を
奨
励
す
る
な
ど
活
動
を
積
極
的
に
応
援
、
協
力
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。　

町
民
が
特
別
乗
車
運
動
を
継
続
で
き
た
の
に
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
思
や
町
民
同
士
の
関
係
性
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
町
民
・
行
政
・
企
業
が
一
体
的
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
三
者
の
連
携
・
協
力
体
制
が
特
別
乗
車
運
動
を
町
全
体
の
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
こ
と
が
町
民
の
運
動

を
後
押
し
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
足
尾
町
に
限
ら
ず
、
時
に
は
対
立
す
る
住
民
と
企
業
、
住
民
と
行
政
と
い
っ
た
利
害
関
係
の
異
な
る
者
同

士
が
な
ぜ
、
足
尾
町
で
は
協
力
す
る
関
係
と
し
て
結
び
つ
き
、
町
全
体
の
運
動
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
築
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
持
つ
目
的
が「
足
尾
線
の
存
続
」と
い
う
一
つ
事
象
に
よ
っ
て
集
約

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
足
尾
線
は
町
民
が
生
活
路
線
と
し
て
利
用
し
て
い
る
た
め
、

車
を
運
転
で
き
な
い
学
生
や
高
齢
者
な
ど
を
中
心
に
廃
線
に
な
る
と
生
活
に
困
っ
て
し
ま
う
方
が
出
て
き
ま
す
。
企

業
も
産
業
資
源
を
輸
送
す
る
産
業
路
線
と
し
て
活
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
廃
線
に
な
る
と
移
送
手
段
の
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
行
政
は
、
足
尾
線
が
廃
線
す
る
こ
と
は
第
二
の
閉
山
と
し
て
地
域
産
業
の
衰
退
を

招
き
、
さ
ら
に
は
生
活
が
不
便
に
な
る
こ
と
で
町
民
が
町
を
離
れ
、
人
口
減
少
の
加
速
化
が
危
惧
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

町
民
、
行
政
、
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
目
的
が「
足
尾
線
の
存
続
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
集
約
化
・
統
合
化
さ
れ
、

共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
連
携
・
協
働
関
係
が
促
進
さ
れ
、
町
全
体
の
活
動
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

４　

町
民
が
特
別
乗
車
運
動
を
継
続
で
き
た
背
景

特
別
乗
車
運
動
に
対
す
る
町
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン　
　

　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
地
域
に
お
こ
る
何
ら
か
の
危
機
や
変
化
に
対
抗
す
る
住
民
運
動
は
、
全
国
各
地
の
様
々
な

と
こ
ろ
で
散
見
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
運
動
が
町
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
継
続
的
か
つ
連
続
性
を
も
っ
て
長

期
間
続
け
ら
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
と
な
る
と
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
住
民
運
動
を
始
め
た
頃
の
よ
う
な

隆
々
と
し
た
住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減
退
し
て
い
く
か
ら
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
な

ぜ
足
尾
線
の
廃
線
に
対
す
る
特
別
乗
車
運
動
で
は
約
二
年
半
も
の
間
、
町
民
の
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
て
い
く
と
町
民
が
特
別
乗
車
運
動
の
成
果
を
目
に
見
え
る

形
で
把
握
、
感
じ
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
民
は
特
別
乗
車
運
動
に
よ
る
乗
客
数
の
累
計
や
廃
止
除
外
基
準
で
あ
る
ラ
ッ
シ
ュ
時
ラ
ッ
シ
ュ
区
間
千
人
乗

車
が
達
成
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
年
に
一
回
、
足
尾
線
の
廃
線
を
具
体
的
に
審
議
す
る「
足
尾
線
特
定
地

方
交
通
線
対
策
協
議
会
」が
四
度
に
渡
っ
て
審
議
を
中
断
さ
せ
て
い
る
事
実
を
把
握
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の

活
動
に
参
加
し
て
い
た
男
性
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
あ
の
活
動（
特
別
乗
車
運
動
）
は
、
大
変
だ
っ
た
け
ど
足
尾
町
に
鉄
道
が
な
く
な
る
と
困
る
人
も
多
い
か
ら
、
自
分

の
番（
そ
の
日
、
乗
車
す
る
当
番
）じ
ゃ
な
く
て
も
で
き
る
だ
け
足
尾
線
を
利
用
し
て
い
た
よ
。
最
初
は
、
活
動
を
し
た
と

こ
ろ
で
足
尾
線
の
廃
線
は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
時
も
あ
っ
た
け
ど
、
廃
線
の
話
し
合
い
が
延
期
に
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な
っ
た
り
す
る
と
、「
も
し
か
す
る
と
」
っ
て
い
う
思
い
に
は
な
っ
た
よ
ね
。
自
分
達
の
行
動
で
足
尾
線
が
残
せ
る

か
も
っ
て
あ
の
時
は
思
っ
た
よ
」（（　
）内
筆
者
補
足
）

こ
の
言
葉
か
ら
は
、
町
民
が
特
別
乗
車
運
動
に
関
す
る
情
報
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
足
尾

線
の
廃
止
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
活
動
と
そ
れ
に
対
す
る
成
果
の

積
み
重
ね
の
体
験
が
、
町
民
の
内
面
に
可
能
性
や
希
望
を
抱
か
せ
て
き
た
こ
と
で
特
別
乗
車
運
動
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

活
動
の
成
果
を
伝
え
て
き
た
町
の
広
報

活
動
と
成
果
の
因
果
関
係
が
町
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
町
民
の
活
動
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
活
動
の
結
果
や
途
中
経
過
が
町
民
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
こ
の
現
象
は
起

き
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
町
民
は
情
報
を
入
手
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
情
報
伝
達
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
の
が
町
役
場
の
広
報
誌
で
し
た
。
町
役
場
が
毎
月
発
行
す
る
広
報
誌（
広
報
あ
し
お
）に
は
、
昭
和
五
六
年
六

月（
第
二
五
〇
号
）か
ら
廃
線
撤
廃
運
動
が
終
結
す
る
昭
和
六
二
年
四
月（
第
三
三
〇
号
）ま
で
の
間
、
毎
号
で
足
尾
線
の
廃

線
に
関
す
る
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
乗
車
数
の
状
況
や
国
や
行
政
の
動
き
が
逐
一
掲
載
さ

れ
、
町
民
に
向
け
て
定
期
的
に
情
報
発
信
と
特
別
乗
車
運
動
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
新
聞
や
雑
誌
の
よ

う
に
購
読
す
る
一
部
の
人
を
対
象
に
し
た
情
報
発
信
で
は
な
く
、
町
の
広
報
と
い
う
全
町
民
に
向
け
て
発
信
、
配
布

す
る
情
報
媒
体
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
町
民
は
自
然
と
足
尾
線
の
廃
線
問
題
に
関
す
る
情
報
と
接
す
る
機
会
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
町
の
広
報
誌
が
自
分
達
の
活
動
が
ど
の
よ
う
な
成
果
や
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
把
握
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
、
特
別
乗
車
運
動
に
対
す
る
町
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
維
持
す
る
た
め
に
大
き
な
役

割
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５　

町
民
の
足
尾
線
に
対
す
る
価
値
の
変
化

運
動
を
始
め
た
当
初
、
足
尾
線
廃
線
に
対
す
る
住
民
運
動
の
目
的
は
移
動
手
段
の
確
保
で
し
た
。
で
す
が
活
動
を

継
続
し
て
い
く
う
ち
に
鉄
道
の
車
窓
か
ら
見
え
る
四
季
折
々
の
町
の
景
色
や
町
の
中
を
鉄
道
が
音
を
鳴
ら
し
て
走

る
姿
に
愛
着
を
感
じ
る
な
ど
、
町
民
の
内
面
に
足
尾
線
が
単
な
る
移
動
手
段
と
の
認
識
か
ら
町
に
溶
け
込
む
魅
力
の

一
つ
と
し
て
の
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
直
接
、
特
別
乗
車
運
動
を
し
て
い
た
大
人
達
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
生
活
す
る
子
ど
も
達
も
そ
の
思
い
は
同
じ
で
、
当
時
、
小
学
校
六
年
生
の
女
子
児
童
は
足

尾
線
の
存
続
に
向
け
た
啓
発
作
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

「（
中
略
）
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
、
車
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
足
尾
線
を
利
用
し
て
い
な
い
。
お
父
さ
ん

た
ち
に
も
た
く
さ
ん
乗
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
で
も
、
お
父
さ
ん
も
足
尾
線
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
足
尾
線
の
写
真
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
足
尾
線
沿
線
の
美
し
い
背
景
を
バ
ッ
ク
に
次
々
と
気
動
車

を
写
し
出
す
。
お
父
さ
ん
の
撮
っ
た
足
尾
線
の
写
真
が
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
っ
て
、
町
中
に
は
っ
て
あ
る
。
お
父
さ
ん

は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら「
足
尾
線
を
残
す
た
め
に
と
ら
な
く
ち
ゃ
な
。」、
と
い
っ
た
。
私
は
足
尾
線
の
ま
わ
り
の
景

色
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
本
当
に
親
し
ま
れ
る
ん
だ
な
と
思
う
」（『
広
報
あ
し
お
縮
小
版
』第
三
一
〇
号

六
六
七
頁
）

ま
た
、
同
じ
く
町
内
の
中
学
校
に
通
う
女
子
生
徒
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

「『
乗
っ
て
残
そ
う
足
尾
線
』、『
み
ん
な
で
乗
ろ
う
足
尾
線
』、
と
い
う
言
葉
は
小
さ
い
小
さ
い
子
供
で
も
知
っ
て
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い
る
ほ
ど
、私
た
ち
足
尾
に
住
む
人
に
は
耳
慣
れ
た
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）私
は
以
前
、足
尾
線
に
乗
る
と「
足

尾
線
は
遅
い
か
ら
イ
ヤ
だ
な
あ
。」と
よ
く
言
っ
て
い
た
。
だ
け
ど
、
今
は
足
尾
線
は
イ
イ
な
ぁ
な
ん
て
調
子
の
い

い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
。
本
当
に
こ
の
頃
そ
う
思
う
の
だ
、
そ
れ
は
景
色
だ
。
親
せ
き
の
人
は
私
の
家
に
来
た
時
、

「
足
尾
の
川
の
水
は
、
ど
う
し
て
透
き
通
っ
て
い
る
の
？
」と
不
思
議
そ
う
に
言
っ
て
い
た
。
私
は
川
の
水
は
、
ど
こ

で
も
足
尾
と
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
ち
ら
の
方
が
、
そ
ん
な
に
不
思
議
が
る
の
が
変
だ
と
思
っ
た
も
の
だ
。

で
も
、
た
ま
に
出
か
け
る
と
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
足
尾
み
た
い
な
所
は
な
い
事
に
気
付
い
た
。（
中
略
）日
本
の
ど
こ
か

に
、
乗
っ
て
み
た
ら
水
が
き
れ
い
な
川
を「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」と
登
っ
て
い
く
と
、
景
色
が
と
っ
て
も
き
れ
い

な
、
あ
ま
り
も
う
か
ら
な
い
国
鉄
が
あ
っ
て
も
イ
イ
じ
ゃ
な
い
の
、
な
ん
て
つ
く
づ
く
思
う
。
今
何
で
も
、
せ
か
せ

か
し
て
い
る
か
ら
、
ノ
ン
ビ
リ
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
足
尾
線
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う（
後
略
）」

�

（『
広
報
あ
し
お
縮
小
版
』第
三
一
五
号
六
八
五
頁
）

こ
の
言
葉
か
ら
は
町
民
の
中
で
移
動
手
段
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
足
尾
線
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
れ
は
特
別
乗
車
運
動
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町
全
体
で『
足
尾
町
に
足
尾
線

が
あ
る
』こ
と
の
意
義
と
価
値
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
足
尾
線

が
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て
の
価
値
を
超
え
、
代
替
不
可
能
な
地
域
固
有
の
魅
力
と
し
て
独
自
性
と
固
有
性
を
も

つ
存
在
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
し
、
足
尾
線
が
移
動
手
段
と
し
て
の
価
値
し
か
持
た
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
車
社
会
が
普
及
し
、
鉄
道
以
外
の
他
の
移
動
手
段
が
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
特
別
乗
車
運
動
は

も
っ
と
早
く
収
束
に
向
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
足
尾
線
が
町
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
魅
力
の

一
つ
と
し
て
町
全
体
が
そ
の
存
在
価
値
を
再
構
築
し
た
こ
と
で
、
足
尾
線
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
特
別
乗
車
運

動
の
意
義
と
価
値
が
高
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　６　

特
別
乗
車
運
動
の
終
結
と
課
題

昭
和
六
一
年
一
一
月
二
八
日
、
国
鉄
の
分
割
民
営
化
を
決
め
る「
国
鉄
関
連
八
法
案
」が
参
議
院
で
可
決
成
立
し
、

ま
た
時
期
を
同
じ
く
し
て
古
河
鉱
業（
株
）が
鉄
道
輸
送
を
陸
上
輸
送
へ
の
転
換
と
足
尾
線
か
ら
の
完
全
撤
退
を
発
表

す
る
と
、
足
尾
線
存
在
に
つ
い
て
の
運
動
も
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
六
二
年
一
月
一
四

日
、
当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
し
て
特
別
乗
車
運
動
の
終
結
が
宣
言
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
国
鉄
足
尾
線
は
民

営
と
し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
現
：
J
R
東
日
本
株
式
会
社
）が
二
年
間
の
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
平
成
元

年
三
月
二
九
日
か
ら
は
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
鉄
道
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た『
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
』が
路
線
の

運
行
を
継
続
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。（
一
部
路
線
の
縮
小
）

住
民
が
何
ら
か
の
危
機
や
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
連
帯
し
て
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
起
こ
す
住
民
運
動
は
抵
抗
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
足
尾
線
の
廃
線
に
対
峙
し
て
き

た
特
別
乗
車
運
動
は『
抵
抗
と
し
て
の
住
民
運
動
』と
い
え
ま
す
。
そ
し
て『
抵
抗
と
し
て
の
住
民
運
動
』の
目
的
は

あ
く
ま
で
危
機
の
回
避
、
問
題
の
解
決
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
終
結
し
ま
す
。
足
尾
線
の
廃
線
問

題
に
対
す
る
住
民
運
動
も
、
鉄
道
の
存
続
と
い
う
事
実
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
目
的
が
移
動
手
段
の
確
保
で
あ
っ
て
も
地
域
の
魅
力
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
足
尾
線
の
路
線
存
在
が
決
定
す
る
と
町
民
の
足
尾
線
に
対
す
る
関
心
は
次
第
に
低
下
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
特
別
乗
車
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
男
性
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
活
動（
特
別
乗
車
運
動
）
は
足
尾
線
を
残
す
こ
と
ば
か
り
に
目
が
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
で
足
尾
線
を
残
し

た
い
の
か
、
足
尾
線
を
残
し
て
ど
う
活
用
し
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
み
ん
な
で
考
え
、
話
合
い
な

が
ら
活
動
し
て
い
け
ば
よ
か
っ
た
っ
て
今
に
な
っ
て
思
う
よ
」（（　
）内
筆
者
補
足
）
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こ
の
男
性
の
言
葉
か
ら
は
、「
足
尾
線
を
残
す
」こ
と
か
ら「
足
尾
線
を
活
か
す
」た
め
の
住
民
活
動
が
芽
生
え
な

か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

足
尾
線
と
同
じ
よ
う
に
廃
線
の
危
機
に
直
面
し
た
和
歌
山
県
の
貴
志
川
線
で
は（
二
〇
〇
三
）、足
尾
町
の
動
き
と
同

じ
よ
う
に
対
策
協
議
会
の
立
ち
上
げ
や
署
名
運
動
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
よ
る
利
用
促
進
運
動
な
ど
地
域
ぐ
る
み

で
存
続
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
足
尾
町
と
異
な
る
の
は
、
住
民
の
有
志
に
よ
っ
て「
貴
志
川
町
く
ら

し
と
環
境
よ
く
す
る
会
」や「
貴
志
川
線
の
未
来
を
つ
く
る
会
」な
ど
、
貴
志
川
線
の
存
続
を
手
段
と
し
て
沿
線
住
民

の
生
活
を
ど
う
良
く
し
て
い
く
の
か
、
地
域
の
未
来
に
ど
う
繋
い
で
い
く
の
か
ま
で
を
描
い
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
貴
志
川
線
の
廃
線
の
危
機
に
対
す
る
住
民
運
動
は
、
廃
線
を
阻
止
す
る『
抵
抗
と
し
て
の
住
民
運
動
』と
貴

志
川
線
の
存
続
を
手
段
と
し
て
町
の
未
来
像
を
み
ん
な
で
創
っ
て
い
く『
提
案
と
し
て
の
住
民
運
動
』を
合
わ
せ
持

ち
、
和
歌
山
鉄
道
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
決
ま
る
と
そ
の
鉄
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
地
域
の
中
で

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

足
尾
線
の
特
別
乗
車
運
動
の
歴
史
は
、「
足
尾
線
を
残
す
」役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
、
国
鉄
の
後

を
引
き
継
い
だ「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道（
旧
足
尾
線
）」を
中
心
に
車
両
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
足
尾
銅
山
の
観
光

と
連
携
し
た
観
光
事
業
、
沿
線
の
風
光
明
媚
な
自
然
を
堪
能
で
き
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
な
ど
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
、

又
は
引
き
出
す
様
々
な
企
画
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
け
て「
足
尾
線
を
ど
う
活
か
し
て

い
く
」の
か
を
町
民
自
身
が
考
え
、
具
体
的
な
活
動
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
未
来
の
足
尾
町
を
担
う
子
ど
も
達

に
特
別
乗
車
運
動
を
続
け
て
き
た
大
人
達
の
足
尾
線
に
対
す
る〝
思
い
〟を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
よ
う
に
思

い
ま
す
。
き
っ
と
、
そ
の
先
に
町
民
、
行
政
、
企
業（
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
）が
連
携
・
協
力
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、「
足
尾
線
を
活
か
す
」た
め
の
新
た
な
町
民
運
動
が
生
ま
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

７　

終
わ
り
に　
　

こ
こ
ま
で
足
尾
線
の
特
別
乗
車
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て
私
が
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
調
べ
た
り
し
て
き
た
こ
と
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
記
述
は
、
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
違

う
捉
え
方
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
私
自
身
の
主
観
か
ら「
足
尾
線
の
歴
史
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
見

え
て
い
る
よ
」と
い
う
内
面
の
世
界
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
た
一
味
ち
が
う
足
尾
町
に
対
す

る
視
点
が
提
供
で
き
れ
ば
い
い
な
と
考
え
ま
し
た
。

　
〝
足
尾
町
に
は
、
電
車
が
走
っ
て
い
る
〟

こ
う
し
た
何
気
な
い
日
常
風
景
の
中
に
も
、
足
尾
町
の
歴
史
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
様
々
な
方
に
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

ま
さ
か
、
６
年
も
足
尾
に
い
る
こ
と
に
な
る
と
は
！

私
と
同
時
期
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
、
中
山
京
さ
ん
は
、
退
職
後
も
足
尾
で
暮
ら
し
な

が
ら
塾
や
寺
子
屋
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
山
さ
ん
の
６
年
間
の
足
尾
の
生
活
を
改
め
て
振
り
返
り

ま
す
。

志
村　

中
山
さ
ん
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
足
尾
に
来
た
直
後
か
ら
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
中
学
生
へ
の
塾

を
始
め
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
経
緯
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
た
っ
け
？

中
山　

私
た
ち
の
前
任
か
ら「
足
尾
だ
と
な
か
な
か
塾
に
行
く
こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、
学
校
以
外
で
の
勉
強

を
し
て
将
来
の
準
備
を
し
た
い
子
が
い
る
…
」と
い
う
こ
と
で
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
僕
も
、
大

学
生
の
頃
は
家
庭
教
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
り
、
英
語
や
中
国
語
が
得
意
な
の
で
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
子
供
達
を
通
し
て
足
尾
の
方
と
の
関
係
が
作
れ
た
り
、
足
尾
の
状
況
や
子
供
目
線
の
足

尾
や
過
疎
地
域
の
特
徴
や
良
さ
も
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
親
御
さ
ん
達
が
手
料
理
の
差
し
入
れ
を
く

れ
た
り
し
て
、
逆
に
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
手
料
理
に
囲
ま
れ
て
、
だ
い
ぶ
体
重
も

増
え
ま
し
た
…
。

志
村　

新
し
い
地
域
に
来
た
ば
っ
か
り
な
の
に
、
そ
う
や
っ
て
業
務
時
間
外
も
活
動
し
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、（
同
僚
だ
か
ら
こ
そ
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
）グ
ー
タ
ラ
な
中
山
さ
ん
が
、
子
供
に

対
し
て
の
こ
と
に
な
る
と
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
も
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
塾
は
発
展
し
て
寺
子
屋
に

も
な
っ
た
り
、
塾
は
今
で
も
続
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
中
山
さ
ん
が「
子
供
を
相
手
に
し
た
こ
と
に
関
わ
っ

て
、
そ
の
成
果
が
わ
か
る
ま
で
期
間
で
最
低
で
も
６
年
間
は
か
か
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
足
尾
に
い
続
け

る
」と
言
い
出
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
６
年
目
を
迎
え
た
今
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

中
山　

こ
こ
だ
け
、
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。
こ
こ
だ
け
、
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。
こ
こ
だ

け
、
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。
こ
こ
だ
け
、
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。
少
し
だ
け
お
待
ち

く
だ
さ
い
…
。
こ
こ
だ
け
、
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。
こ
こ
だ

け
、
少
し
だ
け
お
待
ち
く
だ
さ
い
…
。



　
〝
足
尾
を
調
べ
る
〟
と
い
う
こ
と
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私
が
足
尾
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
、「
何
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
良
い
も
の
か
…
…
」と
い

う
こ
と
で
、
公
民
館
図
書
室
の
本
に
と
に
か
く
目
を
通
し
て
い
ま
し
た
。
公
民
館
の
一
角
に
は
、
村
上
文
庫
と
い
う

書
庫
が
あ
り
、
鍵
付
き
の
棚
に
は
、
鉱
山
関
係
、
労
働
運
動
関
係
、
鉱
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
や
詩
集
、
発
行
さ
れ

た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
や
鉱
山
学
会
が
作
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
足
尾
を
多
方
面
か
ら
知
る
た
め

の
資
料
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
か
ら
、
ど
こ
と
な
く
た
だ
事
で
は
な
い
よ
う
な
気
配
が
…
…
。
手
作

り
の
よ
う
な
資
料
も
混
ざ
っ
て
い
た
り
、「
郷
土
史
」「
歴
史
」の
範
囲
を
越
え
る
よ
う
な
幅
広
さ
、
そ
し
て
村
上
文

庫
っ
て
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か
？　

足
尾
っ
て
ど
の
よ
う
に
研
究
、
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
？　

な
ど
、
何
も

わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
足
尾
の
深
み
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

そ
の
後
、
村
上
安
正
さ
ん
は
、
足
尾
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
は
必
ず
お
名
前
が
出
て
く
る
、
重
要
な
方
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
今
で
は
聞
く
こ
と
が
不
可
能
な
戦
中
・
戦
後
の
足
尾
の
状
況
も
言
及
し
て
い
る

『
足
尾
銅
山
労
働
史
』や『
足
尾
に
生
き
た
人
々
』。
そ
し
て
銅
山
を
技
術
的
、
文
化
的
に
も
理
解
す
る
た
め
の
辞
書
的

な
存
在
で
あ
る
、『
足
尾
銅
山
史
』な
ど
、
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
資
料
化
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
著
書
ば
か
り
で
す
。

著
書
の
中
の
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
た
村
上
先
生
と
話
が
で
き
た
の
は
、「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と

教
え
て
く
だ
さ
い
！
」発
行
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
冊
子
を
読
ん
だ
村
上
先
生
が
お
電
話
を
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
も

冊
子
の
感
想
や
、
修
正
や
補
足
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
、
電
話
や
手
紙
で
連
絡
を
取
り
合
う

よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
六
年
に
初
め
て
足
尾
で
お
会
い
し
、
葉
山
の
ご
自
宅
で
お
話
を
伺
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。先

生
の
ご
自
宅
に
は
、
今
ま
で
の
研
究
活
動
の
資
料
フ
ァ
イ
ル
、
Ｍ
Ｏ
デ
ー
タ
、
戦
後
か
ら
続
け
て
い
る
日
記

ノ
ー
ト
の
束
や
、
ご
自
身
で
制
作
し
た
坑
図
な
ど
が
、
書
斎
に
机
の
下
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
、
天
井
ま
で
の
本
棚
ま
で

ぎ
っ
し
り
と
保
管
し
て
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
聞
き
取
り
の
哲
学
の
よ
う
な
こ
と
が
自
然
に
言
葉
の

足尾で働いていたときに制作したという手書きの図面
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節
々
か
ら
滲
み
出
て
い
て
、
こ
う
い
う
風
に
足
尾
に
向
き
合
い
続
け
た
方
が
い
た
の
だ
な
と
、
改
め
て
衝
撃
を
受
け

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

村
上
先
生
は
、
古
河
機
械
金
属
に
在
職
し
、
そ
の
期
間
に『
足
尾
銅
山
労
働
史
』の
編
集
を
手
が
け
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
聞
き
取
り
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
閉
山
時
に
は
転
勤
し
、
足
尾
を
離
れ
ま
す
が
銅
山
で
働
い
て
き
た
立

場
、
足
尾
に
住
ん
で
い
た
方
の
立
場
で
も
あ
り
、
か
つ
工
学
や
技
術
者
の
立
場
か
ら
も
客
観
的
な
研
究
を
続
け
ら
れ

ま
し
た
。

村
上
先
生
か
ら
お
電
話
や
お
手
紙
を
い
た
だ
く
度
に
、
先
生
が
足
尾
の
こ
と
を
本
当
に
想
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
足
尾
の
様
々
な
こ
と
を
議
論
す
る
相
手
を
探
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
鉱
山
の
内
容
や
議
論

に
関
し
て
は
、
私
で
は
到
底
、
村
上
先
生
の
レ
ベ
ル
に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生
は
私
た
ち
の
質
問

を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
に
入
院
中
の
先
生
と
お
会
い
し
た
際
に
、
今
だ
に
足
尾
の
研
究
で
、
ま
だ
や
り
た
い
テ
ー
マ
が
ど
ん

ど
ん
出
て
い
ま
し
た
し
、
議
論
を
す
る
仲
間
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
村
上
先
生
に
、
そ
う
い
う
仲
間
や
環
境
が
揃
っ

た
ら
、
ま
た
違
う
先
生
の
研
究
活
動
や
、
足
尾
理
解
の
広
が
り
に
も
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
に
は
、
そ
の

役
割
は
担
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
村
上
安
正
さ
ん
と
い
う
足
尾
に
向
き
合
い
続
け
て
き
た
一
人
の
研
究
者
に
つ
い
て
、

少
し
で
も
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
村
上
先
生
の
貴
重
な
資
料
の
う
ち
、
書
籍
関
係
は
栃
木
県
立
図
書
館
に
寄
贈
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
〇
日
に
私
た
ち（
志
村
、
好
井
、
三
浦
、
市
ノ
瀬
）は
村
上
先
生
の
ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
な
が
ら
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
い
た
だ
い
た
資
料
の
抜
粋
と
共
に
、
お
話
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

聞
き
取
り
の
き
っ
か
け

村
上
先
生	

就
職
し
て
三
年
目
ぐ
ら
い
に
、
労
働
組
合
の
機
関
紙
、
全
国
版
に
投
書
を
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
そ
し
て
、
足
尾
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
ん
で
、
勉
強
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
も
の
を

総
合
し
て
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
僕
の
と
こ
ろ
に
回
っ
て
き
た
仕
事
が
、
古
老
の
聞
き
書
き
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
が
足
尾
銅
山
の
思
い
出
と
資
料
編
に
入
っ
て
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
や
っ
て
新
聞
に
連
載
で

一
一
回
ぐ
ら
い
や
っ
た
か
な
。
そ
の
後
、
争
議
、
鉱
毒
事
件
と
シ
リ
ー
ズ
で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
、
聞
い

た
内
容
を
文
字
化
し
、
目
を
通
し
て
も
ら
い
、
ま
た
話
を
聞
い
て
手
直
し
を
し
て
ま
と
め
て
い
っ
た
。

	

そ
う
い
う
能
力
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
か
、
労
働
組
合
が
で
き
て
一
〇
年
目
に
、
一
〇
年
史
を
や
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
際
に
、
当
時
私
は
ま
だ
二
五
歳
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
組
合
か
ら「
お
前
が
チ
ー
フ

や
れ
」
っ
て
言
わ
れ
て
。
相
当
き
つ
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
も
無
休
で
や
ら
さ
れ
た
ん
で
す
。
仕
事
が

終
わ
っ
て
、
空
い
て
る
時
間
を
そ
れ
に
費
や
す
。
三
年
か
か
っ
た
か
な
。
そ
れ
で
で
き
た
の
が
足
尾
銅

山
労
働
史
。
た
ま
た
ま
そ
の
時
に
都
立
大
学
に
い
た
共
産
党
系
の
方
が
色
々
教
え
て
く
れ
ま
し
て
ね
。

　
　
　

	

も
う
一
つ
は
当
時
、
思
想
の
科
学
と
い
う
の
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
。
昭
和
三
〇
年
代
ぐ
ら
い
か
ら
雑

誌
を
出
し
た
り
し
た
時
代
で
、
生
活
つ
づ
り
方
と
か
や
ま
び
こ
学
校
と
か
が
入
っ
て
き
て
、
そ
う
い
う

も
の
か
ら
の
歴
史
を
た
ど
る
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
に
は
、
労
働
運
動
史
を
作
っ
た
時
に

は
組
合
員
が
呼
ん
で
く
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
に
は
歴
史
的
確

証
が
お
け
る
も
の
は
お
い
て
、
取
材
し
た
人
の
中
か
ら
話
を
聞
い
て
織
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

を
、
無
茶
で
は
あ
っ
た
け
ど
や
っ
た
ん
で
す
。

好
井	

そ
れ
ま
で
お
話
を
聞
い
た
人
の
語
り
を
織
り
込
ん
で
い
く「
労
働
運
動
史
」と
い
う
の
は
な
か
っ
た
ん
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で
す
か
？

村
上
先
生	

な
か
っ
た
で
す
、
あ
っ
て
も
議
事
録
で
す
よ
ね
。
組
合
の
議
事
録
を
集
め
た
の
が
労
働
史
だ
っ
た
。
読

ん
で
も
、
面
白
く
な
い
し
、
明
治
の
時
代
、
大
正
に
も
労
働
運
動
は
あ
っ
た
し
。
そ
れ
か
ら
戦
後
の
食
糧

危
機
の
時
代
の
問
題
も
あ
っ
て
、
複
雑
な
事
件
が
重
な
っ
て
、
戦
後
に
山
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
て
、

な
ん
と
か
立
て
直
そ
う
っ
て
い
う
体
制
を
総
合
的
に
物
事
を
見
な
い
と
表
せ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
。
し
か
も
、
私
は
鉱
山
の
経
験
者
で
一
代
目
で
す
か
ら
。
そ
し
た
ら
、
割
と
評
判
が
良
く
て
ね
。

他
の
組
合
に
も
宣
伝
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
ん
で
す
よ
。

足
尾
に
生
き
た
人
々
―
―
歴
史
認
識

村
上
先
生	

結
局
、
聞
き
取
り
と
い
う
の
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
相
互
関
係
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
改
善
し
て
い
く

と
い
ろ
ん
な
展
開
が
出
て
く
る
し
、
ほ
か
の
話
が
出
て
く
る
の
が
一
番
い
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
中
国

人
と
朝
鮮
人
の
問
題
が
だ
い
ぶ
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
中
国
人
の
問
題
に
つ
い
て
は
下
野
新
聞
の

『
声
の
欄
』で
父
親
が
捕
虜
の
収
容
所
の
責
任
者
を
や
っ
て
い
た
人
の
娘
に
い
て
ね
、
そ
れ
が
僕
の
と
こ

ろ
に
来
て
、
聞
い
て
き
た
の
で
、
教
え
た
り
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う

人
た
ち
に
は
大
事
に
し
て
や
っ
て
。

	

も
う
一
つ
は
朝
鮮
人
の
問
題
で
す
け
ど
、
栃
木
県
で
足
尾
の
朝
鮮
人
の
問
題
で
講
演
し
た
人
が
い
る

ん
で
す
け
ど
、「
残
虐
な
行
為
を
受
け
て
、
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
」と
言
う
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
の
説
だ

と
、「
六
キ
ロ
の
レ
ー
ル
、
長
さ
二
・
七
メ
ー
タ
ー
、
二
本
を
麻
縄
で
縛
っ
た
荷
物
を
持
っ
て
、
は
し
ご
を

二
〇
〜
三
〇
メ
ー
タ
ー
上
が
る
仕
事
は
残
虐
だ
」と
言
う
わ
け
で
す
よ
。
だ
け
ど
、
線
路
夫
の
仕
事
と

い
う
の
は
本
来
、
六
キ
ロ
の
レ
ー
ル
運
び
は
一
番
軽
い
仕
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を「
い
じ
め
ら
れ

た
」と
言
っ
て
。「
途
中
で
仕
事
を
や
め
て
逃
げ
た
と
き
に
、
高
跳
び
し
た
と
き
に
選
別
も
も
ら
っ
た
」

と
言
う
話
も
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は
抜
き
に
し
て
、
残
虐
行
為
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば

ち
ょ
っ
と
違
う
し
。

	

ま
た
、
中
国
人
の
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
一
ト
ン
積
み
の
ト
ロ
ッ
コ
で
三
〇
〇
キ
ロ
か
ら
四
〇
〇
キ
ロ

ぐ
ら
い
積
ん
だ
ト
ロ
ッ
コ
を
四
人
で
押
し
た
、
三
人
で
押
し
た
と
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。「
体
力
の
な

く
な
っ
た
人
た
ち
で
三
人
四
人
で
押
さ
せ
る
の
は
残
虐
行
為
だ
」と
い
う
こ
と
で
N
H
K
の
記
者
が

来
た
時
に
私
は「
三
人
四
人
で
押
す
よ
う
な
坑
道
と
い
う
の
は
幅
は
い
く
つ
な
の
か
」聞
い
た
ん
で
す
。

普
通
の
坑
道
の
幅
は
、
一
メ
ー
タ
ー
三
〇
と
か
四
〇
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
ど
う
押
し
て
も
二
人
以

降
は
押
し
切
れ
な
い
。
そ
れ
を
三
人
四
人
で
押
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
札
を
か
け
て
、
仕
事
を
や
り
ま

す
っ
て
言
っ
て
き
た
人
に
対
し
て
、
無
理
を
し
て
配
番
し
た
の
は
残
虐
行
為
で
は
な
い
わ
け
で
す
よ
。

む
し
ろ
、
本
来
は
収
容
所
で
寝
て
る
と
食
事
は
半
分
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
な
る
と
や
せ

衰
え
ち
ゃ
う
か
ら
や
っ
て
い
た
の
に
、
仕
事
内
容
だ
け
を
引
き
抜
い
て「
ひ
ど
い
」と
言
う
の
は
ね
。
と

う
と
う
そ
の
時
に
は
記
者
は
黙
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
ね
、
そ
う
い
う
外
国
人
の
問

題
と
い
う
の
は
、
慎
重
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。

聞
き
取
り
の
様
子
―
―
語
り
手
と
の
関
係
性

村
上
先
生	

（
資
料
を
見
な
が
ら
）
最
初
、
南
助
松
さ
ん
に
話
を
聞
き
に
行
っ
て
も
、
な
ん
に
も
喋
ら
な
か
っ
た
。「
俺
は

も
う
今
日
は
会
い
た
く
ね
え
」
っ
て
、
そ
う
い
う
の
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
や
っ
て
い
る
う
ち
に

だ
ん
だ
ん
情
が
移
っ
て
き
て
ね
。「
他
の
人
は
来
て
、
本
を
作
っ
て
も
何
に
も
言
っ
て
こ
な
い
」
っ
て
。

「
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ら
れ
る
と
私
は
話
し
た
く
な
い
、
顔
も
見
た
く
な
い
」
っ
て
。
結
局
、
聞
き
書
き

で
一
番
い
い
の
は
お
互
い
に
信
頼
関
係
が
で
き
て
、
絆
が
で
き
て
く
る
と
、
そ
れ
が
活
き
て
く
る
ん
で
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す
よ
ね
。
こ
れ
は
理
屈
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
相
手
に
よ
っ
て
全
然
違
う
わ
け
で
す
よ
、
門

前
払
い
く
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。

聞
き
手	

こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
臼
井
さ
ん
に
は
何
回
く
ら
い
か
ら
話
を
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
？

村
上
先
生	
臼
井
さ
ん
は
南
助
松
が
生
き
て
い
る
と
き
に
は
直
接
、
話
は
し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
ね
、
行

く
と
奥
さ
ん
だ
け
残
っ
た
時
に
は
、
細
か
い
話
は
し
な
い
ん
だ
け
ど
、
打
ち
解
け
た
格
好
で「
ど
う
ぞ
、

お
茶
入
れ
ま
す
か
ら
」
っ
て
こ
と
で
。
そ
う
い
う
仲
に
な
っ
た
。
足
尾
で
一
番
問
題
な
の
は
現
場
で
働

い
て
い
た
人
が
い
な
い
で
し
ょ
。
い
な
い
け
ど
も
、
何
か
残
し
た
い
と
い
う
想
い
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
何
が
問
題
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
働
い
て
い
て
誇
り
に
残
っ
て
い
て
、
息
子
に
伝
わ
っ

た
り
孫
に
伝
わ
っ
た
り
し
て
聞
く
話
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
大
事
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
。
そ
れ
で
、
こ
う
い
う
資
料
な
ど
理
論
的
な
も
の
を
集
め
た
う
え
で
整
理
を
し
て
い
く
努
力
が
必

要
だ
と
思
う
ん
で
す
。

冊
子「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」に
つ
い
て

聞
き
手	

私
た
ち
の
冊
子
に
つ
い
て
、
楽
団
演
奏
の
友
達
の
お
父
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
補
足
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
よ
ね［
２
］。

村
上
先
生	

合
同
委
員
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
体
育
と
か
音
楽
は
別
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
予

算
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
対
す
る
予
選
と
か
も
あ
る
か
ら
。
あ
と
は
合
同
の
全
山
運
動
会

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

聞
き
手	

じ
ゃ
あ
合
同
委
員
会
に
よ
る
演
奏
と
楽
団
の
演
奏
は
別
？

村
上
先
生	

音
楽
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
式
辞
を
や
る
時
は
労
務
課
が
管
理
を
持
っ
て
い
た
。
あ
と
は
削

岩
機
の
字
が
岩
を
削
る
機
械
と
な
っ
て
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
違
っ
て
、
僕
は
錐
と
い
う
字
を
書
い
て
る

ん
で
す
。
削
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
叩
い
て
砕
く
。
発
破
を
か
け
る
た
め
の
穴
を
空
け
る
ん
で
す
。
英
語
で

言
う
と
、Rock drill

で
す
。
岩
石
に
ド
リ
リ
ン
グ
す
る
、
穴
を
あ
け
る
機
械
。
こ
れ
は
い
つ
の
間
に
か

登
用
漢
字
に
な
っ
て
。
そ
れ
ま
で
は
ひ
ら
が
な
で
書
い
て
た
ん
で
す
。

聞
き
手	

古
河
も「
さ
く
」
っ
て
ひ
ら
が
な
で
す
も
ん
ね
。

村
上
先
生	

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
穴
を
掘
っ
て
入
れ
な
い
と
屈
伸
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
あ
と〈
す
か
り
〉の
問
題
。
見
た

こ
と
あ
る
？

聞
き
手	

掛
水
倶
楽
部
に
あ
る
や
つ
で
す
か
ね
？

村
上
先
生	

あ
そ
こ
は
前
は
銅
山
記
念
室
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
出
し
て
た
ん
だ
よ
。
銅
山
観
光
に
行
く
近
所
に
風

呂
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
棚
の
上
に
石
の
結
晶
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
乗
っ
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
黄
銅
鉱
と
か

黄
鉄
鉱
、
石
英
と
か
の
結
晶
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

	

そ
れ
で
面
白
い
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
昔
、
坑
内
に
働
い
て
い
る
連
中
と
、
中
禅
寺
湖
に
温
泉
に
行
っ

て
、
そ
し
た
ら
、「
金
が
な
い
け
ど
、
ど
う
し
よ
う
か
」
っ
て
な
っ
て
、〈
す
か
り
〉が
あ
っ
て「
こ
れ
で

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
」
っ
て
言
っ
て
。
金
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
、
黄
鉄
鉱
だ
か
ら
鉄
な
の
に
。
そ
し
た

ら
、「
お
金
は
い
り
ま
せ
ん
、
そ
の
代
わ
り
石
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
。
七
、八
千
円
、
飲
み
放
題
で

お
土
産
も
付
い
て
帰
っ
て
き
た
。

聞
き
手	

珍
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

村
上
先
生	

価
値
が
わ
か
ん
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
向
こ
う
が
錯
覚
を
起
こ
し
た
な
ら
詐
欺
じ
ゃ
な
い
よ
ね
、
ハ

ハ
。
で
も
、〈
す
か
り
〉の
持
ち
出
し
の
取
り
締
ま
り
は
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
出
て
く
る
と
火
薬
袋
に
入

れ
て
持
ち
出
し
て
た
。
だ
か
ら
、
出
そ
う
な
と
き
に
は
火
薬
検
査
っ
て
い
う
の
を
や
る
ん
だ
。
坑
口
で
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係
員
が
待
っ
て
い
て
、
開
け
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
没
収
さ
れ
る
。

聞
き
手	

〈
す
か
り
〉自
体
は
使
え
る
も
の
に
な
る
ん
で
す
か
？

村
上
先
生	

使
え
は
し
な
い
よ
、
飾
り
に
使
っ
た
り
。
全
部
じ
ゃ
な
い
け
ど
。
二
割
か
三
割
く
ら
い
だ
ね
。

歴
史
を
ま
と
め
る
意
義
―
―
正
統
派
で
は
な
い
け
れ
ど

村
上
先
生	

せ
っ
か
く
や
る
ん
だ
か
ら
ね
、
聞
き
書
き
が
歴
史
で
は
な
い
と
言
う
ん
だ
け
ど
、
違
っ
た
意
味
で
の
隠

れ
た
歴
史
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
の
を
確
立
し
て
や
る
の
が
学
問
的
に
も
い
い
こ
と
な
ん
だ
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。
昔
の
正
統
派
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
さ
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
お
手
伝
い
し

ま
す
よ
。

	

あ
と
は
、
聞
い
た
話
が
ど
こ
ま
で
確
か
な
の
か
と
い
う
の
も
加
え
て
い
か
な
い
と
、
お
か
し
く
な
っ

ち
ゃ
う
。
一
定
の
人
の
話
を
聞
い
て
、
正
し
く
て
他
の
も
の
が
駄
目
だ
と
し
て
し
ま
う
の
も
駄
目
だ
し
。

む
し
ろ
、
何
に
も
言
わ
な
い
人
で
ひ
と
言
、
ふ
た
言
、
出
て
来
た
言
葉
の
方
が
重
み
が
あ
る
こ
と
が
多

い
ん
で
す
よ
ね
。
あ
と
は
そ
う
い
う
人
た
ち
を
取
り
上
げ
る
と
、「
今
度
は
こ
う
い
う
人
が
見
つ
か
っ
た

よ
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
輪
が
広
が
っ
て
く
る
。

聞
き
手	

『
ご
め
ん
く
だ
い
、
足
尾
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
』は
そ
う
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
読
ん
で
く
れ

て「
こ
こ
は
違
う
よ
」と
か
言
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
て
く
れ
る
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。

村
上
先
生	

あ
れ
を
読
ん
で
一
番
生
々
し
い
の
は
植
生
盤
の
と
こ
ろ
で
、
現
に
植
生
盤
の
仕
事
で
子
供
を
大
学
に

や
っ
た
人
の
い
る
し
。
そ
れ
か
ら
植
生
盤
の
前
の
仕
事
で
、
河
原
か
ら
砂
利
と
か
石
を
運
ぶ〈
い
っ
ぱ

ち
〉。

	

戦
後
は
履
物
が
な
い
時
分
で
、
坑
内
で
も
地
下
足
袋
が
足
ら
な
い
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、

藁
を
買
っ
て
き
て
、
草
鞋
を
作
っ
て
ね
。
草
鞋
作
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
あ
っ
た
。
昭
和
二
二
、二
三
年
ぐ

ら
い
で
す
ね
。

以
下
は
、
お
邪
魔
し
た
当
日
に
い
た
だ
い
た
資
料
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
一
部
中
略
し
て
い
ま
す
が
、
太
字
の

と
こ
ろ
は
太
字
の
ま
ま
で
、
記
載
通
り
の
言
葉
の
ま
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

2
0

1
6

/1
1

/2
0

私
の
聞
書
ノ
ー
ト　

村
上
安
正

私
の
経
歴

1
9
3
1
年
3
月
下
町
の
商
家
に
生
ま
れ
る
。
1
9
4
5
年
3
月
東
京
夜
間
大
空
襲
で
被
災
し
て
足
尾
に
転
居
し
足

尾
工
業
学
校
に
転
学
。
1
9
5
8
年
通
洞
坑
の
現
場
係
員
に
転
属
。
1
9
7
1
年
末
本
社
に
転
勤
。
1
9
7
1
年
3
月
定

年
で
退
職
。
以
後
2
0
0
1
年
ま
で
他
社
で
勤
務
す
る
。
そ
の
間
閉
山
後
に
足
尾
記
念
室
や
坑
内
観
光
の
事
業
に
参
画

す
る
。

私
の
聞
書
記
録

1
9
5
5
年
4
月
〝
ぜ
ん
こ
う
〟
編
集
部
か
ら
の
依
頼
で
、
古
老
野
田
勇
太
か
ら
明
治
期
か
ら
の
聞
書
を
中
心
に
「
足

尾
銅
山
の
思
い
出
」
を
11
回
連
載
後
、
以
後
鉱
毒
事
件
～
対
象
８
年
争
議
ま
で
計
30
回
分
連
載
（
〜
1
9
5
6
年
8
月
）

1
9
5
6
年
3
月
『
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
』
の
編
集
責
任
者
に
な
り
、
執
筆
か
ら
編
集
発
行
ま
で
を
任
さ
れ
る
。
戦

前
の
運
動
者
へ
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
は
南
助
松
ら
６
名
、
他
に
在
籍
中
の
坑
員
対
象
の
座
談
会
を
1
7
回
開
催
し
記

録
す
る
。
1
9
5
8
年
7
月
に
本
書
を
発
行
（
6
9
0
P
）、
そ
の
座
談
会
妙
録
は
拙
著
『
足
尾
に
生
き
た
ひ
と
び
と
』
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2
2
8
P
に
入
れ
た
。

尚
拙
著
『
足
尾
銅
山
史
』
2
0
0
6
年
3
月
6
5
4
P
で
は
、
限
定
し
た
鉱
山
史
で
は
な
く
総
合
史
と
す
る
こ
と
を

心
掛
け
、
主
要
な
聞
書
の
活
用
も
心
掛
け
て
書
い
た
。
別
紙
に
近
代
の
記
録
を
抄
載
。

（
中
略
）

メ
モ
、
会
話
、
日
記
か
ら
編
集
、
自
伝
、
口
述
を
資
料
で
補
完
す
る
。

口
述
史
と
歴
史
の
違
い

聞
き
手
は
話
し
て
が
体
験
し
た
事
実
を
話
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
歴
史
的
事
実
を
照
合

し
な
が
ら
ま
と
め
る
。
ー
職
場
の
こ
と
、
家
庭
生
活
、
事
件
な
ど
。

歴
史
は
文
書
な
ど
の
史
料
を
ベ
ー
ス
に
し
て
ま
と
め
る
が
、
口
述
資
料
を
加
え
る
こ
と
で
豊
か
な
表
現
に
な
る
。
日

立
の
『
鉱
山
と
市
民
』
は
正
史
と
聞
き
書
き
を
共
存
し
た
著
作
で
、
塙
作
楽
が
監
修
。

口
述
史
の
持
つ
危
険

口
述
内
容
の
格
子
を
決
め
る
。
口
述
対
象
者
（
個
人
ま
た
は
小
集
団
）。
話
の
糸
口
、
進
行
の
た
め
聞
き
手
と
話
し
手

と
の
信
頼
感
が
大
切
。
本
題
か
ら
離
れ
た
内
容
も
見
逃
さ
な
い
。
発
言
者
の
膨
張
癖
や
寡
黙
癖
に
も
注
意
す
る
。
聞
い
た

内
容
は
精
査
を
し
て
誤
り
を
正
す
。

特
に
坑
内
仕
事
の
口
述
は
、
閉
山
後
40
年
以
上
を
通
過
、
坑
内
現
場
勤
務
者
は
殆
ど
珪
肺
で
世
を
去
る
。
採
掘
跡
は
今

全
く
見
ら
れ
ず
。
往
時
の
状
況
を
ま
と
め
て
検
証
で
き
る
の
は
私
を
含
め
数
人
し
か
い
な
い
。
ま
た
資
料
の
内
容
を
吟

味
し
て
選
択
し
な
い
と
と
ん
で
も
な
い
誤
り
を
冒
す
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
父
母
が
坑
内
や
生
活
の
体
験
談
を
聞
い
た
場

合
に
は
、
真
偽
を
充
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
口
述
史
専
門
家
の
下
し
た
断
定
が
誤
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
要
注
意
。

戦
時
下
に
虐
待
さ
れ
た
と
す
る
足
尾
で
の
中
国
人
、
朝
鮮
人
の
実
情
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

中
国
人
は
軍
が
爺
ヶ
沢
に
合
宿
施
設
を
収
容
所
に
入
れ
日
常
生
活
を
管
理
、
こ
こ
か
ら
引
率
し
て
坑
内
係
員
詰
所
で

受
渡
し
、
仕
事
が
終
わ
る
と
隊
伍
を
組
ん
で
退
勤
し
た
。
こ
れ
が
拘
束
時
間
。
鉱
山
が
現
場
で
受
け
入
れ
た
中
国
人
は

作
業
場
現
場
ま
で
日
本
人
が
案
内
し
た
。
そ
の
中
に
は
実
作
業
で
き
な
い
者
も
い
た
が
、
こ
の
場
合
は
収
容
所
で
休
養

さ
せ
る
べ
き
だ
っ
た
が
。
休
業
中
の
食
事
は
就
労
時
の
1
/
2
し
か
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
の
作
業
例
で
は
、

1
t
積
み
粗
鉱
を
積
ん
だ
鉱
車
を
３
人
で
に
押
し
運
搬
し
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
。
N
H
K
記
者
は
こ
れ
が
明
ら
か
な

虐
待
の
典
型
だ
と
し
た
が
、
私
は
こ
れ
は
温
情
だ
と
論
破
し
た
。
そ
の
わ
け
は
普
通
坑
道
の
加
背
は
1
・
4
m
と
狭
く

一
人
押
し
し
か
で
き
ず
、
３
人
押
し
用
の
坑
道
は
基
幹
坑
道
し
か
な
く
、
脱
線
し
て
も
手
助
け
が
得
ら
れ
た
。

朝
鮮
人
は
邦
人
が
住
居
す
る
社
宅
地
域
か
ら
隔
離
し
た
社
宅
に
集
中
居
住
し
、
こ
れ
を
仕
切
る
朝
鮮
人
が
就
業
を
強

制
的
に
督
励
し
リ
ン
チ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
1
9
6
0
年
代
に
朝
鮮
人
問
題
を
告
発
し
た
朝
鮮
人
は
強
制
労
働
の
体
験

を
こ
う
述
べ
る
。
彼
は
線
路
夫
見
習
中
の
最
初
の
仕
事
は
、
上
部
坑
道
の
線
路
延
長
の
た
め
６
k
g 

/
m
レ
ー
ル
2
本

（
重
量
32
・
4
k
g
）
マ
ニ
ラ
ロ
ー
プ
で
縛
り
、
肩
に
吊
る
し
て
高
さ
30
m
上
げ
る
作
業
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
半
島
人
に

対
す
る
虐
待
行
為
だ
と
糾
弾
し
た
。
だ
が
こ
の
レ
ー
ル
運
搬
車
は
初
心
者
向
け
の
最
も
軽
い
仕
事
だ
っ
た
。
こ
れ
を
聞

い
た
時
、
私
は
啞
然
と
し
て
口
が
ふ
さ
が
ら
な
か
っ
た
。

話
し
手
の
選
定

雄
弁
者
に
頼
り
過
ぎ
な
い
こ
と
。
ま
た
個
人
だ
け
を
対
象
に
せ
ず
、
数
人
同
じ
こ
と
を
聞
く
。
先
ず
話
し
手
と
の
信
頼

関
係
を
作
り
。
そ
の
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
る
。

訥
弁
者
か
ら
も
片
言
や
呟
き
で
も
聞
き
出
す
努
力
を
す
る
。

聞
き
出
し
た
話
を
ま
と
め
、
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
足
し
、
事
実
に
突
き
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
疑
問
点
が
あ
れ
ば
直
ち

に
書
き
出
す
。
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私
が
学
ん
だ
こ
と

初
心
者
で
は
期
待
で
き
る
答
え
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
ー
「
臼
井 

操
の
生
涯
」

ま
ず
聞
き
手
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、
話
を
聞
き
出
す
よ
う
努
め
る
。
そ
の
都
度
霊
場
な
ど
を
出
す
。
基
本
的
な
事
実

を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
対
応
す
る
努
力
を
す
る
。
そ
の
上
で
疑
問
に
思
う
こ
と
や
事
実
誤
認
を
正
す
努
力
を
重
ね
る
。

（
中
略
）

誤
っ
た
解
釈
か
ら
生
じ
た
誤
り

岩
波
文
庫
『
近
代
は
や
り
唄
集
』
に
載
っ
た
「
足
尾
銅
山
ラ
ッ
パ
節
」
の
歌
詞
の
中
の
下
飯
場
の
熟
語
に
著
者
が
つ
け

た
ル
ビ
が
げ
は
ん
じ
ょ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
正
確
な
ル
ビ
は
し
た
ん
ば
に
な
る
。

こ
れ
を
筆
者
は
飯
場
の
本
来
の
意
味
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
し
か
云
え
な
い
。
飯
場
制
度
に
つ
い
て
は
平
凡
社
版

『
世
界
大
百
科
事
典
』
や
『
広
辞
苑
』
に
も
載
っ
て
い
る
が
見
て
い
な
い
。
飯
場
に
つ
い
て
は
漱
石
の
『
坑
夫
』
改
版
の
注

で
も
正
確
に
記
述
し
て
い
た
。
他
に
も
大
切
を
歌
舞
伎
の
大
喜
利
に
な
ぞ
ら
え
、
金
州
は
、
本
来
坑
夫
仲
間
で
相
手
の
名

の
頭
文
字
で
呼
び
合
う
単
語
だ
っ
た
が
、
注
で
は
遼
東
半
島
の
地
名
を
持
ち
出
す
愚
を
犯
し
た
。
こ
う
い
う
誤
り
を
改

め
正
し
い
解
釈
に
直
す
べ
き
で
あ
る
。

足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い　

１
か
ら

抗
葬
に
は
楽
団
演
奏
が
あ
る
ー
銅
山
に
共
同
委
員
会
が
あ
る
、
体
育
競
技
や
音
楽
隊
の
運
営
を
助
け
た
。
運
動
会
の

行
進
も
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
先
導
し
た
。

従
業
員
は
坑
夫
で
は
な
く
鉱
員
。
削
岩
機
は
鑿
岩
機
で
は
な
い
。

鉱
物
結
晶
は
、
ス
カ
リ
と
呼
び
珍
重
さ
れ
た
。
主
に
石
英
や
方
解
石
を
ベ
ー
ス
に
黄
銅
鉱
な
ど
の
金
属
鉱
物
の
結
晶

が
共
生
す
る
。
そ
の
在
処
は
鉱
床
脇
の
空
隙
部
で
、
入
り
口
は
狭
い
が
中
は
広
く
人
間
の
女
性
陰
部
に
似
た
構
造
で
、
こ

れ
が
大
直
利
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
直
利
が
出
る
と
退
坑
時
に
酒
樽
の
鑑
を
抜
い
て
酒
を
振
る
舞
っ
た
。
ま
た

ス
カ
リ
の
持
ち
出
し
取
締
り
の
た
め
抗
口
で
「
火
薬
点
検
」
を
行
っ
た
が
、
話
し
手
は
こ
れ
を
知
ら
な
い
。
閉
山
か
ら
45

年
経
っ
て
当
時
の
こ
と
を
知
る
者
が
激
滅
し
た
。
そ
の
中
で
松
木
の
植
生
盤
運
搬
に
携
わ
っ
た
女
性
の
発
言
は
当
事
者

し
か
判
ら
な
い
生
の
声
が
記
録
さ
れ
た
。
だ
が
坑
内
の
場
合
、
次
世
代
か
ら
の
発
言
で
物
足
り
な
か
っ
た
。

村
上
安
正
著
書
一
覧（
代
表
的
な
著
書
）

・
村
上
安
正『
足
尾
に
生
き
る 

: 

私
の
人
生
八
〇
年
』随
想
舎
、 

2
0
1
2

・
村
上
安
正 『
足
尾
銅
山
史
』随
想
舎
、
2
0
0
6

・
村
上
安
正『
山
の
町
足
尾
を
歩
く
―
足
尾
の
産
業
遺
産
を
訪
ね
て
』わ
た
ら
せ
川
協
会
、
1
9
9
8

・
村
上
安
正『
足
尾
に
生
き
た
ひ
と
び
と 

: 

語
り
つ
ぐ
民
衆
の
歴
史
』工
房
随
想
舎
,
、
1
9
9
0

・
村
上
安
正
編『
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
』足
尾
銅
山
労
働
組
合
、
1
9
5
8



番
外
編　

足
尾
を
知
る
た
め
の
オ
ス
ス
メ
資
料

科
研
費
チ
ー
ム
が
足
尾
に
通
い
な
が
ら
、
出
会
っ
た
、
足
尾
を
知
る
の
に

優
れ
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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１　
『
広
報
あ
し
お
縮
小
版
』

だ
れ
で
も
、
一
度
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
元
の
広
報
誌
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
で
起
き
て
い
る
出
来
事
や
話
題
と
い
っ
た
ロ
ー

カ
ル
な
情
報
を
扱
っ
て
い
る
市
町
村
の
広
報
誌
は
、
新
聞
や
週
刊
誌
の
よ
う
に
不
特

定
多
数
の
人
に
向
け
て
情
報
を
発
信
す
る
の
と
は
異
な
り
、
読
み
手
と
し
て
想
定
し

て
い
る
の
は
そ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
住
民
で
、
そ
の
記
事
は
極
め
て
土
着
性
と

地
域
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
域
固
有
の
広
報
誌
と
し
て
、
足
尾
町
が
昭
和
三
四
年
一
一
月
か
ら
平
成
一

八
年
三
月
ま
で
の
期
間
に
毎
月
発
刊
し
て
い
た「
広
報
あ
し
お
」を
凝
縮
し
て
二
冊
の
本
に
ま
と
め
た
も
の
が『
広

報
あ
し
お
縮
小
版
』で
す
。
本
書
の
特
徴
は
足
尾
町
の
時
代
的
変
遷
を
大
局
的
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
掲
載

さ
れ
て
い
る
町
民
の
声
を
通
じ
て
、
当
時
の
町
の
雰
囲
気
や
臨
場
感
を
読
み
手
に
提
供
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
四
〇
年
以
上
の
広
報
誌
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
本
に
多
少
の
厚
み
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
向
け
の

広
報
誌
と
い
う
性
格
上
、
専
門
的
な
用
語
が
乱
立
す
る
こ
と
な
く
平
易
な
文
章
で
読
み
易
い
こ
と
も
本
書
の
特
徴
の

一
つ
。

足
尾
町
の
歴
史
を
知
る
入
門
書
と
し
て
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
読
ん
で
欲
し
い
一
冊
で
す
。�

［
中
村
哲
也
］

２　

生
井
貞
行「
銅
山
閉
山
に
と
も
な
う
足
尾
町
の
変
容
」（
一
九
八
二
年
、「
経
地
年
報
」二
八
―
一
、六
〇
―
六
九
頁
、
経
済
地
理
学

会
）足

尾
の
歴
史
や
産
業
技
術
な
ど
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
閉
山
後
の
足
尾
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

研
究
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
、
閉
山
直
後
の
足
尾
で
実
際
に
調
査
を
行
い
、
各
地
区
の
人
口
や
社
宅
の

変
化
、
財
政
、
産
業
構
成
や
事
業
所
数
の
変
化
な
ど
町
の
変
容
を
細
か
く
記
録
し
た
貴
重
な
研
究
で
す
。
閉
山
の
影

１

響
と
い
っ
た
と
き
に
古
河
関
係
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
銅
山
町
を
構

成
し
て
い
た
商
店
や
娯
楽
施
設
な
ど
町
部
と
言
わ
れ
る
地
区
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
足
尾
町
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
う
え
で
、
と
て
も
参
考
に
な
る
論
文
で
す
。
日
本

の
学
術
論
文
検
索
サ
イ
ト「
C
i
N
i
i
」か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。�

［
三
浦
一
馬
］

３　

栃
木
県
立
足
尾
高
等
学
校『
地
域
の
中
で
』（
一
九
八
五
年
）

足
尾
高
校
普
通
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
聞
き
取
り
の
記
録
集
で
、
昔
の
足
尾
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
心
の
あ
る
こ
と
を
祖
父
母
や
両
親
、
友
達
か
ら
話
を
聞
い
て
調
べ
た
こ
と
を
生
徒
た
ち
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
足
尾
で
、
身
近
な
語
り
手
に
対
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
ら
聞
き
取
り
が
さ
れ
て
い
て
、

な
か
な
か
地
域
史
に
は
残
ら
な
い
細
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
冊
子

は
ど
ち
ら
も
閉
山
か
ら
約
一
〇
年
経
っ
た
時
の
も
の
で
、
聞
き
手
の
生
徒
た
ち
自
身
は
物
心
つ
い
た
時
に
閉
山
を
経

験
し
た
世
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
興
味
深
い
で
す
。
自
分
が
暮
ら
し
て
き
た
町
が
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
と
は
大
き

く
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
く
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
体
験
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
冊
子
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
閉
山
に
よ
っ
て
足
尾
か
ら
転
出
し
た
後
に
、
足

尾
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
あ
る
家
族
の
記
録
で
す（「
22　

閉
山
」一
一
五
―
一
一

七
頁
）。
こ
の
家
族
は
閉
山
後
、
父
親
が
古
河
系
列
の
会
社
へ
転
勤
と
な
っ
た
た
め
に

足
尾
を
離
れ
る
が
、
三
年
後
に
は
足
尾
に
あ
る
別
の
古
河
系
列
の
会
社
で
募
集
が
あ

り
家
族
会
議
の
末
、
足
尾
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
は
転
勤
先

の
仕
事
が
忙
し
か
っ
た
こ
と
と
親
戚
の
多
く
が
足
尾
に
残
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
記
述
か
ら
で
は
何
人
が
そ
う
し
て
戻
っ
て
き
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

３
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「
U
タ
ー
ン
組
」と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
定
数
は
そ
う
し
た
方
々
が
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
出
て
行
く
人

と
残
る
人
以
外
に
も
、
戻
っ
て
く
る
人
た
ち
が
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
足
尾
歴
史
館
の
二
階
に
あ
る
学

校
関
連
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。�

［
三
浦
一
馬
］

４　

足
尾
高
校『
あ
か
が
ね
の
里
か
ら　

足
尾
町
見
聞
録
』（
一
九
八
六
年
）

こ
ち
ら
も『
地
域
の
中
で
』と
同
様
の
足
尾
高
校
普
通
科
に
よ
る
聞
き
取
り
の
記
録
集
で
す
。
ち
ょ
う
ど
足
尾
線

の
開
通
に
伴
っ
て
銅
山
の
労
働
者
が
増
え
た
時
期
に
山
形
県
か
ら
足
尾
に
働
き
に
や
っ
て
き
た
両
親
に
聞
き
取
り

を
し
て
い
ま
す（
庄
司
伊
都
子「
閉
山
前
の
足
尾
の
生
活
」三
五
―
三
六
頁
）。
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た「
婆
火
」と
い
う
精

錬
所
の
近
く
の
社
宅
で
暮
ら
し
て
お
り
、
夏
は
火
の
粉
が
降
り
か
か
る
ぐ
ら
い
近
く
で
打
ち
上
げ
花
火
を
し
て
い
た

こ
と
、
雨
の
日
に
は
山
水
は
濁
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
赤
倉
の
ロ
ー
タ
リ
ー
近
く
の
豆
腐
屋
裏
の
井
戸
に
水
を
汲
み

に
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
冬
は
凍
っ
た
ダ
ム
で
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
聞
き
取
り
が
中
心
で
、
生
徒
た
ち
の
心
情
と
と
も
に
昔
の
足
尾
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な

町
に
つ
い
て
身
近
な
人
た
ち
に
聞
き
取
り
を
し
て
い
た
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
足
尾
歴
史
館
の
二
階
に
あ
る
学

校
関
連
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。�

［
三
浦
一
馬
］

５　
『
明
る
い
町
』編
集
部『
町
民
が
つ
づ
る
足
尾
の
百
年　

銅
山
に
生
き
た
人
々
の
歴

史
』第
一
部
・
第
二
部（
第
一
部
一
九
九
四
年
、
第
二
部
二
〇
〇
〇
年
、
光
陽
出
版
社
）

足
尾
に
は『
明
る
い
町
』と
い
う
地
域
政
治
新
聞
が
あ
り
ま
す
。
一
九
八
九
年
に
足

尾
は
町
制
施
行
百
年
を
迎
え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
記
念
し
て
一
九
八
八
年
九
月
か

ら「
足
尾
の
歴
史
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
た
ち
の
、
貴
重
な
人
生
体
験
」を
聞
き
書

き
す
る「
町
民
が
つ
づ
る
足
尾
の
百
年
」と
い
う
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。『
明
る
い

５

町
』に
連
載
さ
れ
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第
一
部
、
第
二
部
の
二
冊
で
す
。
足
尾
町

民
の
の
べ
三
六
九
名
の
語
り
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
生
き
て
い
る
人
々
の

声
か
ら
足
尾
の
生
活
と
文
化
を
知
る
う
え
で
必
須
の
本
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。「
銅

山
に
働
く
」「
足
尾
の
教
育
・
文
化
」「
思
い
出
の
名
所
・
旧
蹟
」「
銅
山
町
の
商
店
街
」「
苦

楽
を
共
に
し
た
ヤ
マ
の
暮
ら
し
」（
以
上
、
第
一
巻
）「
銅
山
で
働
い
た
人
た
ち
」「
町
を
支

え
た
商
人
・
職
人
さ
ん
」「
歴
史
の
跡
を
た
ず
ね
て
」「
思
い
出
の
く
ら
し
と
名
所
」「
足

尾
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」「
革
新
の
た
た
か
い
の
足
跡
」（
以
上
、
第
二
巻
）。
い
ま

は
も
う
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
聞
き
書
き
さ
れ
た
語
り
は
、
当
時
の
足

尾
を
知
る
う
え
で
、
本
当
に
貴
重
な
記
録
で
す
。
地
元
新
聞
の
地
道
で
息
長
い
企
画
に
、
私
は
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

［
好
井
裕
明
］

６　

新
井
常
雄『
新
井
常
雄
版
足
尾
銅
山
写
真
帖
』（
随
想
舎
、
二
〇
〇
一
年
）・
伊
東
信
さ
ん
の
写
真

私
た
ち
が
聞
き
取
り
で
伺
う
こ
と
の
で
き
る
、
ち
ょ
っ
と
前
の
昭
和
の
足
尾
を
記
録
し
て
い
る
写
真
家
の
一
人

が
新
井
常
雄
さ
ん
で
す
。
鉱
員
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
精
錬
所
や
仕
事
場
、

松
木
の
写
真
が
特
徴
的
で
す
。
書
籍
が
発
行
さ
れ
て
い
た
り
、
平
成
二
四
年
に
栃
木

県
文
書
館
に
は
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
ネ
ガ
が
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
同
館
で
閲
覧
が
可

能
な
た
め
、
そ
の
写
真
を
私
た
ち
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
実
は
こ
の
保
管
を
繋
い
だ
の

は
、
村
上
安
正
さ
ん
。
改
め
て
当
時
か
ら
の
村
上
さ
ん
の
資
料
の
扱
い
方
に
も
感
心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
）。

新
井
常
雄
さ
ん
に
は
、
同
僚
の
写
真
友
達
が
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一
人
で

あ
る
、
伊
東
信
さ
ん
に
は
、
私
自
身
、
協
力
隊
在
職
中
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご

自
宅
で
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、
木
箱
や
缶
箱
に
湿
気
で
風
化
し
な
い
よ
う

５6
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に
、
丁
寧
に
昭
和
三
〇
年
代
に
自
分
で
現
像
し
た
白
黒
の
写
真

が
び
っ
し
り
と
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
伊
東
さ
ん
の
写
真
は
、

ご
自
宅
の
砂
畑
の
風
景
や
、
行
事
、
休
日
の
家
族
の
山
遊
び
の

様
子
、
そ
し
て
閉
山
時
の
社
宅
の
解
体
写
真
な
ど
、
生
活
に
密

着
し
た
記
録
で
し
た
。
手
作
り
の
ア
ル
バ
ム
や
、
多
く
の
写
真

は
、
裏
な
ど
に
き
ち
ん
と
撮
影
日
や
メ
モ
書
き
が
あ
り
、
相
当

な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
一
目
で
わ
か
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ア
ル
バ
ム『
砂
畑
橋
が
出
来
る
ま
で
』で
は
東
京

タ
イ
ム
ズ
社
賞
を
受
賞
し
た
昭
和
三
〇
年
撮
影『
砂
側
橋
』写
真

か
ら
始
ま
る
記
録
で
す
。「
基
礎
工
事
は
始
め
ら
れ
た
」「
一
本

の
ロ
ー
ム
に
よ
っ
て
運
れ
て
来
る　

品
物
は
二
人
の
女
に
よ
っ

て
リ
や
カ
ー
で
坂
を
引
っ
張
る　

此
れ
が
又　

大
変
な
汗
だ
っ
た
」（
メ
モ
の
ま
ま
記
載
）
と
い
っ
た
工
事
工
程
の
説
明

か
ら
、
完
成
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子
で
は「
花
火
も
青
空
高
く
上
げ
ら
れ
は
じ
め
ら
れ
た
…
初
め
て
四
輪
車
が
新

橋
を
通
っ
て
砂
畑
へ
入
る
の
だ
」な
ど
な
ど
、
事
細
か
で
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
メ
ン
ト
セ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

伊
東
さ
ん
の
冊
子「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」に
も
多
く
の
写
真
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
制
作
中
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
残
っ
た
大
量
の
写
真
の
保
管
方
法
を
ご
遺
族
が
悩
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
文
書
館
に
も
相
談
の
上
で
、
新
井
さ
ん
の
写
真
の
よ
う
に
寄
託
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
現
在
栃
木
県
立
文

書
館
で
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
中
）。

写
真
自
体
の
美
し
さ
や
、
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
資
料
の
強
さ
に
も
触
れ
る
こ
と
の
面
白
さ
を
教
え
て
く
れ
る
、

足
尾
の
カ
メ
ラ
愛
好
家
達
の
存
在
。
そ
の
資
料
の
一
部
が
、
然
る
べ
き
場
所
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
、

必
要
な
方
に
も
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。�

［
志
村
春
海
］

７　

足
尾
町
教
育
委
員
会
・
足
尾
町
文
化
財
調
査
委
員
会『
足
尾
銅
山
の
産
業
遺
跡
』

（
二
〇
〇
六
年
）

「
日
本
で
最
初
に
架
け
ら
れ
た
細
尾
索
道
」「
足
字
銭
鋳
銭
座
が
あ
っ
た
場
所
の
検

証
」「
製
錬
所
の
名
物
で
あ
っ
た
四
本
煙
突
」「
神
子
内
に
残
る
軽
便
馬
車
鉄
道
の
跡
」

「
保
存
さ
れ
た
渡
良
瀬
橋
」「
積
年
の
煙
害
に
終
止
符
を
う
っ
た
自
熔
製
煉
法
」「
囚
人

を
使
役
し
て
労
働
力
を
補
っ
た
明
治
初
期
の
足
尾
銅
山
」「
国
産
第
一
号
の
さ
く
岩

機
を
制
作
し
た
足
尾
銅
山
工
作
課
」「
間
藤
水
力
発
電
所
か
ら
足
尾
町
営
電
気
事
業

へ
の
進
展
」「
掛
水
社
宅
で
没
し
た『
富
岡
日
記
』『
富
岡
後
記
』の
著
者『
和
田
英
』」「
足

尾
銅
山
に
い
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン『
東
庵
』」「
足
尾
銅
山
の
私
立
校
で
あ
っ
た
本
山
小
・
小
滝
小
・
実
業
学
校
」「
県

下
に
誇
っ
た
足
尾
銅
山
附
属
病
院
」「
日
本
最
初
の
電
気
機
関
車
の
発
達
」「
古
河
市
兵
衛
没
後
の
坑
職
夫
の
生
活
記

録
」「
無
用
の
長
物
で
あ
っ
た
製
煉
所
の
大
煙
突
」「
煙
害
で
消
滅
し
た
松
木
地
域
旧
三
村
」「
新
聞
で
見
る
足
尾
銅
山

閉
山
の
序
章
」等
々
。
見
出
し
か
ら
主
な
も
の
を
列
挙
し
て
み
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
興
味
深
い
見
出
し
が
並
ん
で
い

ま
す
。
当
時
の
写
真
や
図
版
も
多
く
、
優
れ
た
調
査
報
告
書
で
す
。
足
尾
銅
山
を
考
え
る
と
き
必
見
で
す
。
非
売
品

な
の
が
残
念
で
す
。�

［
好
井
裕
明
］

８　

村
上
安
正『
足
尾
に
生
き
る　

私
の
人
生
八
〇
年
』（
随
想
舎
、
二
〇
一
二
年
）

日
本
産
業
技
術
史
学
会
の
学
会
賞
を
と
っ
た
労
作『
足
尾
銅
山
史
』は
、
著
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
。
自
宅
へ

お
話
を
う
か
が
い
に
行
っ
た
と
き
、
銅
山
で
働
い
て
い
た
時
に
著
者
が
手
書
き
で
作
成
し
た
坑
内
調
査
の
図
面
を
何

枚
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
詳
細
さ
、
ち
密
さ
に
驚
嘆
し
、
著
者
の
ま
じ
め
な
仕
事
ぶ
り
に
感
動

し
た
の
で
す
。
本
書
に
も
、
そ
う
し
た
著
者
の
誠
実
さ
や
生
真
面
目
さ
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。「
錦
糸
町
時
代　

生

い
立
ち
か
ら
戦
災
ま
で（
一
九
三
一
年
～
一
九
四
五
年
）」「
足
尾
時
代　

戦
後
の
生
活（
一
九
四
五
年
～
一
九
四
九
年
）」「
ビ
ジ
ネ
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ス
生
活　

足
尾
鉱
業
所（
一
九
四
九
年
～
一
九
七
一
年
）」「
本
社
勤
務（
一
九
七
一
年
～
一
九
八

六
年
）」「
学
会
賞
受
賞
ま
で
」「
わ
が
人
生
を
顧
み
て
」「
あ
と
が
き
」。
著
者
の
自
宅
書

斎
に
は
二
階
の
床
が
抜
け
そ
う
に
思
え
る
ほ
ど
の
文
献
や
資
料
が
あ
り
、
倉
庫
に
は
、

さ
ら
に
そ
れ
に
輪
を
か
け
た
く
ら
い
の
資
料
や
文
献
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
産
業

技
術
の
立
場
か
ら
足
尾
銅
山
を
徹
底
的
に
調
べ
あ
げ
た
在
野
そ
し
て
現
場
の
研
究
者

と
し
て
の
自
負
が
著
者
の
語
り
に
貫
い
て
い
ま
す
。�

［
好
井
裕
明
］

�

９　

上
岡
健
司『
鉱ヤ

マ山
の
仲
間
と
と
も
に
』（
光
陽
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

お
話
を
う
か
が
い
に
い
く
と
、
上
岡
さ
ん
は
必
ず
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
弁
舌
さ
わ
や
か

で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
労
働
運
動
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
た
著
者
。
私
は
こ
の
人
こ
そ
、
足
尾
で

の
本
当
の
意
味
で
の
知
識
人
だ
な
と
感
じ
入
り
、
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
足
尾
銅
山
で
ど
の

よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
労
働
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
運
動
が
資
本
側
の
力
で
ど
の
よ
う
に
抑
え
込
ま
れ

よ
う
と
し
た
の
か
な
ど
、
著
者
の
人
生
語
り
の
な
か
に
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
目
次
の
章
立
て
は

次
の
通
り
で
す
。

「
坑
内
労
働
者
の
た
た
か
い
」「
銅
山
の
繁
栄
と
我
が
家
の
暮
ら
し
」「
軍
国
教
育
、

そ
し
て
敗
戦
の
混
乱
」「
労
働
組
合
運
動
へ
」「
不
当
解
雇
反
対
で
裁
判
闘
争
」「
町
長
・

町
議
選
を
た
た
か
う
」「
閉
山
―
町
民
の
団
結
」「
長
男
を
突
然
失
う
」「〝
う
つ
地
獄
〟

へ
陥
る
」「
3
・
11
東
日
本
大
震
災
後
の
い
ま
」「
お
わ
り
に
」

著
者
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
人
生
の
な
か
に
労
働
運
動
と
い
う〝
筋
〟が
一
本
し
っ

か
り
と
貫
い
て
お
り
、
そ
の
事
実
が
読
者
に
感
動
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で

し
ょ
う
。
足
尾
銅
山
の
労
働
運
動
を
知
る
必
須
の
一
冊
で
す
。�

［
好
井
裕
明
］
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あ
と
が
き

五
年
ほ
ど
前
、
志
村
さ
ん
か
ら
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
足
尾
へ
初
め
て
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

足
尾
の
行
政
の
方
や
学
校
の
先
生
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
真
摯
で
暖
か
い
協
力
を
得
、
地
元
の
人
々
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
た
の
で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
差
別
問
題
や
薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
問
題
な
ど
で
聞
き
取

り
調
査
を
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
聞
き
取
り
を
志
村
さ
ん
た
ち
と
行
っ

て
き
ま
し
た
。

日
光
市
の
街
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
期
間
限
定
で
す
が
、
足
尾
に
住
み
、
顔
な
じ
み
と
な
り
、
地
域
の
人
た
ち

と
日
常
的
な
関
係
を
つ
く
り
、
深
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
志
村
さ
ん
や
中
山
さ
ん
、
市
之
瀬
さ
ん
、
長
澤
さ
ん
、

中
山
さ
ん
。
彼
ら
を
中
心
と
し
て
、
そ
し
て
彼
ら
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
私
も
生
活
史
の
聞
き
取
り
を
し
た

い
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
れ
と
足
尾
に
何
回
も
訪
れ
る
な
か
で
、
聞
き
取
り
の
成
果
は
、
確
実
に
地
元
の
人
々
に
還

元
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
足
尾
で
暮
ら
す
数
多
く
の
人
々
に
お
話
を
う
か
が
う
仕
方
は
、

あ
る
意
味〝
ゆ
る
く
〟〝
無
理
を
し
な
い
〟聞
き
取
り
で
し
た
。
そ
れ
は
、
た
だ
学
術
的
で
根
掘
り
葉
掘
り
聞
き
、
正
確

で
深
い
情
報
を
搾
り
取
ろ
う
と
す
る
聞
き
取
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、
志
村
さ
ん
た
ち
の
生
活
実
感

を
第
一
と
し
な
が
ら
、
私
の
よ
う
な
研
究
者
も
そ
こ
に
寄
り
添
っ
て
い
く
と
い
う
地
域
中
心
・
地
域
還
元
型
と
で
も

い
え
る
聞
き
取
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
書
は
、
聞
き
取
り
を
実
際
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
全
員
何
か
を
書
き
残
す

と
い
う
方
針
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
と
め
た
い
足
尾
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ
を
出
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
構
成
し
て
い
ま

す
。本

当
に
多
く
の
人
々
か
ら
お
話
を
う
か
が
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
す
べ
て
本
書
に
記
録
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん

が
、
本
書
に
は
、
多
く
の
語
り
か
ら
得
た
足
尾
を
め
ぐ
る〝
生
き
ら
れ
た
〟知
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
得

ら
れ
た
多
く
の
語
り
は
、
ま
た
ど
こ
か
で
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
聞
き
取
り
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
書
は
、
平
成
二
八
～
三
〇
年
科
学
研
究
費
基
盤
研
究（
C
）「
産
業
遺
産
の
記
憶
と〝
生
き
ら
れ
た
〟生
活

世
界
の
社
会
学
：
足
尾
の
生
活
文
化
史
聞
き
取
り
か
ら
」（
研
究
代
表
：
好
井
裕
明
）の
成
果
と
な
り
ま
す
。

�

［
好
井
裕
明
］

足
尾
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
二
〇
一
五
年
の
冬
で
し
た
。
私
は
し
ば
ら
く
北
海
道
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

寒
さ
に
は
あ
る
程
度
慣
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
身
に
し
み
る
よ
う
な
寒
さ
は
北
海
道
の
そ
れ
と
は
違
い
、
閉
山
し
た

町
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
も
あ
い
ま
っ
て
か
悲
し
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
聞

き
取
り
を
通
し
て
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
確
か
に
足
尾
は
静
か
に
な
っ
て
い
く
一
方
の
町
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
そ
こ
で
暮
ら
す
方
々
に
と
っ
て
は
そ
う
し
た
足
尾
も
生
活
の
一
部
で
当
た
り
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

聞
き
取
り
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
だ
っ
た
志
村
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
の

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
志
村
さ
ん
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
い
た
好
井
先
生
に
出
会
い
、
当
時
は
大
学
院
を
探

し
て
彷
徨
っ
て
い
た
私
は
日
本
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
で
落
ち
着
き
、
現
在
ま
で
な
ん
と
か
聞
き
取
り
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
は
何
処
の
馬
の
骨
と
は
知
れ
な
い
よ
う
な
私
に
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
足
尾
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
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で
も
あ
り
ま
す
。
昔
の
足
尾
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
お
会
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
と
は
別
に
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
し
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
今
回
の
冊
子
に
取
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
お
話
は
多
く
あ
り
、
聞
き
取
り
の
デ
ー
タ
は
全
部
で
四
七
件
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の

他
に
も
録
音
せ
ず
に
お
話
を
し
た
だ
け
だ
っ
た
り
、
何
か
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
だ
け
の

文
字
に
は
表
せ
な
い
時
間
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
間
は
ま
だ
駆
け
出
し
の
研
究
者
で
あ
る
私
に

と
っ
て
調
査
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
な
の
か
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
ら
か
ら
も
聞
き
取
り
で
足
尾
に
通
い
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
聞
き
取
り
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

［
三
浦
一
馬
］

足
尾
の
聞
き
取
り
で
、
よ
く
覚
え
て
い
る
日
が
あ
り
ま
す
。
足
尾
に
来
て
一
年
目
の
冬
の
あ
る
鉱
員
さ
ん
へ
の
聞

き
取
り
で
、
お
そ
ら
く
、
三
時
間
以
上
は
お
邪
魔
し
て
い
ま
し
た
。
企
業
の
福
利
厚
生
で
行
わ
れ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ

や
行
事
の
面
白
さ
、
坑
内
の
空
間
の
広
さ
や
事
故
の
話
…
。
後
半
に
は
、
社
宅
の
近
所
付
き
合
い
が
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
話
し
手
自
身
が
、
語
り
な
が
ら
気
づ
い
て
い
き
、
寂
し
さ
と
も
違
う
、
も
う
戻
れ
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
な
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
瞬
間
に
な
り
ま
し
た
。
正
直
、
多
く
の
情
報
に
頭
は
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
で
相
当
疲
れ
た
の
で
す
が
、そ
れ
で
も
大
き
な
何
か
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
よ
う
な
、聞
き
取
り（
ら
し
き
も
の
？
）

の
醍
醐
味
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
幸
運
な
こ
と
に
、
一
緒
に
足
尾
の
聞
き
取
り
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
仲
間

も
増
え
、
ひ
と
ま
ず
は
六
年
間
の
ま
と
め
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆

様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
は
、
も
っ
と
掲
載
し
た
い
内
容
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
栃
木
県
以
外
の
下
流
部
や
、
企
業
の
視
点
は
残

念
な
が
ら
調
査
不
足
で
す
。
ま
た
、
生
活
や
山
仕
事
に
密
着
し
て
い
た
女
性
の
視
点
を
扱
え
な
か
っ
た
の
も
心
残
り

で
す
。
そ
れ
に
、
坑
夫
達
の
喧
嘩
話
や
、
イ
ン
チ
キ
話
、
子
供
の
ガ
キ
大
将
の
話
な
ど
は
、
と
て
も
お
行
事
の
良
い
内

容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
き
生
き
と
し
た
素
晴
ら
し
い
話
で
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、
次
の
視
点
が
広
が
り
、
聞

き
取
り
は
果
て
が
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

足
尾
に
は
町
史
が
な
い
ま
ま
日
光
市
に
合
併
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
過
疎
化
も
進
み
、
一
次
資
料
に
触
れ
た
り
、

銅
山
と
し
て
の
足
尾
は
遠
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
も
今
の
足
尾
の
現
実
で
、
足
尾
の
人
が
足
尾
を
好
き

な
こ
と
や
、
語
り
出
す
と
止
ま
ら
な
い
様
子（
時
に
は
話
せ
な
い
瞬
間
）も
大
事
な
姿
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
と

し
て
も
、
終
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
通
う
回
数
が
減
っ
た
と
し
て
も
、
足
尾
に
向
き
合
い
続
け
、
こ
れ
か

ら
の
足
尾
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

［
志
村
春
海
］

私
が
足
尾
町
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
の
は
社
会
人
と
し
て
大
学
院
生
を
過
ご
し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
周
囲
の

同
級
生
達
は
自
分
の
や
り
た
い
研
究
テ
ー
マ
が
早
々
に
決
ま
り
、
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
調
査
を
し
た
り
、
関

連
す
る
資
料
を
渉
猟
し
て
論
文
の
作
成
に
向
か
っ
て
確
実
に
前
進
し
て
い
る
中
、
そ
の
よ
う
な
優
秀
な
学
生
と
は
程

遠
い
場
所
に
位
置
す
る
私
は
何
も
で
き
な
い
ま
ま
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
悶
悶
と
し
た
日
々
を
積
み
重
ね
て
い
た
時
期
に
た
ま
た
ま
仕
事
で
足
尾
町
と
か
か
わ
り
、
そ
こ
で
地
域

の
方
々
か
ら
足
尾
町
の
生
活
や
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
窺
っ
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
足
尾
町
と
の
関
わ
り
の
始
ま

り
で
し
た
。
そ
の
時
に
ど
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
の
か
、
そ
の
全
容
は
す
で
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
足
尾
銅

山
や
公
害
と
い
っ
た
町
の
表
面
的
で
断
片
的
な
知
識
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
私
に
足
尾
町
の
歴
史
の
奥

深
さ
や
地
域
の
魅
力
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。
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少
し
ず
つ
足
尾
町
に
関
す
る
興
味
を
覚
え
た
私
は
、
町
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て
は
休
日
の
日
に
足
尾
に
行
っ
て

地
域
を
散
策
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
を
し
ば
ら
く
続
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
地
域

の
方
々
が
語
る
足
尾
町
の
歴
史
は
、
教
科
書
や
公
的
な
文
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
内
容
の
面
白
さ
と
熱
量
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
文
章
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
残
さ
れ
て
い
な
い
一
人
ひ
と
り
の
内
面
に
あ
る
足
尾
町

の
姿
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
生
活
史
の
聞
き
取
り
活
動
を
し
て
い
た
の
が
、
当

時
、
足
尾
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
て
い
た
志
村
さ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
志
村
さ
ん
の
活
動
に
羨
望

の
眼
差
し
を
向
け
つ
つ
、
時
折
、
ホ
ル
モ
ン
を
食
べ
な
が
ら
情
報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
う
ち
に
、
志
村
さ
ん
を

介
し
て
好
井
先
生
や
三
浦
さ
ん
に
出
会
い
、
今
回
の
活
動
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
聞
き
取
り
活
動
に
は
時
間
的
な
都
合
が
つ
か
ず
参
加
で
き
な
い
日
々
も
続
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
少
な

い
時
間
の
中
で
科
研
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
や
足
尾
の
皆
さ
ん
に
会
っ
て
話
を
伺
え
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
大
好
き
な
足
尾
町
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

［
中
村
哲
也
］

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

資
料
編	

協
力　

日
光
市



ご
め
ん
く
だ
さ
い
、足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！

│
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
聞
き
取
り
抜
粋
集
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02  この冊子を手にしてくださった方へ

04  凡例

05 │Q1│ チョリチョリって、どういう意味ですか？
06  渡良瀬川と鮎 ［2014年1月10日］

07  ハゲ山のウド ［2014年2月10日］

10  煙に慣れる ［2014年5月19日］

11  公害の足尾というイメージ ［2014年8月20日］

16  足尾小話「お客さんからのお土産」

17 │Q2│ 坑内ってどんな場所なのですか？
18  坑夫のお父さんの仕事 ［2013年7月11日］

20  カンテラの光 ［2014年1月10日］

22  坑内の職場 ［2014年9月18日］

28  足尾小話「坑内でのユーモア」

29 │Q3│ 社宅の暮らしって、どんな生活だったのですか？
30  鶏小屋にみえる ［2013年11月26日］

34  夢のような近所付き合い ［2014年1月10日］

38  部屋の広さ ［2014年8月19日］

41 │Q4│ 戦時中、外国の人とどんなやり取りがありましたか？
42  イモとコッペパンを交換 ［2014年4月15日］

44  豊な知恵を教えてもらう ［2014年7月］

46  近所の人や進駐軍との交流 ［2014年7月7日］

51 │Q5│ キラキラした石、見つけたのですが……
52  鉱石のようなお菓子 ［2013年7月11日］

53  喫飯所で鉱石を洗う ［2014年3月5日］

58  坑内のしくみ

60  おわりに

61  地図

62  年表

63  用語集

64  クレジット

2 

こ
の
冊
子
で
の
基
本
的
な
聞
き
手
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
志
村
春
海︵
以
下
、S
︶、中
山
京︵
以
下
、N
︶。

ま
た
、口
述
史
の
観
点
か
ら
、日
本
大
学
文
理
学
部
社
会
学
科
教
授
の
好
井
裕
明
さ
ん︵
以
下
、Y
︶に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

02

こ
の
冊
子
を
手
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ

　
こ
の
冊
子
は
、平
成
25
年
度
か
ら
足
尾
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊［
1
］
が
行
っ
た
、生
活
史
の
聞
き
取
り
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。＂
聞
き
取
り
＂と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、最
初
は﹁
足
尾
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
﹂と
い
う
立
ち
話
か
ら
始
ま
り
、お
年

寄
り
の
集
ま
り
や
日
常
的
な
お
茶
飲
み
話
な
ど
様
々
な
場
面
で
、地
域
の
方
に
お
話
を
伺
っ
た
も
の
で
す［
2
］。
私
た
ち
の
聞
き
取
り
で
は
、話

し
手
の
方
に
と
っ
て
の
出
来
事
の
見
え
方
や
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、中
に
は
曖
昧
な
部
分
や
歴
史
的
事
実
と
異
な
っ
て
い

る
も
の
、適
切
で
は
な
い
表
現
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、過
去
が
そ
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
、今
こ
の
よ
う
に

語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
貴
重
な
足
尾
に
お
け
る
生
活
史
の
一
側
面
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
話
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、﹁
こ
う
い
う
生
き
方
や
想
い
も
あ
っ
た
ん
だ
な
﹂と
い
う
こ
と
で
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
冊
子
を
読
ん
で
み
て﹁
自
分
の
経
験
や
見
方
と
は
違
う
の
で
、言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
﹂﹁
意
見
や
記
憶
を
伝
え
た
い
﹂と
い
う
方
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、是
非
お
話
を
伺
わ
せ
て
下
さ
い
。こ
の
冊
子
が
、様
々
な
視
点
に
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

ま
た
、冊
子
と
は
別
に
聞
き
取
り
全
体
の
文
字
お
こ
し
資
料
を
日
光
市
役
所
足
尾
総
合
支
所
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
資
料
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、い
つ
も
私
た
ち
の
活
動
を
ご
支
援
し
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1 

総
務
省
の
取
り
組
み
で
、人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
進
行
が
著
し
い
地
域
に
、地
域
外
の
人
材
を
一
定
期
間
誘
致
し
、そ
の
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
日
光
市
足
尾
地
域
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
導
入
。



05 │Question 1│チョリチョリって、どういう意味ですか？

│
Q
1

│

チ
ョ
リ
チ
ョ
リ
っ
て
、ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？

岳有越沢（伊東信撮影）

 ［
凡
例
］

● 

話
し
手
の
方
は
、次
の
通
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

1
：
夫
婦
の
場
合
は
、夫
、妻
。
兄
弟
の
場
合
は
、兄
、弟
。

 

2
：
男
性
は
M
、女
性
は
F
。
複
数
の
場
合
は
Ma
、Mb
と
表
記
。

 

3
：
市
職
員
は
、Pa
、Pb
と
表
記
。

● 

沈
黙
は
、
⋮
⋮
。
○
○
⋮
⋮
。
○
○
。
⋮
⋮
○
○
。

● 

省
略
は
、
⋮
⋮︵
省
略
︶
⋮
⋮

● 

話
の
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
時
は
、﹁
、﹂で
次
の
会
話
に
続
い
て
い
ま
す
。

● 

笑
い
声
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
。
も
し
く
は︵
笑
︶で
す
。

● 

語
り
の
中
で
誰
か
の
発
言
の
真
似
な
ど
は
、﹁
　
　
﹂で
表
し
て
い
ま
す
。

● 

冊
子
全
体
の
共
通
す
る
用
語
は
63
頁
の
用
語
集
に
掲
載
。

 

そ
の
他
の
鉱
山
用
語
、地
名
や
補
足
に
は
注
を
入
れ
、

 

典
拠
が
あ
る
も
の
以
外
は
協
力
隊
が
編
集
し
て
い
ま
す
。

● 

︵
　
︶の
使
い
方
は
2
種
類
あ
り
ま
す
。

 

1
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
の
状
況
や
状
態
を
表
し
て
い
る
も
の
。

 

2
：
文
脈
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
編
者
が
補
っ
た
も
の
。

 ［
聞
き
取
り
抜
粋
の
編
集
方
法
に
つ
い
て
］

● 

聞
き
取
り
を
行
っ
た
時
系
列
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

聞
き
取
り
抜
粋
箇
所
の
後
に
、協
力
隊
2
名
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

話
し
中
に
出
て
く
る
地
名
や
言
葉
に
つ
い
て
は
、

 

61
頁﹁
地
図
﹂、63
頁﹁
用
語
集
﹂を
ご
覧
下
さ
い
。
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こ
あ
た
り
で
鮎
釣
り
や
っ
て
い
る
も
ん
ね
。
⋮
⋮
だ
か
ら
も
う
、目
の
敵

で
い
ろ
ん
な
の
を
取
る
気
で
い
た
ん
だ
よ
。

S
─
ふ
ー
ん
。

妻
─
フ
フ
フ
。

夫
─
そ
う
い
う
あ
れ
が
あ
る
ん
が
ね
。
そ
れ
そ
こ
の
や
つ
が
言
っ
て
い
た

も
ん
、﹁
ま
さ
か
渡
良
瀬
川
で
鮎
釣
り
が
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

よ
な
﹂っ
て
。
頭
の
や
つ
が
言
っ
た
ん
だ
べ
。﹁
鮎
が
死
ん
だ
ら
賠
償
取
れ
っ

か
ら
放
し
て
み
ん
や
﹂っ
て
。
そ
う
い
う
の
が
い
た
ん
だ
よ
。
そ
う
し
た
ら
、

﹁
死
な
ね
え
ん
だ
よ
な
ー
﹂っ
て
言
っ
て
。

一
同
─
ハ
ハ

妻
─
ね
、

夫
─﹁
鮎
が
死
ん
だ
ら
⋮
⋮
﹂っ
て
言
っ
た
か
ら
確
認
し
て
み
る
と
、﹁
先

が
突
か
れ
た
と
か
、跡
が
あ
る
か
ら
駄
目
だ
よ
﹂っ
て
。
知
っ
て
い
る
人
は

ね
、近
く
で
鮎
釣
り
が
で
き
る
っ
て
喜
ん
で
ね
。

妻
─
フ
フ
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容
や
、当
時
だ
っ
た
ら
嫌
な
部
分
の
内
容
で
も
深
刻

な
感
じ
に
な
ら
ず
に
話
し
て
く
れ
た
。
鮎
の
例
で
も
最
後
の「
死
な
な
い
ん

だ
よ
な
ー
」の
く
だ
り
は
皆
で
大
笑
い
し
た
。
実
話
と
し
て
嫌
な
気
持
ち
も

あ
る
の
に
、一
気
に
笑
い
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
不
思
議
だ
っ
た
。
鮎
を

川
に
放
し
た
人
の
様
子
も
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
、人
間
ら
し
さ
を
感
じ
た
。

話
し
手
の
人
柄
の
お
か
げ
で
、こ
う
い
う
話
題
に
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
加
わ
り
、嫌

な
気
持
ち
だ
け
で
は
な
い
形
で
今
知
れ
る
こ
と
が
凄
い
。ま
た
、笑
い
話
だ
け

で
は
収
ま
ら
な
い
出
来
事
の
周
辺
で
起
っ
た
事
実
も
伝
わ
る
。

N
─
鉱
毒
に
よ
る
被
害
は
広
く
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、こ
の
よ
う
な
足
尾
の

住
民
が
見
聞
き
し
た
こ
と
や
、古
河
が
激
動
の
時
代
に
、当
時
の
知
識
や
技

術
を
結
集
さ
せ
て
公
害
対
策
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
と
思

う
。様
々
な
立
場
の
方
の
色
々
な
記
憶
を
残
す
こ
と
が
大
切
だ
な
と
思
っ
た
。

特
に
、公
害
対
策
に
取
り
組
ん
だ
方
々
の
お
話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ハ
ゲ
山
の
ウ
ド

﹇
2
0
1
4
年
2
月
10
日
─
夫
、妻
、志
村
﹈

足
尾
で
は
山
遊
び
を
し
て
い
る
方
も
多
く
、こ
の
ご
夫
婦
は
山
菜
や
キ
ノ
コ

採
り
な
ど
、季
節
ご
と
に
山
の
幸
を
楽
し
ん
で
き
た
。ハ
ゲ
山
と
し
て
知
ら

れ
る
、松
木
エ
リ
ア［
3
］も
昔
は
遊
び
場
の
一
つ
だ
っ
た
。
昭
和
30
年
代
ま
で

の
松
木
の
話
。

妻
─
会
社
の
社
宅
が
松
木
の
方
に
も
あ
っ
た
の
。

S
─
松
木
の
奥
に
で
す
か
？ 

へ
ー
。そ
れ
は
ど
う
い
う
人
が
暮
ら
し
て
い
た

ん
で
す
か
？

夫
─
会
社
の
人
と
か
、

妻
─
製
錬
所
に
通
う
人
と
か
、本
山
坑
に
通
う
人
、そ
う
い
う
人
た
ち
の

06

渡
良
瀬
川
と
鮎

﹇
2
0
1
4
年
1
月
10
日
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
﹈

偶
然
お
会
い
し
た
方
に
、仕
事
か
ら
生
活
風
景
、人
間
関
係
や
当
時
の
お
気

持
ち
な
ど
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
初
め
て
お
話
を
伺
っ
た
時

は
、台
風
時
、銅
山
の
施
設
が
浸
水
し
、水
処
理
を
す
る
専
門
の
方
が
苦
労

さ
れ
た
と
の
こ
と
。そ
こ
か
ら
公
害
の
話
題
に
な
る
。
昭
和
30
年
代
の
話
。

夫
─
そ
れ
で
、鉱
毒
問
題
が
出
る
と
駄
目
な
ん
だ
よ
な
。
イ
ン
チ
キ
も
あ

る
。
鉱
山
も
大
変
だ
っ
つ
う
。⋮
⋮
だ
か
ら
魚
な
ん
か
今
、渡
良
瀬
川
の

下
流
あ
た
り
で
、鮎
釣
り
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
。
あ
れ
だ
っ
て
始
め
は
そ
こ

の
人
ら
が
ず
る
く
て
さ
。
鮎
を
渡
良
瀬
川
に
放
し
て
、﹁
死
ん
だ
ら
鉱
毒

の
せ
い
だ
﹂っ
て
言
っ
て
賠
償
と
る
気
に
な
っ
て
、始
め
は
そ
れ
で
や
っ
た
ん

だ
よ
。
鮎
放
し
て
死
ん
だ
ら
そ
れ
調
べ
て
、﹁
こ
れ
は
鉱
毒
、鉱
毒
で
死
ん

だ
﹂っ
て
。
そ
う
し
た
ら
、鉱
毒
が
入
っ
て
な
い
で
、い
た
ず
ら
と
か
あ
あ
い

う
の
で
死
ん
だ
っ
て
。
だ
か
ら
一
匹
死
ぬ
と
大
変
だ
っ
た
。
持
っ
て
き
て
調
べ

て
、﹁
鉱
毒
だ
﹂っ
て
言
っ
た
ら
直
ち
に﹁
賠
償
と
る
べ
﹂っ
て
そ
こ
の
人
ら

が
わ
ざ
と
放
し
た
ん
だ
か
ら
。
鮎
を
。い
た
ず
ら
ば
っ
か
り
な
ん
だ
も
ん
。

モ
リ
で
突
か
れ
た
と
か
そ
う
い
う
跡
ば
っ
か
り
あ
っ
て
。
ん
で
、今
度
は
そ

高
齢
者
の
集
ま
り
で
押
し
花
を
作
る
場
面
で
の
こ
と
。
会
場
付
近
で
昔
は
植
物
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、遠
く︵
豊
潤
洞

［
1
］︶ま
で
花
を
摘
み
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、﹁
煙
で
植
物
が
み
ん
な
チ
ョ
リ
チ
ョ
リ
に
な
っ
た
﹂と
皆
さ
ん

が
口
々
に
言
っ
て
い
た
。こ
の﹁
チ
ョ
リ
チ
ョ
リ
﹂、私
た
ち
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
言
い
方
な
の
で
意
味
を
尋
ね
る
と
、製
錬

か
ら
の
煙
で
植
物
が
チ
ョ
リ
チ
ョ
リ︵
枯
れ
た
よ
う
な
、し
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
感
じ
︶に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
だ
と
知
っ
た
。
当

時
チ
ョ
リ
チ
ョ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
煙
が
来
た
ら
植
物
に
新
聞
紙
を
被
せ
て
守
っ
た
と
い
う
話
は
、こ
の
よ
う
な
会
話
だ
け
で

は
な
く
、新
聞
記
事
で
も
確
認
で
き
る［
2
］。﹁
公
害
の
町
﹂と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、実
際
の
生
活
で
は
ど
の
よ
う
な
風
景

が
あ
っ
た
の
か
知
ら
な
か
っ
た
。
少
し
聞
き
づ
ら
い
と
も
感
じ
て
い
た
公
害
の
話
題
だ
が
、実
際
の
生
活
の
中
に
馴
染
み
の
あ
る
場

面
と
し
て
、ふ
と
登
場
す
る
。
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の
木
が
生
え
る
と
日
陰
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、駄
目
な
ん
で
す
。

S
─
あ
ー
、な
る
ほ
ど
。
ち
な
み
に
、そ
の
松
木
の
場
所
っ
て
、そ
の
山
に
遊

び
に
行
っ
て
い
た
時
は
、や
っ
ぱ
り
そ
の
ハ
ゲ
山
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

妻
─
そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。ハ
ゲ
山
が
多
か
っ
た
。

S
─
じ
ゃ
あ
全
然
、

妻
─
今
と
違
か
っ
た
。
今
と
違
う
。

S
─
な
ん
か
、ハ
ゲ
山
、ハ
ゲ
山
っ
て
言
わ
れ
て
、木
が
な
い
っ
て
い
う
の
は
、

頭
で
は
わ
か
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、ど
う
い
う
風
景
だ
っ
た
の
か
が
あ
ま
り

わ
か
ら
な
い
と
言
う
か
。

妻
─
わ
か
ん
な
い
よ
ね
。

夫
─
ウ
ド
な
ん
か
が
出
て
も
、鹿
と
か
な
ん
か
が
み
ん
な
食
べ
ち
ゃ
う
。
新

芽
の
上
を
。

妻
─
ハ
ゲ
山
っ
て
い
う
か
、そ
う
ね
、何
て
言
っ
た
ら
良
い
だ
ろ
う
ね
。
あ
の
、

道
路
の
所
に
石
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
歩
く
で
し
ょ
、石
が
一
杯
あ
っ
て
。

S
─
全
部
で
す
か
？

妻
─
全
部
、山
が
全
部
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
い
た
の
。

S
─
砂
利
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
？

妻
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
そ
う
い
う
山
な
の
。

S
─
じ
ゃ
あ
、土
が
無
い
？

妻
─
な
い
。
土
が
無
い
ん
で
す
。

夫
─
昔
の
製
錬
の
煙
で
、岩
が
み
ん
な
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、粉
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

S
─
へ
ー
。

妻
─
粉
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
岩
が
弱
っ
て
。
そ
れ
が
そ
う
い
う
風

に
、ざ
ら
ざ
ら
に
な
っ
て
。

S
─
岩
が
弱
っ
て
、岩
が
更
に
砕
け
ち
ゃ
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

妻
─
そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

S
─
そ
れ
っ
て
、危
な
い
で
す
よ
ね
？

妻
─
危
な
い
ん
で
す
よ
。

S
─
ズ
ル
ズ
ル
ー
っ
て
、登
っ
て
も
滑
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

妻
─
ズ
ル
ー
っ
て
、下
ま
で
行
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。

夫
─
だ
か
ら
、行
く
と
カ
モ
シ
カ
と
か
が
落
っ
こ
ち
て
、死
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
。

S
─
ん
、カ
モ
シ
カ
が
で
す
か
？

夫
─
カ
モ
シ
カ
な
ん
か
が
。

S
─
へ
ー
。
で
も
、人
間
も
そ
こ
で
ウ
ド
採
っ
た
ん
で
す
よ
ね
？

妻
─
そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。
気
を
つ
け
な
い
と
。

S
─
気
を
つ
け
て
、そ
の
這
っ
て
行
っ
て
？

妻
─
這
っ
て
行
っ
て
。

S
─
え
ー
、難
し
そ
う
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
今
の
松
木
の
様
子
と
、岩
が
砕
け
る
と
い
う
表
現
で
、初
め
て
ハ
ゲ
山
が

ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
気
が
し
た
。
偶
然
が
上
手
く

08

社
宅
が
あ
っ
た
の
。

S
─
あ
、松
木
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。へ
ー
。
で
も
今
っ
て
、ゲ
ー
ト
で
仕

切
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か［
4
］。
昔
は
松
木
の
方
に
自
由
に
行

け
た
ん
で
す
も
ん
ね
。

妻
─
私
ら
も
行
っ
て
、ウ
ド
採
り
な
ん
か
を
し
て
。

夫
─
昔
は
松
木
に
ウ
ド
が
出
た
ん
で
ね
、

S
─
あ
、そ
う
な
ん
で
す
か
。私
は
も
う
ゲ
ー
ト
が
あ
る
状
態
か
ら
来
ち
ゃ
っ

て
い
る
の
で
、な
ん
て
言
う
の
か
な
、松
木
は
立
ち
入
り
禁
止
の
場
所
っ
て
い

う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
皆
さ
ん
か
ら
の
お
話
を
聞
く

と
、松
木
の
川
で
遊
ん
だ
り
、松
木
を
越
え
て
中
禅
寺
ま
で
遠
足
に
行
っ
て

い
た［
5
］
と
か
、そ
う
い
う
話
を
聞
く
と
、同
じ
場
所
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
。

妻
─
い
い
所
な
ん
で
す
よ
。

夫
─
こ
っ
か
ら
よ
く
、松
木
の
久
蔵
を
通
っ
て
、中
禅
寺
に
み
ん
な
行
っ
た

ん
で
す
よ
。

妻
─
歩
き
で
山
越
し
て
。

S
─
あ
あ
、な
ん
か
遠
足
と
か
で
行
っ
た
っ
て
聞
き
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
、松

木
に
遊
び
に
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す
か
？

妻
─
み
ん
な
、こ
の
辺
の
人
な
ん
か
も
向
こ
う
に
遊
び
に
行
っ
た
の
。

S
─
遊
び
に
行
く
っ
て
い
う
の
は
、登
山
と
か
そ
う
い
う
、木
の
実
と
か
そ
う

い
う
の
を
？

夫
─
採
り
な
が
ら
ね
。

S
─
へ
ー
、ウ
ド
か
。

夫
─
山
の
ウ
ド
は
い
い
香
り
が
し
て
ね
。
旨
い
で
す
よ
。

S
─
へ
ー
。

妻
─
い
い
所
で
す
よ
。

S
─
足
尾
の
い
ろ
ん
な
方
の
話
を
聞
く
と
、キ
ノ
コ
と
か
山
菜
と
か
山
椒

も
そ
う
で
す
よ
ね
。
山
ウ
ド
っ
て
い
う
の
は
、普
通
の
ウ
ド
と
は
違
う
ん
で

す
か
？

妻
─
違
う
の
。
あ
の
ね
、山
の
こ
う
、ズ
リ［
6
］っ
て
言
う
、砂
に
な
っ
て
山
が

崩
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
中
に
ウ
ド
が
出
て
く
る
ん
で
す
。

S
─
へ
ー
。

妻
─
だ
か
ら
、そ
こ
の
中
を
掘
っ
て
行
く
と
、白
い
ウ
ド
が
真
っ
す
ぐ
に
生
え

て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
は
ト
ン
ネ
ル
で
作
っ
て
い
る
で
し
ょ
、ウ
ド
、白
い
の
。

あ
ん
な
風
な
の
。
そ
れ
も
ね
、自
然
の
山
の
あ
れ
だ
か
ら
、香
り
が
い
い
ん
で

す
よ
。
全
然
違
い
ま
す
よ
。

S
─
今
は
も
う
松
木
に
は
生
え
て
い
な
い
ん
で
す
か
ね
？

妻
─
今
は
も
う
ね
、無
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
絶
え
ち
ゃ
っ
た
の
。
み
ん
な
採
り

に
行
っ
た
り
な
ん
か
し
て
ね
、根
を
み
ん
な
持
っ
て
来
ち
ゃ
う
人
が
い
る
ん

で
す
よ
。

S
─
そ
う
な
ん
だ
。

夫
─
芽
が
い
く
ら
か
吹
い
た
か
ら
、

妻
─
そ
れ
で
ほ
ら
、今
度
は
山
の
緑
化
が
進
ん
だ
で
し
ょ
。
そ
れ
な
ん
で
あ



11 │Question 1│チョリチョリって、どういう意味ですか？

か
っ
た
も
ん
ね
。

Fb
─
茶
色
か
っ
た
も
ん
ね
。

Fa
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
今
行
く
と
青
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
？

N
─
天
皇
陛
下
も
青
く
な
っ
て
い
る
の
を
見
に
来
ま
す
も
ん
ね［
8
］。

Fa
─
ど
の
く
ら
い
青
く
な
っ
て
い
る
か
を
ね
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
コ
ン
パ
ク
ト
に
感
じ
る
足
尾
の
中
だ
け
れ
ど
、住
民
同
士
の「
同
じ
足

尾
で
も
」わ
か
ら
な
い
場
所
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
住
ん
で
い
る
人
の
感
覚
の

よ
う
だ
。
各
地
区
で
日
常
生
活
が
事
足
り
て
い
た
の
だ
と
思
う
し
、煙
が
溜

ま
る
所
と
溜
ま
り
に
く
い
場
所
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
た
ん
だ
な
、と
地
図

を
見
な
が
ら
想
像
す
る
。

N
─
足
尾
に
来
て
、住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
う
ち
に
、煙
害
が
ひ

ど
か
っ
た
地
域
と
そ
う
で
も
な
か
っ
た
地
域
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
っ
た
。ま
た
、昔
の
写
真
を
見
る
と
、い
か
に
足
尾
に
緑
が
戻
っ
た
か
が
わ
か

る
。
昭
和
30
年
に
導
入
さ
れ
、多
く
の
女
性
が
活
躍
し
た
植
生
盤
に
よ
る
緑

化
に
関
す
る
聞
き
取
り
も
も
っ
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

公
害
の
足
尾
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

﹇
2
0
1
4
年
8
月
20
日
、M
、志
村
、中
山
、好
井
、Pa
、Pb
﹈

公
害
に
関
し
て
聞
き
た
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、①
生
活
の
中
に
あ
っ
た
風
景

や
感
じ
た
こ
と
、②
銅
山
従
事
者
と
し
て
公
害
に
ど
う
向
き
合
い
感
じ
て

い
た
の
か
、の
2
点
。
閉
山
後
も
銅
山
関
係
で
働
い
て
い
た
方
と
、足
尾
育

ち
の
市
職
員
2
人
も
加
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、昭
和

30
年
代
か
ら
閉
山
あ
た
り
ま
で
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
。

S
─
私
が
足
尾
に
来
る
前
は
ど
う
し
て
も
教
科
書
の＂
公
害
の
足
尾
＂っ
て

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
て
、実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
来
て

み
た
ん
で
す
ね
。
煙
が
町
に
来
た
時
に
野
菜
と
い
う
か
、植
物
に
新
聞
紙

を
被
せ
た
っ
て
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、子
供
の
時
の
ご

記
憶
で
あ
り
ま
す
か
？

M
─
結
局
、も
う
煙
が
せ
め
て
来
る
っ
て
い
う
の
は
わ
か
る
ん
で
す
よ
。
も

う
、あ
の
、い
る
と
。

S
─
え
っ
と
、そ
れ
は
煙
に
色
と
か
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す
か
？

M
─
製
錬
の
方
か
ら
風
に
乗
っ
て
、う
ん
。
や
っ
ぱ
り
植
木
な
ん
か
大
事
に

す
る
人
は
多
分
そ
う
い
う
風
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
だ
よ
な
。

S
─
や
っ
ぱ
り
チ
ョ
リ
チ
ョ
リ
に
な
っ
ち
ゃ
う
？

M
─
あ
の
、喉
な
ん
か
や
ら
れ
た
り
な
ん
か
。
う
ん
。
だ
け
ど
我
々
が
物
心

つ
い
た
昭
和
30
年
代
は
も
う
そ
う
い
う
の
は
な
か
っ
た
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
の

前
が
凄
か
っ
た
ん
だ
。
う
ん
。
だ
か
ら
通
洞
あ
た
り
は
結
局
ハ
ゲ
山
に
は
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
。
う
ん
。

Pa
─
た
ま
た
ま
山
が
ガ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

S
─
や
っ
ぱ
り
本
山
に
向
か
っ
て
の
エ
リ
ア
な
ん
で
す
ね［
9
］。

10

重
な
り
美
味
し
い
ウ
ド
が
芽
生
え
、砂
利
山
を
這
っ
て
ウ
ド
を
採
り
に
行
く

風
景
も
あ
っ
た
ん
だ
…
と
、驚
き
。そ
し
て
何
よ
り
、本
当
に
楽
し
そ
う
に
、

美
味
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
た
め
、松
木
の
ウ
ド
を
食
べ
て
み
た
か
っ
た
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

煙
に
慣
れ
る

﹇
2
0
1
4
年
5
月
19
日
─
Fa
、Fb
、Fc(

Fa
の
娘)

、志
村
、中
山
﹈

商
店
出
身
の
幼
な
じ
み
の
お
二
人
。
町
部［
7
］か
ら
み
た
、銅
山
の
社
宅
暮

ら
し
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
。
現
在
80
代
の
お
二
人
の
話
に
、片
方
の
娘
さ
ん

と
私
た
ち
が
加
わ
り
、昭
和
30
～
40
年
代
の
様
子
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
。

S
─
ハ
ゲ
山
に
つ
い
て
の
話
を
伺
う
と
、子
供
が
山
に
遊
び
に
行
っ
て
も
草

が
生
え
て
い
な
い
か
ら
姿
が
す
ぐ
見
え
て
安
心
し
た
と
か
、煙
が
来
た
時

に
新
聞
紙
を
植
物
に
か
け
て
い
た
と
い
う
の
も
聞
い
た
の
で
す
け
れ
ど
、そ

う
い
う
の
っ
て
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

Fa
─
そ
う
い
う
風
に
し
な
い
と
。
朝
、煙
が
流
れ
て
く
る
ん
だ
よ
ね
。

Fb
─
製
錬
の
煙
が
朝
に
町
部
に
来
ん
で
す
よ
ね
。

Fa
─
で
ね
、み
ん
な
ね
、何
か
作
り
物
を
し
て
い
る
人
は
、み
ん
な
植
物
に

新
聞
を
か
け
た
ん
で
す
よ
ね
。

Fb
─
新
聞
を
か
け
た
っ
て
ね
、隙
間
か
ら
煙
は
入
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
、そ

れ
で
も
い
く
ら
か
違
う
ん
で
ね
。

Fa
─
私
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
。

Fb
─
花
の
咲
い
て
い
る
人
は
み
ん
な
ね
、そ
う
い
う
の
や
っ
た
。

Fc
─
私
の
小
ち
ゃ
い
時
の
昭
和
40
年
代
前
半
も
や
っ
た
。

S
─
あ
、じ
ゃ
あ
結
構
最
近
ま
で
の
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

Fc
─
い
や
あ
、だ
い
ぶ
前
だ
よ
、ハ
ハ
。

S
─
や
っ
ぱ
り
今
の
山
の
風
景
と
は
違
う
ん
で
す
か
？

Fa
─
全
然
違
う
。
あ
の
ね
、町
部
は
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。

Fb
─
赤
倉
、製
錬
の
近
所
で
す
ね
、あ
の
ハ
ゲ
山
見
る
と
ね
。

Fa
─
私
ね
結
婚
し
た
昭
和
31
年
に
ね
、嫁
ぎ
先
の
関
係
で
赤
倉
に
行
っ
て

1
週
間
暮
ら
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、も
う
煙
で
ね
。
初
め
て
、同
じ
足

尾
に
い
て
も
ね
、も
う
真
紫
、煙
が
。
も
う
喉
が
痛
く
て
痛
く
て
、い
ら
れ

な
く
て
さ
。1
週
間
だ
か
ら
我
慢
し
て
い
ら
れ
た
け
れ
ど
、私
、そ
う
じ
ゃ

な
け
れ
ば
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
、あ
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
は
そ
れ
が
普

通
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

Fb
─
で
も
、赤
倉
に
1
週
間
い
た
ん
だ
。

Fa
─
1
週
間
い
た
ん
だ
よ
、お
勤
め
、お
勤
め
。ハ
ハ
。
お
勤
め
の
意
味
で
い

た
の
よ
。
そ
れ
で
ね
、子
供
の
時
か
ら
そ
こ
に
い
た
人
は
も
う
、平
気
ね
。

や
っ
ぱ
り
そ
の
嫁
ぎ
先
に
住
ん
で
い
た
子
供
は
煙
が
平
気
で
す
よ
。
や
っ
ぱ

り
慣
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

S
─
そ
う
い
う
の
あ
っ
た
ん
だ
。

Fa
─
だ
か
ら
あ
の
辺
の
山
は
ま
る
っ
き
り
の
ハ
ゲ
山
。
草
一
本
生
え
て
い
な
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M
─
田
元
交
差
点
か
ら
本
山
の
方
は
、そ
ん
な
に
酷
い
所
は
な
か
っ
た
ね
。

Pb
─
た
だ
、や
っ
ぱ
り
自
溶
製
錬
が
31
年
に
出
来
た［
10
］
後
の
俺
が
小
学

校
低
学
年
の
頃
だ
か
ら
、そ
の
30
年
代
の
後
半
く
ら
い
に
は
松
原
ま
で
煙

が
来
て
。
や
は
り
喉
が
痛
い
、目
が
痛
い
と
い
う
の
が
、そ
う
い
う
日
が
年
に

2
、3
回
。

S
─
そ
う
い
う
じ
ゃ
あ
、年
に
2
、3
回
の
そ
う
い
う
煙
が
町
部
ま
で
来
る

時
っ
て
い
う
の
は
、例
え
ば
通
常
よ
り
も
多
く
作
業
し
て
い
た
と
か
？

Pa
─
ガ
ス
抜
き
し
て
い
た
。
新
聞
に
も
載
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も［
11
］。

S
─
ち
な
み
に
他
所
か
ら
足
尾
を
見
る
と
、ど
う
し
て
も＂
公
害
＂っ
て
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
っ

て
、例
え
ば
M
さ
ん
が
働
い
て
い
た
頃
に
は
浸
透
し
て
い
た
ん
で
す
か
ね
？

M
─
別
に
従
業
員
の
中
で
は
、公
害
に
対
す
る
意
識
っ
て
い
う
の
は
た
だ
も

う
。そ
の
、閉
山
に
な
っ
て
か
ら
の
方
が
騒
ぎ
始
ま
っ
た
か
ら
、そ
う
い
う
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
で
。

S
─
あ
、閉
山
以
降
に
？

M
─
う
ん
。
閉
山
前
っ
て
い
う
の
は
そ
ん
な
に
大
き
な
騒
ぎ
っ
て
い
う
の
は

無
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
田
中
正
造
さ
ん
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
の
は
、

閉
山
の
頃
の
従
業
員
っ
て
い
う
の
は
、そ
ん
な
あ
れ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

そ
の
当
時
は
。
閉
山
に
な
っ
て
か
ら
、こ
う
い
ろ
い
ろ
大
き
な
騒
ぎ
が
だ
ん
だ

ん
だ
ん
だ
ん
出
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
ね
。
そ
う
だ
よ
ね
、閉
山
前
、そ

ん
な
に
大
騒
ぎ
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
ね
。

Pb
─
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
の
煙
、製
錬
の
煙
に
し
て
も
、親
父
は
製
錬

だ
っ
た
か
ら
別
に
そ
の
、﹁
あ
あ
今
日
は
煙
が
酷
い
ね
﹂く
ら
い
の
話
し
か
。

M
─
な
い
ね
。

Pb
─
会
社
が
悪
い
と
か
そ
う
い
う
認
識
は
な
い
で
す
ね
。

Pa
─
そ
れ
が
日
常
だ
か
ら
。

M
─
我
々
だ
っ
て
、全
然
公
害
が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
、全
然
そ
の
、考
え

た
こ
と
な
い
も
ん
。
も
う
、な
ん
て
言
う
の
か
な
、地
域
に
密
着
し
て
住
ん

じ
ゃ
っ
て
い
る
か
ら
さ
ほ
ど
ね
、う
ん
。
大
騒
ぎ
し
な
い
け
れ
ど
も
。
逆
に
閉

山
に
な
っ
て
か
ら
マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぎ
始
ま
っ
た
か
ら
、余
計
に
そ
う
い
う
風
に

な
っ
て
き
て
。

Pb
─
松
木
の
山
自
体
、M
さ
ん
に
し
て
も
俺
に
し
て
も
、も
う
生
ま
れ
た

時
か
ら
、

M
─
あ
あ
い
う
ん
だ
か
ら
。

Pb
─
え
え
、い
わ
ゆ
る
荒
廃
の
、ハ
ゲ
山
だ
っ
た
か
ら
。
そ
れ
が
当
た
り
前
。

M
─
そ
う
い
う
感
覚
が
な
い
も
ん
ね
。

Pb
─
そ
う
で
す
よ
ね
。

Pa
─
山
の
絵
を
書
け
ば
皆
茶
色
い
色
。
⋮
⋮

M
─﹁
何
騒
い
で
い
る
ん
だ
﹂っ
て
、最
初
は
、ハ
ハ
。
何
で
そ
ん
な
大
騒
ぎ
す

る
ん
だ
ろ
う
っ
て
い
う
。
た
だ
ね
、
下
流
方
面
で
そ
う
い
う
風
に
大
騒
ぎ

し
た
っ
て
い
う
の
は
、そ
う
い
う
の
は
ま
だ
耳
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
我
々
に

は
。
う
ん
、だ
か
ら
さ
ほ
ど
、そ
の
公
害
に
対
す
る
そ
う
い
う
考
え
っ
て
い
う

12

上：松木ダム 昭和35年。下：早春の釣り。芝の沢の下の川
（伊東信撮影）
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Pa
─
大
黒
橋
の
合
流
付
近
か
ら
が
渡
良
瀬
川
っ
て
呼
ん
で
い
た
か
ら
。

D
─
う
ん
、そ
う
そ
う

S
─
じ
ゃ
あ
、神
子
内
の
方
は
違
う
？

Pb
─
ま
あ
、わ
ざ
わ
ざ
渡
良
瀬
川
で
泳
が
な
く
て
も
、神
子
内
川
に
し
て

も
内
の
篭
川
、そ
う
い
う
綺
麗
で
淵
の
あ
る
川
が
か
な
り
あ
っ
た
か
ら
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
足
尾
に
来
た
当
初
、町
部
か
ら
見
え
る
渡
良
瀬
川
は
透
明
で
綺
麗
に

見
え
た
け
れ
ど
、「
人
が
住
ん
で
い
る
所
の
水
で
は
誰
も
遊
ば
な
い
」と
教

え
て
も
ら
い
、「
足
尾
の
人
は
、ど
ん
だ
け
綺
麗
な
水
で
遊
ぶ
ん
だ
！
」と
驚

い
た
。
昔
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
川
の
境
目
の
話
が
、少
し
は
今
に
も
影
響
し

て
い
る
の
か
も
…
…
。
公
害
に
つ
い
て
騒
ぐ
つ
も
り
は
な
い
と
言
い
つ
つ
も
、

川
の
泳
ぎ
分
け
の
例
の
よ
う
に
確
か
に
生
活
の
中
で
の
意
識
は
あ
っ
た
。
改

め
て
公
害
を
考
え
て
み
る
と
、他
に
も
何
か
思
い
浮
か
び
そ
う
だ
し
、ず
っ

と
住
み
続
け
て
い
る
と
公
害
を
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

N
─
住
ん
で
い
る
と「
あ
た
り
ま
え
」で
疑
う
こ
と
も
な
く
慣
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。
社
宅
で
は
電
気
、水
道
代
が
タ
ダ
で
あ
っ
た
の

だ
が「
今
で
も
時
々
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
し
ま
う
」と
い
う
声
を
多

く
聞
く
。
企
業
城
下
町
で
あ
っ
た
足
尾
の
人
々
特
有
の
慣
れ
は
、奥
が
深
く

と
て
も
興
味
深
い
。

1 

睦
奥
宗
光
の
次
男﹁
潤
吉
﹂が
古
河
市
兵
衛
の
養
子
に
な
っ
た
こ
と
が
縁
で
、睦
奥
宗
光
の
別
邸
を
柏
木
平
に
移
築
し
た
。
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
。

2 

﹁
白
い
煙
﹂が
襲
う＂
公
害
の
原
点
＂い
ま
も
な
お
﹂﹃
朝
日
新
聞
﹄昭
和
46︵
1
9
7
1
︶年
10
月
1
日
金
曜
日 

栃
木
県
版
。

3 

高
原
木
、安
蘇
沢
な
ど
、足
尾
か
ら
中
禅
寺
湖
に
向
か
う
エ
リ
ア
な
ど
を
指
す
。

4 

銅
親
水
公
園
か
ら
松
木
エ
リ
ア
に
向
け
て
の
道
に
は
、足
尾
砂
防
え
ん
堤
上
流
工
事
用
道
路
の
ゲ
ー
ト
が
あ
り
、一
般
車
両
は
通
行
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。

5 

昭
和
60
年
代
く
ら
い
ま
で
は
、小
学
校
の
遠
足
は
、松
木
か
ら
中
禅
寺
湖
ま
で
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
定
番
だ
っ
た
。
往
復
8
時
間
の
道
の
り
。

6 

＂
硑︵
ず
り
︶。
本
来
の
意
味
は
廃
石
の
こ
と
だ
が
、粗
鉱
を
含
め
た
発
破
で
起
才
し
た
も
の
全
般
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。＂︵ 

村
上
安
正
、﹃
足
尾
銅
山
史
﹄、随
想
舎
、2
0
0
6
年
、6
0
0
頁
︶

7 

銅
山
関
連
施
設
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
社
宅
や
三
養
会
エ
リ
ア
以
外
の
商
店
街
エ
リ
ア
の
こ
と
を
町
部
と
呼
ぶ
。
赤
倉
、松
原
、赤
沢
な
ど
。

8 

平
成
26
年
5
月
21
、22
日
に
天
皇
、皇
后
両
陛
下
が
1
泊
2
日
の
日
程
で
栃
木
県
と
群
馬
県
を
訪
問
。22
日
に
は
足
尾
の
銅
親
水
公
園
や
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、松
木
地
区
の
緑
化
を
ご
覧
に
な
っ
た
。

9 

田
元
の
交
差
点
か
ら
松
木
に
向
か
っ
て
の
、間
藤
、赤
倉
な
ど
の
エ
リ
ア
を
指
す
。

10 

昭
和
31︵
1
9
5
6
︶年
、﹁
自
溶
製
錬
法
﹂、﹁
電
気
集
塵
法
﹂、﹁
接
触
脱
硫
法
﹂を
応
用
し
た
脱
硫
技
術
を
世
界
で
初
め
て
実
用
化
し
、従
来
に
比
べ
亜
硫
酸
ガ
ス
の
大
幅
な
排
出
削
減
に
成
功
。

11 

2
の
新
聞
記
事
の
こ
と
。

14

の
は
全
然
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
ね
。
こ
れ
で
食
べ
て
き
た
ん
だ
も
ん
ね
。

う
ん
。
た
だ
後
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
く
と
、あ
、酷
い
こ
と
も
や
っ
た
ん
だ

な
、
っ
う
感
覚
は
あ
る
け
れ
ど
も
ね
。
今
は
ね
。

Pa
─
下
流
は
水
の
害
。
鉱
毒
で
、地
元
は
煙
の
害
。⋮
⋮

M
─
ま
あ
、と
り
あ
え
ず
足
尾
の
人
間
な
ん
て
い
う
の
は
、さ
ほ
ど
公
害
に

対
し
て
の
考
え
は
誰
に
し
ろ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
よ
。
う
ん
。

Pa
─
で
も
、神
子
内
川
で
は
泳
い
だ
け
れ
ど
も
、渡
良
瀬
川
で
は
絶
対
泳

が
な
か
っ
た
ね
。ハ
ハ
。

M
─
だ
か
ら
そ
れ
は
ね
、徹
底
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ね
、足
尾
の
人
間
は
や

ら
な
い
。

S
─
え
、そ
れ
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
か
？

M
─
結
局
、松
木
沢
、久
蔵
沢
と
仁
田
元
沢
や
、本
山
の
出
川
が
本
山
の

横
を
通
っ
て
流
れ
て
来
て
い
る
だ
ろ
。
で
あ
の
、神
子
内
川
は
あ
の
渡
良
瀬

の
所
で
合
流
し
て
い
る
わ
け
。
で
、だ
か
ら
そ
の
渡
良
瀬
の
三
養
会
の
下

の
所
で
は
泳
ぐ
け
れ
ど
も
、合
流
地
点
は
そ
の
公
害
関
係
の
水
が
混
ざ
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
で
、そ
の
下
か
ら
ず
っ
と
こ
こ
ま
で
は
、

Pa
─
誰
も
泳
が
な
い
。

S
─
そ
う
い
う
も
の
だ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

親
と
か
か
ら

教
え
ら
れ
て
、﹁
じ
ゃ
あ
、そ
の
川
で
泳
ぐ
の
は
や
め
よ
う
﹂っ
て
い
う
風
に

な
っ
て
い
た
？

M
─
向
原
の
川
の
、川
の
近
く
ま
で
は
皆
、川
遊
び
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、

渡
良
瀬
川
の
近
く
は
や
ら
な
い
。

Pa
─
ダ
ム
よ
り
上
は
泳
い
で
い
た
。

M
─
そ
う
そ
う
。

S
─
そ
う
す
る
と
、や
っ
ぱ
り
本
山
エ
リ
ア
の
人
た
ち
っ
て
い
う
の
は
、ま

さ
に
煙
も
だ
し
、
川
の
水
も
泳
ぐ
の
は
控
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
、と
な
り

ま
す
よ
ね
？

M
─
だ
か
ら
、本
山
関
係
の
人
ら
は
山
を
越
え
て
庚
申
川
に
遊
び
に
行
く

ん
だ
よ
ね
。

Pa
─
舟
石
を
越
え
て
、旧
林
道
。

Pb
─
昔
の
写
真
を
見
る
と
、松
木
で
泳
い
で
い
た
子
供
の
写
真
な
ん
か
が

結
構
あ
る
。

M
─
松
木
エ
リ
ア
に
あ
る
松
木
沢
、久
蔵
沢
、仁
田
元
沢
の
3
つ
の
川
が
流

れ
て
い
る
所
で
良
く
遊
ん
で
い
た
も
の
。

Pa
─
あ
そ
こ
は
、ゲ
ー
ト
が
で
き
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
も
の
。

M
─
そ
う
そ
う
、魚
釣
り
な
ん
か
も
み
ん
な
入
っ
た
ん
だ
か
ら
。
あ
そ
こ
。

Pb
─
だ
か
ら
煙
害
は
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、河
川
の
影
響
っ
て
い
う
の
は

そ
れ
ほ
ど
無
か
っ
た
の
か
な
。

M
─
沢
釣
り
の
人
は
随
分
入
っ
た
だ
ろ
う
ね
、子
供
は
ガ
ラ
ス
箱
と
ヤ
ス

で
カ
ジ
カ
や
イ
ワ
ナ
、ヤ
マ
メ
釣
り
を
し
て
遊
ん
で
い
た
か
ら
ね
。⋮
⋮

我
々
は
た
だ
、﹁
渡
良
瀬
川
っ
て
い
う
の
は
泳
ぐ
所
じ
ゃ
な
い
よ
﹂っ
て
い
う
、

そ
う
い
う
感
覚
は
小
さ
い
頃
か
ら
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
。
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坑
内
っ
て
ど
ん
な
場
所
な
の
で
す
か
？

観光用新坑口工事中出口
昭和54年10月20日（伊東信撮影） 16

足
尾
小
話「
お
客
さ
ん
か
ら
の
お
土
産
」

昭
和
20
～
30
年
頃
に
子
供
だ
っ
た
方
か
ら
見
た
、古
河
に
勤

め
て
い
た
お
父
さ
ん
の
お
客
さ
ん
の
話
。

M
─
足
尾
で
は
、水
力
発
電
を
自
前
で
持
っ
て
い
た
わ
け
だ

か
ら
、他
か
ら
の
電
気
を
使
わ
ず
に
銅
山
運
営
や
っ
て
い
た

か
ら
ね
。

S
─
そ
う
い
う
よ
う
な
技
術
を
駆
使
し
た
こ
と
を
足
尾
で

ず
っ
と
や
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。そ
ん
な
風
景
っ
て
、生
活
に

も
染
み
付
い
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、大
学
で
足

尾
を
離
れ
た
頃
に
、足
尾
の
特
殊
性
な
ど
を
他
所
に
行
っ
て

改
め
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
？

M
─
な
ん
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な
、足
尾
に
集
ま
っ
た
職
員
集

団
み
た
い
な
⋮
⋮
。つ
ま
り
、古
河
で
働
い
て
い
る
人
は
、東

大
卒
と
か
旧
帝
大
系
を
出
た
優
秀
な
人
た
ち
が
う
じ
ゃ
う

じ
ゃ
い
た
ん
だ
よ
、い
っ
ぱ
い
。
私
の
子
供
の
頃
は
ね
。
う
ち
の

親
父
も
古
河
で
働
い
て
い
た
ん
だ
け
ど
、そ
う
す
る
と
、た

ま
た
ま
こ
こ
の
家
に
そ
う
い
う
人
た
ち
が
酒
飲
み
に
な
ん
か

よ
く
来
て
い
て
。
だ
か
ら
ね
、多
分
栃
木
県
内
で
は
、当
時
の

我
々
の
子
供
だ
っ
た
頃
の
足
尾
の
社
会
っ
て
い
う
の
は
、も
の

凄
く
ハ
イ
ソ
サ
エ
テ
ィ
だ
っ
た
と
思
う
よ
。
俺
は
。

S
─
き
っ
と
話
し
て
い
る
内
容
も
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

M
─
当
然
。
で
、連
中
は
東
京
か
ら
来
る
わ
け
だ
か
ら
、お

土
産
に
持
っ
て
く
る
も
の
は
ね
、子
供
が
い
っ
ぱ
い
い
る
家
っ
て

い
う
の
を
知
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
そ
れ
で
そ
の
人
た
ち
が
来
る

と
、も
う
と
て
も
我
々
が
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
も

の
な
ん
だ
な
、お
土
産
が
。

S
─
な
ん
で
す
か
、そ
れ
、例
え
ば
？

M
─
例
え
ば
、私
が
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
ね
、鉛

筆
あ
る
だ
ろ
。
鉛
筆
1
ダ
ー
ス
。
俺
の
名
前
が
打
た
れ
て
い

る
わ
け
だ
よ
。

S
─
あ
ー
、な
る
ほ
ど
。

M
─
名
前
入
り
の
鉛
筆
。

S
─
あ
ー
、版
が
押
し
て
あ
っ
て
金
と
か
で
名
前
が
書
い
て
い

る
や
つ
で
す
ね
。

M
─
そ
う
そ
う
そ
う
。あ
ん
な
の
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
だ
ぞ
。

S
─
た
し
か
に
昭
和
20
年
代
の
話
で
す
も
ん
ね
。﹁
凄
い

な
﹂っ
て
な
り
ま
す
よ
ね
。

M
─
う
ん
。
そ
れ
か
ら
、今
は
こ
ん
な
の
あ
た
り
ま
え
だ
け

れ
ど
も
、電
気
の
湯
沸
か
し
器
と
か
ね
、

S
─
そ
う
い
う
の
、当
時
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

M
─
こ
の
間
、
子
供
の
家
に
行
っ
た
ら
電
気
湯
沸
か
し
器

が
あ
っ
て﹁
こ
れ
、お
父
さ
ん
す
ぐ
沸
く
ん
だ
よ
﹂な
ん
て
ね
。

﹁
こ
ん
な
陶
器
の
お
皿
に
置
く
と
す
ぐ
沸
け
ち
ゃ
う
ん
だ

よ
﹂っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、あ
ん
な
の
俺
た
ち
が
ガ
キ
の
頃
に

あ
っ
た
よ
。

S
─
ハ
ハ
。
で
も
、そ
う
い
う
の
が
お
土
産
で
⋮
⋮
。へ
ー
、凄

い
な
。

M
─
で
、だ
っ
て
我
々
が
子
供
の
頃
、も
う
コ
ー
ヒ
ー
沸
か
し

て
飲
ん
で
い
た
も
ん
な
。

S
─
そ
う
な
ん
で
す
か
、な
ん
か
コ
ー
ヒ
ー
と
か
結
構
、ど
の

く
ら
い
の
世
代
だ
っ
た
か
わ
か
ん
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、や
っ

ぱ
お
洒
落
な
も
の
と
か
、結
構
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
時
代
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
。

M
─
多
分
、私
は
昭
和
18
年
生
ま
れ
だ
け
ど
、そ
の
頃
、ま

さ
し
く
小
学
校
の
低
学
年
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、そ
の
こ
ろ

に
、パ
ー
コ
レ
ー
タ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
て
い
た
家
な
ん
て
な
い

ぞ
、あ
ん
ま
り
。

S
─
ハ
ハ
ハ
、凄
い
な
あ
。

M
─
そ
れ
は
ね
、全
部
ね
、そ
う
い
う
人
た
ち
が
文
化
を
持

ち
込
ん
だ
わ
け
だ
。

S
─
は
ー
、そ
う
い
う
人
た
ち
が
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
、使
い

方
や
楽
し
み
方
と
か
、そ
う
い
う
の
を
全
部
。

M
─
そ
れ
か
ら
そ
う
い
う
人
た
ち
が
話
し
て
い
る
内
容
を
、

そ
れ
と
な
く
、こ
う
い
う
小
さ
い
家
だ
か
ら
全
部
話
が
聞
こ

え
る
わ
け
だ
わ
な
。
全
部
。
そ
の
内
容
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
い

う
か
ね
。
だ
か
ら
、そ
う
い
う
風
土
と
い
う
の
は
、も
う
、そ
の

門
前
の
小
僧
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、結
局
、染
み
付
く
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。
自
然
と
。

S
─
な
る
ほ
ど
。

M
─
そ
れ
と
、今
思
え
ば
、そ
ん
な
人
た
ち
は
足
尾
に
来
る

の
に
東
京
か
ら
自
家
用
車
で
自
ら
運
転
し
て
来
る
ん
だ
よ

な
。
車
種
は
何
だ
っ
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、時
代
か
ら

推
測
す
る
と
、ル
ノ
ー
か
オ
ー
ス
チ
ン
、あ
る
い
は
ヒ
ル
マ
ン
あ

た
り
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
。
子
供
な
が
ら
に
、そ

ん
な
自
家
用
車
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
走
り
回
っ
て
い
る
東
京
っ
て

ど
ん
な
所
な
ん
だ
ろ
う
⋮
⋮
、と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
の

を
覚
え
て
い
る
よ
。
東
京
に
一
度
行
っ
て
み
た
い
な
っ
て
ね
。
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く
出
て
い
く
ん
で
す
よ
。一
日
は
間
違
い
な
く
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。﹁
今

日
一
日
だ
っ
て
﹂
言
っ
て
、い
つ
も
よ
り
1
時
間
く
ら
い
早
く
出
て
、そ
れ
で

ち
ゃ
ん
と
お
神
酒
か
な
に
か
を
や
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
見
た
こ
と
は
な
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

弟
─
そ
れ
は
坑
内
に
あ
る
ん
か
ね
？

兄
─
坑
内
の
入
り
口
か
な
？ 

坑
内
の
入
り
口
か
何
か
に
、ち
ゃ
ん
と
朝
、

毎
日
一
応
は
お
参
り
は
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、月
一
は
ち
ゃ
ん
と
し

て
い
た
。
今
日
は
お
参
り
っ
て
感
じ
で
、服
装
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
行
っ
て
い
ま

し
た
ね
。
ネ
ク
タ
イ
な
ん
か
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
。
あ
の
普

通
の
人
は
、服
装
は
鉱
員
だ
か
ら
作
業
服
で
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、普
通
の
服
を
着
て
行
っ
た
か
ら
。
ネ
ク
タ
イ
ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど

も
、そ
の
日
だ
け
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
だ
、な
ん
か
ね
。

S
─
そ
ん
な
話
は
初
め
て
で
す
ね
。

兄
─
月
一
、一
日
っ
て
い
う
の
は
僕
は
記
憶
に
あ
り
ま
す
ね
。
な
ん
か
、お
袋

な
ん
か
も
弁
当
を
作
っ
た
り
す
る
の
が
あ
る
か
ら
、早
く
か
ら
や
っ
て
い
た

み
た
い
で
す
ね
、そ
う
い
う
の
は
。

N
─
あ
、ち
な
み
に
お
弁
当
の
内
容
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い
う
の
だ
っ
た
ん

で
す
か
？

S
─
や
っ
ぱ
り
厚
い
弁
当
箱
な
ん
で
す
か
？

兄
─
あ
の
ね
、薄
く
な
る
の
は
ず
っ
と
後
で
す
よ
、足
尾
は
。

弟
─
俺
が
知
っ
て
い
る
の
は
薄
い
弁
当
箱
だ
っ
た
け
れ
ど
も
。

兄
─
あ
そ
う
、俺
の
頃
は
や
っ
ぱ
り
ド
カ
ベ
ン
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
よ
。

で
っ
か
い
や
つ
で
。
ド
カ
ベ
ン
で
す
よ
。

S
─
そ
れ
に
お
米
と
お
か
ず
な
ん
で
す
か
？

兄
─
一
緒
で
す
ね
。

弟
─
思
い
出
し
て
み
る
と
、イ
カ
の
塩
辛
を
梅
干
し
の
よ
う
に
お
弁
当
箱
の

真
ん
中
に
埋
め
た
お
か
ず
が
大
好
き
で
し
た
ね
。

S
─
ち
な
み
に
、ち
ょ
っ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
が
、事
故

の
情
報
は
社
宅
に
も
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
な
の
で
す
か
？
あ
ん
ま

り
子
供
だ
っ
た
か
ら
ご
記
憶
な
い
で
し
ょ
う
か
？

弟
─
俺
の
記
憶
だ
と
す
ぐ
わ
か
る
。
外
で
遊
ん
で
い
る
と
サ
イ
レ
ン
が
鳴

る
。
そ
う
す
る
と
周
り
の
大
人
た
ち
が
、ざ
わ
ざ
わ
ざ
わ
ざ
わ
す
る
。
す
る

と
誰
か
が
、﹁
あ
ー
だ
、こ
ー
だ
﹂っ
て
話
に
な
る
。サ
イ
レ
ン
っ
て
い
う
の
は
ね
、

毎
日
定
時
に
は
鳴
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
、鳴
ら
な
い
時
間
に
鳴
る
時
が

あ
る
ん
で
す
よ
ね
。そ
う
す
る
と
そ
う
い
う
落
盤
の
事
故
な
ん
で
す
よ
ね
。

兄
─
何
回
も
聞
い
た
こ
と
あ
る
。

弟
─
う
ん
あ
る
。
そ
ん
な
話
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
っ
て
い
う

か
、ま
あ
、あ
る
わ
ね
。
だ
か
ら
親
父
だ
っ
て
部
下
の
人
た
ち
に
は
よ
く
言
っ

て
い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、﹁
下
着
だ
け
は
綺
麗
に
し
て
お
き
な
さ
い
﹂っ
て
。

兄
─
何
が
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
に
ね
。
僕
も
そ
う
い
う
話
は
あ
っ
た
け
れ
ど

も
ね
、直
接
あ
っ
た
の
は
、僕
の
同
級
の
お
父
さ
ん
が
事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
話
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
や
っ
ぱ
り
葬
式
。
そ
の
葬
式
が
や
っ
ぱ
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坑
夫
の
お
父
さ
ん
の
仕
事

﹇
2
0
1
3
年
7
月
11
日
─
兄
、弟
、志
村
、中
山
﹈

昭
和
10
年
代
後
半
に
生
ま
れ
、昭
和
35
年
ま
で
足
尾
で
暮
ら
し
て
い
た
あ

る
ご
兄
弟
の
お
話
。
小
滝
坑
に
勤
め
て
い
た
お
父
さ
ん
の
仕
事
に
つ
い
て
、当

時
の
子
供
目
線
か
ら
覚
え
て
い
る
内
容
を
お
伺
い
し
た
。

S
─
お
父
さ
ん
に
、坑
夫
の
仕
事
の
こ
と
を
何
か
聞
い
て
い
ま
し
た
か
？ 
変

な
質
問
な
ん
で
す
け
ど
、﹁
仕
事
は
大
変
だ
﹂と
か
⋮
。

N
─
や
っ
ぱ
り
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
？

弟
─
ど
ん
な
感
じ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
私
も
自
分
の
子
供
に
は
、仕
事
の
話

を
全
然
し
て
な
い
か
ら
な
。ハ
ハ
。

兄
─
で
も
な
ん
か
楽
し
そ
う
に
、
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
割
と
す
ぐ
に
帰
宅

す
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
か
ね
。
そ
ん
な
に
締
め
上
げ
ら
れ
て
働
く
よ
う

な
感
じ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
⋮
⋮
で
も
ね
、

な
ん
か
働
い
て
い
る
時
間
は
短
そ
う
な
こ
と
言
っ
て
い
た
ね
。
坑
内
で
は
長

く
は
働
い
て
い
ら
れ
な
い
と
思
う
よ
。
朝
か
ら
晩
ま
で
ね
。
本
当
に
ま
と

も
に
働
い
た
ら
体
が
も
た
な
い
で
す
よ
ね
、き
っ
と
ね
。
だ
か
ら
、親
父
は

結
構
喜
ん
で
働
い
て
い
ま
し
た
よ
。
⋮
⋮
︵
省
略
︶
⋮
⋮
余
暇
と
か
娯

楽
、夏
の
日
の
長
い
時
は
仕
事
が
終
わ
る
と
野
球
、テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
ね
。
ま
た
、若
者
は
柔
道
、剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。
用
具
も
施

設
も
整
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は
や
っ
ぱ
り
神
様
っ
て
い
う
の
か
な
、足
尾
の

人
は
山
を
大
事
に
し
て
い
た
み
た
い
で
す
ね
。
月
1
回
は
親
父
も
朝
早

観
光
施
設
の
足
尾
銅
山
観
光［
1
］
で
は
全
長
1
2
3
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
坑
道
の
う
ち
7
0
0
m
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

先
は
柵
越
し
に
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
な
が
ら
ご
く
一
部
を
覗
く
こ
と
し
か
で
き
ず
、現
在
の
足
尾
し
か
知
ら
な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、

坑
内
は
遠
い
場
所
だ
。﹁
坑
内
に
は
野
球
場
く
ら
い
の
広
さ
の
空
間
が
あ
る
﹂﹁
坑
内
で
、奥
に
見
え
る
光
め
が
け
て
進
む
と
10
分

歩
い
て
も
、そ
の
光
に
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た
﹂な
ど
な
ど
、足
尾
の
人
か
ら
耳
に
す
る
坑
内
に
ま
つ
わ
る
話
は
、想
像
し
尽
く
せ
な

い
。
今
、実
際
に
坑
内
で
働
い
て
い
た
元
坑
夫
さ
ん［
2
］か
ら
直
接
話
を
聞
け
る
機
会
は
案
外
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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り
凄
い
ん
で
記
憶
に
あ
る
。
そ
れ
し
か
な
い
で
す
よ
。
葬
儀
に
は
、楽
団
の

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
入
る
ん
で
す
ね
、ブ
ラ
バ
ン
の
。
そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
。

S
─
そ
の
演
奏
は
や
っ
ぱ
り
、古
河
が
や
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
か
ね
？

兄
─
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
や
っ
て
く
れ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

弟
─
楽
団
っ
て
い
う
と
そ
れ
古
河
だ
。

兄
─
事
故
の
記
憶
と
い
え
ば
、そ
れ
一
つ
し
か
知
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
他
の
人
か
ら
も
教
え
て
も
ら
っ
た
葬
儀
の
話
題
と
通
じ
る
所
が
あ

る
。「
下
着
だ
け
は
綺
麗
に
し
な
さ
い
」と
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、山
の
神

様
を
大
事
に
し
て
い
た
と
い
う
習
慣
は
、理
屈
ど
う
の
こ
う
の
を
越
え
て
、

働
い
て
い
る
人
な
ら
で
は
の
感
覚
や
常
識
の
よ
う
に
感
じ
る
。

N
─
葬
式
に
古
河
の
楽
団
が
来
た
こ
と
に
驚
い
た
。
足
尾
に
来
て
、古
河

が
手
厚
い
福
利
厚
生
や
文
化
活
動
を
奨
励
し
た
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
。

付
属
の
学
校
や
病
院
も
あ
っ
た
し
、家
や
道
路
の
修
理
ま
で
行
っ
た
と
い

う
。ま
た
、運
動
会
や
お
祭
に
も
力
を
入
れ
、そ
れ
ら
の
写
真
を
見
る
と
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

カ
ン
テ
ラ
の
光

﹇
2
0
1
4
年
1
月
10
日
─
M
、志
村
、中
山
﹈

坑
内
の
道
具
の
一
つ
、カ
ン
テ
ラ［
3
］に
ま
つ
わ
る
お
話
。

S
─
カ
ン
テ
ラ
と
か
銅
山
の
道
具
一
式
っ
て
、や
っ
ぱ
り
皆
さ
ん
自
分
の
も
の

を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
か
？ 

当
時
働
い
て
い
た
人
は
？

M
─
カ
ン
テ
ラ
か
ら
始
ま
っ
て
、途
中
で
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ［
4
］に
な
っ
た
か

ら
。
カ
ン
テ
ラ
を
大
事
に
し
て
、ほ
と
ん
ど
の
家
が
あ
っ
た
か
も
し
ん
な
い

よ
。
だ
か
ら
、キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ
に
な
る
ま
で
は
、み
ん
な
カ
ン
テ
ラ
を
つ
け
て

行
っ
た
か
ら
、山
で
も
な
ん
で
も
。
男
体
山
行
く
の
で
も
、カ
ン
テ
ラ
で
行
っ

た
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
ん
だ
よ
ね
、﹁
足
尾
の
人
が
来
て
い
る
な
﹂な
ん
て
。

S
─
え
ー
。

M
─
も
う
、カ
ン
テ
ラ
の
光
が
違
う
か
ら
。﹁
お
お
、誰
だ
、あ
れ
は
？
﹂っ
て

全
然
違
う
か
ら
。こ
う
や
っ
て
、山
歩
い
て
い
る
と
、男
体
山
登
り
な
ん
て
、

﹁
あ
れ
、足
尾
の
人
か
？
﹂﹁
あ
れ
本
山
の
あ
れ
だ
よ
﹂っ
て
。

S
─
光
で
わ
か
る
っ
て
す
ご
い
。

N
─
カ
ン
テ
ラ
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
光
が
出
る
も
ん
な
ん
で
す
か
？

M
─
あ
れ
ね
、火
が
出
る
で
し
ょ
？
や
っ
ぱ
り
そ
の
ま
ま
じ
ゃ
駄
目
で
、や
っ

ぱ
り
照
り
返
し
っ
て
い
う
ん
か
ね
。

S
─
丸
い
部
分
の
こ
と
で
す
か
？

M
─
そ
れ
を
、自
分
で
作
る
ん
だ
よ
ね
。

S
─
へ
ー
、作
る
ん
で
す
か
。一
人
ひ
と
り
作
る
ん
で
す
か
？

M
─
自
分
で
照
り
返
し
み
た
い
な
の
を
作
る
の
さ
。
そ
れ
を
作
る
に
は
、電

話
の
ベ
ル
か
な
。
電
話
の
ベ
ル
な
ん
か
を
、ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
っ
て
叩
い
て
。
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す
よ
ね
。

M
─
中
に
は
10
人
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

S
─
10
人
も
乗
る
ん
だ
。

N
─
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
怪
我
、事
故
も
結
構
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

M
─
え
ー
、落
っ
こ
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
。
落
っ
こ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

S
─
落
っ
こ
ち
ち
ゃ
う
。

N
─
じ
ゃ
あ
、も
う
そ
う
し
た
ら
？

M
─
綱
が
切
れ
て
。

S
─
え
ー
、
怖
い
。
そ
う
す
る
と
も
う
全
員
で
す
よ
ね
。
一
気
に
本
当
に

4
5
0
メ
ー
ト
ル
と
か
。

M
─
そ
う
ね
、
最
初
に
3
0
0
メ
ー
ト
ル
。
そ
し
て
、
ま
た
違
う
所
に

1
5
0
メ
ー
ト
ル
下
に
行
く
か
ら
、4
5
0
メ
ー
ト
ル
地
下
。
足
尾
で
は
そ

こ
が
一
番
深
い
ね
。
落
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
の
は
た
ま
た
ま
だ
よ
ね
。
ブ
レ
ー
キ
が

あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、効
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
落
っ
こ
ち
て
ね
。

N
─
え
、じ
ゃ
あ
全
員
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
？ 

そ
の
事
故
の
時
は
？

M
─
い
や
あ
、そ
の
時
は
一
人
く
ら
い
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？

S
─
あ
と
は
怪
我
と
か
で
？

M
─
ぺ
っ
ち
ゃ
ん
こ
だ
よ
ね
。

S
─
や
ー
、怖
い
で
す
ね
、本
当
に
。
⋮

N
─
坑
内
で
の
、3
0
0
メ
ー
ト
ル
下
の
熱
さ
っ
て
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の

で
す
か
？

M
─
足
尾
で
は
一
番
下
が
、3
0
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
更
に
1
5
0
メ
ー
ト

ル
下
る
か
ら
合
計
4
5
0
メ
ー
ト
ル
。
坑
内
の
温
度
は
34
度
は
い
つ
で
も

で
、湿
気
が
凄
い
ん
だ
よ
ね
。

N
─
そ
う
す
る
と
、仕
事
も
何
時
間
も
出
来
な
い
で
す
よ
ね
？

M
─
も
う
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、時
間
で
。
長
時
間
動
く
こ
と
な
ん
て
、出

来
な
い
、出
来
な
い
。
で
、俺
ら
み
た
い
に
熱
い
所
で
働
く
時
は
7
時
間
。

普
通
の
所
は
8
時
間
働
く
。
下
は
7
時
間
で
、手
当
が
つ
く
ん
だ
よ
ね
。

だ
っ
て
熱
い
所
に
行
っ
て
い
る
か
ら
ね
、ハ
ハ
。
ク
ー
ラ
ー
が
坑
内
に
入
っ
て
い

る
ん
だ
け
れ
ど
、歩
く
廊
下
の
所
に
は
涼
し
さ
が
届
く
ん
だ
け
ど
、作
業
の

所
ま
で
は
届
か
な
い
ん
だ
よ
ね
。

N
─
で
も
、7
時
間
ず
っ
と
、そ
う
な
ん
で
す
か
？

M
─
い
や
あ
、仕
事
を
や
っ
て
い
る
の
は
12
時
半
く
ら
い
ま
で
だ
よ
。
そ
れ

以
上
は
や
ん
な
い
。
そ
の
後
は
飯
を
食
っ
て
帰
っ
て
く
る
よ
う
だ
か
ら
。
飯

を
食
っ
て
そ
れ
で﹁
あ
あ
、帰
ら
な
﹂っ
て
言
っ
て
、坑
口
に
2
時
に
出
て
く

る
と
、判
座
［
6
］
を
か
け
て
、風
呂
に
行
く
。

N
─
じ
ゃ
あ
、え
、ご
め
ん
な
さ
い
。
出
勤
が
何
時
で
す
か
？

M
─
7
時
。
坑
内
関
係
は
、朝
7
時
か
ら
始
ま
っ
て
、熱
い
所
で
仕
事
を
し

て
い
る
人
は
午
後
2
時
ま
で
。2
時
ま
で
に
坑
口
に
出
て
く
る
。
他
の
人

は
2
時
45
分
ま
で
。

N
─
で
、7
時
か
ら
2
時
間
く
ら
い
仕
事
を
し
て
、

M
─
ま
あ
、そ
れ
は
も
う
、そ
う
い
う
感
じ
で［
7
］。
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S
─
へ
ー
。

M
─
そ
れ
が
一
番
良
い
っ
て
。そ
れ
で
磨
く
ん
だ
よ
ね
。真
鍮
磨
き
っ
て
い
っ
て
。

S
─
磨
か
な
く
ち
ゃ
駄
目
な
ん
で
す
か
？

M
─
鏡
み
た
く
磨
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。

S
─
ち
ょ
っ
と
見
た
く
な
る
、そ
の
磨
い
て
い
る
姿
も
。

M
─
そ
れ
を
自
分
ら
で
、真
鍮
を
丸
く
切
っ
て
、真
鍮
の
板
が
あ
れ
ば
切
っ

て
、ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
て
突
く
の
。
そ
れ
を
、も
う
暇
さ
え
あ
れ
ば

外
し
て
こ
う
、中
で
も
仕
事
の
合
間
と
か
に
磨
く
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
は
自
分

の
あ
れ
だ
か
ら
、だ
か
ら
、﹁
何
メ
ー
タ
ー
先
ま
で
俺
の
は
見
れ
る
﹂と
か
。

S
─
や
っ
ぱ
り
上
手
い
人
は
、ず
っ
と
先
ま
で
見
れ
る
の
で
す
ね
。

M
─
あ
ん
ま
り
真
鍮
部
分
を
で
か
く
す
る
と
ね
、邪
魔
に
な
る
と
か
あ
る

け
れ
ど
も
。
本
当
に
ね
、パ
ー
ッ
と
明
る
く
、

S
─
凄
そ
う
！

［
お
話
を
聞
い
て
］ 
│

S
─
カ
ン
テ
ラ
が
懐
中
電
灯
の
よ
う
に
山
登
り
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
面
白
い
。
自
分
で
手
直
し
も
出
来
て
、案
外
使
い
や
す
い
の
で

は
。
他
の
人
も
、カ
ン
テ
ラ
の
中
に
入
れ
る
カ
ー
バ
イ
ト
で
火
遊
び
を
し

て
い
た
、と
い
う
話
も
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
か
ら
、一
般
的
な
道
具
だ
っ

た
よ
う
だ
。

N
─
手
作
り
の
カ
ン
テ
ラ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
愛
着
や
誇
り
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、カ
ン
テ
ラ
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、ま

た
閉
山
に
な
っ
て
か
ら
も
自
宅
で
大
切
に
し
て
い
る
方
が
多
く
、何
度
か

見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
っ
た
。

坑
内
の
職
場

﹇
2
0
1
4
年
9
月
18
日
─
M
、志
村
、中
山
﹈

坑
内
の
線
路
を
作
る
線
路
夫
だ
っ
た
方
の
お
話
。
閉
山
ま
で
の
坑
内
の
日

常
や
感
覚
。

S
─
な
ん
か
あ
の
、銅
山
観
光
と
か
で
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー［
5
］み
た
い
な
や

つ
を
見
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、あ
れ
に
乗
る
時
っ
て
、振
動
だ
っ
た
り

ス
ピ
ー
ド
も
結
構
早
い
ん
で
す
か
？

M
─
早
い
ね
。
遅
い
の
と
早
い
の
が
あ
る
。

S
─
あ
、遅
い
の
と
早
い
の
が
あ
る
ん
で
す
か
。

M
─
場
所
に
よ
っ
て
早
い
所
と
、遅
い
所
が
あ
る
。
ケ
ー
ジ
の
枠
が
見
え
る

ん
だ
か
ら
、枠
が
く
っつ
い
て
い
て
、枠
が
見
え
る
わ
け
だ
よ
。

S
─
結
構
怖
く
な
い
で
す
か
？

M
─
怖
く
は
な
い
。

S
─
怖
く
は
な
い
ん
で
す
か
。へ
ー
。

M
─
危
な
い
ん
だ
よ
ね
、手
な
ん
か
出
し
て
い
た
ら
や
ら
れ
ち
ゃ
う
。
だ
っ

て
、手
出
ち
ゃ
う
も
ん
。

S
─
で
す
よ
ね
。
本
当
に
あ
の
枠
の
中
に
ピ
タ
っ
と
収
ま
っ
て
動
く
ん
で
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俺
も
。
と
に
か
く
裸
だ
し
、本
当
は
お
っ
か
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
ね
。
熱
く
て

い
ら
れ
な
い
が
ね
。
便
所
場
も
あ
あ
い
う
、ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ
、坑
内

だ
か
ら
、ど
ぶ
。
ど
ぶ
が
流
れ
て
い
る
か
ら
、そ
こ
に
小
便
で
も
何
で
も
し

ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。
下
で
顔
洗
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

S
、N
─
え
ー
、

M
─
だ
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
が
ね
、分
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
。

S
─
全
部
一
緒
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

M
─
す
る
所
な
い
が
ね
、あ
ん
な
所
で
。

N
─
え
、あ
の
そ
う
い
う
下
水
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い
う
？

M
─
掛
樋
［
8
］っ
て
言
う
ん
だ
ね
、俺
ら
は
。
掛
樋
っ
て
、ど
ぶ
と
は
言
わ
な

い
ん
だ
よ
ね
。

S
─
で
も
、水
は
あ
れ
で
す
よ
ね
、き
っ
と
坑
内
か
ら
染
み
出
て
い
る
水
と

か
も
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
？

M
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
そ
う
い
う
の
も
流
れ
て
い
る
。
で
、飲
む
水
は
別
に

み
ん
な
持
っ
て
行
く
わ
け
。
鉱
車
の
中
に
水
を
入
れ
た
り
、パ
イ
プ
で
水
を

引
い
た
り
し
て
い
る
か
ら
、そ
う
い
う
の
は
大
丈
夫
だ
よ
ね
。
飲
ん
だ
り
食
っ

た
り
。
あ
と
は
ご
飯
食
う
の
は
電
熱
器
で
熱
せ
ら
れ
る
か
ら
。
坑
内
の
中

が
熱
い
か
ら
、パ
ン
ツ
一
丁
み
た
い
に
な
っ
て
仕
事
を
す
る
ん
だ
よ
ね
。
み
ん

な
ね
、熱
い
の
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
。こ
ん
な
長
ズ
ボ
ン
な
ん
か
着
て
い
た

ら
、動
け
な
い
よ
体
が
。

S
─
汗
で
多
分
濡
れ
ち
ゃ
っ
て
動
け
な
い
で
す
よ
ね
、服
が
。へ
ー
。
そ
う

な
ん
だ
。

⋮
⋮︵
省
略
︶
⋮
⋮

S
─
坑
内
で
の
事
故
の
話
も
聞
く
の
で
す
が
、事
故
っ
て
い
う
の
は
知
ら
な

い
う
ち
に
酸
素
が
無
く
な
っ
て
い
た
と
か
、そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

M
─
酸
素
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、ガ
ス
が
発
生
す
る
ん
だ
よ
ね
。
ガ
ス

が
、ガ
ス
で
死
ん
だ
人
も
い
る
し
。
あ
と
は
落
盤
っ
て
つ
き
も
の
だ
か
ら

ね
。
落
盤
。

N
─
一
番
多
い
の
は
落
盤
事
故
が
多
い
ん
で
す
か
？

M
─
そ
う
だ
ろ
う
ね
。
落
盤
は
多
い
。
そ
う
い
う
所
に
あ
ん
ま
り
行
か
な
い

け
れ
ど
も
ね
、落
盤
。

S
─
そ
う
い
う
、例
え
ば
落
盤
事
故
と
か
に
あ
い
や
す
い
危
険
な
職
種
は

あ
っ
た
ん
で
す
か
？
例
え
ば
、最
前
線
の
進
鑿
と
か
。

M
─
進
鑿
は
進
鑿
。
発
破
か
け
る
専
門
だ
か
ら
。
余
計
な
こ
と
や
ら
な

い
。
絶
対
に
、も
う
。
そ
れ
で
、支
柱
さ
ん
は
枠
を
作
る
か
ら
。
水
や
、鉄
管

は
水
が
専
門
。
俺
ら
は
線
路
が
専
門
。
だ
け
ど
、や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
て
手

伝
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。﹁
今
日
は
悪
い
け
れ
ど
も
、手
伝
っ
て
く
れ
﹂っ

て
。
そ
れ
で
一
人
で
夜
中
に
坑
内
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
。一
人
で
入
っ
て

行
く
ん
だ
か
ら
。一
人
で
坑
口
か
ら
4
キ
ロ
離
れ
た
所
に
歩
い
て
行
っ
て
、

3
0
0
メ
ー
ト
ル
地
下
へ
、下
へ
降
り
て
行
っ
て
。
そ
れ
で
切
羽［
9
］へ
行
く
、

地
下
へ
入
っ
て
仕
事
や
っ
て
く
る
の
さ
。

S
─
一
人
で
、そ
の
暗
い
所
に
入
っ
て
行
く
の
っ
て
、
怖
く
な
い
で
す
か
？

│Question 2│坑内ってどんな場所なのですか？ 24

S
─
い
ろ
い
ろ
、移
動
と
か
も
あ
り
ま
す
よ
ね
？
き
っ
と
坑
口
に
入
っ
て
く

の
も
。
作
業
の
場
所
に
行
く
ま
で
も
時
間
が
か
か
る
も
の
な
ん
で
す
か
？

M
─
そ
こ
は
電
車
が
出
て
い
た
で
し
ょ
、だ
い
た
い
4
キ
ロ
か
な
、俺
ら
が
い

た
時
は
。4
キ
ロ
。4
千
メ
ー
ト
ル
。
そ
れ
で
、帰
り
は
歩
く
だ
ろ
？
4
キ
ロ

歩
く
だ
ろ
？

S
─
じ
ゃ
あ
、本
当
に
、移
動
で
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
よ
ね
。ヘ
ー
。

⋮
⋮︵
省
略
︶
⋮
⋮

S
─
い
や
あ
、凄
い
な
あ
。
全
部
人
力
で
線
路
を
敷
く
ん
で
す
よ
ね
、凄

い
。
で
も
そ
う
い
う
人
力
で
、例
え
ば
で
す
け
れ
ど
、線
路
を
坑
内
に
1
日

で
何
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
作
れ
る
ん
で
す
か
？

M
─
い
や
あ
、何
メ
ー
ト
ル
っ
て
い
う
こ
と
な
い
よ
。
あ
れ
は
。18
尺
の
レ
ー

ル
を
半
分
に
切
っ
て
か
ら
運
ぶ
ん
だ
よ
ね
。
じ
ゃ
な
い
と
上
が
っ
て
い
け
な

い
が
ね
。

S
─
材
料
自
体
を
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、そ
う
や
っ
て
材
料
自
体
を
半

分
に
し
て
運
ん
で
、で
1
日
作
業
を
し
た
場
合
っ
て
、例
え
ば
ど
の
く
ら
い
？

M
─
い
や
あ
、⋮
⋮
あ
れ
を
だ
っ
て
⋮
⋮
発
破
か
け
た
っ
て
、1
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
し
か
進
ま
な
い
。
発
破
を
か
け
る
と
1
メ
ー
ト
ル
。
線
路
の
作
業
は
、

線
路
を
半
分
の
9
尺
に
し
て
そ
れ
を
担
い
で
坑
内
に
運
ん
で
行
く
ん
だ
け

れ
ど
、3
日
か
4
日
作
業
を
続
け
な
い
と
線
路
が
入
る
大
き
さ
に
な
ら
な

い
か
ら
ね
。
あ
と
は
、ズ
リ
を
と
る
人
が
線
路
を﹁
延
長
し
て
く
れ
﹂っ
て
言

え
ば
、俺
が
そ
こ
に
行
っ
て
延
長
す
る
わ
け
。
そ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
行
か
な
い
、

昭和28年 朝の出勤入抗（伊東信撮影）
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［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
サ
ク
サ
ク
と
感
情
的
に
な
ら
ず
に
話
し
て
く
れ
た
印
象
。
事
故
の
話

や
、一
人
で
暗
い
坑
内
に
入
っ
て
行
く
所
も
、誇
張
せ
ず
に
淡
々
と
話
し
つ

づ
け
て
く
れ
て
い
て
、そ
れ
が
余
計
、実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
感
覚

の
よ
う
に
感
じ
た
。

N
─
坑
内
の
話
は
迫
力
が
あ
っ
て
、ま
る
で
異
次
元
の
空
間
が
広
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、ま
さ
に
想
像
を
絶
す
る
。
熱
気
、蒸
気
、爆
音
、爆

風
、さ
ら
に
は
盤
膨
れ
…
…
。そ
ん
な
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
世
界
で
の
仕

事
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
っ
た
。

1 

足
尾
に
あ
る
主
要
坑
口
の
ひ
と
つ
で
あ
る
通
洞
坑
の
一
部
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
坑
内
を
見
学
で
き
る
市
営
の
観
光
施
設
。

2 

﹁
坑
夫
﹂と
い
う
言
葉
は
マ
ス
コ
ミ
で
は
用
語
言
い
換
え
で
、﹁
坑
員
﹂﹁
坑
内
作
業
員
﹂と
表
記
す
る
が
、こ
の
冊
子
で
は
現
地
の
方
が
使
っ
て
き
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
。

3 

＂
カ
ン
テ
ラ︵
オ
ラ
ン
ダ
語 Kandelaar

︶ 

ブ
リ
キ
ま
た
は
鉄
板
製
容
器
に
油
を
入
れ
て
、灯
心
を
灯
し
た
。＂︵
村
上
、前
掲
書
、6
1
1
頁
︶

4 

＂
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ︵C

ap Lam
p

︶頭
上
灯
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
前
面
の
引
掛
金
具
に
ラ
ン
プ
を
固
定
し
、灯
源
と
の
間
は
ゴ
ム
管
や
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
で
つ
な
い
だ
。
灯
源
は
腰
の
バ
ン
ド
に
固
定
す
る
。＂︵
村
上
、前
掲
書
、6
1
1
頁
︶

5 

垂
直
に
開
鑿
し
た
坑
道
で
、運
搬
、排
水
を
目
的
に
し
た
大
立
坑
を
、ケ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
稼
働
屋
根
と
鉄
骨
構
造
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
移
動
す
る
。

6 

＂
判
座︵
は
ん
ざ
︶作
用
員
の
出・
退
勤
を
示
す
就
業
票
。＂︵
村
上
、前
掲
書
、6
1
4
頁
︶

7 

改
め
て
一
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
っ
て
み
る
と
次
の
通
り
。7:00 

坑
口
に
出
勤
し
判
座
を
か
け
る
。
↓
坑
内
の
作
業
場
ま
で
移
動
す
る
。
↓9:00 

作
業
場
に
到
着
し
、作
業
を
行
う
。

 

↓12:30 

作
業
を
終
わ
ら
せ
昼
食
を
と
る
。
↓13:00 

坑
口
ま
で
移
動
す
る
。
↓14:00 

坑
口
に
到
着
後
、判
座
を
も
ら
っ
て
風
呂
に
入
っ
て
帰
宅
。

8 

＂
掛
樋︵
か
け
ひ
︶坑
道
の
側
溝
。＂︵
村
上
、前
掲
書
、609

頁
︶

9 

＂
切
羽︵
き
り
は
︶。
切
場
、切
端
と
も
書
く
。
坑
内
作
業
場
の
こ
と
。＂︵
金
属
鉱
山
研
究
会
編
集
、﹃
鉱
山
用
語
集
﹄、東
甲
社
、1
9
7
6
年
、17
頁
︶

10 

＂
盤
ぶ
く
れ︵
ば
ん
ふ
く
れ
︶。
坑
道
の
側
壁
が
地
圧
に
よ
り
歪
み
、開
さ
く
当
時
の
坑
道
断
面
に
く
ら
べ
開
さ
く
空
間
に
ふ
く
ら
ん
で
く
る
状
態
を
い
う
。
側
壁
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、坑
道
保
持
ば
か

り
で
は
な
く
保
安
上
大
き
な
問
題
と
な
る
。＂︵
金
属
鉱
山
研
究
会
編
集
、前
掲
書
、19
頁
︶
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M
─
怖
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
よ
、ハ
ハ
。
怖
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
ね
、そ

れ
は
。
た
だ
、嫌
だ
な
っ
て
い
う
の
は
、﹁
こ
こ
、昨
日
人
が
死
ん
だ
ん
だ
な
﹂っ

て
い
う
。
そ
う
い
う
所
に
は
行
き
た
く
な
い
よ
な
。
そ
ん
な
訳
で
ね
。﹁
こ
こ

で
、死
ん
だ
ん
だ
よ
。
昨
日
﹂な
ん
て
。
そ
ん
な
の
あ
る
よ
。

⋮
⋮
︵
省
略
︶
⋮
⋮

N
─
1
回
こ
う
や
っ
て
坑
内
の
方
か
ら
の
お
話
を
聞
い
て
、い
ろ
い
ろ
想
像

は
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
絶
対
見
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も

の
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
地
下
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
様
子
っ
て
い
う
の
は
。

M
─
は
、経
験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
あ
の
坑
内
が
、3
0
0
メ
ー
ト
ル

か
、3
キ
ロ
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
、地
震
っ
て
あ
る
だ
ろ
。
坑
内
だ
と
地
震
じ
ゃ

な
く
て
ね
、盤
ぶ
く
れ［
10
］。

N
─
盤
ぶ
く
れ
？

M
─
坑
内
に
座
っ
て
い
る
と
、盤
ぶ
く
れ
の
衝
撃
の
風
で
持
ち
上
が
っ
ち
ゃ
う

の
。
ボ
カ
ン
と
。
凄
い
か
ら
ね
、あ
れ
。

S
─
え
？
じ
ゃ
あ
、座
っ
て
い
る
と
風
で
フ
ッ
と
、体
が
上
が
る
っ
て
い
う
こ
と

で
す
か
？

M
─
飛
ば
さ
れ
て
、線
路
を
引
い
た
や
つ
が
み
ん
な
壊
れ
ち
ゃ
う
か
ら
。
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
。

N
─
は
ー
。

M
─
ま
た
仕
事
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。

S
─
大
変
だ
⋮
⋮
。

M
─
そ
れ
と
、俺
ら
は
も
う
、﹁
絶
対
、坑
内
で
は
口
笛
を
吹
い
て
は
い
け
な

い
﹂っ
て
言
う
だ
ろ
？

S
─
そ
れ
は
、ど
う
し
て
な
ん
で
す
か
？

M
─
山
が
怒
る
っ
て
言
う
ん
だ
よ
ね
。
山
が
暴
れ
る
、っ
て
言
う
ん
だ
よ
ね
。

事
故
が
起
き
る
。
何
か
そ
う
い
う
話
は
聞
い
た
よ
ね
。
赤
い
着
物
は
駄
目

だ
と
か
。

S
─
そ
れ
は
、事
故
の
時
の
赤
い
毛
布
を
連
想
す
る
か
ら
？

M
─
な
ん
で
も
赤
い
の
が
い
け
な
い
っ
て
。
口
笛
は
駄
目
だ
と
か
ね
。
響
く

ん
だ
よ
ね
。

S
─
ふ
ー
ん
。
あ
そ
っ
か
。
坑
内
の
中
っ
て
静
か
な
ん
で
す
か
？

M
─
静
か
だ
よ
、何
に
も
な
い
よ
。

S
─
な
ん
に
も
な
い
。

M
─
だ
け
ど
、閉
山
後
に
ポ
ン
プ
が
調
子
悪
く
な
る
と
頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
。

﹁
悪
い
け
れ
ど
、ポ
ン
プ
見
て
き
て
く
れ
﹂な
ん
て
。
そ
れ
で
、一
人
で
行
っ
て

歩
い
た
け
れ
ど
、何
か
あ
の
掛
樋
、ど
ぶ
ね
、坑
道
の
脇
に
水
が
流
れ
て
い
る

所
。
そ
こ
を
歩
い
て
い
る
と
、カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
音
が
す
る
時
が
あ
る
ん

だ
よ
。
そ
う
す
る
と
、電
気
の
球
、あ
れ
が
引
っ
か
か
っ
て
い
る
時
が
あ
る
ん

だ
よ
。
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
。
気
持
ち
よ
く
は
な
い
ね
。

S
─
ち
ょ
っ
と
怖
い
で
す
よ
ね
、な
ん
か
。

M
─
あ
あ
、﹁
こ
こ
で
人
が
死
ん
で
い
る
ん
だ
よ
な
﹂っ
て
思
っ
て
も
、
あ
ん

ま
り
気
に
し
な
い
。
そ
う
い
う
思
い
は
一
杯
あ
る
ね
。



29 │Question 1│チョリチョリって、どういう意味ですか？

│
Q
3

│

社
宅
の
暮
ら
し
っ
て
、ど
ん
な
生
活
だ
っ
た
の
で
す
か
？

ん
な
い
よ
。
仕
事
中
に
そ
の
人
た
ち
が﹁
ナ
ン
ギ
し
て
い
る
か

ら
﹂っ
て
言
っ
て
い
て
。﹁
な
に
？
ナ
ン
ギ
し
て
い
る
？
な
ん
だ

い
？
そ
ら
？
﹂な
ん
て
、九
州
の
人
が
さ﹁
運
転
手
さ
ん
ナ
ン

ギ
し
て
い
る
﹂な
ん
て
言
う
ん
だ
よ
。
し
た
ら
、車
ひ
っ
か
け
た

り
な
ん
か
な
っ
た
ん
だ
べ
。
そ
し
た
ら
大
変
だ
べ
っ
て
言
う
ん

で
、で﹁
難
儀
し
て
い
る
﹂っ
て
。
で
も
、そ
の
言
葉
が
わ
か
ら

な
い
ん
だ
よ
。ハ
ハ
。

一
同
─
ハ
ハ
⋮
⋮
、

M
─
で﹁
難
儀
し
て
い
る
っ
て
、
な
ん
か
困
っ
て
い
る
ん
だ

ベ
﹂っ
て
、な
ん
と
か
方
言
で
一
生
懸
命
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ん

だ
わ
。
で
、﹁
難
儀
し
て
い
る
﹂と
か
、こ
っ
ち
も﹁
ん
？
は
っ
き

り
？
﹂っ
て
。
こ
の
、
言
葉
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る

の
も
違
う
し
。
鉱
車
の
こ
と
も
秋
田
で
は
箱
と
言
う
か
ら

﹁
箱
が
な
ん
か
し
た
﹂と
言
っ
て
い
た
か
ら
、そ
う
い
う
の
が

わ
か
ん
な
か
っ
た
り
。

あ
と
は
、ど
ぶ
の
こ
と
を
、掛
樋
っ
て
言
っ
た
り
。
そ
の
、あ
れ

ば
あ
る
ん
だ
よ
。
や
っ
ぱ
り
向
こ
う
の
人
ら
も
、向
こ
う
に
あ

る
鉱
山
で
働
い
て
き
た
ん
だ
ベ
、で
も
鉱
車
の
こ
と
を
箱
っつ

た
り
、﹁
大
変
だ
﹂
と
言
う
の
は
、﹁
難
儀
し
て
い
る
﹂
と
言
っ

た
り
、﹁
困
っ
て
い
る
﹂
で
良
い
の
に
。
京
都
弁
み
た
い
な
や
つ

と
か
、そ
う
い
う
の
は﹁
何
言
っ
て
い
る
ん
だ
よ
﹂っ
て
。
だ
け

ど
、聞
い
て
い
る
と
わ
か
る
ん
だ
よ
、何
か
あ
っ
た
っ
て
い
う
の

は
。
だ
か
ら
、﹁
と
に
か
く
、そ
こ
へ
行
く
か
﹂っ
て
。ハ
ハ
。
そ

う
い
う
あ
れ
が
ね
。
聞
く
と
秋
田
の
人
だ
っ
た
か
ら
。
訳
を

聞
い
て
も
、い
ち
い
ち
秋
田
弁
で
言
わ
れ
て
も
⋮
。

一
同
─
ハ
ハ
ハ
⋮
⋮
、
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足
尾
小
話「
坑
内
で
の
ユ
ー
モ
ア
」

﹁
坑
内
の
な
～
ん
か
、見
逃
し
て
い
る
ん
だ
よ
な
。ユ
ー
モ
ア
が

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
か
ら
な
。﹂と
振
り
返
る
方
か
ら
、坑
内
の

あ
る
場
面
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

M
─
仕
事
が
始
ま
っ
て
坑
内
に
入
っ
て
行
く
と
、誰
か
が﹁
俺

な
ん
か
風
邪
気
味
だ
。
調
子
悪
い
。
胃
の
薬
く
れ
﹂な
ん
て

言
っ
て
な
。﹁
胃
の
薬
飲
む
ん
だ
﹂っ
て
ポ
ッ
ト
持
っ
て
く
る
ん
だ

わ
な
。﹁
な
ん
だ
お
前
、こ
こ
に
あ
る
ポ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
水

を
飲
め
ば
い
い
の
に
、そ
れ
飲
ま
な
い
ん
か
﹂な
ん
て
聞
い
て
。

坑
内
に
は
、小
滝
の
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
水
を
引
い
て
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。﹁
い
や
あ
、あ
れ
だ
か
ら
、胃
冷
ま
し
で
飲
ん
で
い

る
ん
だ
よ
﹂な
ん
て
言
っ
て
そ
の
後﹁
薬
飲
む
か
ら
そ
の
水
く

れ
や
﹂っ
て
さ
。ハ
ハ
、そ
の
水
で
薬
飲
ん
で
さ
、﹁
い
や
ー
こ
れ
は

風
邪
に
効
く
よ
。い
っ
ぺ
ん
に
直
っ
ち
ゃ
う
な
﹂っ
て
言
う
ん
で
、

お
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、中
に
酒
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

S
─
え
～
ハ
ハ
。
水
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。

M
─
水
じ
ゃ
な
い
、酒
だ
よ
。
ど
っ
か
行
っ
た
時
に
飲
む
ん
じ
ゃ

な
い
か
、酒
持
っ
て
い
っ
て
お
い
て
。
言
わ
な
い
ん
だ
よ
な
、周
り

か
ら
。﹁
後
で
気
を
つ
け
ろ
﹂な
ん
て
言
う
ん
だ
け
れ
ど
も
な
。

﹁
言
う
な
よ
﹂
な
ん
て
な
。﹁
係
員
や
み
ん
な
に
言
う
な
﹂っ

て
。﹁
じ
ゃ
あ
今
度
俺
も
持
っ
て
き
て
風
邪
薬
飲
む
べ
﹂な
ん

て
言
っ
て

S
─
ハ
ハ
、ヘ
ー
。

M
─
だ
か
ら
坑
内
の
中
に
も
デ
タ
ラ
メ
が
い
た
り
、頓
知
が

利
く
ん
だ
よ
な
。
や
っ
ぱ
り
飲
ん
べ
え
は
ね
、な
か
な
か
上

手
い
よ
。
坑
内
の
中
で
も
わ
か
ん
な
い
よ
、喫
飯
所
だ
っ
て
さ

﹁
あ
れ
、こ
の
く
ら
い
の
筒
の
あ
れ
が
あ
っ
た
よ
う
な
⋮
﹂な

ん
て
言
っ
て
な
。﹁
あ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
鉄
管
み
た
い
な
あ

れ
、持
っ
て
き
て
く
れ
や
﹂な
ん
て
言
っ
て
、開
け
て
み
た
ら
一

升
瓶
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
も
の
。﹁
あ
れ
ー
﹂な
ん
て
。

一
同
─
ハ
ハ
ハ
。

M
─
喫
飯
所
の
端
っ
こ
に
隠
し
て
お
く
ん
だ
。﹁
こ
こ
な
ら

見
っ
か
ん
な
い
﹂な
ん
て
。﹁
あ
そ
こ
に
一
升
瓶
入
っ
て
い
た
よ
、

飲
ん
で
た
よ
﹂
な
ん
て
。
み
ん
な
知
恵
を
出
し
て
な
。
そ
れ

と
、で
っ
か
い
薬
缶
が
あ
っ
て
、係
員
が
回
っ
て
き
た
時
に﹁
何

だ
こ
れ
、何
か
煮
て
い
る
の
か
？
﹂な
ん
て
聞
か
れ
て
。
ヤ
カ
ン

で
煮
て
い
る
ん
だ
よ
、芋
煮
た
り
し
て
い
る
ん
だ
よ
な
。
係
員

が
来
て
鍋
な
ん
て
か
け
て
い
た
ら
わ
か
っ
ち
ゃ
う
が
ね
。

S
─
そ
の
見
回
り
に
来
て
い
る
人
は
監
視
に
来
て
い
る
ん
で

す
か
？

M
─
課
長
、局
長
と
か
あ
あ
い
う
の
が
、ほ
ら
、一
箇
所
だ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
、坑
内
を
回
っ
て
い
て﹁
み
ん
な
い
る
か
な
？
﹂

と
見
る
ん
だ
よ
。﹁
ご
苦
労
さ
ん
﹂な
ん
て
。
そ
う
い
う
デ
タ

ラ
メ
や
っ
て
い
る
か
ら
。
ヤ
カ
ン
煮
た
時
は
お
汁
粉
だ
と
か

ね
。
坑
外
に
い
た
時
も﹁
お
お
、お
汁
粉
だ
、お
汁
粉
だ
﹂っ
て

言
っ
て
な
。

⋮
⋮
︵
省
略
︶
⋮
⋮

M
─
そ
う
い
う
坑
内
の
ユ
ー
モ
ア
な
話
だ
と
か
な﹁
中
は
こ

う
だ
っ
た
よ
﹂っ
て
わ
か
る
組
夫
の
人
も
今
は
い
な
い
べ
。
ま
ず

組
夫
だ
っ
て
、秋
田
か
ら
も
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
。い
ろ
ん
な

人
が
ダ
ー
っ
て
来
る
か
ら
仕
事
で
機
関
場
に
入
っ
て
も
わ
か

ん
な
い
よ
。
仕
事
中
に
そ
の
人
た
ち
が﹁
ナ
ン
ギ
し
て
い
る
か

ら
﹂っ
て
言
っ
て
い
て
。﹁
な
に
？
ナ
ン
ギ
し
て
い
る
？
な
ん
だ

い
？
そ
ら
？
﹂な
ん
て
、九
州
の
人
が
さ﹁
運
転
手
さ
ん
ナ
ン

ギ
し
て
い
る
﹂な
ん
て
言
う
ん
だ
よ
。
し
た
ら
、車
ひ
っ
か
け
た

り
な
ん
か
な
っ
た
ん
だ
べ
。
そ
し
た
ら
大
変
だ
べ
っ
て
言
う
ん

で
、で﹁
難
儀
し
て
い
る
﹂っ
て
。
で
も
、そ
の
言
葉
が
わ
か
ら

な
い
ん
だ
よ
。ハ
ハ
。

一
同
─
ハ
ハ
⋮
⋮
、

M
─
で﹁
難
儀
し
て
い
る
っ
て
、
な
ん
か
困
っ
て
い
る
ん
だ

ベ
﹂っ
て
、な
ん
と
か
方
言
で
一
生
懸
命
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ん

だ
わ
。
で
、﹁
難
儀
し
て
い
る
﹂と
か
、こ
っ
ち
も﹁
ん
？
は
っ
き

り
？
﹂っ
て
。
こ
の
、
言
葉
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る

の
も
違
う
し
。
鉱
車
の
こ
と
も
秋
田
で
は
箱
と
言
う
か
ら

﹁
箱
が
な
ん
か
し
た
﹂と
言
っ
て
い
た
か
ら
、そ
う
い
う
の
が

わ
か
ん
な
か
っ
た
り
。

あ
と
は
、ど
ぶ
の
こ
と
を
、掛
樋
っ
て
言
っ
た
り
。
そ
の
、あ
れ

ば
あ
る
ん
だ
よ
。
や
っ
ぱ
り
向
こ
う
の
人
ら
も
、向
こ
う
に
あ

る
鉱
山
で
働
い
て
き
た
ん
だ
ベ
、で
も
鉱
車
の
こ
と
を
箱
っつ

た
り
、﹁
大
変
だ
﹂
と
言
う
の
は
、﹁
難
儀
し
て
い
る
﹂
と
言
っ

た
り
、﹁
困
っ
て
い
る
﹂
で
良
い
の
に
。
京
都
弁
み
た
い
な
や
つ

と
か
、そ
う
い
う
の
は﹁
何
言
っ
て
い
る
ん
だ
よ
﹂っ
て
。
だ
け

ど
、聞
い
て
い
る
と
わ
か
る
ん
だ
よ
、何
か
あ
っ
た
っ
て
い
う
の

は
。
だ
か
ら
、﹁
と
に
か
く
、そ
こ
へ
行
く
か
﹂っ
て
。ハ
ハ
。
そ

う
い
う
あ
れ
が
ね
。
聞
く
と
秋
田
の
人
だ
っ
た
か
ら
。
訳
を

聞
い
て
も
、い
ち
い
ち
秋
田
弁
で
言
わ
れ
て
も
⋮
。

一
同
─
ハ
ハ
ハ
⋮
⋮
、
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ち
は
し
な
い
で
す
よ
。
そ
う
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
よ
。

S
─
そ
う
い
う
話
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

妻
─
そ
う
い
う
風
に
、鶏
小
屋
の
よ
う
に
見
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
、他
か
ら

来
た
人
た
ち
は
。 

夫
─
銅
山
観
光
オ
ー
プ
ン
の
時
は
大
間
々
方
面
に
行
く
途
中
に
ね
、養
鶏

場
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、そ
の
養
鶏
場
が
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、

社
宅
の
よ
う
な
形
で
並
ん
で
い
る
の
ね
。
だ
か
ら
、初
め
て
足
尾
に
見
学
に

来
て
わ
鉄
の
車
窓
か
ら
町
を
見
る
と
、社
宅
が
そ
う
見
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ

う
ね
。
段
違
い
に
並
ん
で
い
る
か
ら
。

妻
─
足
尾
は
線
路
沿
い
も
み
ん
な
社
宅
で
し
ょ
、平
屋
で
全
部
社
宅
だ
か

ら
そ
う
い
う
風
に
見
え
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
、1
棟
が
長
い
で
し
ょ
。
本
当

に
1
棟
に
5
軒
も
6
軒
も
世
帯
区
分
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
渡
良
瀬
に

い
た
頃
は
1
棟
9
軒
並
び
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
一
番
長

か
っ
た
で
す
ね
。
あ
と
は
5
軒
並
び
と
か
ね
。
も
う
4
軒
と
か
い
ろ
い
ろ
で

す
け
れ
ど
も
、場
所
に
よ
っ
て
ね
。
狭
い
所
は
や
っ
ぱ
り
長
く
作
れ
な
い
か
ら

短
か
っ
た
り
ね
。
だ
か
ら
ね
、そ
の
く
ら
い
あ
れ
で
す
よ
。
鶏
小
屋
の
方
が

幸
せ
だ
よ
、あ
ん
な
綺
麗
な
所
に
住
ん
で
。ハ
ハ
、酷
い
で
し
ょ
。

夫
─
そ
う
い
う
ふ
う
に
、言
っ
た
っ
て
ね
。シ
ョ
ッ
ク
だ
け
ど
ね
。

妻
─
だ
っ
て
ね
、本
当
ベ
ニ
ヤ
板
で
隣
と
仕
切
っ
て
い
る
造
り
で
、仕
切
り
ぞ

い
に
家
具
を
置
い
て
い
て
ね
。
隣
の
声
は
聞
こ
え
る
し
。
隙
間
風
は
入
る
し
、

フ
フ
。
今
思
え
ば
ね
、そ
れ
が
懐
か
し
く
て
ね
。 

│Question 3│社宅の暮らしって、どんな生活だったのですか？
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鶏
小
屋
に
み
え
る

﹇
2
0
1
3
年
11
月
26
日
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
﹈

平
成
8
年
か
ら
始
ま
る
通
洞
社
宅
解
体
ま
で
、社
宅
暮
ら
し
を
し
て
い
た

元
坑
夫
さ
ん
に
色
ん
な
話
を
聞
い
て
み
た
。
社
宅
の
暮
ら
し
の
話
題
に
な
っ

た
時
に
、少
し
ず
つ
奥
さ
ん
が
話
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
。

夫
─
た
だ
、同
じ
古
河
で
も
炭
鉱
の
社
宅
の
造
り
と
、足
尾
み
た
い
に
面

積
の
な
い
所
で
の
銅
山
社
宅
の
作
り
方
の
違
い
が
あ
る
の
は
わ
か
る
ね
。
も

し
も
足
尾
に
広
々
と
し
た
土
地
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、13
戸
並
び
9
戸
並

び
、6
戸
並
び
の
建
物
が
連
な
っ
て
い
る
よ
う
な
社
宅
っ
て
い
う
の
は
あ
り

得
な
い
よ
ね
。
だ
か
ら
、閉
山
後
の
銅
山
観
光
オ
ー
プ
ン
時
に
他
所
か
ら
訪

れ
た
子
供
が
、わ
鉄［
1
］に
乗
っ
て
足
尾
に
見
学
に
来
た
時
に﹁
わ
ー
、鶏

小
屋
だ
。
な
ん
で
こ
ん
な
に
鶏
小
屋
が
あ
る
の
？
﹂と
不
思
議
が
っ
て
い
た

と
話
を
聞
か
さ
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
確
か
に
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、

子
供
心
に
そ
う
映
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
鶏
小
屋
と
同
じ
よ
う

に
見
え
た
ん
だ
ろ
う
ね［
2
］。
⋮
⋮
そ
れ
だ
け
に
貴
重
な
銅
山
社
宅
な

ん
で
す
ね
。
私
の
様
に
社
宅
育
ち
の
者
か
ら
す
る
と
違
和
感
が
無
い
け
れ

ど
、当
時
訪
れ
た
人
た
ち
に
は
心
打
つ
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

S
─
そ
の
社
宅
の
様
子
が
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

妻
─
鶏
小
屋
だ
っ
て
ね
、電
車
の
車
窓
か
ら
見
る
感
じ
で
し
ょ
。
ま
あ
、他

に
も
い
ろ
い
ろ
社
宅
が
見
え
ま
す
け
れ
ど
も
、も
う
社
宅
が
び
っ
し
り
あ
る

わ
け
で
す
よ
。
鶏
小
屋
と
か
ね
、も
う
そ
れ
を
聞
い
て
私
た
ち
も
良
い
気
持

私
た
ち
の
職
場
足
尾
総
合
支
所
の
周
り
に
は
一
軒
家
や
中
層
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
が
、こ
の
エ
リ
ア
も
平
成
10
年
頃
ま
で

は
社
宅
が
並
ん
で
い
た
。
当
時
の
写
真
に
は
、び
っ
し
り
と
黒
い
屋
根
の
社
宅
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、信
じ
ら
れ
な
い
程
の
人
の
多

さ
が
際
立
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
現
在
で
も
足
尾
内
の
限
ら
れ
た
場
所
で
は
あ
る
が
社
宅
が
残
っ
て
い
る
。
共
同

浴
場
、共
同
水
場
、共
同
ト
イ
レ
の
こ
と
や
、役
職
に
よ
っ
て
社
宅
の
造
り
が
異
な
る
な
ど
、町
で
会
う
多
く
の
昭
和
生
ま
れ
の
方

は
何
か
し
ら
の
思
い
出
や
経
験
を
持
っ
て
い
て
、社
宅
暮
ら
し
は
そ
ん
な
に
昔
の
話
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
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S
─
あ
あ
、そ
う
で
す
か
。

妻
─
今
の
よ
う
な
一
般
的
な
一
軒
家
に
入
っ
ち
ゃ
う
と
、本
当
で
す
よ
ね
。

声
は
聞
こ
え
な
く
て
、ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
が
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
昔
は
ね
、

隣
で
何
か
あ
っ
た
り
、何
か
あ
れ
し
て
い
る
と
声
が
聞
こ
え
た
り
ね
、人
の

話
が
聞
こ
え
た
り
し
ま
す
け
れ
ど
も
。
今
は
も
う
、サ
ッ
シ
に
な
っ
ち
ゃ
う

と
静
か
な
も
ん
で
す
。
夏
場
な
ら
網
戸
に
し
て
い
れ
ば
聞
こ
え
ま
す
け
れ

ど
も
。ハ
ハ
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
最
初
は
旦
那
さ
ん
が
お
話
を
し
て
く
れ
て
い
た
中
で
、社
宅
の
話

題
に
な
っ
た
時
に
奥
さ
ん
が
話
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た

し
、印
象
的
だ
っ
た
。
女
性
の
方
が
社
宅
に
い
る
時
間
が
長
い
か
ら
、よ

り
話
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
鶏
小
屋
と
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に「
い

い
気
持
ち
が
し
な
い
」と
は
っ
き
り
し
な
が
ら
も
、話
し
て
い
る
う
ち
に

社
宅
の
賑
や
か
さ
や
不
便
さ
に
対
し
て
、親
し
み
を
持
っ
て
懐
か
し
ん
で

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

N
─
今
で
は
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
た
社
宅
も
過
去
に
は
町
に
び
っ
し
り

と
軒
を
連
ね
て
い
た
。
当
時
の
写
真
や
お
話
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
生
活

を
想
像
す
る
と
、現
代
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
大
切
な
も
の
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

夢
の
よ
う
な
近
所
付
き
合
い

﹇
2
0
1
4
年
1
月
10
日
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
﹈

社
宅
エ
リ
ア
で
の
人
と
の
や
り
取
り
の
様
子
な
ど
、風
景
が
思
い
浮
か
ぶ

よ
う
に
自
然
に
話
し
て
く
れ
る
。一
方
で
、当
時
の
人
付
き
合
い
な
ど
を

話
し
て
い
く
と
当
時
と
今
の
生
活
の
違
い
に
気
づ
い
て
い
く
よ
う
に
話
が

進
ん
だ
。

妻
─
社
宅
の
中
で
は
今
日
あ
っ
た
こ
と
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
す
よ
。

S
─
社
宅
の
皆
さ
ん
が
で
す
か
？

妻
─﹁
今
日
こ
う
い
う
事
故
が
あ
っ
た
﹂っ
て
、み
ん
な
。

S
─
そ
れ
は
人
づ
て
と
か
で
？

夫
─
も
う
な
ん
で
も
す
ぐ
わ
か
る
。
そ
こ
ら
に
共
同
風
呂
が
あ
る
か
ら
、

誰
々
が
入
院
し
た
と
か
、誰
々
が
ど
う
し
た
と
か
ね
。
あ
と
は
、丁
度
子

供
を
産
ん
だ
頃
に
、親
の
自
分
が
風
邪
を
ひ
い
ち
ゃ
っ
て
子
供
だ
け
で
風

呂
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
ら
、﹁
誰
か
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
け
？
﹂っ
て
頼
ん

で﹁
は
い
は
い
﹂っ
て
。﹁
誰
か
子
供
を
風
呂
に
入
れ
て
く
ん
ね
ぇ
か
な
、母

ち
ゃ
ん
が
風
邪
ひ
い
て
し
ま
っ
て
﹂っ
て
言
う
と
、お
ば
さ
ん﹁
は
い
よ
﹂な

ん
て
子
供
を
お
風
呂
に
入
れ
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
、今
考
え
る
と
夢
み
た

い
だ
な
、っ
て
。

妻
─
そ
う
い
う
あ
れ
は
あ
る
わ
ね
。

夫
─
だ
か
ら
、知
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
が﹁
あ
あ
、任
せ
て
お
け
﹂っ
て
子
供
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夫
─
鍵
を
開
け
き
ん
な
い
。

S
─
開
け
る
の
が
、大
変
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。

夫
─
そ
れ
が
、最
近
来
た
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
な
、昔
か
ら
い
る
人
な
ん
だ

よ
な
。
そ
の
人
が
そ
う
や
っ
て
ん
だ
か
ら
た
ま
げ
る
よ
な
。

妻
─﹁
何
、お
宅
鍵
を
二
重
に
掛
け
て
い
る
の
？
﹂っ
て
。
⋮
⋮︵
省
略
︶

⋮
⋮
干
し
物
だ
っ
て
何
だ
っ
て
雨
に
濡
れ
た
っ
て
構
わ
な
い
っ
て
感
じ
だ
か
ら
。

夫
─
こ
の
前
も
下
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
な
。
布
団
な
ん
か
取
り
込
ん

で
や
り
た
い
け
れ
ど
、余
計
な
こ
と
し
て
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
の
も
な
。
大
声
で

﹁
雨
降
っ
て
い
る
ぞ
ー
﹂っ
て
言
っ
た
よ
。

S
─
ハ
ハ
。

夫
─
で
か
い
声
出
し
て
さ
、﹁
い
る
ん
け
、い
る
ん
け
？
﹂っ
て
。

S
─
へ
ー
、本
当
に
そ
う
い
う
こ
と
は
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

夫
─
他
の
地
域
で
も
そ
う
な
ん
か
ね
。

妻
─
ど
う
だ
ろ
う
。
変
わ
っ
た
ん
か
ね
。わ
か
ん
な
い
け
ど
。⋮
⋮
昔
は
や
っ

て
い
ま
し
た
よ
ね
、﹁
お
茶
飲
み
し
よ
う
﹂っ
て
言
っ
て
ね
。

夫
─
昔
は
家
に
あ
が
っ
て
い
っ
て
な
、喧
嘩
つ
け
ん
だ
よ
な
。﹁
わ
ー
、あ
が

れ
、あ
が
れ
﹂な
ん
て
言
う
と
、す
ぐ
焼
酎
出
し
て
さ
、ハ
ハ
。
危
な
く
て
し
ょ

う
が
な
い
か
ら
。﹁
一
杯
だ
、一
杯
だ
﹂な
ん
て
言
う
の
が
、夕
方
に
な
る
と

﹁
今
日
は
M
ち
ゃ
ん
が
来
た
か
ら
﹂っ
て
言
っ
て
さ
、今
度
は
焼
酎
こ
ん
な
に

入
れ
て
さ
、﹁
も
う
、飲
ん
で
く
れ
た
﹂っ
て
言
っ
て
さ
、飲
ん
で
く
れ
た
っ
て

喜
ん
で
さ
、だ
か
ら
も
う
⋮
、時
代
が
変
わ
っ
た
。
時
代
が
変
わ
っ
た
っ
て
言

う
け
れ
ど
も
、相
当
違
う
よ
ね
。
人
が
生
き
て
い
れ
ば
同
じ
な
ん
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
ね
、年
寄
り
の
人
が
変
わ
っ
た
な
っ
て
思
う
よ
ね
。

妻
─
で
も
、あ
の
一
人
暮
ら
し
の
人
は
大
変
で
す
ね
。
み
ん
な
い
く
ら
か
認

知
症
が
で
て
き
て
い
ま
す
ね
。
ま
あ
、私
ら
も
そ
う
い
う
、通
る
道
に
な
っ
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

夫
─
通
っ
て
い
る
よ
。
俺
は
、﹁
お
ー
﹂な
ん
て
言
っ
て
電
話
か
け
る
け
れ
ど
、

こ
っ
ち
に
来
て﹁
あ
れ
か
、あ
れ
か
、名
前
知
ら
ね
ぇ
わ
﹂な
ん
て
覚
え
て
な

か
っ
た
。

S
─
で
も
他
の
方
も
、人
と
の
近
所
付
き
合
い
が
無
く
な
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、一
人
暮
ら
し
の
方
の
孤
独
死
の
話
に
な
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
、た
ま
た
ま
散
歩
し
て
い
た
時
に
電
気
が
ず
っ
と
つ
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ

た
ん
で
す
っ
て
。
そ
れ
で
、近
所
の
人
に
聞
い
て
み
て
も﹁
今
朝
は
見
た
よ
﹂

と
言
う
こ
と
だ
っ
た
け
ど
、ず
っ
と
電
気
は
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
で
、や
っ
ぱ
り

そ
こ
の
お
家
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。
だ
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
声
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
。

⋮
⋮
⋮︵
省
略
︶
⋮
⋮

妻
─
だ
か
ら
ね
、な
る
べ
く
声
か
け
る
よ
う
に
し
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
け

ど
ね
、や
っ
ぱ
り
年
寄
り
の
家
に
行
っ
て
良
い
ん
だ
か
、悪
い
ん
だ
か
、わ
か

ら
な
い
ん
だ
よ
ね
。
あ
の
、お
金
が
無
く
な
っ
た
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
あ
る

か
ら
ね
。

S
─
あ
ー
、そ
う
い
う
風
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
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を
風
呂
に
入
れ
て
く
れ
て
さ
、そ
し
た
ら
違
う
人
が
子
供
を
連
れ
て
戻
し

て
く
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
風
呂
に
入
れ
て
く
れ
る
人
と
、着
物
着
せ
る

人
は
違
う
ん
だ
。
赤
ん
坊
な
ん
て
平
気
だ
よ
な
、そ
の
く
ら
い
ね
。

妻
─
や
っ
ぱ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
あ
れ
が
ね
、人
と
の
交
流
が
ね
。

夫
─
交
流
が
ね
。﹁
ど
う
し
た
、ど
う
し
た
﹂っ
て﹁
誰
々
が
入
院
し
た
﹂と

か
、ど
う
と
か
。﹁
大
変
だ
﹂と
か
。

妻
─
今
、本
当
に
新
聞
で
も
読
ま
な
く
ち
ゃ
。

夫
─
新
聞
読
ん
だ
っ
て
、近
所
の
人
が
何
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ

か
ら
。
本
当
に
わ
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
。

妻
─
市
営
住
宅
だ
っ
て
ね
、同
じ
階
で
も
数
件
の
人
に
し
か
行
き
会
わ
な
い

で
し
ょ
？

夫
─
だ
か
ら
近
所
の
人
が
何
や
っ
て
ん
か
わ
か
ら
な
い
。
始
め
は
こ
ん
な
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
な
。

妻
─
始
め
は
な
ん
だ
か
ん
だ
。

夫
─
そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん
と
な
。

妻
─
で
、今
な
ん
か
誰
が
入
院
し
て
い
て
、誰
が
何
処
に
行
っ
た
か
わ
か
ら
な

い
。
ま
あ
都
会
並
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
？

夫
─
ハ
ハ
⋮
。

妻
─
社
宅
が
あ
っ
た
時
に
は
、も
う
絶
対
に
鍵
な
ん
て
閉
め
な
い
で
す
よ
。

夫
─
そ
う
だ
よ
ね
。
荷
物
だ
っ
て
さ
、宅
急
便
と
か
の
荷
物
が
留
守
だ
っ
た

ら﹁
隣
置
い
て
お
き
ま
し
た
﹂だ
っ
た
か
ら
ね
。﹁
M
さ
ん
、い
な
か
っ
た
か
ら

隣
置
い
て
き
た
よ
﹂な
ん
て
さ
。

妻
─
言
っ
て
い
た
、置
い
て
行
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。
で
も
今
は
お
隣
に﹁
荷

物
頼
ん
で
も
良
い
で
す
よ
﹂っ
て
言
う
け
ど
や
っ
て
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
、そ

れ
だ
け
や
っ
ぱ
り
違
い
が
あ
る
ん
だ
ね
。

夫
─
ま
あ
手
が
回
る
か
ら
、﹁
○
さ
ん
こ
う
い
ん
だ
よ
﹂っ
て
、
昔
は
そ
う
い

う
風
に﹁
預
け
て
き
た
よ
﹂な
ん
て
言
っ
て
ね
、

妻
─
干
し
物
な
ん
か
、雨
降
っ
て
い
る
と
み
ん
な
仕
舞
っ
て
、

S
─
近
所
の
人
が
。
あ
、確
か
に
そ
う
い
う
、洗
濯
物
の
こ
と
も
⋮
、

夫
─
そ
う
い
う
ん
だ
っ
た
し
、な
ん
か
な
。

S
─
あ
ー
、な
ん
で
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

夫
─
な
ん
で
な
ん
だ
か
な
。

妻
─
今
は
も
う
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、入
っ
て
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

ね
、大
変
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

夫
─
ピ
ン
ポ
ン
押
す
と
、﹁
誰
で
す
か
﹂な
ん
て
。
直
接
来
た
方
が
早
い
っ
て

思
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
さ﹁
誰
で
す
か
﹂な
ん
て
や
っ
て
い
る
か
ら
、

﹁
俺
だ
﹂な
ん
て
。

妻
─
だ
か
ら
今
み
ん
な
鍵
を
閉
め
て
い
ま
す
よ
、一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
人

は
。
私
ら
は
鍵
を
掛
け
て
い
な
い
け
れ
ど
も
。

夫
─
鍵
掛
け
て
い
る
ん
だ
よ
な
⋮
。

妻
─
そ
う
し
て
、鍵
を
二
重
に
掛
け
て
い
る
家
も
あ
る
し
ね
。﹁
ち
ょ
っ
と
お

待
ち
く
だ
さ
い
﹂っ
て
言
わ
れ
て
待
っ
て
っ
と
、



37 │Question 3│社宅の暮らしって、どんな生活だったのですか？

露路 砂畑社宅（伊東信撮影）
S│この写真を見たある方が思い出したのは、飼い犬にはスピッツが人気だったこと。（写真に写るのはスピッツ系の雑種かもしれな
いけれど）閉山直後には、足尾から引っ越した人がやむなく飼い犬を手放すケースが続出し、町には捨てられたスピッツが多かっ
たという証言も。

36

夫
─
お
金
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
で
、そ
こ
に
置
い
て
お
い
て
、
忘
れ

ち
ゃ
っ
た
と
言
っ
て
も
認
知
症
だ
か
ら
、後
で
あ
っ
た
な
ん
て
言
っ
て
も
な
。

﹁
誰
か
さ
ん
が
来
た
ら
お
金
無
く
な
っ
た
﹂っ
て
言
う
の
が
一
番
お
っ
か
な
い

か
ら
。﹁
ど
う
し
た
よ
？
﹂っ
て
行
け
な
い
ん
だ
よ
。

S
─
う
ー
ん
、確
か
に
。

夫
─
お
金
、や
っ
ぱ
り
ボ
ケ
な
ん
だ
よ
な
。
お
金
あ
れ
し
た
の
が
わ
か
ん

な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。﹁
鍵
、
鍵
、
鍵
﹂
な
ん
て
言
っ
て
探
し
ち
ゃ
う

ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、ね
。
そ
う
い
う﹁
あ
ー
、あ
の
人
は
あ
れ
か
な
、あ
の

人
は
い
る
の
か
な
、い
る
ん
か
な
？
﹂と
か
、そ
う
い
う
風
に
し
か
思
え
な
い

ん
だ
よ
ね
。

S
─
う
ー
ん
⋮
。

妻
─﹁
見
た
よ
﹂な
ん
て
言
う
人
も
い
る
か
ら﹁
あ
、じ
ゃ
あ
大
丈
夫
だ
ね
﹂っ

て
言
う
け
れ
ど
。
最
近
は
家
を
通
り
か
か
っ
て
、あ
の
人
い
る
な
と
か
ね
、

夫
─
本
当
に
ね
、考
え
ち
ゃ
う
と
本
当
に
忍
び
な
い
な
。﹁
昔
み
た
い
な
の

が
な
﹂っ
て
言
う
人
が
い
る
け
れ
ど
、本
当
に
⋮
。

妻
─
昔
は
ね
、﹁
な
ん
か
い
た
け
ー
﹂な
ん
て
言
っ
て
入
っ
て
き
ち
ゃ
う
の
。

S
─
ハ
ハ
、戸
を
叩
か
な
い
で
？

妻
─﹁
い
た
け
ー
﹂な
ん
て
言
っ
て
、﹁
は
い
！
﹂な
ん
て
っ
て
。そ
う
す
る
と
、家

の
中
ま
で
あ
が
っ
て
き
ち
ゃ
う
。

夫
─
違
う
も
ん
な
。﹁
母
ち
ゃ
ん
い
る
か
？
﹂と
か
ね
、そ
う
い
う
ん
で
、あ

あ
。
ま
あ
現
代
の
あ
れ
に
し
て
っ
け
ど
、一
生
懸
命
喧
嘩
し
な
い
よ
う
に
、

あ
れ
し
な
い
よ
う
に
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─「
夢
み
た
い
」な
社
宅
の
近
所
付
き
合
い
の
話
を
し
な
が
ら
自
然
に

今
へ
と
話
が
広
が
っ
た
。
話
し
手
の
お
二
人
も「
そ
う
い
え
ば
、今
は
違

う
」と
改
め
て
気
づ
い
て
い
く
感
じ
だ
っ
た
。「
昔
は
近
所
付
き
合
い
が
強

い
」、「
時
代
が
変
わ
っ
た
」と
い
う
考
え
方
は
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
つ

も
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、こ
の
話
に
あ
る
豊
な
生
活
感
や
人
と
の
や
り
取
り

が
ま
る
っ
き
り
変
化
し
て
寂
し
い
よ
う
な
、も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
、自
分

は
そ
の
生
活
感
と
は
違
う
所
に
い
る
し
、戻
る
こ
と
も
出
来
な
い
ん
だ
な

と
感
じ
た
。

N
─
明
る
く
話
す
話
し
手
の
お
二
人
か
ら
は
、寂
し
さ
を
強
く
感
じ
た
。

同
時
に
、実
際
の
付
き
合
い
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
も
、近
所
を
想
う
気

持
ち
は
変
わ
ら
な
い
方
々
も
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

部
屋
の
広
さ

﹇
2
0
1
4
年
8
月
19
日
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
、好
井)

会
社
の
社
宅
は
、役
職
に
よ
っ
て
条
件
の
良
い
所
に
引
っ
越
し
を
す
る
仕
組

み
。
現
在
も
社
宅
で
暮
ら
す
ご
夫
婦
に
、今
ま
で
の
引
っ
越
し
経
験
な
ど

を
お
伺
い
す
る
。

Y
─
社
宅
の
広
さ
っ
て
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
な
ん
で
す
か
？
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ど
も
。
ほ
と
ん
ど
掛
水
の
方
は
本
社
採
用
の
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
組
の
入
る

所
な
ん
で
す
。
役
宅
の
う
ち
、掛
水
倶
楽
部
で
い
く
つ
か
を
公
開
し
て
い
ま

す
け
れ
ど
、女
中
部
屋
と
か
あ
っ
て
す
ご
い
ん
で
す
よ
。
あ
れ
は
古
河
独

特
で
す
よ
。

妻
─
所
長
と
か
、あ
と
会
社
の
付
属
病
院
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
そ
こ
の
院

長
。
副
院
長
、そ
し
て
先
生
た
ち
が
入
っ
た
の
で
結
構
広
い
ん
で
す
よ
ね
。

Y
─
い
や
あ
、だ
か
ら
ね
、今
の
部
屋
の
数
と
か
、仕
事
の
ね
配
置
で
家
が

変
わ
っ
て
く
る
と
か
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、基
本
的
に
そ
れ
っ
て
男

性
の
理
屈
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
今
の
話
を
聞
く
と
、家
庭
会［
5
］と
い
う

の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、そ
の
奥
さ
ん
た
ち
の
中
で
は
そ
う
い
う
差

は
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

妻
─
だ
い
た
い
な
い
で
す
。
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、内
面
で
は﹁
あ
そ
こ
の
お

家
で
は
、係
長
だ
か
ら
﹂﹁
あ
そ
こ
の
お
家
で
は
ヒ
ラ
だ
か
ら
﹂っ
て
い
う
あ

れ
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

Y
─
そ
う
い
う
話
を
聞
き
た
い
、ハ
ハ
。

妻
─
ハ
ハ
、ま
ぁ
怖
い
。ハ
ハ
、そ
う
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、ま
あ
、

あ
ま
り
い
ざ
こ
ざ
と
か
、今
ド
ラ
マ
や
な
ん
か
で
や
る
よ
う
な
あ
あ
い
う
の

は
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

夫
─
個
人
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、極
端
に
は
な
い
で
す
よ
。
あ
そ
こ
は
課
長

さ
ん
の
奥
さ
ん
だ
か
ら
っ
て
多
少
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、む
し
ろ
組
合
員
の

奥
さ
ん
の
方
が
元
気
よ
か
っ
た
か
ら
。

妻
─
あ
の
、結
構
活
動
し
ま
し
た
よ
ね
。
私
た
ち
は
ね
。
そ
れ
で
主
婦
の

会
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、労
働
組
合
に
旦
那
さ
ん
が
入
っ
て
い
る
人
が

主
婦
の
会
の
会
員
に
な
る
ん
で
す
。
結
構
い
ろ
ん
な
メ
ー
デ
ー
と
か
あ
り
ま

す
し
、閉
山
の
時
と
か
は
本
社
ま
で
交
渉
に
一
緒
に
行
っ
た
り
。ハ
チ
マ
キ
を

し
て
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

夫
─
社
宅
な
ど
で
な
ん
で
差
を
つ
け
て
い
る
か
と
言
う
と
、一
生
懸
命
や
ら

せ
よ
う
と
し
て
差
を
つ
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。一
生
懸
命
や
れ
ば
、

Y
─
目
に
見
え
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

夫
─
そ
う
そ
う
。
そ
れ
で
、一
般
鉱
員
さ
ん
か
ら
だ
い
た
い
総
合
職
に
な
る

の
は
、本
社
採
用
の
総
合
職
と
、下
か
ら
り
上
が
っ
て
く
る
総
合
職
で
は

全
然
違
う
け
れ
ど
も
、下
か
ら
い
っ
た
の
は
せ
い
ぜ
い
、い
っ
て
も
副
課
長
く

ら
い
。
ま
あ
、運
よ
く
い
っ
て
課
長
く
ら
い
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、あ
の
20

代
の
時
に
一
生
懸
命
や
っ
て
30
く
ら
い
で
職
員
に
な
ら
な
い
と
、遅
く
な
っ

ち
ゃ
う
訳
だ
ね
。
だ
か
ら
み
ん
な
一
生
懸
命
や
っ
た
と
思
う
よ
。
そ
う
い
う

会
社
の
仕
組
み
だ
と
思
う
よ
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
社
宅
は
外
か
ら
見
る
の
と
、実
際
に
中
に
入
っ
て
み
る
の
で
は
随
分

印
象
が
違
う
。今
回
の
ご
夫
婦
が
現
在
暮
ら
す
社
宅
は
、少
し
高
台
の
場

所
に
立
地
し
て
い
て
、居
間
か
ら
綺
麗
な
庭
も
見
え
て
と
て
も
住
み
心
地

良
が
さ
そ
う
だ
。ま
た
、銅
山
の
職
種（
地
元
採
用
、本
社
採
用
、坑
内
、坑
外
）

の
違
い
は
、い
ろ
ん
な
人
に
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、細
分
化
し
て
い
て
同
じ
銅
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夫
─
広
さ
は
ね
、会
社
の
役
職
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
ね
。
古
河
さ
ん
は
。

Y
─
社
宅
の
中
で
も
そ
う
い
う
違
い
が
あ
る
ん
で
す
か
？

夫
─
あ
る
ん
で
す
よ
。
最
初
は
6
畳
、3
畳
で
、6
、3
畳
の
部
屋
の
他
に

お
勝
手
が
2
畳
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

Y
─
6
畳
と
3
畳
と
、お
勝
手
が
、

夫
─
お
勝
手
は
2
畳
で
す
。
そ
れ
が
鉱
員
の
最
初
の
社
宅
な
ん
で
す
。
そ

れ
で
、そ
の
2
畳
の
所
に
お
勝
手
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、水
道
は
引
い

て
い
な
く
て
、共
同
ト
イ
レ
で
共
同
浴
場
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
渡
良
瀬

社
宅
に
今
で
も
残
っ
て
い
る
共
同
水
場
と
共
同
浴
場
が
あ
る
か
ら
、見
て

行
っ
た
方
が
良
い
で
す
よ
。こ
こ
に
し
か
も
う
な
い
で
す
か
ら［
3
］。
も
う

こ
こ
し
か
残
っ
て
い
な
く
て
、あ
と
は
全
部
壊
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
社
宅
は
今

言
っ
た
よ
う
な
6
畳
3
畳
の
広
さ
の
所
も
あ
る
し
、6
畳
6
畳
に
な
っ
た
り

も
し
ま
す
。
職
場
で
の
立
場
が
上
の
方
に
行
く
に
つ
れ
て
、変
わ
っ
て
行
く

ん
で
す
ね
。
鉱
員
さ
ん
か
ら
、そ
の
次
が
現
場
の
係
員
、ま
あ
主
任
く
ら
い

で
、そ
の
上
の
会
社
で
い
う
、総
合
職
の
一
番
、総
合
職
ま
で
い
か
な
い
下
の

係
長
く
ら
い
に
な
る
と
、そ
の
上
に
な
っ
て
、副
課
長
に
な
る
と
ま
た
ぐ
っ
と

上
に
行
っ
て
。
で
、会
社
の
あ
る
程
度
に
な
っ
て
く
る
と
、玄
関
が
あ
っ
て
お

風
呂
場
が
あ
っ
て
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、私
ら
も
最
初
に

入
っ
た
時
は
、家
内
と
そ
こ
の
6
畳
3
畳
の
社
宅
に
入
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

れ
で
、何
年
か
勤
め
て
か
ら
、内
便
所
で
お
勝
手
も
家
の
中
に
あ
る
社
宅

に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

妻
─
2
回
目
の
引
っ
越
し
先
に
は
水
道
が
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
50
年

頃
に
は
社
宅
も
ほ
と
ん
ど
水
道
が
家
の
中
に
引
か
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

夫
─
そ
れ
で
、部
屋
の
大
き
さ
が
6
畳
6
畳
く
ら
い
か
。

妻
─
そ
の
く
ら
い
。6
畳
6
畳
く
ら
い
で
、お
勝
手
が
3
畳
く
ら
い
で
す

か
。
引
っ
越
し
の
た
び
に
、少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
。

Y
─
そ
こ
は
も
う
水
道
が
入
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
家
に
？

夫
─
そ
の
時
は
入
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
そ
の
後
は
も
う
内
便
所
の

あ
る
所
で
、6
畳
6
畳
、4
畳
半
か
。
そ
れ
で
廊
下
が
あ
っ
て
、ま
あ
ま
あ

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
そ
こ
に
し
ば
ら
く
い
て
、今
の
社
宅
に
越
し
た

ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
の
所
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
は
ね
、8
畳

6
畳
、4
畳
半
の
、玄
関
が
あ
っ
て
お
勝
手
が
あ
っ
て
、お
風
呂
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
廊
下
。
廊
下
が
結
構
広
い
ん
で
す
よ
。4
尺
廊
下
だ
か
ら
結
構

広
い
ん
で
す
よ
。

妻
─
で
、庭
が
あ
っ
て
。
結
構
庭
が
良
い
の
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

Y
─
あ
の
、掛
水
倶
楽
部
で
公
開
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
所
長
の［
4
］、

夫
─
役
宅
で
す
ね
。
役
宅
に
も
一
般
管
理
職
か
ら
所
長
宅
ま
で
で
す
が
、

あ
そ
こ
は
所
長
、副
所
長
宅
、参
事
宅
で
す
。

Y
─
そ
の
落
差
に
す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

夫
─
そ
う
で
し
ょ
、だ
か
ら
課
長
宅
な
ん
か
は
、重
役
役
宅
の
前
の
方
に
あ

り
、一
般
社
宅
と
違
う
所
は
風
呂
が
つ
い
て
い
る
く
ら
い
か
な
？
た
だ
、屋

根
が
瓦
だ
っ
た
り
す
る
か
ら
向
こ
う
の
方
が
立
派
か
な
と
思
う
ん
だ
け
れ
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│
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戦
時
中
、外
国
の
人
と
ど
ん
な
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た
か
？
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1 

旧
国
鉄
足
尾
線
の
こ
と
。
群
馬
の
桐
生
駅
か
ら
足
尾
の
間
藤
駅
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
鉄
道
だ
が
、昭
和
62︵
1
9
8
7
︶年
の
国
鉄
民
営
化
の
影
響
で
、足
尾
線
も
廃
止
の
対
象
と
な
り
、そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
乗

車
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。2
年
間
の
東
日
本
鉄
道
会
社
に
よ
る
運
行
を
経
て
、平
成
元︵
1
9
8
9
︶年
か
ら
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
と
し
て
運
行
し
て
い
る
。

2 

他
の
方
か
ら
も
、社
宅
を
鶏
小
屋
と
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
た
と
聞
く
。一
方
で
、足
尾
に
住
ん
で
い
る
一
部
の
人
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
長
屋
と
も
呼
ん
で
い
た
。

3 

こ
の
時
、現
在
残
っ
て
い
る
共
同
浴
場
、共
同
水
場
を
案
内
し
て
も
ら
う
。
当
時
の
ま
ま
で
残
っ
て
い
る
の
は
渡
良
瀬
だ
け
。
現
在
も
住
居
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、一
般
の
見
学
は
で
な
い
。

4 

掛
水
倶
楽
部
に
隣
接
す
る
役
宅
。

5 

労
働
組
合
員
の
奥
さ
ん
の
集
ま
り
。

山
の
仕
事
で
も
全
く
違
う
よ
う
な
の
で
、全
体
の
組
織
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
も
今
後
気
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

N
─
実
家
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で「
ど
ち
ら
が
上
の
階
で
ど
ち
ら
が
下
だ
」だ
と

か「
あ
そ
こ
の
ご
主
人
は
官
僚
で
、あ
そ
こ
は
ど
こ
の
会
社
の
重
役
だ
」と

い
っ
た
噂
が
あ
る
こ
と
を
、ふ
と
思
い
出
し
た
。あ
る
意
味
ど
こ
の
世
界
も

そ
こ
は
同
じ
な
の
か
な
と
思
っ
た
。
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M
─
私
の
家
に
も
食
糧
を
求
め
て
来
ま
し
た
よ
。
日
本
語
が
上
手
な
人

が
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
そ
れ
と
、そ
こ
ら
へ
ん
に
生
え
る
草
が
あ
っ
て
ね
。

そ
れ
を
食
べ
ら
れ
る
と
知
っ
て
い
る
か
ら
、み
ん
な
摘
ん
で
ね
。
そ
れ
で
ノ
ノ

ヒ
ロ
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ら
っ
き
ょ
う
み
た
い
な
の
が
な
っ
て
い
る
草
で

す
。﹁
そ
れ
採
っ
ち
ゃ
駄
目
だ
ぞ
﹂っ
て
言
う
ん
だ
け
れ
ど
、み
ん
な
む
し
っ
て

盗
ん
で
行
く
。
で
も
ね
、黙
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
子
供
だ
か
ら
ね
、﹁
採
る
な

よ
﹂っ
て
言
っ
た
ら
採
ら
な
い
か
な
と
思
っ
た
ら
採
る
の
で
、石
な
ん
か
投
げ

た
こ
と
あ
る
ね
。

S
─
あ
あ
、そ
う
で
す
か
。

N
─
あ
の
戦
争
中
、戦
前
も
戦
後
も
含
め
て
、や
っ
ぱ
り
み
ん
な
が
食
糧
難

だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
中
で
も
、特
に
外
国
人
の
人
は
日
本
人
よ

り
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
？

M
─
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
日
本
人
は
、良
い
人
は
特
別
に
い
る
ん

だ
け
れ
ど
も
、悪
い
人
も
い
る
か
ら
。
そ
の
頃
は
あ
の
、野
路
又
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
所
に
収
容
所
が
あ
り
ま
し
て
、珍
し
い
か
ら
当
時
子
供
だ
っ
た
私
は
、

そ
の
囲
い
が
し
て
あ
る
収
容
所
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
そ
こ
の
柵

越
し
に
収
容
さ
れ
て
い
た
人
と
話
し
た
ん
で
す
。
そ
の
方
が﹁
私
は
、中
国

人
で
収
容
さ
れ
て
い
る
者
な
の
だ
け
ど
、あ
の
イ
モ
が
食
い
た
い
﹂と
言
っ

た
ん
で
す
よ
。﹁
サ
ツ
マ
イ
モ
と
か
、そ
う
い
う
の
を
食
べ
た
い
ん
だ
け
れ
ど

も
、あ
な
た
の
所
に
あ
り
ま
す
か
？
﹂と
聞
か
れ
た
の
で
、家
に
買
い
出
し

で
買
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
少
し
は
あ
っ
た
か
ら
、﹁
あ
る
﹂と
言
っ
た
の
。
で
、

う
ち
の
お
母
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、﹁
気
の
毒
だ
か
ら
、持
っ
て
行
っ

て
あ
げ
ろ
﹂っ
て
言
う
か
ら
、昔
の
鞄
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入
れ
て
さ
、1
貫
目

［
5
］く
ら
い
収
容
所
に
持
っ
て
行
っ
て
同
じ
よ
う
に
柵
の
所
で
会
っ
て
、渡
し

た
も
ん
。そ
し
た
ら
そ
の
人
が﹁
あ
り
が
た
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
﹂っ
て
油
パ
ン
。

N
─
油
パ
ン
？

M
─
油
パ
ン
、コ
ッ
ペ
パ
ン
っ
て
い
う
の
か
な
、同
じ
。
パ
ン
を
油
で
揚
げ
る
ん

で
す
ね
、そ
れ
を
く
れ
ま
し
た
よ
。

N
─
へ
ー
、な
ん
か
温
か
い
話
で
す
ね
。

M
─
そ
ん
で﹁
お
金
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、こ
れ
﹂っ
て
、竜
が
つ
い
て
い
る
お
金

を
1
枚
か
2
枚
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
パ
ン
は
12
、3
個
く
れ
ま
し
た
よ
。

N
─
へ
ー
、そ
ん
な
に
。

M
─
沢
山
貰
っ
て
帰
り
ま
し
た
よ
。﹁
あ
あ
、あ
あ
い
う
人
が
い
る
ん
だ
な
、

あ
あ
い
う
所
に
入
っ
て
き
て
か
わ
い
そ
う
だ
な
﹂と
思
っ
た
。
あ
と
は
そ
の
、

日
本
人
で
親
切
な
人
が
い
た
ん
で
す
よ
。
砂
畑
の
人
で
親
切
で
、帰
り
に

自
分
の
食
べ
物
の
残
っ
た
も
の
を
あ
げ
た
み
た
い
で
す
ね
。
連
合
軍
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
と
か
そ
う
い
う
人
に
も
く
れ
た
み
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

終
戦
に
な
っ
た
時
に
、連
合
軍
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
、タ
バ
コ
と
か
そ
う

い
う
の
を
落
と
し
た
ん
で
す［
6
］。
捕
虜
の
人
に
落
と
し
て
行
っ
た
わ
け
。

そ
れ
で
、捕
虜
の
人
た
ち
は
そ
れ
を
貰
っ
た
ら
、﹁
世
話
に
な
っ
た
﹂っ
て
良

く
し
て
れ
た
人
に
タ
バ
コ
と
か
何
や
ら
を
分
け
た
ん
だ
よ
ね
。
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イ
モ
と
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
交
換

﹇
2
0
1
4
年
4
月
15
日
─
M
、志
村
、中
山
﹈

第
2
次
世
界
大
戦
中
に
学
生
だ
っ
た
方
の
当
時
の
記
憶
。
農
家
だ
っ
た
の

で
一
般
家
庭
よ
り
も
食
糧
に
困
ら
な
か
っ
た
た
め
、食
料
を
分
け
る
や
り

取
り
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

M
─
今
の
高
等
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
や
、砂
畑
の
橋
を
渡
っ
た
所
の
左
側

に
砂
畑
の
寮
み
た
い
な
所
あ
り
ま
す
よ
ね
、あ
そ
こ
に
白
人
捕
虜
収
容
所

が
あ
っ
た
ん
で
す［
2
］。
あ
と
、か
じ
か
荘
に
行
く
途
中
に
小
滝
の
里
が
あ

り
ま
す
よ
ね
、あ
そ
こ
の
ち
ょ
っ
と
行
っ
た
場
所
に
斜
め
左
の
所
に
沢
が
あ

る
の
で
す
が
、そ
こ
に
も
中
国
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た［
3
］。
あ
と
は
、本
山

坑
な
ど
何
箇
所
か
分
か
れ
て
ね
、選
鉱
で
も
働
い
て
い
た
ん
で
す
よ
。
み
ん

な
中
国
人
と
か
、今
の
韓
国
で
す
か
、朝
鮮
人
も
あ
あ
い
う
の
も
戦
争
の
流

れ
で
働
き
に
来
た
り
、鉱
石
の
あ
あ
い
う
の
を
、

S
─
分
別
し
た
り
？

M
─
選
鉱
な
ん
か
を
ね［
4
］。
だ
か
ら
あ
の
頃
、砂
畑
あ
た
り
は
朝
鮮
人
の

人
た
ち
の
家
族
が
い
て
食
べ
物
が
な
い
か
ら
、神
子
内
ま
で
野
菜
を
と
り
に

き
ま
し
た
よ
。

S
─
買
い
に
来
た
っ
て
こ
と
で
す
か
？

M
─
そ
う
、お
母
さ
ん
は
子
供
を
腰
に
く
く
り
つ
け
て
く
る
。
日
本
は
背
負

う
で
し
ょ
？
向
こ
う
は
腰
に
つ
け
る
ん
だ
よ
ね
、綿
を
ち
ょ
っ
と
出
し
て
。

S
─
じ
ゃ
あ
、ち
ょ
っ
と
違
う
っ
て
い
う
の
が
見
た
目
で
わ
か
る
ん
で
す
ね
。

聞
き
取
り
で
は
、戦
時
中
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
が
定
着
し
て
き
た
。
特
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
の
は
、外
国
人
捕
虜
、

朝
鮮
人
労
働
者
、進
駐
軍
と
足
尾
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
の
話
。
例
え
ば
、小
滝
坑
エ
リ
ア
に
は
造
り
が
異
な
る
中
国
人
慰
霊

塔
と
朝
鮮
人
供
養
塔
が
あ
る［
1
］。
が
、私
た
ち
は
中
国
や
朝
鮮
の
方
と
足
尾
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
の
か
も
最
初
は
知

ら
な
か
っ
た
。
慰
霊
塔
を
見
て
初
め
て
当
時
足
尾
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
の
存
在
を
認
識
し
、聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
当
時

の
や
り
取
り
か
ら
、戦
争
の
影
響
に
よ
り
足
尾
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
想
像
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

だ
、日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
方
の
視
点
は
圧
倒
的
に
足
り
な
い
が
、今
後
聞
い
て
い
き
た
い
。
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⋮
⋮
︵
省
略
︶
⋮
⋮

夫
─
だ
か
ら
、戦
後
は
タ
ン
パ
ク
質
が
摂
れ
な
い
が
ね
。
肉
と
豚
肉
と
か
そ

う
い
う
の
が
な
い
か
ら
。
結
局
ネ
ズ
ミ
獲
っ
て
、ネ
ズ
ミ
を
料
理
し
て
食
う

人
も
い
る
し
。

S
─
ネ
ズ
ミ
？

夫
─
蛇
を
捕
ま
え
て
蛇
を
料
理
し
て
食
べ
る
と
か
ね
。

S
─
そ
ん
な
こ
と
し
て
や
っ
た
ん
で
す
ね
。

夫
─
千
葉
県
と
か
そ
う
い
う
と
こ
の
農
家
へ
行
く
と
き
、栃
木
県
も
そ
う

だ
け
ど
さ
。
農
家
に
行
け
ば
カ
エ
ル
と
か
い
ろ
い
ろ
い
る
け
ど
さ
。
俺
そ
う
い

う
農
家
っ
て
い
う
の
知
ら
な
い
か
ら
、足
尾
っ
て
い
う
の
は
そ
う
い
う
知
識
が

無
い
が
ね
。
見
れ
ば
ハ
ゲ
山
で
、ス
ス
キ
か
ス
ッ
カ
ン
ボ［
8
］し
か
生
え
て
い
な

い
よ
う
な
ね
、痩
せ
た
土
地
だ
か
ら
。
結
構
、ネ
ズ
ミ
と
か
蛇
は
い
っ
ぱ
い
い

る
か
ら
ね
。
蛇
を
捕
ま
え
た
り
さ
。

S
─
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る
っ
て
い
う
の
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

夫
─
ネ
ズ
ミ
食
べ
た
よ
、食
べ
な
く
ち
ゃ
。
そ
れ
も
や
っ
ぱ
り
食
べ
る
知
恵

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
朝
鮮
人
な
ん
だ
よ
。

S
─
そ
う
な
ん
で
す
か
？

夫
─
結
局
強
制
労
働
で
足
尾
は
随
分
朝
鮮
人
が
い
た
か
ら
、う
ち
の
隣

も
朝
鮮
人
の
家
族
だ
っ
た
け
れ
ど
も
み
ん
な
教
え
て
く
れ
た
か
ら
。
う
ん
、

﹁
生
き
て
い
く
ん
だ
っ
た
ら
、タ
ン
パ
ク
質
が
必
要
だ
よ
﹂っ
て
。
当
時
は
タ
ン

パ
ク
質
な
ん
て
そ
ん
な
言
葉
は
使
わ
な
い
け
れ
ど
も﹁
食
わ
な
く
ち
ゃ
駄

目
だ
よ
﹂っ
て
。
う
ん
。
早
く
言
え
ば
、生
物
。﹁
生
き
物
を
食
べ
な
く
ち
ゃ

な
ん
な
い
べ
﹂っ
て
言
わ
れ
た
。﹁
生
き
て
い
る
も
の
食
べ
な
く
ち
ゃ
、生
き
て

い
け
な
い
ん
だ
か
ら
﹂っ
て
。

S
─
ち
な
み
に
、ネ
ズ
ミ
っ
て
捕
ま
え
て
、皮
と
か
と
っ
て
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？

夫
─
結
構
美
味
し
い
ん
だ
よ
。

S
─
切
っ
て
？

夫
─
骨
だ
っ
て
カ
ラ
カ
ラ
に
焼
い
て
、美
味
し
い
ん
だ
よ
。

N
─
俺
、結
構
な
ん
で
も
食
べ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、ネ
ズ
ミ
は

な
い
で
す
。

夫
─
ハ
ハ
ハ
。

N
─
俺
、犬
も
ウ
サ
ギ
も
蛇
も
食
べ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
、カ
エ
ル
も
あ
る
。

夫
─
カ
エ
ル
は
美
味
し
い
ん
だ
。
だ
か
ら
終
戦
、昭
和
21
、22
年
頃
っ
て
い
う

と
、み
ん
な
舟
石［
9
］
行
く
と
結
構
野
生
の
ウ
サ
ギ
が
一
杯
い
た
ん
だ
よ
。

そ
う
い
う
の
を
仕
掛
け
て
獲
っ
て
き
て
食
べ
た
り
し
て
ね
、う
ん
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─「
朝
鮮
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
」と
、改
め
て
感
心
し
な
が

ら
話
し
て
く
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
。そ
し
て
、そ
の
時
に
や
り
取
り
し
た

相
手
の
朝
鮮
の
方
が
ど
ん
な
人
な
の
か
知
り
た
く
な
っ
た
。

N
─
外
国
人
に
対
す
る
印
象
も
人
に
よ
っ
て
違
う
の
だ
と
思
う
。こ
の
方

の
よ
う
に
近
く
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
の
人
か
ら
知
恵
を
得
た
方
も
い
れ

ば
、あ
ま
り
外
国
人
と
接
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
方
も
い
る
の
だ
と
思
う
。
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［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
戦
後
直
ぐ
に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
捕
虜
の
人
た
ち
に
嗜
好
品
が
落
と
さ

れ
た
と
い
う
話
は
、他
の
方
か
ら
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、戦
後
の
一
つ
の
共

通
す
る
風
景
だ
っ
た
よ
う
だ
。ま
た
、別
の
複
数
の
方
か
ら
、捕
虜
の
方
に

対
し
て
親
切
に
し
た
、酷
い
扱
い
を
し
た
話
も
聞
く
が
、そ
れ
ら
の
場
面
が

話
題
に
出
た
時
に
、ど
う
反
応
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
と
に
か
く
聞
き

入
っ
て
し
ま
う
。

N
─
戦
時
中
や
戦
後
、ま
た
外
国
人
捕
虜
や
朝
鮮
人
労
働
者
の
話
を
、実

際
に
経
験
し
た
方
々
か
ら
、足
尾
に
来
た
こ
と
で
、人
生
で
初
め
て
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。様
々
な
意
見
や
見
解
が
あ
り
、議
論
が
尽
き
な
い
テ
ー
マ
で

は
あ
る
が
、少
な
く
と
も
、語
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
を
知
ろ
う
と
す
る

努
力
が
今
の
若
者
に
必
要
な
の
じ
ゃ
な
い
か
と
、若
者
な
り
に
感
じ
た
。

豊
か
な
知
恵
を
教
え
て
も
ら
う

﹇
2
0
1
4
年
7
月
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
﹈

戦
時
中
の
暮
ら
し
を
教
え
て
も
ら
う
た
め
に
、小
学
生
だ
っ
た
当
時
の
食

糧
事
情
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
朝
鮮
の
方
と
の
や
り
取
り
の
話
に
な
る
。

S
─
や
っ
ぱ
り
戦
時
中
も
だ
け
れ
ど
も
、戦
後
も
大
変
な
時
期
が
続
い
た

ん
で
す
よ
ね
？

夫
─
一
合
の
米
に
さ
、水
を
10
倍
、一
升
入
れ
て
さ
、ド
ロ
ド
ロ
に
し
て
。

S
─
あ
ー
、お
か
ゆ
と
も
言
え
な
い
感
じ
の
？

夫
─
そ
こ
に
今
度
は
イ
モ
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
あ
れ
を
入
れ
て
さ
、で
塩
を
入
れ

て
、そ
れ
で
す
す
っ
て
食
っ
た
ん
だ
か
ら
。

S
─
あ
ー
、そ
う
な
ん
で
す
ね
。へ
ー
。

夫
─
で
、俺
の
弟
な
ん
て
み
ん
な
栄
養
失
調
で
死
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

N
─
あ
、そ
う
で
す
か
。

夫
─
母
親
が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ろ
、ミ
ル
ク
は
買
え
な
い
、母
親
が
い
な
い
か
ら

お
っ
ぱ
い
も
飲
め
な
い
か
ら
。
う
ん
。
で
牛
乳
だ
っ
て
、こ
こ
か
ら
だ
と
横
根

山［
7
］の
牧
場
ま
で
買
い
に
行
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
ね
。
何
回
か
行
っ
た
け

れ
ど
も
ね
。

S
─
歩
い
て
で
す
よ
ね
？

夫
─
歩
い
て
だ
よ
。
赤
ん
坊
に
飲
ま
せ
る
た
め
に
。
母
親
が
子
供
を
産
ん

で
、す
ぐ
死
ん
じ
ゃ
っ
た
か
ら
ね
。﹁
子
供
に
は
牛
乳
が
良
い
﹂っ
て
言
っ
て
い
た

ん
だ
け
ど
、や
っ
ぱ
り
ね
、赤
ち
ゃ
ん
に
は
牛
乳
は
良
く
な
い
ん
だ
よ
ね
。
今

は
そ
う
い
う
風
に
わ
か
る
ん
だ
け
ど
、昔
は
ね
そ
ん
な
風
に
知
識
が
な
い
が

ね
。
牛
乳
飲
ま
し
た
ら
み
ん
な
下
痢
し
ち
ゃ
う
。
腸
を
悪
く
し
ち
ゃ
う
か

ら
ね
。
だ
か
ら
結
局
重
湯
、米
の
な
い
時
代
に
重
湯
の
上
澄
み
を
砂
糖
入

れ
て
飲
ま
し
て
、だ
か
ら
栄
養
失
調
に
な
っ
ち
ゃ
う
が
ね
。
今
な
ら
、ビ
タ
ミ

ン
が
栄
養
だ
っ
て
、み
ん
な
認
識
し
た
け
れ
ど
も
、昔
は
ビ
タ
ミ
ン
も
ミ
ネ
ラ

ル
も
そ
ん
な
の
分
か
ら
な
い
が
ね
。
と
に
か
く
腹
き
つ
く
な
れ
ば
大
丈
夫
だ

ろ
う
、ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
っ
て
い
う
頭
だ
っ
た
か
ら
。
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企業は古河鉱業足尾鉱業所。捕虜はトラックで製錬所に通って作業
に従事した。終戦時収容人数245人（米210 ,英32 ,他3）、収容中の
死者24人。』と記されています。”（大吉利一郎、『足尾町野路又にロマン
を求めて』、粟野印刷、2013年、78頁）
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た
だ
、今
回
の
よ
う
な
異
な
る
文
化
を
尊
重
す
る
態
度
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が

多
い
気
が
し
た
。

近
所
の
人
や
進
駐
軍
と
の
交
流

﹇
2
0
1
4
年
7
月
7
日
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
﹈

小
学
生
だ
っ
た
頃
に
丁
度
戦
争
に
な
り
、鉄
道
を
使
っ
て
食
料
の
買
い
出
し

を
し
て
い
た
と
い
う
方
の
お
話
。
子
供
目
線
で
様
々
な
場
面
を
見
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

夫
─
だ
か
ら
こ
こ
ら
の
人
で
も
ほ
ら
、朝
鮮
人
の
人
が
砂
畑
に
住
ん
で
い
た

ろ
。
俺
は
朝
鮮
人
の
子
供
ら
の
友
だ
ち
ん
所
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ

た
か
ら
。
同
級
生
で
。﹁
お
前
の
家
に
遊
び
に
行
く
ど
﹂な
ん
て
言
っ
て
さ
。

す
る
と
瓶
か
ら
食
べ
物
を
出
す
ん
だ
よ
。

S
─
え
？
瓶
か
ら
？

夫
─
瓶
。
瓶
か
ら
さ
あ
、今
で
い
え
ば
あ
れ
だ
ね
。

N
─
キ
ム
チ
み
た
い
な
？

夫
─
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
に
漬
け
て
お
く
ん
だ
ね
。﹁
う
ま
い
の
食
わ
せ
っ
か

ら
﹂っ
て
言
う
と
、今
で
い
う
キ
ム
チ
な
ん
だ
よ
な
。
あ
あ
い
う
の
を
出
し
て

く
れ
た
り
。﹁
お
前
の
家
、瓶
一
杯
あ
る
な
﹂っ
て
や
っ
て
い
た
ん
だ
か
ら
。

S
─
あ
ー
、な
る
ほ
ど
ね
。
瓶
ご
と
引
っ
越
し
て
来
た
ん
だ
。

夫
─
う
ん
。こ
う
い
う
小
ち
ゃ
い
瓶
な
ん
て
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
で
、一
回

火
事
が
あ
っ
て
大
変
だ
っ
て
友
だ
ち
の
家
に
飛
ん
で
行
っ
た
ら
さ
、そ
う
し

た
ら
瓶
を
渡
し
て
よ
こ
す
ん
だ
よ
。﹁
出
し
て
く
れ
っ
﹂っ
て
。

S
─
え
、瓶
を
？

夫
─
ハ
ハ
。
瓶
と
か
ね
。
棚
み
た
い
な
家
財
道
具
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
そ
う

い
う
の
の
中
に
、衣
類
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
箱
に
入
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら

出
し
て
く
れ
っ
て
。
も
う
壷
で
持
ち
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

あ
の
、だ
か
ら
ほ
ら
、あ
あ
い
う
朝
鮮
は
ほ
ら
、あ
っ
ち
が
攻
め
て
来
た
り
、

こ
っ
ち
が
攻
め
て
、何
が
来
っ
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
っ
て
ね
。
だ
か
ら
、本
当

に
、パ
ー
っ
て
や
っ
て
持
っ
て
や
っ
て
。

S
─
あ
、す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
？

夫
─
逃
げ
ら
れ
る
も
の
を
壷
に
し
ま
っ
て
お
く
ん
だ
っ
て
、後
で
聞
い
た
ら

ね
。
だ
か
ら
火
事
の
時
に
は
壷
を
渡
し
て﹁
と
に
か
く
こ
れ
出
し
て
く
れ
、

お
っ
欠
く
な
﹂な
ん
て
言
っ
て
。

S
─
瓶
を
こ
う
や
っ
て
、バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
み
た
い
に
？

夫
─
渡
し
な
が
ら
中
身
の
音
を
聞
い
て﹁
金
じ
ゃ
ね
え
な
あ
﹂な
ん
て
ね
。

火
事
で
2
、3
軒
燃
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、お
母
さ
ん
、お
婆
さ
ん
ら

に﹁
な
ん
か
持
っ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
な
い
け
？
﹂っ
て
聞
い
て﹁
ほ

ら
、こ
れ
と
こ
れ
持
っ
て
行
っ
て
や
れ
﹂な
ん
て
さ
、や
っ
ぱ
り
持
っ
て
行
っ
た
こ

と
あ
っ
た
よ
。﹁
あ
り
が
と
う
﹂な
ん
て
さ
。
⋮
⋮
︵
省
略
︶
⋮
⋮
そ
れ
で
、

そ
の
子
が
朝
鮮
に
帰
る
時
に
家
に
来
て
ね﹁
お
礼
に
来
た
﹂っ
て
さ
。
だ
け

ど
中
に
は
朝
鮮
を
い
じ
め
た
人
は
さ
、足
尾
か
ら
先
に
逃
げ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
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妻
─
み
ん
な
落
っ
こ
と
す
。

S
─
タ
バ
コ
と
か
そ
う
い
う
の
？

夫
─
落
下
傘
で
。

妻
─
私
も
ね
、家
の
近
く
に
落
っ
こ
と
し
た
ん
で
、取
り
に
行
っ
た
こ
と
あ
る

の
。
ち
い
ち
ゃ
い
時
に
。
そ
う
す
る
と
知
ら
な
い
か
ら
開
け
ち
ゃ
う
の
ね
、中

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

夫
─
そ
う
い
う
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
荷
物
が
砂
畑
と
か
に
ね
、パ
ー
っ
て
落
と
す

だ
ろ
。
そ
れ
で
目
的
地
に
落
ち
れ
ば
い
い
け
れ
ど
も
、こ
っ
ち
の
方
に
落
っ
こ

ち
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
ん
だ
よ
。
そ
う
す
る
と
収
容
所
の
管
理
の
人
が﹁
駄
目

だ
﹂っ
て
言
わ
れ
っ
け
ど
、
後
に
な
っ
て﹁
探
し
て
く
れ
っ
か
？
﹂っ
て
言
っ
て

探
し
て
く
ん
の
さ
。

S
─
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
な
ん
で
す
か
？

妻
─
そ
ん
な
、あ
ん
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
よ
。

夫
─
落
っ
こ
と
す
時
は
こ
ん
な
で
か
い
箱
で
落
っ
こ
と
す
ん
だ
よ
。

妻
─
私
が
覚
え
て
い
る
の
は
小
さ
い
の
。

S
─
で
、パ
カ
っ
て
開
け
る
と
中
に
チ
ョ
コ
が
い
っ
ぱ
い
？

妻
─
チ
ョ
コ
、チ
ョ
コ
が
い
っ
ぱ
い
。

夫
─
だ
か
ら
で
か
い
飛
行
機
で
来
る
ん
だ
よ
、大
っ
き
い
。
で
、ワ
ー
っ
と
来

て
ポ
っ
と
落
っ
こ
ち
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、目
的
地
に
落
っ
こ
ち
な
い

で
風
で
流
れ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
と
、山
の
中
に
落
っ
こ
ち
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
、

ダ
ー
ン
っ
て
。
そ
う
す
る
と
凄
い
ん
だ
よ
取
り
に
行
く
の
が
。﹁
お
前
ら
行
っ

て
く
れ
、取
り
に
行
っ
て
こ
い
、手
伝
っ
て
く
れ
﹂っ
て
言
わ
れ
て
探
し
に
行
っ

た
。
で
貰
っ
て
き
た
こ
と
あ
る
。
だ
か
ら
落
下
傘
の
生
地
や
な
ん
か
も﹁
こ

ん
な
の
い
ん
な
い
か
ら
、み
ん
な
持
っ
て
行
け
﹂っ
て
、み
ん
な
生
地
を
切
っ
て

く
れ
る
の
さ
。
凄
い
生
地
な
ん
だ
よ
な
。
だ
か
ら﹁
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
す
る

と
良
い
﹂っ
て
言
っ
て
み
ん
な
、同
じ
様
な
色
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
な
、ハ
ハ
。
笑
っ
た
ん
だ
よ
。

S
─
へ
ー
、そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、面
白
い
。

夫
─
布
を
く
れ
た
ん
だ
よ
、お
礼
に
。﹁
持
っ
て
行
く
か
﹂っ
て
聞
い
て
切
っ

て
く
れ
て
。
だ
か
ら
進
駐
軍
が
来
た
時
は
も
う
そ
こ
で
あ
れ
し
て
い
た
か

ら
、お
い
ら
の
所
こ
う
や
っ
て
呼
ん
で
さ
、そ
の
時
初
め
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

か
さ
、一
緒
に
や
る
べ
っ
て
言
っ
て
さ
。

S
─
え
、進
駐
軍
が
で
す
か
？

夫
─
う
ん
、あ
の
時﹁
あ
あ
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
っ
て
い
う
の
は
こ
う
い
う
の
な
ん

だ
な
﹂っ
て
さ
、ほ
ら
野
球
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
。こ
ん
な
に
で
っ
か
い
ボ
ー
ル

持
っ
て
き
て
、進
駐
軍
が﹁
野
球
知
っ
て
い
る
か
、や
っ
た
こ
と
あ
る
？
﹂っ
て

言
っ
て
。﹁
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
！
﹂っ
て
英
語
で
言
っ
て
、一
緒
に
や
っ
た
こ
と
あ
る
。

そ
し
て
お
礼
に
チ
ョ
コ
と
か
を
く
れ
た
。
で﹁
貰
っ
て
良
い
の
か
、先
生
？
﹂っ

て
先
生
に
聞
い
た
ら﹁
貰
っ
て
良
い
﹂っ
て
言
う
ん
で
。
で
、学
校
に
年
中
遊

び
に
行
く
と
さ
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
か
や
ら
せ
ん
の
。
ボ
ク
シ
ン
グ
と
か
さ
、

あ
れ
2
、3
回
や
る
と
へ
た
ば
っ
て
さ
。ハ
ハ
。
だ
か
ら
進
駐
軍
が
来
た
時
に

は
み
ん
な
面
白
い
こ
と
や
っ
た
り
、一
緒
に
色
ん
な
こ
と
や
っ
た
り
し
て
和
や
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ね
、ほ
ら
い
じ
め
ら
れ
た
か
ら
、﹁
あ
の
野
郎
﹂な
ん
つ
っ
て
ね
。
で
も
わ
ざ
わ

ざ
、﹁
も
う
そ
ろ
そ
ろ
、朝
鮮
に
帰
る
か
ら
﹂な
ん
て
言
っ
て﹁
あ
れ
し
て
く
だ

さ
い
﹂な
ん
て
来
て
く
れ
た
。﹁
子
供
ら
と
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
﹂

な
ん
て
来
て
く
れ
て
。
だ
か
ら
懐
か
し
か
っ
た
よ
ね
。

S
─
そ
の
帰
っ
た
っ
て
い
う
の
は
、終
戦
後
す
ぐ
っ
て
こ
と
で
す
か
？ 

そ
れ

と
も
、月
日
が
経
っ
て
か
ら
？

夫
─
終
戦
す
ぐ
だ
ね
、も
う
暴
動
み
た
い
な
の
が
起
き
て
、あ
れ
し
ち
ゃ
っ
て

し
ょ
う
が
な
い
ん
で
、あ
れ
が
来
た
ん
だ
よ
ね
、ア
メ
リ
カ
人
。ア
メ
リ
カ
軍

隊
が
。
小
学
校
に
泊
ま
っ
て
鎮
圧
し
て
い
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
外
国
人
捕
虜
な

ど
の
人
た
ち
が
暴
れ
回
っ
た
ん
だ
よ
ね［
10
］。
だ
か
ら
も
う
逃
げ
た
り
、そ
れ

で
そ
の
う
ち
、ほ
ら
、朝
鮮
系
と
あ
れ
と
で
押
さ
え
た
り
何
な
り
し
て
。
だ

か
ら
ほ
ら
、当
時
外
国
人
を
使
っ
て
い
た
人
た
ち
は
み
ん
な
逃
げ
ち
ゃっ
た
ん

だ
よ
ね
。ほ
ら
、坑
内
あ
た
り
で
、﹁
こ
の
野
郎
、ふ
ざ
け
ん
な
﹂な
ん
て
言
っ
て

使
っ
て
い
た
奴
は
逃
げ
ち
ゃっ
た
人
が
い
る
ん
だ
よ
、い
っ
ぱ
い
。い
じ
め
た
奴
は
、

S
─
何
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
。

夫
─
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
仲
良
く
タ
バ
コ
な
ん
て
目
の
前
で
パ
パ
っ
て
ふ
か
し
て

さ
、ベ
ッ
て
置
い
て﹁
じ
ゃ
あ
な
﹂な
ん
て
言
っ
て
。
そ
う
や
っ
て
吸
わ
し
て
や
っ

た
、そ
う
い
っ
た
奴
な
ん
か
は
今
度
は
帰
る
時
に
逆
に
お
礼
に
来
て
い
る
ん

だ
よ
ね
。﹁
お
世
話
に
な
っ
た
、班
長
さ
ん
に
﹂っ
て
。
班
長
さ
ん
っ
て
言
う
ん

だ
よ
ね
。﹁
班
長
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
、班
長
さ
ん
優
し
か
っ
た

か
ら
﹂っ
て
来
て
ね
。
家
の
親
父
の
所
と
か
に
来
て
さ
、だ
か
ら
終
戦
に
な
っ

て
、そ
の
暴
動
が
起
き
て
ち
ょ
っ
と
収
ま
っ
て
も
う
帰
る
っ
て
頃
に
な
っ
た
ら

ね
。
も
う
、び
っ
く
り
し
た
ん
だ
け
れ
ど
、豚
で
も
な
ん
で
も
ぶ
っ
殺
し
ち
ゃ

う
ん
だ
よ
ね
。
牛
ま
で
ぶ
っ
殺
し
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。
バ
ケ
ツ
山
盛
り
に

﹁
肉
持
っ
て
き
た
よ
﹂な
ん
て
持
っ
て
く
る
ん
だ
か
ら
。ハ
ハ
。

S
─
へ
ー
、凄
い
で
す
よ
ね
、ご
ち
そ
う
で
す
よ
ね
。

夫
─﹁
班
長
さ
ん
﹂な
ん
て
言
っ
て
さ
、﹁
肉
持
っ
て
き
た
か
ら
﹂な
ん
て
さ
。

﹁
犬
じ
ゃ
な
か
ん
べ
な
﹂っ
て
言
う
と﹁
豚
殺
し
た
か
ら
﹂
な
ん
て
言
っ
て
。

あ
あ
い
う
、み
ん
な
長
屋
で
豚
で
も
な
ん
で
も
殺
し
ち
ゃ
っ
て
食
っ
ち
ゃ
う

ん
だ
も
ん
ね
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
の
言
わ
れ
て
、﹁
見
に
行
く
ん
べ
﹂っ
て
言
っ

て
見
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
も
ん
。ハ
ハ
。
見
て
み
る
と
上
手
い
ん
だ
よ
ね
。

豚
な
ん
か
、バ
ー
っ
と
ネ
ッ
ト
か
け
て
、こ
ん
な
変
な
道
具
で
バ
リ
バ
リ
バ
リ

バ
リ
毛
と
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

N
─
動
物
を
飼
っ
て
い
た
ん
で
す
か
？

S
─
屠
場
が
あ
っ
た
の
か
な
？

夫
─
い
や
、買
い
出
し
か
な
ん
か
に
行
っ
て
、あ
あ
い
う
所
か
ら
買
っ
て
き
た

り
。
あ
れ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
ん
な
屠
殺
場
で
も
な
い
ん
だ
よ
な
。

⋮
⋮︵
省
略
︶
⋮
⋮

S
─
そ
れ
と
、終
戦
直
後
に
外
国
人
捕
虜
収
容
所
に
嗜
好
品
が
詰
ま
っ
た

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
降
ろ
さ
れ
た
と
聞
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、ご
記
憶
あ
り

ま
す
か
？

夫
─
ほ
ら
、飛
行
機
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
来
た
か
ら
。
で
、落
下
傘
で
。



51 │Question 1│チョリチョリって、どういう意味ですか？

│
Q
5

│

キ
ラ
キ
ラ
し
た
石
、見
つ
け
た
の
で
す
が
…
…

協力隊が足尾で拾った鉱石のかけら。 50

か
だ
っ
た
の
。
で
も
先
生
は
な
ん
か﹁
あ
ん
ま
り
貰
わ
な
い
で
く
れ
﹂と
か

な
ん
と
か
言
っ
た
け
れ
ど
も
、﹁
仲
良
く
す
る
ん
な
ら
い
い
よ
な
、し
ょ
う
が

な
い
よ
な
﹂っ
て
言
っ
た
の
。
だ
か
ら
遊
び
に
い
っ
た
よ
、年
中
。
進
駐
軍
の

あ
そ
こ
、学
校
へ
ね
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
少
し
違
う
家
の
中
の
壷
に
気
づ
い
た
り
、パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
探
し
に
行

く
楽
し
さ
な
ど
、子
供
目
線
だ
か
ら
こ
そ
の
感
覚
。背
の
高
い
毛
む
く
じ
ゃ

ら
の
進
駐
軍
に
驚
い
た
と
も
言
っ
て
い
た
。ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素
だ
け
で
は

な
く
て
、純
粋
な
変
化
に
応
じ
て
新
し
い
人
や
文
化
に
入
り
込
ん
で
い
く

明
る
さ
も
凄
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

N
─
戦
後
の
進
駐
軍
と
日
本
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
話
は
特
に
興
味
深

か
っ
た
。
欧
米
人
に
初
め
て
接
す
る
子
供
は
、大
人
よ
り
も
無
邪
気
に
交

流
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
う
。
異
文
化
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
と
な
っ

た
当
時
の
興
奮
が
話
し
手
の
語
り
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。

1 

小
滝
坑
エ
リ
ア
に
は
中
国
人
捕
虜
収
容
所︵
興
亜
寮
︶跡
と
、朝
鮮
人
供
養
塔
専
念
寺
小
滝
説
教
所
跡
が
あ
る
。

2 

野
路
又
の
白
人
捕
虜
収
容
所
に
は
2
4
5
人
、砂
畑
の
白
人
捕
虜
収
容
所
に
は
2
1
3
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。
参
考
：
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
。

3 

興
亜
寮
と
呼
ば
れ
た
中
国
人
捕
虜
収
容
所
に
は
2
5
7
名
の
人
が
収
容
さ
れ
小
滝
坑
内
外
で
働
い
て
い
た
。

4 

＂
昭
和
一
〇
年
九
月
当
時
の
足
尾
の
従
業
員
は
、職
員
四
六
八
、鉱
員
四
六
八
七
、臨
時
鉱
員
一
四
四
一
、計
六
五
九
六
名
で
、全
部
日
本
人
で
し
め
ら
れ
た
い
た
が
、昭
和
一
五
年
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
が
お
も
に
坑
内

の
運
搬
夫
と
し
て
使
わ
れ
、一
七
年
か
ら
は
、勤
労
報
国
隊
や
学
徒
動
員
の
人
た
ち
が
選
鉱・
製
煉
を
中
心
に
ど
っ
と
入
っ
て
き
た
。＂︵
村
上
安
正
編
、﹃
足
尾
銅
山
労
働
運
動
史
﹄、足
尾
銅
山
労
働
組
合
、1
9
5
8
年
、1
7
8
頁
︶

5 3,75

キ
ロ
グ
ラ
ム

6 

足
尾
の
複
数
の
方
か
ら
聞
く
話
。
資
料
で
も
、＂
砂
畑
と
野
路
又
の
白
人
俘
虜
収
容
所
の
屋
根
に
は
、白
ペ
ン
キ
で﹁
P

・W
﹂マ
ー
ク
が
描
か
れ
、せ
ま
い
山
あ
い
を
縫
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
が
急
降
下
し
医
料
品
や

食
糧
な
ど
を
落
下
傘
で
投
下
し
て
、つ
い
先
ご
ろ
ま
で﹁
足
尾
は
山
の
中
に
あ
る
か
ら
、爆
撃
し
た
く
て
も
山
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、絶
対
空
襲
は
う
け
な
い
﹂と
安
心
し
て
い
た
足
尾
町
民
の
度
ぎ
も
を
抜
い
た
＂︵
村

上
、前
掲
書
、﹃
足
尾
銅
山
労
働
史
﹄、1
8
9
頁
︶な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

7 

足
尾
と
鹿
沼
の
間
に
あ
る
高
原
地
で
、開
拓
農
家
な
ど
が
あ
っ
た
。

8 

イ
タ
ド
リ
の
こ
と
。

9 

備
前
楯
山
の
中
腹
の
本
山
と
銀
山
平
の
中
間
地
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
。

10 

戦
後
の
暴
動
に
関
し
て
は
、各
証
言
や
先
行
研
究
で
様
々
な
説
明
が
あ
る
。
足
尾
の
方
か
ら
聞
く
話
で
は
、戦
時
中
酷
い
扱
い
を
受
け
て
い
た
労
働
者
が
、終
戦
直
後
に
意
地
悪
を
し
た
人
を
探
し
ま
わ
っ
た
と
い
う

内
容
。
資
料
で
は
、帰
国
の
促
進
を
求
め
る
デ
モ
行
進
や
補
償
要
求
の
交
渉
な
ど
が
行
わ
れ
、そ
れ
ら
を
暴
動
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
参
考
：
村
上
、前
載
書﹃
足
尾
銅
山
労
働
史
﹄。
村
上
、前
掲
書
、﹃
足
尾
銅
山

史
﹄。
古
庄
正﹁
足
尾
銅
山・
朝
鮮
人
強
制
連
行
と
戦
後
処
理
﹂︵
駒
澤
大
学
経
済
学
会﹃
経
済
学
論
集
﹄第
26
巻
第
4
号
、平
成
7
年
3
月
︶。
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兄
─﹁
こ
ん
な
も
ん
﹂な
ん
て
感
じ
で
。
鉄
鉱
石
と
か
ね
、金
色
の
、石
の
部

分
が
無
い
ん
だ
か
ら
。1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
鉱
石
。

弟
─﹁
綺
麗
だ
な
﹂と
思
う
け
れ
ど
も
、そ
れ
ほ
ど
値
打
ち
が
あ
る
と
は
思

わ
な
い
か
ら
。

S
─
そ
れ
が
普
通
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

弟
─
多
分
持
ち
出
し
禁
止
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
、今
思
え
ば
な
。
そ
れ
親

父
な
ん
か
持
っ
て
き
て
、ど
こ
の
家
に
も
あ
っ
た
か
ら
な
。ハ
ハ
。こ
ん
な
で
か

い
の
、家
の
中
に
入
ら
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

兄
─
だ
か
ら
駄
目
だ
と
言
い
な
が
ら
、堂
々
と
持
っ
て
き
て
い
た
ん
だ
ろ
う

な
。
本
当
に
ど
こ
の
家
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

弟
─
あ
と
は
、足
尾
の
お
菓
子
屋
さ
ん
で
も
そ
う
い
う
お
菓
子
を
作
っ
て
い

た
も
ん
ね
？
鉄
鉱
石
の
形
を
し
た
砂
糖
の
塊︵
54
頁
参
考
︶。
本
当
に
お
菓
子

だ
か
石
だ
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
の
。
六
方
石
み
た
い
な
の
と
か
、

兄
─
緑
色
の
と
か
。

弟
─
確
か
に
、あ
の
お
菓
子
も
ど
こ
で
売
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な
。

兄
─
間
違
い
な
く
あ
っ
た
。

S
─
そ
れ
は
飴
で
す
か
？

兄
─
板
菓
子
、砂
糖
の
固
ま
っ
た
、板
に
な
っ
て
い
て
。

弟
─
で
も
た
ぶ
ん
甘
い
だ
け
な
の
か
な
？ 

ハ
ハ
。

S
─
よ
く
食
べ
て
い
た
ん
で
す
か
？

兄
─
た
ま
に
お
土
産
と
か
で
貰
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
よ
。
丁
度
な
ん
だ
ろ

う
、氷
砂
糖
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

弟
─
そ
う
だ
、氷
砂
糖
だ
。
硬
か
っ
た
も
の
ね
。

N
─
他
に
足
尾
で
作
っ
て
い
た
製
品
と
い
う
か
、今
は
無
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け

ど
な
、
っ
て
い
う
お
菓
子
と
か
何
か
あ
り
ま
す
か
？

兄
─
足
尾
は
何
も
な
い
ん
だ
よ
ね
、

弟
─
何
も
な
い
ん
だ
よ
ね
、そ
う
言
う
と
寂
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
け
れ
ど
も
。

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
全
体
の
話
の
中
で
は
鉱
物
の
話
題
は
一
瞬
だ
け
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、

確
か
に
記
憶
に
あ
る（
そ
う
い
え
ば
ね
、と
い
う
感
じ
で
）。
私
の
見
つ
け
た
鉱
石

の
ク
ズ
は
、本
当
に「
こ
ん
な
も
ん
」で
、と
て
も
敵
わ
な
い
。ち
な
み
に
、鉱

物
の
お
菓
子
は
残
っ
て
い
な
い
が
、現
在
の
足
尾
で
は
あ
ん
こ
玉
や
足
字
銭

最
中
が
あ
る
。

N
─
鉱
石
を
引
っ
越
し
の
時
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
。

よ
そ
者
か
ら
す
る
と「
も
っ
た
い
な
い
！
」と
思
っ
て
し
ま
う
が
、足
尾
で
は

人
に
よ
っ
て
は「
あ
り
ふ
れ
て
い
る
」も
の
で
、そ
こ
ま
で
固
執
し
な
か
っ
た

の
か
な
と
思
う
。

喫
飯
所
で
鉱
石
を
洗
う

﹇
2
0
1
4
年
3
月
5
日
─
夫
、妻
、志
村
、中
山
﹈

社
宅
暮
ら
し
の
話
題
の
合
間
に
、す
か
さ
ず
鉱
物
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
。

す
る
と
、別
の
部
屋
か
ら
鉱
物
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
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鉱
石
の
よ
う
な
お
菓
子

﹇
2
0
1
3
年
7
月
11
日
─
兄
、弟
、志
村
、中
山
﹈

昭
和
30
年
代
に
小
滝
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
こ
ち
ら
の
ご
兄
弟
は
、ト

ロ
ッ
コ
遊
び
や
、町
の
様
子
な
ど
楽
し
い
話
題
で
盛
り
上
が
る
。
鉱
物
の
方

も
、﹁
そ
う
い
え
ば
⋮
⋮
﹂と
い
う
こ
と
で
一
瞬
思
い
出
し
て
も
ら
っ
た
。

S
─
足
尾
の
人
の
お
話
し
を
伺
う
と
、綺
麗
な
鉱
物
を
家
の
中
に
飾
っ
て
い

た
と
い
う
話
を
聞
く
の
で
す
が
、そ
う
い
う
ご
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
？
例

え
ば
こ
う
い
う
の
拾
っ
た
ん
で
す
け
ど
。［
1
］

兄
─
も
の
凄
く
、い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。こ
ん
な
の
ど
こ
に
で
も
あ
り

ま
し
た
。

S
─
あ
ー
、そ
う
な
ん
だ
。

兄
─
黄
銅
鉱
と
か
磁
鉄
鉱
と
か
、も
っ
と
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
も
の
と
か
。

今
言
っ
た
よ
う
に
、
水
晶
と
か
六
方
石
と
か
。
引
っ
越
し
の
時
に
全
部
捨

て
ち
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
。
握
り
こ
ぶ
し
く
ら
い
の
塊
と
か
、大
っ
き
い
の
だ
と

リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
く
ら
い
の
塊
と
か
。
六
方
石
と
か
を
、床
の
間
の
飾
り
も
ん

に
し
て
い
ま
し
た
。

N
─
い
い
な
あ
。

弟
─
確
か
に
床
の
間
に
で
っ
か
い
の
、あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。

確
か
に
床
の
間
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
水
晶
だ
な
、き
っ
と

ね
。
ボ
ボ
ボ
ボ
っ
て
白
い
刺
が
さ
。
小
さ
い
な
が
ら
も
立
派
だ
な
と
思
っ
た

け
れ
ど
も
、ど
こ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。ハ
ハ
。

足
尾
に
来
た
ば
か
り
の
頃
、鉱
物
の
置
物
が
観
光
施
設
や
商
店
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
て
、そ
れ
な
り
に
銅
山
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

た
。
し
か
し
、予
想
を
上
回
っ
た
の
が
各
家
庭
に
置
か
れ
る
鉱
物
の
有
様
。﹁
友
だ
ち
に
貰
っ
た
﹂﹁
昔
集
め
た
の
を
持
っ
て
い
る
﹂﹁
何

処
の
家
に
も
あ
る
が
ね
﹂な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
手
に
入
っ
た
ら
し
く
、ど
こ
の
家
庭
に
も
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
何
ら
か
の
鉱
物
は

見
か
け
る
し
、庭
先
に
放
置
さ
れ
て
い
る︵
転
が
っ
て
い
る
︶こ
と
も
⋮
⋮
。
よ
そ
者
に
と
っ
て
は
感
激
し
て
し
ま
う
の
に
、﹁
そ
う
い
え
ば
、

家
に
も
あ
る
よ
﹂と
棚
に
埃
ま
み
れ
に
な
っ
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
水
晶
の
塊
を
見
せ
ら
れ
る
と
、今
で
も
山
道
な
ど
で
拾
え
る
ピ

カ
ピ
カ
し
た
石︵
水
晶
な
ど
が
混
ざ
っ
た
鉱
物
の
破
片
︶を
見
つ
け
て
喜
ぶ
自
分
が
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、大
人
げ
な
い
気
持
ち
に
な
る
。
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夫
─
何
の
鉱
石
だ
っ
て
さ
、も
う
良
い
鉱
石
な
ん
て
み
ん
な
持
っ
て
行
っ
た
ん

だ
よ
。
鉱
物
を
家
に
飾
っ
て
い
た
人
が
一
杯
い
た
ん
だ
よ
。
そ
し
て
、飲
み
代

に
み
ん
な
売
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
、家
に
も
親
父
が
持
っ
て
き
た
で
か
い
、こ
ん
な

ウ
ワ
ー
っ
て
の
が
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
。
だ
け
ど
、﹁
飲
み
代
に
し
ち
ゃ
う
べ
﹂な

ん
て
言
っ
て
、ハ
ハ
。﹁
ま
た
拾
う
か
ら
﹂な
ん
て
言
っ
て
。
だ
か
ら
一
番
持
っ
て

行
っ
た
の
は
、他
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
⋮
⋮
、

N
─
組
で
す
よ
ね
。

夫
─
○
組
が
来
た
も
ん
だ
ろ
、そ
の
親
方
さ
ん
が
そ
う
い
う
鉱
物
が
好
き

だ
か
ら
買
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

N
─
買
っ
た
？

夫
─
閉
山
の
前
に
も
う
ほ
ら
、﹁
あ
そ
こ
に
酒
代
に
持
っ
て
け
よ
﹂な
ん
て
、

初
め
は
お
じ
さ
ん
、﹁
い
や
ー
、俺
が
買
う
か
ら
﹂な
ん
て
言
っ
た
ぞ
。

S
─
そ
の
鉱
物
を
で
す
か
？

夫
─
鉱
石
。だ
か
ら
、そ
こ
が
今
ど
う
い
う
風
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
知
ら
な

い
け
れ
ど
も
、み
ん
な
。

N
─
○
組
さ
ん
は
も
う
い
な
い
で
す
よ
ね
、

夫
─
い
な
い
い
な
い
。
飲
み
代
に
持
っ
て
行
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

⋮
⋮
︵
省
略
︶⋮
⋮

S
─
へ
ー
、
で
も
そ
こ
で
集
ま
っ
た
鉱
物
が
、ど
っ
か
に
あ
る
ん
で
す
か
ね
。

お
仕
事
し
て
い
た
時
に
、綺
麗
な
鉱
物
と
か
見
つ
け
た
り
し
た
ん
で
す
か
？

夫
─
う
ち
ら
の
仕
事
は
坑
内
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
だ
か
ら
手
の
ひ
ら
く
ら
い
の

な
ら
、持
っ
て
来
て
箱
に
入
れ
て
飾
っ
て
お
い
て
置
い
て
お
い
た
よ
。

S
─
あ
ー
、そ
ん
な
話
羨
ま
し
い
。
良
い
な
。
足
尾
に
来
て
か
ら
、鉱
物
が
あ

る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
。

夫
─
う
ん
、だ
か
ら
、棚
の
ど
こ
か
に
入
っ
て
い
る
か
も
し
ん
な
い
。
だ
か
ら
、

あ
あ
い
う
所
に
、一
つ
く
ら
い
ポ
ツ
ン
と
置
い
て
あ
る
ん
だ
よ
ね
。︵
本
当
に
、居

間
の
戸
棚
に
入
っ
て
い
る
︶

N
─
あ
、本
当
だ
。

夫
─
昔
、貰
っ
て
き
て
。

S
─
本
当
だ
、黄
銅
鉱
と
、な
ん
か
銀
色
の
も
ま
じ
っ
て
い
ま
す
ね
。

夫
─
そ
ん
な
の
、も
う
本
当
に
普
通
で
ね
。
み
ん
な
喫
飯
所
で
は
凄
い
の
を

持
っ
て
来
て
、水
場
で
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
キ
ャ
っ
て
磨
い
て
さ
。
水
場
に
置
い

て
お
く
と
さ
、鉱
石
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。ハ
ハ
。

S
─
へ
ー
、誰
か
持
っ
て
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
？

夫
─﹁
お
前
、ま
た
誰
か
持
っ
て
っ
ち
ゃ
っ
た
な
﹂
な
ん
て
言
う
と
さ
、﹁
い
い

や
、ま
た
良
い
の
見
っ
け
て
く
ら
あ
﹂な
ん
て
。
初
め
は
も
う
閉
山
が
決
ま
っ

た
ら
、み
ん
な﹁
記
念
に
持
っ
て
行
く
ん
だ
﹂っ
て
、そ
う
い
う
。
初
め
は
そ
ん

な
鉱
物
に
振
り
向
き
も
し
な
い
で
。

⋮
⋮
︵
省
略
︶
⋮
⋮

S
─
そ
れ
で
、一
つ
質
問
が
あ
っ
て
。
そ
の
、坑
内
か
ら
お
っ
き
な
石
を
運
ん

で
き
た
ら
、バ
レ
な
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
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鉱石菓子 銅の花 包装紙（提供：安塚菓子店）
S│当時のお菓子の説明文には、“銅の花は足尾銅山から産出する鉱石を表現した砂
糖菓子で真に鉱石を思わせる足尾の代表的な御土産品であります。銅山の主要鉱石
の黄銅鉱とそれに伴って産する石英（六方石、水晶）方解石などを配して形どった作品であ

り、原料には砂糖菓子と白ざらめを使って加工したものであります。……お召し上がるとき
は、よく破砕していただき足尾の話でもしていただければ幸いに存じます”と記されている。
お店の方の記憶では、昭和30年代から閉山時には確実に販売されていたが、いつしか
作らなくなってしまったとのこと。
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S
─
あ
、い
ろ
ん
な
人
か
ら
聞
い
て
？

夫
─﹁
鉱
石
と
か
な
ん
と
か
見
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
﹂な
ん
て
言
う
が

ね
、そ
う
す
る
と﹁
あ
あ
、向
こ
う
に
行
っ
て
み
ろ
﹂な
ん
て
言
っ
て
。﹁
○
さ

ん
の
家
っ
て
聞
い
て
来
た
ん
だ
よ
﹂っ
て
。
そ
の
う
ち
、鉱
物
を
見
て﹁
こ
れ

は
あ
れ
だ
ね
﹂な
ん
て
言
い
な
が
ら
見
て
い
く
ん
だ
。
で
、﹁
一
つ
貰
え
ま
す

か
？
﹂っ
て
聞
く
か
ら﹁
あ
あ
良
い
よ
﹂っ
て
。

S
─
へ
ー
。
え
っ
、で
も
そ
う
い
う
人
た
ち
が
い
た
ん
で
す
ね
。

妻
─
い
た
、学
生
さ
ん
。

夫
─
大
学
生
、中
に
は
ね
良
い
石
が
あ
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
よ
ね
。
小
ち
ゃ

な
石
で
も
ね
﹁
こ
れ
く
だ
さ
い
。
な
ん
と
か
石
っ
て
貴
重
な
ん
で
す
﹂っ
て
、

S
─
じ
ゃ
あ
、石
の
研
究
し
て
い
る
学
生
が
来
た
ん
で
す
か
？

夫
─
随
分
来
た
な
。

S
─
へ
ー
、そ
う
い
う
の
想
像
が
つ
く
と
い
う
か
。
な
る
ほ
ど
、そ
う
い
う
こ
と

も
あ
る
の
か
。

妻
─
で
、み
ん
な
や
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。

N
─
高
く
売
り
つ
け
て
や
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
。

一
同
─
ハ
ハ
ハ
。

夫
─
そ
こ
の
机
の
横
に
埃
を
被
っ
て
あ
る
石
は
ね
、た
だ
遊
び
で
集
め
た
り

な
ん
か
し
た
か
ら
。
だ
か
ら
坑
内
の
人
は
良
い
の
が
採
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
坑
内
に
入
っ
て
い
た
か
ら
。
う
ち
ら
は
ほ
と
ん
ど
遊
び
に
行
っ
て
、﹁
お

う
﹂﹁
あ
、こ
れ
貰
う
ぞ
﹂っ
て
貰
っ
て
。
だ
ん
だ
ん
増
え
る
と﹁
じ
ゃ
あ
箱

作
っ
て
入
れ
る
か
な
﹂っ
て
こ
う
や
っ
て
お
く
。良
い
の
が
あ
る
と
兄
貴
に
送
っ

て
や
っ
た
り
。
　
　

［
お
話
を
聞
い
て
］ 

│

S
─
閉
山
後
の
石
の
買
い
占
め
、誰
か
が
貰
っ
て
行
っ
た
と
い
う
部
分
。
鉱

物
に
限
ら
な
い
こ
と
だ
が
、気
に
し
な
い
現
地
の
人
の
感
覚
と
、他
所
か
ら

目
線
の
珍
し
さ
が
合
わ
さ
り
、持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。私
も

否
定
す
る
気
持
ち
は
な
い
け
れ
ど
も
、な
ん
か
腑
に
落
ち
な
い
気
も
す
る
。

今
更
し
ょ
う
が
な
い
け
れ
ど
。

N
─
キ
ラ
キ
ラ
光
る
鉱
石
は
、坑
内
で
働
く
坑
夫
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
の

楽
し
み
で
も
あ
っ
た
し
、も
し
か
す
る
と
励
み
に
も
な
っ
て
い
た
の
か
な
と

想
像
し
た
。
記
念
に
飾
っ
た
り
、飲
み
代
に
し
た
り
。き
っ
と
光
る
鉱
石
を

見
つ
け
た
と
き
は
と
て
も
興
奮
し
、嬉
し
く
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

1 

備
前
楯
山
の
山
道
な
ど
で
は
、赤
茶
色
か
か
っ
て
い
た
り
、水
晶
の
破
片
が
混
ざ
っ
て
い
る
よ
う
な
鉱
石
の
破
片
が
落
ち
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。51
頁
の
写
真
の
よ
う
な
鉱
石
を
割
る
と
、黄
銅
鉱
物
や
水
晶
が
入
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。

│Question 5│キラキラした石、見つけたのですが…… 56

夫
─
バ
レ
ち
ゃ
う
が
ね
。
だ
か
ら
面
白
い
ん
だ
ね
。
ほ
ら
、組
夫
で
も
な
ん

で
も
さ
、﹁
持
っ
て
行
け
な
い
か
ら
、こ
こ
に
置
い
て
く
よ
﹂っ
て
言
っ
て
喫

飯
所
に
行
く
で
し
ょ
。﹁
持
っ
て
行
け
な
い
か
ら
、○
さ
ん
こ
こ
に
置
い
て
く

な
﹂っ
て
。
こ
こ
に
置
く
ん
だ
よ
、
夜
番
だ
と
帰
っ
ち
ゃ
う
が
ね
、﹁
明
日
、

置
い
て
っ
て
く
か
ら
な
﹂っ
て
言
う
と
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
さ
。
そ
う
す
る
と

﹁
○
、
誰
が
持
っ
て
い
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
﹂
な
ん
て
、﹁
あ
の
野
郎
、き
っ
と
あ

の
人
し
か
い
ね
え
﹂な
ん
て
言
っ
て
、そ
こ
に
置
い
て
あ
る
の
。
そ
う
す
る
と
、

﹁
貴
様
こ
の
野
郎
﹂っ
て
、な
る
ん
だ
よ
ね
。

S
─
ハ
ハ
、そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
。

夫
─
う
ん
、﹁
貴
様
、こ
の
野
郎
﹂っ
て
指
差
さ
れ
る
ん
だ
よ
ね
。﹁
坑
内
に
あ

る
う
ち
は
古
河
の
モ
ノ
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、外
に
行
く
と
俺
の
モ
ノ
だ
わ
﹂

な
ん
て
言
っ
て
ね
。﹁
こ
の
野
郎
﹂な
ん
て
喧
嘩
に
な
っ
て
。

S
─
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
喫
飯
所
で
は
、ど
ん
な
風
に
鉱
物
が
置
か
れ
て
い

た
ん
で
す
か
？

夫
─
支
柱
さ
ん
だ
と
か
、車
夫
さ
ん
だ
と
か
が
休
む
場
所
が
あ
る
ん
だ
よ

ね
。
仕
事
し
て
、ご
飯
食
べ
た
り
。
そ
う
す
る
と﹁
お
う
﹂っ
て
言
っ
て
入
っ

て
行
く
わ
け
さ
、﹁
飯
だ
﹂な
ん
て
言
っ
て
、す
る
と
水
場
が
あ
っ
て
そ
こ
に

飾
っ
て
あ
ん
の
さ
。
　
　

S
─
飾
っ
て
あ
る
ん
だ
。へ
ー
。
見
て
み
た
か
っ
た
な
、そ
う
い
う
の
。

妻
─
ハ
ハ
。

S
─
ど
う
い
う
風
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
、喫
飯
所
の
中
に
置
か
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
。

夫
─﹁
い
い
な
﹂っ
て
な
る
が
ね
。﹁
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
﹂な
ん
て
言
っ
て
水

で
洗
っ
て
飾
っ
て
お
く
ん
だ
わ
な
。
だ
か
ら
、手
の
ひ
ら
く
ら
い
の
鉱
物
は

も
う
本
当
に
。

S
─
い
っ
ぱ
い
？

夫
─
め
ず
ら
し
く
な
い
か
ら
、持
っ
て
行
か
な
い
ん
だ
よ
な
。

S
─
あ
、当
た
り
前
だ
か
ら
？

夫
─
当
た
り
前
だ
か
ら
、﹁
う
ん
、ま
あ
ま
あ
だ
な
﹂な
ん
て
置
い
て
行
く
が

ね
。﹁
お
う
、こ
れ
貰
う
ぞ
﹂な
ん
て
言
う
と
、﹁
あ
あ
、持
っ
て
け
﹂っ
て
そ
う

い
う
ん
で
。
だ
か
ら
、手
の
ひ
ら
く
ら
い
の
石
、あ
そ
こ
で
横
に
な
っ
て
埃
だ

ら
け
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、詰
め
て
、木
箱
作
っ
て
置
い
て
お
い
て
ね
。

妻
─
で
も
閉
山
後
、み
か
ん
箱
っ
て
、リ
ン
ゴ
箱
と
か
の
木
箱
っ
て
あ
る
で

し
ょ
、木
の
。
そ
れ
に
鉱
石
が
一
杯
あ
っ
た
の
。

S
─
あ
、そ
の
、い
ろ
ん
な
綺
麗
な
鉱
物
が
で
す
か
？

妻
─
う
ん
、閉
山
ま
で
は
、家
に
リ
ン
ゴ
箱
2
つ
く
ら
い
鉱
物
が
あ
っ
た
の
。

そ
し
て
ね
、ど
っ
か
か
ら
学
生
が
来
る
の
。
研
究
だ
と
か
、何
と
か
言
っ
て
。

み
ん
な
や
っ
ち
ゃ
う
の
。

夫
─
ほ
ら
、も
う
引
っ
越
す
ん
で
さ
、そ
ん
な
重
い
も
の
持
っ
て
歩
け
な

い
か
ら
。

妻
─
で
、﹁
こ
こ
の
家
に
行
け
ば
、あ
る
か
も
し
れ
な
い
﹂っ
て
、誰
か
が
教
え

た
ん
だ
よ
。
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足尾銅山観光内・坑道模型コントロール・マシンより

A 製錬所 
B 鉄索
C ダイナマイト爆破
D 鉱脈
E 削岩機・トロッコ／スクレッパ運転
F 下抗口削岩機トロッコ運転
G 上抗口削岩機トロッコ運転
H エレベーター機械室
I リフト機械室

F

E

H

G

I
坑内のしくみ

58

A

B

C

D
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200m

1,000m

赤倉

本山

南橋

上間藤

上の平

下間藤

田元

野路又

神子内

渡良瀬

内の籠

掛水

向原

赤沢

通洞

松原

砂畑

中才

遠下

切幹

原

松木渓谷

原向

小滝

深沢

神子内川

渡良瀬川

内篭川

松木川

銀山平

通洞

足尾

原向

間藤

廃線区間
（国鉄足尾線）

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵

道
国道１２２

号

←↑ 舟石峠

国指定史跡「本山製錬所跡」

国指定史跡「本山坑」

▲ 備前楯山中国人
殉難烈士
慰霊塔

国登録有形文化財
「古河掛水倶楽部」

国民宿舎 かじか荘 ♨ 
亀村別館 ♨ 

足尾銅山観光／国指定史跡「通洞坑」

通洞坑避難所

▲庚申山

小滝坑跡
（市指定史跡）

舟石峠

足尾環境学習センター

松木ゲート

朝鮮人供養塔
専念寺小滝
説教所跡

足尾ほぼ全域MAP『日光市足尾地域 移住促進リーフレット 足尾に、住んでいる。』（2013年、日光市）を転用

地図
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お
わ
り
に

　
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
り
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
冊
子
の
中
に
は
、既
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、ち
ょ
っ
と
聞
い
た
こ
と
の
な
い
場
面
、信
じ
ら
れ
な
い
内
容
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、足
尾
に
少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
な
ら
、是
非
と
も
実
際
に
足
尾
に
足
を
運
ん
で
現
地
の
姿
に
触
れ
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
聞
き
取
り
を
続
け
て
気
づ
く
の
は
、﹁
足
尾
の
人
は
本
当
に
足
尾
が
好
き
だ
﹂と
い
う
こ
と
で
す
。
聞
き
取
り
で
は
、﹁
自
分
が
話
す
こ
と
な
ん

て
何
も
無
い
﹂﹁
ち
ゃ
ん
と
し
た
資
料
み
た
い
な
話
じ
ゃ
な
い
﹂と
言
い
な
が
ら
も
ど
ん
ど
ん
話
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、日
常
の
中
で
も
足
尾
の

場
所
や
歴
史
の
話
題
に
な
る
と
、周
り
の
人
が
自
分
の
経
験
談
や
知
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
濃
く

て
果
て
が
な
い
の
で
、立
ち
話
を
辞
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
く
、あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。
自
分
の
暮
ら
す
場
所
に
つ
い
て
、こ
ん
な

に
話
せ
る
も
の
か
な
⋮
、と
い
つ
も
驚
き
つ
つ
不
思
議
に
感
じ
ま
す
。
郷
土
愛
だ
け
で
は
な
い
何
か
、自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
を
も
っ
と
知
り
た

い
気
持
ち
や
、豊
か
な
思
い
出
を
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
話
し
手
の
方
の
人
間
味
も
ひ
っ
く
る
め
て
、聞
き

取
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
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用語集

古河　
足尾銅山の事業主である古河鉱業株式会社

（現在の古河機械金属株式会社）のことを指す。足
尾の人が話の中で使う古河には、大きく足尾
銅山の事業主である古河の会社全体を指して

いるといえる。会社のマークは「山一筋」の意味
のヤマイチ。

古河市兵衛
古河財閥の創設者。天保3（1832）年 ─明治36
（1903）年。明治10（1877）年に足尾銅山を譲り

受け、銅山経営を開始。座右の銘「運・鈍・根」
にあるように数年で大直利（銅脈）を当て一気に

足尾銅山を繁栄させ、鉱山王と呼ばれた。

田中正造
足尾鉱毒事件に身を捧げる。天保12（1841）

年 ─大正2（1913）年。明治13（1880）年栃木県

議会議員、明治23（1989）年に衆議院議員に当

選、この年の8月に渡良瀬川大洪水がおこり、大
問題になる。翌明治24（1891）年「足尾銅山の
儀につき」を帝国議会ではじめて質問。明治34
（1901）年12月天皇直訴、義人の名を高める。

足尾の公害
「日本の公害の原点」といわれる足尾銅山にお
ける公害は、山本（足尾やその周辺）での煙害と、
渡良瀬川やその下流域での水質汚濁、土壌
汚染である。自然的要因に加え、用材・坑木・
薪炭材需要による森林の大量伐採（6800ha）、
明治20年松木大火（1100ha）、亜硫酸ガスな
ど有害物質の大気中放出などにより山林が荒

参考：ふるさと足尾歴史セミナー自主研究会（文）、足尾町
文化財調査委員会（監修）、『足尾銅山百選─産業遺
産保存活用の手引き』、2004年

廃。この煙害は、昭和31年（1956）年自溶製錬

法が導入され、従来に比べ亜硫酸ガスの大幅
な排出削減に成功。水害は、明治14（1881）年

からの急激な産銅量の増加に合わせ、明治１８
（1885）年鮎大量死など漁業への被害から農作

物へと、被害が徐 に々現れるようになり、深刻な
被害が発生したのが、明治23（1890）年の渡良

瀬川大洪水の時だった。渡良瀬川、下流地域
での水質汚濁と土壌汚染は深刻な影響を及

ぼし、大きな社会問題へと発展した。

三養会
足尾銅山生活協同組合三養会。生協の発祥
と言われている。明治41（1908）年に本格活動

を開始し各社宅地域に売店があり、足尾町民
の生活を支えた。現在は通洞売店と渡良瀬売
店の2箇所が営業。

足尾の主要な3つの抗口
足尾では備前楯山から銅を採掘していた。作
業場まで入る主要な坑口は「小滝坑」、「本山
坑」、「通洞坑」の3つ。各坑口周辺には銅山
施設や住居施設があった。現在では通洞坑の
一部が、足尾銅山観光として見学できる。
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年表（足尾の聞き取りや日常生活で、必要なキーワードや出来事。）

［典拠］
『足尾町閉町記念 足尾博物誌』（平成18年2月足尾町）、『足尾銅山近代化産業遺産MAP』（平成26年3月、第6刷改訂

版 日光市教育委員会事務局文化財課世界遺産登録推進室）より引用。人口データは、『足尾町閉町記念 足尾博物誌』、永
井護「足尾銅山の生産システムの変遷と空間的都市構造」（平成20年7月1日、日光市教育委員会足尾銅山跡調査報告書）

他、広報あしお、広報にっこうを参考にしている。

和暦 西暦 できごと 人口

天文19 1550 銅山が発見される：古河鉱業（株）（現在、古河機械金属（株））閉山時発表
明治10 1877 古河市兵衛が銅山を買収、経営を開始
明治14 1881 鷹之巣坑で直利を発見
明治16 1883 本口坑で大直利を発見
明治24 1891 田中正造が帝国議会で鉱毒問題を質問 11, 664
明治29 1896 第1回（鉱毒）予防工事命令発令（明治36年まで5回） 11, 448
明治34 1901 田中正造が鉱毒問題で明治天皇に直訴 22, 708
明治35 1902 足尾銅山との示談により旧松木村廃村 22, 708
明治40 1907 坑夫による大暴動事件が起こる 34, 824
明治41 1908  本山に生活協同組合「三養会」を開設 28, 618
  （明治39年に三養会設立準備会発足、本山三養会一部開店）

大正元年 1912 足尾鉄道 桐生駅～足尾駅開通 29, 774
大正10 1921 県内初のメーデーを足尾で開催 27, 387
昭和15 1940 この頃から朝鮮人労働者が銅山の労働に従事 23, 187
昭和19 1944 中国人が強制連行され坑内労働に従事
昭和20 1945 足尾銅山労働組合同盟会結成 20, 997
昭和29 1954 小滝坑廃止、フィンランドのオートクンプ社から自溶製錬技術を導入
昭和31 1956  「自溶製錬法」、「電気集塵法」、「接触脱硫法」を応用した脱硫技術を
  世界で初めて実用化し、従来に比べ亜硫酸ガスの大幅な排出削減に成功
昭和48 1973 足尾銅山閉山（2月28日） 8, 699
昭和53 1978 日足トンネル開通（延長2, 765m）

昭和55 1980 足尾銅山観光オープン。坑内観光が始まる
昭和63 1988 製錬所が事実上の操業停止 4, 935
平成18 2006 今市市、旧日光市、藤原町、足尾町、栗山村が新設合併し、 3,196 
  新たに日光市が誕生  
 
平成27 2015　（現在） 2, 287
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│

3
1
1
5

©
禁
無
断
転
載

［
写
真
に
つ
い
て
］

こ
の
冊
子
に
掲
載
し
て
い
る
主
な
写
真
は
、現
在
も
足

尾
で
暮
ら
す
伊
東
信
さ
ん︵
95
歳
︶
が
撮
影
し
た
も
の

で
す
。
伊
東
さ
ん
は
、昭
和
18
年
に
鍛
工
と
し
て
古
河

鉱
業
に
入
社
し
た
時
に
、当
時
高
価
だ
っ
た
カ
メ
ラ
を

中
古
で
購
入
し
、戦
後
足
尾
に
戻
っ
て
か
ら
撮
影
活
動

を
本
格
的
に
開
始
。
仕
事
を
し
な
が
ら
、休
日
に
写
真

仲
間
と
松
木
な
ど
の
足
尾
の
あ
ち
こ
ち
を
回
っ
た
り
、

社
宅
や
家
族
の
日
常
を
写
し
な
が
ら
、足
尾
町
の
芸

術
祭
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
写

真
の
裏
に
は
撮
影
日
や
、タ
イ
ト
ル
な
ど
が
メ
モ
さ
れ

て
い
る
お
か
げ
で
、当
時
を
知
る
貴
重
な
手
が
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。︵
掲
載
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
メ
モ
よ
り
抜
粋
︶

最
近
は
、お
気
に
入
り
の
柳
の
絵
を
描
い
た
り
、日
記
を

つ
け
る
の
が
日
課
で
す
。

ご
め
ん
く
だ
さ
い
、足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
─
そ
の
2
─
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
聞
き
取
り
抜
粋
集
─
2
0
1
5



02

こ
の
冊
子
を
手
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ

　
こ
の
冊
子
は
、平
成
25
年
度
か
ら
足
尾
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊﹇
1
﹈
が
行
っ
て
い
る
、生
活
史
聞
き
取
り
集
の
続
編
で
す
。
冊
子
タ
イ

ト
ル「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、足
尾
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」に
あ
る
よ
う
に
、私
た
ち
の
聞
き
取
り
で
は
日
常
的
な
立
ち
話
や
お
茶
飲
み
話
、時
に

は
突
然
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
、足
尾
の
方
の
経
験
談
や
思
い
出
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
私
は
何
も
知
ら
な
い
よ
」と
言
い
な
が
ら
も
楽
し

そ
う
に
話
し
続
け
て
く
れ
た
り
、「
こ
ん
な
写
真
が
あ
っ
て
ね
」と
お
持
ち
の
資
料
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、ポ
ロ
っ
と
予
想
外
の
話
題
に
な
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、複
数
の
方
か
ら
同
じ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
た
り
も
し
ま
す
。
様
々
な
内
容
と
話
し
手
の
お
人
柄
は
魅
力
的
で
、聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
足
尾
の
姿
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
聞
き
取
り
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、今
、目
の
前
で
語
ら
れ
た〝
そ
の
人
の
生
き
方
や
想
い
〞を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
で
残
す
こ

と
で
す
。
時
に
は
、記
憶
違
い
や
間
違
い
や
一
方
的
な
見
方
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、あ
る
人
に
は
そ
う
記
憶
さ
れ
、今
は
そ
の
よ
う
に
話
し

て
も
ら
え
る
こ
と
も
、現
在
の
足
尾
の
姿
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
前
回
の
冊
子
と
同
様
に
、違
和
感
や
疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、〝
数
あ
る
足
尾
に
あ
る
、一
つ
の
視
点
と
し
て
の
生
き
方
や
想
い
〞に
、ど
う
か
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
1
4
年
版
の
冊
子
で
は
、公
害
や
銅
山
の
仕
事
や
社
宅
と
い
っ
た
、「
足
尾
銅
山
と
い
え
ば
…
」に
対
応
す
る
疑
問
に
ま
つ
わ
る
内
容
を
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、こ
の
続
編
で
は
、〝
治
山
〞と〝
閉
山
〞が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。ハ
ゲ
ヤ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
で
お
な
じ
み
の
松
木
エ
リ
ア
で
は
、明
治
30

年
代
か
ら
手
作
業
に
よ
る
治
山
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た﹇
2
﹈が
、そ
こ
で
働
く
多
く
は
足
尾
の
女
性
た
ち
や
土
木
業
を
請
け
負
っ
た
組
の

方
々
で
し
た
。
銅
山
と
同
様
に
、足
尾
地
域
の
多
く
の
方
が
関
っ
た
治
山
事
業
の
あ
り
よ
う
は
、足
尾
に
と
っ
て
外
せ
な
い
要
素
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

昭
和
48（
1
9
7
3
）
年
の
閉
山
に
つ
い
て
は
、よ
そ
者
の
私
た
ち
が
安
易
に
触
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
、あ
ま
り
聞
い
て
は
い
け
な
い
気
も
し
て
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
、3
年
間
の
中
で
自
然
と
耳
に
す
る
機
会
は
多
く
、こ
れ
も
ま
た
足
尾
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
テ
ー
マ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
の
聞
き
取
り
の
活
動
を
受
け
入
れ
、協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

平
成
27
年
度
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
　
聞
き
取
り
事
業
担
当
　
志
村
春
海

03

02  この冊子を手にしてくださった方へ

03  目次

04  凡例

05 │Q6│ 松木ではどんなことをしたんですか？　
06  松木での仕事 ［2015年1月23日］

11  女性の仕事・やりくり ［2015年4月16日］

14  要領の良い人 ［2015年4月27日］

16  にぎやかな松木 ［2015年8月18日］

20  中学生のアルバイト ［2015年8月28日］　

23  仕事と家事 ［2015年9月］

29 │Q7│ “閉山”ってどういうことだったのですか？　
30  ある坑夫さんにとっての閉山 ［2014年1月10日］　

   ［2014年3月5日］　

   ［2015年5月21日］　

37  残った人はいない ［2014年1月20日］

40  共同浴場での親切 ［2014年10月24日］

43  現役の消防団員 ［2015年5月10日］

44  引っ越し前の美容室 ［2015年5月27日］

46  社宅から見た、閉山から今 ［2015年6月28日］

52  猫の手も借りたくなる忙しさ ［2015年9月1日］

54  飲み方の変化 ［2015年9月2日］

60  編集後記

62  年表

63  用語集

64  クレジット

1 

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
進
行
が
著
し
い
地
域
に
、地
域
外
の
人
材
を
一
定
期
間
誘
致
し
、そ
の
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
と
い
う
総
務
省
の
取
り
組
み
。

2 

明
治
30
年（
1
8
9
7
）年
、農
商
務
省
訓
令
に
よ
り
東
京
大
林
区
署
が「
足
尾
官
林
復
旧
事
業
」を
開
始
す
る
。（
参
考
：
大
間
々
営
林
署
、足
尾
治
山
事
務
所
、「
足
尾
の
治
山
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）



 ﹇
凡
例
﹈

● 

文
中
に
出
て
く
る
話
し
手
の
う
ち
、男
性
は
M
、女
性
は
F
と
な
っ
て
い
る
。
複
数
名
登
場
す
る
場
合
は
、Fa
、Fb
と
表
示
。

● 

聞
き
手
の
う
ち
、協
力
隊
員
で
あ
る
2
名
は
中
山（
N
）、志
村（
S
）。
協
力
者
の
好
井
先
生
は（
Y
）と
表
示
。

● 

沈
黙
は
、「
…
…
」。
省
略
は
、「
…
…（
省
略
）
…
…
」と
表
示
。

● 

話
の
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
時
は
、「
、」で
終
わ
っ
て
い
る
。

● 

笑
い
声
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
。

● 

語
り
の
中
で
誰
か
の
発
言
の
真
似
な
ど
は
、「
　
　
　
」
で
表
し
て
い
る
。

●  

冊
子
全
体
の
共
通
す
る
用
語
は
63
頁
の
用
語
集
に
掲
載
。

 

そ
の
他
の
用
語
、地
名
や
補
足
に
は
注
を
入
れ
、典
拠
が
あ
る
も
の
以
外
は
協
力
隊
が
編
集
し
て
い
る
。

﹇
言
葉
・
名
称
に
つ
い
て
﹈

● 

本
文
中
に
出
て
く
る
固
有
名
詞
や
、話
し
手
の
方
々
は
匿
名
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

●  

職
種
や
組
織
の
役
職
な
ど
は
、聞
き
取
り
で
使
わ
れ
た
名
称
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
ま
す
。

 

事
実
確
認
が
不
十
分
な
た
め
、実
際
と
違
う
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
下
さ
い
。

●  

わ
か
り
に
く
い
漢
字
、特
殊
な
読
み
方
を
す
る
漢
字
に
は
、括
弧
内
に
読
み
が
な
を
つ
け
て
い
ま
す
。

﹇
調
査
方
法
・
編
集
方
法
に
つ
い
て
﹈

● 
聞
き
取
り
を
行
っ
た
時
系
列
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●  
聞
き
取
り
抜
粋
箇
所
の
後
に
、協
力
隊
2
名
の
事
後
報
告
や
感
想
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●  

こ
の
聞
き
取
り
事
業
で
の
内
容
は
、話
し
手
の
方
の
了
解
を
得
た
上
で
文
字
資
料
化
し
、日
光
市
足
尾
庁
舎
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

﹇
掲
載
写
真
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
﹈

● 

写
真
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
説
明
は
次
の
順
序
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

 

タ
イ
ト
ル（
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
）

 

撮
影
者（
太
ゴ
シ
ッ
ク
で
括
弧
く
く
り
）

 

メ
モ
の
抜
粋
や
協
力
隊
に
よ
る
コ
メ
ン
ト（
ゴ
シ
ッ
ク
細
字
か
明
朝
体
）

●  

伊
東
信
さ
ん
撮
影
写
真
の
タ
イ
ト
ル
は
、ア
ル
バ
ム
や
写
真
裏
面
に
記
入
さ
れ
て
い
る
メ
モ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

● 

新
井
常
雄
さ
ん
撮
影
写
真
の
タ
イ
ト
ル
は
、協
力
隊
が
考
え
て
い
ま
す
。

05

│
Q
6

│

松
木
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ん
で
す
か
？

雪の足尾銅山 思い出の仕事（伊東信撮影）
［写真裏面のメモより：山道作りは油断は出来ぬ 足尾松木除雪作業は女の仕事だった 昭和37 ,3 ,2日写ス］　
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松
木
で
の
仕
事

﹇
2
0
1
5
年
1
月
23
日
─
夫（
M
）、妻（
F
）、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈

昭
和
30
年
代
に
、植
生
盤
や
護
岸
工
事
の
委
託
業
者
と
し
て
、治
山

の
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
た
M
組
。
当
時
の
写
真
を
広
げ
な
が
ら
、

業
者
側
か
ら
見
て
き
た
松
木
の
風
景
を
教
え
て
も
ら
う
。

S
─
あ
の
、私
の
認
識
な
の
で
す
が
、松
木
の
山
に
は
砂
利
し
か
な
く

て
植
物
が
な
い
。
だ
か
ら
、土
を
運
ぶ
必
要
が
あ
っ
て
、土
と
種
が
合

体
し
た
植
生
盤
を
使
っ
た
の
で
す
よ
ね
。
実
際
こ
う
い
う
植
生
盤
で

植
物
は
根
付
い
た
ん
で
す
か
？

M
─
う
ん
、根
付
い
た
よ
。

S
─
じ
ゃ
あ
、や
っ
ぱ
り
良
い
方
法
だ
っ
た
ん
だ
。

M
─
ほ
と
ん
ど
は
ね
、赤
土
だ
け
で
焼
け
た
土
が
薄
く
表
面
に
残
っ

て
い
て
、そ
れ
が
風
で
た
ま
っ
た
り
し
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。
ガ
ラ
ヤ
マ
だ

か
ら
、最
初
に
す
る
の
は
山
の
整
地
。
だ
い
た
い
、山
が
デ
コ
ボ
コ
だ

か
ら
ね
。
み
ん
な
削
っ
て
、整
地
し
て
滑
ら
か
に
し
て
い
く
わ
け
。
そ

れ
を
す
る
の
は
、春
の
前
。
だ
い
た
い
1
段
の
間
が
40
セ
ン
チ
か
ら
場

所
に
よ
っ
て
は
、20
セ
ン
チ
の
所
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
じ
ゃ
あ
、
運
ん
だ
土
を
石
で
大
き
く
せ
き
止
め
る
よ
う
に
し

足
尾
以
外
の
地
域
で「
足
尾
に
植
樹
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
よ
」と
話
題
に
出
る
頻
度
は
多
い
。
協
力
隊
も
、植
樹
デ
ー﹇
1
﹈
な
ど

に
参
加
し
て
き
た
が
、1
日
約
1
0
0
0
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
一
斉
に
山
を
登
り
、植
樹
を
す
る
光
景
は
、確
か
に
足
尾
な
ら

で
は
。
他
所
か
ら
し
て
も
、足
尾
＝
ハ
ゲ
ヤ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
は
定
着
し
て
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
。一
方
で
、足
尾
の
方
に
ハ
ゲ
ヤ
マ

（
松
木
エ
リ
ア
）の
話
を
う
か
が
え
ば
、植
生
盤﹇
2
﹈や
砂
防
工
事
で
の
事
故
、女
性
の
働
き
先
で
あ
っ
た
山
仕
事
が
実
体
験
と
し
て

語
ら
れ
る
。「
足
尾
の
女
に
会
い
た
け
れ
ば
、松
木
に
行
け
」と
言
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
現
在
は
環
境
学
習
と
し
て
浸
透
し

て
い
る〝
植
樹
〞と
共
に
、前
々
か
ら
続
い
て
い
る
治
山
の
全
貌
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

07

て
、そ
の
中
に
更
に
段
々
に
40
セ
ン
チ
く
ら
い
の
土
の
段
を
つ
く
り
、

そ
こ
に
植
生
盤
を
敷
い
て
い
く
の
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、そ
の
植
生

盤
の
案
を
M
さ
ん
が
最
初
に
聞
い
た
時
は
、ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？  

あ
ん
な
に
沢
山
の
土
が
な
い
よ
う
な
岩
場
に
対
し
て
植
生
盤
の
方

法
は
業
者
の
立
場
か
ら
す
る
と「
大
変
だ
な
」と
か
、ど
う
感
じ
ら

れ
た
の
か
な
あ
っ
て
。

M
─
仕
事
は
大
変
な
仕
事
だ
よ
。
だ
け
れ
ど
も
、こ
の
仕
事
は
金
に

な
っ
た
。

S
─
そ
う
な
の
で
す
ね
。へ
ー
。

M
─
組
で
請
け
負
う
山
じ
ゃ
な
い
平
な
土
地
の
仕
事
と
比
べ
る
と
、

倍
近
く
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

S
─
そ
れ
は
ど
う
し
て
良
い
お
金
に
な
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

M
─
危
険
手
当
が
つ
く
。い
つ
、ど
こ
か
ら
石
が
転
ん
で
く
る
か
、ま

た
下
が
崩
れ
て
滑
っ
て
こ
け
ち
ゃ
う
か
な
。
そ
う
い
う
危
険
手
当
っ

て
い
う
の
は
、非
常
に
多
か
っ
た
。

N
─
実
際
に
事
故
と
か
多
か
っ
た
ん
で
す
か
？

M
─
あ
っ
た
、あ
っ
た
。
足
を
滑
ら
し
て
落
ち
ち
ゃ
っ
た
と
か
。
家（
う

ち
）な
ん
か
も
、2
人
ほ
ど
ケ
ガ
人
を
出
し
た
か
ら
。

…
…（
省
略
）…
…

F
─
あ
と
は
、
山
の
天
気
は
危
険
で
ね
。
突
然
の
豪
雨
の
鉄
砲
水

植生盤の作業風景
（新井常雄撮影、栃木県立文書館所蔵）

S│植生盤を作っている様子。機械で圧縮しながら、土
に含まれている水分を抜いている。できた植生盤は一人
7枚ほど背負い、山の斜面へと運ぶ。係の人が運んだ枚
数をきちんとチェックしていたらしい。斜面に貼り付ける際
には、木の釘のようなもので止める。作業中は、日焼けを
しないように手ぬぐいで顔を覆っていたり、旦那さんから
地下足袋を借りて使っていたとの話も。

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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で
、1
回
、新
車
を
潰
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

S
─
あ
ら
ー
、本
当
で
す
か
？  

で
も
、車
だ
け
の
被
害
だ
っ
た
ら
、

良
か
っ
た
方
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
…
。

M
─
だ
か
ら
、そ
う
い
う
時
は
山
で
雨
が
止
む
の
を
待
っ
て
い
て
か

ら
行
く
の
さ
。

F
─「
3
粒
降
る
と
、
も
う
沢
山
降
っ
て
く
る
か
ら
松
木
を
降
り

る
」っ
て
、ば
あ
ち
ゃ
ん
が
よ
く
言
っ
て
い
た
。

N
─
3
粒
？

F
─
3
粒
。
パ
ラ
パ
ラ
っ
て
降
る
と
も
う
逃
げ
な
い
と
。
結
局
、枯
れ

山
だ
か
ら
、ち
ょ
っ
と
降
る
と
ド
ー
っ
と
流
れ
ち
ゃ
う
わ
け
だ
よ
ね
。

S
─
そ
っ
か
、そ
っ
か
。
森
な
ら
木
の
根
っ
こ
で
水
も
溜
め
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、植
物
が
な
い
か
ら
水
が
バ
ー
っ
と
来
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
ね
。

M
─
そ
う
そ
う
。
そ
う
い
う
年
が
5
、6
年
続
い
た
時
が
あ
っ
た
な
。

S
─
奥
さ
ん
も
、旦
那
さ
ん
が
そ
う
い
う
危
険
な
場
所
で
働
い
て
い

る
っ
て
思
う
と
、心
配
で
す
よ
ね
。
何
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

F
─
そ
れ
で
ね
、夜
遊
び
が
好
き
な
の
よ
。

全
員
─
ハ
ハ
ハ
。

S
─
そ
っ
ち
？  

そ
っ
ち
？

F
─
朝
も「
控
え
な
よ
」と
か
言
お
う
と
思
う
の
、で
も
…
ね
、危
険

な
仕
事
だ
と
思
う
か
ら
、言
わ
ず
終
い
な
の
さ
。
だ
っ
て
ね
、私
が
寝

て
か
ら
、仕
事
終
わ
っ
て
帰
る
か
ら
ね
。
で
、朝
に
は
弁
当
持
っ
て
仕

事
に
行
く
か
ら
、段
取
り
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
。
そ
う
い
う

点
は
あ
り
ま
し
た
よ
。
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
違
う
か
ら
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
他
の
方
か
ら
、「
女
性
で
山
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、気
が
荒
い

人
が
多
く
て
大
変
だ
っ
た
」と
聞
い
た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

実
際
そ
う
で
し
た
？

M
─
気
が
荒
い
と
い
え
ば
、足
尾
の
人
は
気
の
荒
い
人
が
多
か
っ
た

ん
だ
よ
。

S
─
へ
ー
。
じ
ゃ
あ
、仕
事
場
で
人
を
ま
と
め
る
の
も
大
変
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

M
─
そ
れ
は
、班
長
だ
よ
な
。
昔
は
世
話
焼
き
っ
て
い
う
人
が
い
て
、

そ
の
人
が
気
を
回
し
て
い
た
ね
。で
、そ
の
上
で「
今
日
は
ど
こ
や
れ
、

こ
こ
や
れ
」っ
て
言
う
の
は
、だ
い
た
い
俺
が
指
示
を
し
て
。

N
─
あ
の
、石
畳
は
女
性
が
運
ん
だ
り
も
し
た
の
で
す
か
？

M
─
う
ん
。
で
、植
生
盤
っ
て
い
う
の
は
、だ
い
た
い
一
人
何
枚
っ
て
、

S
─
一
日
の
ノ
ル
マ
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

M
─
う
ん
、一
人
が
1
0
0
枚
。
そ
れ
を
15
人
だ
と
、1
5
0
0
枚

09

が
そ
の
日
の
日
当
に
な
る
ん
だ
。
で
、10
時
に
雨
が
降
っ
て
2
時
間

く
ら
い
手
が
つ
か
な
い
と
し
た
ら
、雨
が
降
っ
た
後
の
1
、2
時
間
で

片
付
け
る
と
か
。
そ
う
い
う
、手
際
が
よ
か
っ
た
。

S
─
も
し
私
だ
っ
た
ら
、働
け
る
か
な
…
。
出
来
合
制
み
た
い
な
も

の
で
、
大
変
で
す
よ
ね
。
厳
し
い
と
言
え
ば
、
厳
し
い
で
す
よ
ね
。

ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
終
え
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
か
ら
。

M
─
あ
の
頃
の
女
の
人
っ
て
い
う
の
は
ね
、今
の
男
の
人
よ
り
も
仕
事

を
し
た
な
。
う
ん
。

N
─
ま
あ
、で
も
い
つ
の
時
代
も
、男
よ
り
女
の
方
が
働
く
な
っ
て
思

う
な
。ハ
ハ
。

M
─
で
、女
っ
て
い
う
の
は
根
が
良
い
か
ら
な
。
男
と
違
っ
て
。
男
は

危
な
い
所
だ
の
、高
い
所
だ
の
は
良
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、そ

う
い
う
長
い
時
間
や
る
っ
て
い
う
の
は
、や
っ
ぱ
り
女
に
は
敵
わ
な
い
。

今
で
も
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
そ
れ
で
ね
、作
業
場
の
松
木
で
は
そ
の
当
時
ウ
ド
が
も
の
凄
く

沢
山
出
た
の
。
み
ん
な
昼
休
み
に
ウ
ド
採
り
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、集

ま
っ
て
来
て
仕
事
を
す
る
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
で
時
間
が
か
か
っ
ち
ゃ
う
。

だ
か
ら
俺
の
場
合
だ
け
れ
ど
も
、ウ
ド
の
季
節
に
な
る
と
、仕
事
を

植生盤の様子（新井常雄撮影、栃木県立文書館所蔵）
S│表面の白く見えるものは新聞紙が被せてあるもので、穴は機械で圧縮した跡。植生盤と植生盤の間は約40センチほど。
新聞紙を切ったりする準備は、家にいた奥さんが内職でやっていたらしい。

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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し
て
い
る
中
か
ら
2
人
を
必
ず
ウ
ド
採
り
専
門
に
や
っ
て
、そ
れ
で

収
穫
し
た
ウ
ド
を
み
ん
な
で
分
け
て
や
る
の
。

S
─
な
る
ほ
ど
。
ウ
ド
は
み
ん
な
が
欲
し
い
か
ら
、ウ
ド
採
り
当
番

み
た
い
に
し
ち
ゃ
っ
て
、そ
れ
で
み
ん
な
で
分
け
た
。

M
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
そ
う
す
る
と
ね
、う
ん
と
仕
事
の
能
率
が
上

が
る
。
休
み
無
し
だ
か
ら
。

S
─
確
か
に
、バ
ラ
バ
ラ
で
ウ
ド
を
採
り
に
行
っ
ち
ゃ
う
よ
り
も
良

い
で
す
ね
。

M
─
30
人
で
30
分
遅
れ
て
み
ろ
、
仕
事
が
え
ら
い
遅
れ
ち
ゃ
う
だ

ろ
。
そ
う
す
る
と
、2
人
い
る
分
よ
り
も
損
が
出
ち
ゃ
う
ん
だ
。

S
─
確
か
に
、そ
れ
な
ら
2
人
の
当
番
が
採
っ
て
き
た
方
が
、他
の

働
い
て
い
る
人
た
ち
も
安
心
で
す
よ
ね
。
自
分
た
ち
も
ウ
ド
を
食

べ
ら
れ
る
し
。

M
─
貰
え
る
か
ら
ね
。「
も
う
、ウ
ド
は
飽
き
た
」な
ん
て
言
う
と
、

「
じ
ゃ
あ
、も
う
ウ
ド
採
り
は
や
め
だ
」な
ん
て
な
。

N
─
ち
な
み
に
、ウ
ド
の
他
に
植
物
っ
て
い
う
の
は
、生
え
て
い
た
ん

で
す
か
？

M
─
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
、別
に
な
か
っ
た
な
。

S
─
で
は
、
動
物
っ
て
い
た
ん
で
す
か
？
当
時
の
山
の
方
に
。

M
─
当
時
の
山
も
ね
、カ
モ
シ
カ
が
た
ま
に
見
え
た
く
ら
い
。
あ
と

は
鹿
だ
な
。

S
─
鹿
。じ
ゃ
あ
ハ
ゲ
ヤ
マ
で
は
、や
っ
ぱ
り
そ
の
、植
物
と
か
動
物
っ

て
い
う
の
は
基
本
的
に
は
い
な
い
？

M
─
閉
山
に
な
っ
た
ら
、本
山
の
方
の
人
な
ん
か
が
、飼
っ
て
い
た
犬

を
置
い
て
行
っ
ち
ゃ
う
。
足
尾
か
ら
引
き
上
げ
る
た
め
に
。
引
っ
越
し

先
に
は
連
れ
て
行
け
な
い
か
ら
ね
。

S
─
で
も
、犬
も
生
活
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？

M
─
い
や
、犬
も
凄
い
よ
。1
回
だ
け
見
た
こ
と
が
あ
る
の
は
ね
、犬

が
5
、6
匹
で
鹿
追
を
す
る
の
を
見
た
ね
。

S
─
犬
が
？

M
─
う
ん
。一
カ
所
で
は
固
ま
ら
な
い
。
で
何
カ
所
か
で
散
ら
ば
っ

て
ね
。
山
の
高
い
所
か
ら
見
て
い
る
犬
と
、下
で
追
っ
か
け
る
や
つ
が

2
匹
く
ら
い
で
ね
。
鹿
を
追
っ
て
行
く
の
を
、2
匹
の
犬
が
山
の
上

か
ら
見
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
で
鹿
が
ど
っ
ち
に
曲
が
る
か
を
確
認
し

た
ら
、曲
が
っ
た
方
に
降
り
て
行
く
ん
だ
よ
ね
。
殺
し
方
も
上
手
な

ん
だ
、
仲
間
内
で
わ
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
か
。
鹿
1
頭
く
ら
い
食
べ

ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。

N
─
は
ー
、

11

M
─
人
間
よ
り
も
賢
か
っ
た
ぞ
。
あ
の
時
は
ね
、6
匹
だ
か
7
匹
い

た
ん
だ
よ
。

S
─
で
も
、そ
の
犬
は
全
部
捨
て
ら
れ
た
犬
だ
か
ら
、雑
種
と
い
う

か
、み
ん
な
同
じ
種
類
で
は
な
く
？

M
─
う
ん
。
で
、
冬
場
に
な
っ
た
ら
寒
く
て
死
ん
じ
ゃ
っ
た
り
な

ん
か
さ
。

S
─
凄
い
。
で
も
、ち
ゃ
ん
と
犬
た
ち
も
捨
て
ら
れ
た
者
ど
う
し
で

群
れ
を
作
っ
て
、生
き
延
び
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
松
木

で
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
…
。

M
─
俺
だ
っ
て
こ
う
や
っ
て
見
て
い
て
、関
心
し
た
ん
だ
も
の
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
写
真
か
ら
想
像
し
て
い
た
植
生
盤
の
話
が
、少
し
ず
つ
具
体
化
し

て
き
た
。
植
生
盤
は
と
て
も
素
朴
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
感
じ
る
が
、あ
ま

り
気
に
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。ウ
ド
当
番
の
話
も
、業
者
な
ら
で

は
の
考
え
。
自
分
な
ら
、M
組
み
た
い
な
所
で
働
き
た
い
！
効
率
や
仕

事
を
こ
な
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、女
性
た
ち
に
気
持
ち
よ
く（
ウ
ド

が
手
に
入
る
と
安
心
し
て
）働
い
て
も
ら
う
配
慮
も
、事
業
主
と
し
て
不
可

欠
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

N
─
足
尾
と
い
え
ば
銅
山
と
鉱
毒
事
件
を
連
想
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
り
、治
山
事
業
、特
に
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
た
植
生
盤
や
植
生
袋

の
こ
と
を
知
る
人
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
治
山
事
業
は
古
河
に
よ
る

鉱
毒
予
防
技
術
の
研
究
・
開
発
と
と
も
に
公
害
と
表
裏
一
体
の
歴
史

だ
。
M
さ
ん
夫
妻
の
話
か
ら
は
、当
時
の
女
性
の
働
き
に
対
す
る
尊
敬

の
気
持
ち
や
、治
山
事
業
に
対
す
る
誇
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

 

女
性
の
仕
事
・
や
り
く
り

﹇
2
0
1
5
年
4
月
16
日
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）﹈

社
宅
の
お
母
さ
ん
事
情
に
つ
い
て
、根
掘
り
葉
掘
り
い
ろ
い
ろ
教
え
て

く
れ
る
F
さ
ん
。「
植
生
盤
の
仕
事
は
怖
い
か
ら
」と
い
う
こ
と
で
、

山
の
道
路
の
整
地
の
仕
事
を
昭
和
40
、50
年
代
に
や
っ
て
い
た
。

S
─
だ
い
た
い
足
尾
の
社
宅
暮
ら
し
の
奥
さ
ん
が
10
人
い
た
と
す

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、そ
う
す
る
と
何
人
く
ら
い
の
人
が
働
い
て
い

ま
し
た
か
？

F
─
そ
う
だ
ね
、5
人
は
働
い
て
い
た
。

S
─
あ
、じ
ゃ
あ
、半
分
く
ら
い
は
働
い
て
い
て
、半
分
く
ら
い
は
専
業

主
婦
み
た
い
な
？

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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F
─
そ
う
だ
ね
。
そ
う
し
て
女
の
人
は
お
針
で
も
編
み
物
で
も
、で

き
る
人
は
家
で
内
職
を
や
っ
て
い
た
よ
。
内
職
み
た
い
な
、
着
物
の

ね
。
あ
の
頃
は
よ
く
着
物
を
着
た
ん
だ
よ
ね
。

S
─
着
物
の
内
職
で
す
か
。
あ
と
、刺
繍
と
か
も
や
っ
て
い
た
と
い

う
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

F
─
刺
繍
み
た
い
な
も
の
も
ね
。
見
本
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
の
刺
繍
を

作
る
よ
う
な
仕
事
だ
よ
ね
。
お
針
だ
の
あ
あ
い
う
の
を
す
る
人
は
良

い
稼
ぎ
を
し
た
よ
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、お
針
と
か
編
み
物
も
結
構
良
い
お
金
に
は
な
っ
た
ん
で

す
か
？
で
も
、や
っ
ぱ
り
、山
仕
事
の
方
が
稼
げ
る
の
か
な
。

F
─
そ
う
だ
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、危
険
が
伴
わ
な
い
仕
事
と
い
う
意
味
で
は
、お
針
が
で

き
る
人
は
そ
の
仕
事
の
方
が
良
い
と
い
う
感
じ
？

F
─
お
針
な
ん
か
、編
み
物
だ
の
が
ち
ょ
っ
と
で
き
る
人
は
良
か
っ
た

よ
ね
。
山
に
行
っ
て
土
方
を
し
な
い
だ
け
ね
。

S
─
な
る
ほ
ど
、
内
職
は
確
か
に
そ
う
い
う
の
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う

ね
。
で
も
一
方
で
半
分
く
ら
い
の
人
は
、専
業
主
婦
を
や
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
の
専
業
主
婦
っ
て
い
う
家
と
、働
き
に
出

る
奥
さ
ん
の
家
で
、何
か
違
い
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
例
え
ば
、同
じ

坑
夫﹇
4
﹈で
も
種
類
が
違
う
と
か
、何
が
違
う
と
か
。

F
─
で
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

S
─
た
ま
た
ま
そ
こ
の
家
の
判
断
で
、そ
こ
で
は
奥
さ
ん
は
専
業
主

婦
を
や
っ
て
い
た
り
と
か
。

F
─
そ
う
だ
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
、少
し
で
も
借
金
を
す
れ
ば
さ
、や
っ

ぱ
り
払
わ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
し
ね
。
そ
れ
で
、借
金
を
し
て
誰
か

か
ら
借
り
る
っ
て
い
う
の
も
、「
払
わ
な
い
」
だ
の
な
ん
だ
の
悪
口
も

言
わ
れ
る
し
ね
。
や
っ
ぱ
り
自
分
で
働
い
て
い
れ
ば
、そ
れ
だ
け
余

裕
が
で
き
る
じ
ゃ
な
い
。
ね
、
自
分
の
も
の
も
買
え
る
し
さ
。
子
ど

も
が
小
さ
い
う
ち
は
さ
、
私
ら
も
家
に
い
た
け
れ
ど
も
さ
。
や
っ
ぱ

り
子
ど
も
が
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
ら「
も
っ
た
い
な
い
」
な

ん
て
、舗
装
の
仕
事
を
や
っ
て
み
た
ら
、や
っ
ぱ
り
給
料
が
良
か
っ
た

も
の
ね
。
良
か
っ
た
。

S
─
あ
、
で
も
、
山
仕
事
は
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

か
？ 

F
さ
ん
も
。

F
─
う
ん
、思
っ
て
い
た
。

S
─
そ
れ
は
何
で
で
す
か
？
危
険
そ
う
だ
け
れ
ど
も
、で
も
、

F
─
う
ん
、「
舗
装
の
仕
事
な
ら
、道
路
で
平
な
所
だ
か
ら
で
き
る

か
な
」な
ん
て
さ
。
で
も
随
分
歳
を
と
っ
た
上
の
人
ら
か
ら
ね
、随
分
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や
ら
れ
た
け
れ
ど
も
さ
。

S
─
や
ら
れ
た
っ
て
言
う
の
は
、口
で
い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

F
─
意
地
悪
さ
れ
た
り
と
か
さ
。
そ
し
て
、あ
の「
か
じ
か
荘
」あ
る

だ
ろ
？
そ
こ
も
A
建
設
で
や
っ
た
ん
だ
か
ら
。
あ
の
舗
装
を
ず
っ

と
。
で
、あ
の
辺
も
掘
っ
て
さ
、あ
の
U
字
溝
を
入
れ
た
り
さ
。
あ
あ

い
う
の
も
私
ら
が
何
人
か
出
て
入
れ
た
ん
だ
か
ら
。
結
構
楽
し
か
っ

た
よ
。
親
方
の
面
倒
見
も
良
か
っ
た
し
さ
。
と
に
か
く
ね
、う
ん
。
給

料
が
月
に
2
回
に
な
っ
た
か
ら
そ
れ
が
魅
力
だ
っ
た
ね
。
よ
か
っ
た
。

私
も
好
き
な
も
の
を
買
え
た
も
ん
ね
。

S
─
何
を
買
っ
た
の
で
す
か
？

F
─
何
買
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
着
物
を
買
っ
た
り
さ
、服
を
買
っ
た
り

さ
。
自
分
の
も
の
は
買
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、と
に
か
く
段
々
お
父
さ

ん
が
働
い
て
く
れ
る
か
ら
、お
父
さ
ん
の
給
料
で
食
べ
て
行
け
た
し

さ
。
そ
れ
だ
け
、良
か
っ
た
ね
、働
い
て
ね
。
倅（
せ
が
れ
）に
お
も
ち
ゃ

を
買
っ
て
や
っ
た
り
さ
。
よ
か
っ
た
ね
。

S
─
山
仕
事
は
何
年
く
ら
い
働
い
て
い
た
ん
で
す
か
？

F
─
そ
う
だ
ね
。10
年
く
ら
い
や
っ
た
か
？

S
─
10
年
く
ら
い
、結
構
長
い
で
す
ね
。
そ
の
間
に
、や
っ
ぱ
り
上
手

に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
か
？

F
─
段
々
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
っ
て
ね
。
あ
れ
だ
っ
た
よ
、一
輪
車

な
ん
て
押
せ
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
が
ね
、も
う
上
手
に
な
っ
て

ね
。
今
だ
っ
て
上
手
だ
け
れ
ど
も
さ
。
最
初
は
ね
、荷
物
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
さ
、本
当
に
や
ら
れ
た
も
の
だ
よ
。
で
も
楽
し
か
っ
た
ね
。
結

構
、同
じ
く
ら
い
の
年
配
の
人
も
い
た
か
ら
ね
。
う
ん
、楽
し
か
っ
た
。

仕
事
は
楽
し
い
よ
、私
。
で
も
、
南
橋
の
あ
の
山
見
て
み
な
よ
、ね
。

私
は
登
れ
な
い
な
、
怖
い
と
思
っ
た
か
ら
。
…
…
（
省
略
）…
…

植
生
盤
の
仕
事
だ
と
、こ
う
い
う
梯
子（
は
し
ご
）み
た
い
な
背
負
子

（
し
ょ
い
こ
）に
、荷
物
を
乗
せ
て
運
ぶ
ん
だ
よ
ね
。
私
は「
で
き
な
い
か

ら
」っ
て
言
っ
て
そ
の
仕
事
は
し
な
か
っ
た
ね
。
で
、給
料
が
安
く
た
っ

て
い
い
じ
ゃ
な
い
、み
ん
な
が
1
0
0
0
円
貰
う
所
を
7
0
0
円

貰
っ
た
っ
て
良
い
じ
ゃ
な
い
、で
き
な
い
ん
だ
も
の
。
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

F
─
た
だ
、1
回
だ
け「
出
て
み
る
け
、
手
が
足
り
な
い
か
ら
」っ
て

1
、2
ヶ
月
だ
け
れ
ど
も
、植
生
盤
の
仕
事
を
し
た
よ
ね
。
私
は
毎

日
行
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
ね
。
そ
こ
で
は
、板
で
で
き
た
背
負
子

で
植
生
盤
を
積
ん
だ
よ
。
あ
と
ね
、箱
み
た
い
な
の
が
あ
る
ん
だ
よ
。

箱
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
、そ
こ
へ
砂
を
入
れ
て
さ
。
砂
を
入
れ
て
、砂

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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と
セ
メ
ン
ト
、ほ
ら
、セ
メ
ン
ト
の
ミ
キ
サ
ー
が
あ
る
だ
ろ
、そ
れ
を
混

ぜ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
を
ヒ
ョ
イ
っ
と
入
れ
た
の
を
見
た
こ
と
あ
る
の
。

上
手
い
も
の
だ
よ
。

S
─
凄
い
、で
も
重
い
で
す
よ
ね
。
砂
と
か
だ
か
ら
。

F
─
う
ん
、そ
れ
で
ね
、他
の
人
に
聞
い
て
も
ね
、40
〜
50
セ
ン
チ
く

ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
を
背
負
う
だ
ろ
、そ
れ
を
ね
ヒ
ョ
イ
っ
て
ね
。
ミ

キ
サ
ー
の
穴
の
ま
る
く
な
っ
た
所
に
入
れ
る
ん
だ
よ
ね
、採
石
と
ね
。

と
て
も
上
手
な
ん
だ
よ
ね
。
私
が
見
か
け
た
と
き
に
ね「
あ
ら
ー
、

上
手
い
も
の
だ
ね
」っ
て
言
っ
た
の
。
石
だ
っ
て
シ
ュ
っ
て
乗
っ
け
て
、

石
垣
の
積
む
所
に
シ
ュ
っ
と
落
っ
こ
と
す
の
。「
あ
ら
、ぶ
つ
か
ん
な
い

か
な
」
と
思
う
く
ら
い
。
上
手
に
ね
。
私
に
は
で
き
な
い
と
思
っ
た

よ
。「
あ
ん
な
に
大
き
な
石
が
さ
、自
分
の
所
に
落
っ
こ
ち
て
来
た
ら

ど
う
し
よ
う
」っ
て
ね
。

S
─
ね
、経
験
な
ん
で
す
か
ね
。

F
─
そ
う
だ
ね
、上
手
い
も
の
だ
よ
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─「
シ
ュッ
」「
ポ
ン
ッ
」と
石
を
積
ん
で
い
た
様
子
を
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

つ
き
で
教
え
て
く
れ
た
。
見
て
い
る
方
は
、本
当
に
び
っ
く
り
す
る
よ

う
な
身
の
こ
な
し
方
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
意
地
悪
さ
れ
た
と
い
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
ド
ロ
ド
ロ
も
あ
る
よ
う
な
中
で
も
、上
手
く
冗
談
を
言
い
な

が
ら
や
っ
て
の
け
て
き
た
様
子
は
、
F
さ
ん
の
お
人
柄
か
ら
す
ぐ
に
想

像
が
で
き
た
。

要
領
の
良
い
人

﹇
2
0
1
5
年
4
月
27
日
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈

戦
時
の
足
尾
で
、
女
手
一
つ
で
2
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
上
げ
た

方
。様
々
な
仕
事
を
し
た
が
、昭
和
30
年
代
に〝
石
背
負
い（
い
し
し
ょ

い
）〞と
呼
ば
れ
る
、石
垣
造
り
の
仕
事
を
経
験﹇
3
﹈。

S
─
戦
争
が
き
っ
か
け
で
足
尾
に
戻
っ
て
来
て
か
ら
、山
の
仕
事
を

さ
れ
た
の
で
す
か
？

F
─
そ
う
、仕
事
が
な
い
で
し
ょ
。
そ
の
時
は
子
ど
も
は
一
人
だ
け
れ

ど
も
ね
、食
べ
て
い
け
な
い
じ
ゃ
な
い
。
足
尾
の
女
の
人
が
働
く
と
し

た
ら
、植
生
盤
ば
っ
か
り
。
そ
れ
で
石
背
負
い
の
働
き
口
が
あ
っ
た
か

ら
、私
も
そ
の
仕
事
に
使
っ
て
も
ら
っ
た
の
。
で
も
、重
い
も
の
を
持
っ

た
こ
と
な
い
の
に
、背
負
い
を
し
始
め
た
ん
だ
よ
ね
。
渡
良
瀬
川
の
川

辺
か
ら
、田
元
の
上
の
石
垣
ま
で
石
を
運
ぶ
ん
だ
け
れ
ど
も
、川
石
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は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
か
ら
背
中
に
当
た
る
の
。
そ
れ
が
痛
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、途
中
で
離
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
。10
人
ぐ
ら
い
そ

う
い
う
人
が
並
ん
で
、そ
う
や
っ
て
作
業
を
す
る
ん
だ
よ
ね
。
最
後

に
、そ
の
石
垣
の
所
に
運
ん
だ
石
を
落
と
す
ん
だ
け
れ
ど
も
、最
初

は
ど
う
や
っ
て
落
と
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
。
慣
れ
る

ま
で
は
要
領
が
悪
い
で
し
ょ
、ま
だ
入
っ
た
ば
っ
か
り
だ
か
ら
。
要
領

の
良
い
人
は
ね
、作
業
前
に
石
を
配
布
さ
れ
る
列
に
並
ん
で
い
る
時

に
、自
分
が
大
き
い
石
に
当
た
る
と
わ
か
る
と
、列
を
抜
け
て
お
し
っ

こ
に
行
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
す
る
と
、大
き
い
石
に
は
当
た
ら
な
い
ん
だ

よ
ね
。
そ
う
い
う
風
に
要
領
の
良
い
人
が
い
た
。

S
─
な
る
ほ
ど
。
う
ー
ん
、な
ん
か
あ
り
そ
う
だ
な
、そ
う
い
う
こ
と
。

人
間
ら
し
い
な
。

F
─
で
、私
ら
新
米
だ
か
ら
分
か
ら
な
い
だ
ろ
。
並
ん
で
い
て
、で
か

い
石
を
背
負
う
と
こ
う
、体
が
折
れ
る
よ
う
に
痛
い
ん
だ
よ
。
だ
け

れ
ど
も
、
死
ぬ
思
い
で
背
負
っ
て
そ
の
場
所
ま
で
行
っ
て
ね
。
こ
う

や
っ
て
、石
を
落
と
す
と「
ギ
ャ
ー
」っ
て
声
が
出
た
よ
。
慣
れ
な
い
う

ち
は
ね
。
慣
れ
て
く
る
と
平
気
だ
っ
た
け
れ
ど
も
ね
。ハ
ハ
。

…
…（
省
略
）…
…

F
─
当
時
の
仕
事
場
所
を
通
る
と
思
い
出
す
よ
。
そ
の
辛
さ
。
ま
だ

30
、40
代
く
ら
い
だ
っ
た
か
ら
ね
。
辛
か
っ
た
。

S
─
で
も
、辞
め
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

F
─
辞
め
た
ら
食
べ
て
い
け
な
い
か
ら
。

S
─
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
れ
っ
て
、F
さ
ん
も
事
情
が
あ
っ
て
働
い
て

い
て
、
周
り
の
同
じ
お
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

あ
っ
て
？

F
─
大
変
だ
よ
、女
の
人
は
ね
。
他
に
仕
事
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

う
ん
。
内
職
ぐ
ら
い
は
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
ね
。
女
の
働
く
場
所

は
な
か
っ
た
か
ら
ね
。

N
─
お
給
料
っ
て
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

F
─
詳
し
い
金
額
は
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
け
れ
ど
、9
時
過
ぎ
か
ら
か
な

ち
ょ
っ
と
し
か
働
か
な
い
。
午
後
3
時
く
ら
い
に
は
帰
っ
て
来
る
。
そ

う
す
る
と
、一
番
下
の
子
が
私
を
待
っ
て
い
て
、家
に
入
っ
た
す
ぐ
の
上

が
り
端
で
居
眠
り
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
…
…（
省
略
）
…
…
ま
あ

ど
う
に
か
こ
う
に
か
、最
低
の
生
活
は
で
き
た
だ
ろ
う
ね
。

S
─
そ
う
で
す
か
。
じ
ゃ
あ
、短
時
間
で
稼
げ
た
。

F
─
そ
う
。
だ
か
ら
、ま
あ
、
女
の
働
く
所
と
し
て
は
良
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
？

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
重
い
石
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
わ
ざ
と
列
を
抜
け
る
人
の
例
は
、

ど
こ
の
時
代
に
も
そ
う
い
う
人
が
い
る
ん
だ
な
と
、し
み
じ
み
。ズ
ル
イ

と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
に
、〝
要
領
の
良
い
〞と
言
い
表
し
て
し
ま
う

こ
と
に
、妙
に
関
心
し
て
し
ま
う
。負
け
て
た
ま
る
か
的
な
根
性
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
し
、生
活
の
た
め
に
サ
ク
サ
ク
と
こ
な
し
て
し
ま
う
タ
フ
な

感
覚
を
感
じ
た
。

N
─「
当
時
の
仕
事
場
所
を
通
る
と
思
い
出
す
。
辛
か
っ
た
。」と
言

う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。そ
の
場
所
は
私
も
普
段
通
る
の
だ
が
、何

も
知
ら
ず
に
い
る
と
気
に
も
留
め
な
い
。
足
尾
で
は
人
々
の
様
々
な
営

み
に
よ
っ
て
、石
垣
に
限
ら
ず
山
の
木
々
や
谷
の
深
さ
、川
の
流
れ
ま
で

も
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

に
ぎ
や
か
な
松
木

﹇
2
0
1
5
年
8
月
18
日
─
夫（
M
）、妻（
F
）、志
村（
S
）、中
山（
N
）、好
井（
Y
）﹈

6
頁
の
ご
夫
婦
に
、改
め
て
仕
事
内
容
や
、そ
こ
で
働
く
方
々
の
様

子
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
た
。

Y
─
こ
れ
、1
日
仕
事
を
し
て
い
く
ら
く
ら
い
貰
え
た
の
で
す
か
？

M
─
家（
う
ち
）で
ね
、4
5
0
円
く
ら
い
。

Y
─
1
日
4
5
0
円
で
、そ
れ
は
日
給
で
支
払
わ
れ
る
の
で
す
か
？

M
─
そ
う
そ
う
。

S
─
1
日
行
け
ば
帰
り
に
は
4
5
0
円
お
給
料
が
？

M
─
そ
う
い
う
人
も
い
た
け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
15
日
が
給
料
日

だ
っ
た
ね
。

S
─
あ
あ
、じ
ゃ
あ
出
勤
日
を
計
算
し
て
ま
と
め
て
も
ら
う
ん
で
す

ね
。
確
か
に
、女
の
人
に
聞
く
と
や
っ
ぱ
り
家
計
の
助
け
に
は
な
っ

た
し
、子
ど
も
と
か
も
い
る
お
宅
は
生
活
が
大
変
だ
っ
た
か
ら
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

M
─
下
で
仕
事
を
す
る
人
は
3
0
0
円
く
ら
い
。
山
に
上
が
れ
ば

4
5
0
円
く
ら
い
に
な
る
。

S
─
じ
ゃ
あ
、や
っ
ぱ
り
山
の
上
の
方
が
き
つ
い
と
い
う
か
、大
変
だ
っ

た
か
ら
給
料
が
高
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

M
─
お
そ
ら
く
5
0
0
m
く
ら
い
上
が
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
、沢
か
ら
。

Y
─
あ
の
、植
生
盤
を
一
枚
一
枚
置
い
て
固
定
し
て
い
く
わ
け
で
す

よ
ね
？ 
そ
れ
っ
て
、
結
構
技
術
が
い
る
も
の
な
の
で
す
か
？ 

そ
れ

と
も
し
ば
ら
く
し
た
ら
身
に
付
く
の
で
す
か
？
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M
─
う
ん
、で
き
ち
ゃ
う
ね
。
山
が
山
だ
か
ら
。
斜
面
に
貼
り
付
け

る
ん
で
す
よ
、ペ
タ
ン
と
。
板
に
乗
っ
け
て
お
い
て
。

Y
─
貼
り
付
け
て
、木
の
釘
み
た
い
な
も
の
で
打
ち
込
ん
で
お
く
。

…
そ
れ
を
貼
り
付
け
て
、そ
の
植
生
盤
に
は
も
う
種
と
か
は
全
部

入
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

M
─
全
部
、種
は
入
っ
て
い
る
。ヨ
モ
ギ
だ
と
か
、ア
カ
シ
ア
だ
の
イ
タ

ド
リ
だ
の
。
木
が
3
種
類
か
4
種
類
。
草
の
種
が
主
だ
ね
。

S
─
私
の
印
象
な
ん
で
す
が
、
植
生
盤
っ
て
話
だ
け
だ
と
す
ご
く

原
始
的
と
い
う
か
、本
当
に
根
付
く
の
か
な
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど

も
、実
際
に
ど
う
で
し
た
？
効
果
と
い
う
の
は
？

M
─
植
生
盤
そ
の
も
の
が
草
の
芽
が
ね
、早
い
か
ら
ね
。
石
山
の
地

面
が
あ
っ
た
か
い
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、そ
の
作
業
を
す
る
の
は
6
月

か
ら
8
月
く
ら
い
ま
で
だ
か
ら
ね
。3
ヶ
月
目
は
ほ
と
ん
ど
仕
上

げ
だ
な
。

…
…（
省
略
）…
…

N
─
台
風
な
ん
か
が
来
た
日
に
は
全
部
流
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
り
し
た

ん
で
す
か
？

M
─
あ
る
よ
、そ
う
い
う
時
も
。
川
が
で
き
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
な
。
そ

う
い
う
所
を
掃
除
し
て
ね
。

S
─
や
り
直
し
と
か
も
出
て
来
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

M
─
出
て
来
る
、出
て
来
る
。だ
か
ら
、景
気
が
も
の
凄
く
良
か
っ
た
の
。

S
─
足
尾
内
の
組
が
請
け
負
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
が
あ
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、M
組
は
働
き
や
す
く
す
る
た
め
に
何
か
工
夫
を

し
て
い
ま
し
た
か
？

M
─
俺
の
所
は
、給
料
は
現
金
で
あ
げ
て
い
た
か
ら
ね
。

F
─
社
長
は
固
い
け
れ
ど
も
次
男
の
M
は
や
わ
ら
か
い
か
ら
、結
構

働
い
て
い
る
人
に
飲
ま
せ
た
の
。「
働
く
人
は
飲
み
食
い
さ
せ
な
く

ち
ゃ
駄
目
だ
」つ
っ
て
。
う
ん
。

M
─
半
日
ぐ
ら
い
は
仕
事
を
休
ま
せ
て
、豚
汁
を
作
っ
て
や
っ
た
り
な

ん
か
し
て
ね
。「
明
日
こ
こ
ま
で
で
、明
後
日
ま
で
に
や
る
ん
だ
か
ら
、

明
日
か
ら
頑
張
っ
て
く
れ
よ
な
」っ
て
ね
。
そ
れ
が
効
い
た
ん
だ
よ
。

S
─
や
っ
ぱ
り
、そ
う
い
う
働
い
て
も
ら
う
人
に
対
し
て
、ち
ゃ
ん
と

「
ご
苦
労
さ
ん
」と
か「
頑
張
っ
て
く
れ
」っ
て
言
う
よ
う
な
配
慮
を

さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

Y
─
た
だ
給
料
を
払
う
だ
け
で
は
駄
目
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

S
─
人
が
や
っ
ぱ
り
つ
い
て
こ
な
い
と
。

M
─
み
か
ん
を
ち
ょ
っ
と
配
る
だ
け
で
も
、人
は
ス
ッ
と
寄
っ
て
く
る

か
ら
な
。

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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F
─
ち
ょ
っ
と
し
た
加
減
な
ん
だ
よ
ね
、人
っ
て
い
う
の
は
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

N
─
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、「
足
尾
の
女
に
会
い
た
け
れ
ば
松
木
に

行
け
」と
。そ
れ
く
ら
い
、足
尾
の
女
の
人
は
松
木
で
働
い
て
い
た
と
。

F
─
働
い
て
い
た
。

M
─
だ
か
ら
M
組
だ
っ
て
、だ
い
た
い
4
月
の
後
半
く
ら
い
か
ら
始
ま
る

か
ら
。そ
う
す
る
と
、常
備
の
、常
備
と
い
う
の
は
14
、15
人
い
た
ん
だ

け
れ
ど
も
、植
生
盤
の
時
期
に
は
50
人
く
ら
い
に
集
め
た
ん
だ
か
ら
。

…
…（
省
略
）…
…

Y
─
松
木
の
仕
事
を
す
る
場
所
ま
で
、
女
性
の
人
は
ど
う
や
っ
て

行
く
の
で
す
か
？

M
─
車
だ
ね
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
運
ん
で
送
迎
を
し
た
ね
。

F
─
で
、1
週
間
か
2
週
間
に
1
回
く
ら
い
、ト
ラ
ッ
ク
の
許
可
を
貰

い
に
行
く
の
で
す
よ
。
警
察
へ
。

Y
─
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
人
が
乗
っ
て
い
る
か
ら
許
可
を
得
る
ん

で
す
ね
。

F
─
だ
か
ら
警
察
も
そ
の
頃
は
バ
ス
も
な
か
っ
た
か
ら
、
許
可
は
し

て
く
れ
た
ん
だ
よ
ね
。
み
ん
な
ね
。
そ
の
う
ち
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

買
っ
て
ね
。

N
─
で
も
、荷
台
に
女
性
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
乗
っ
て
い
る
バ
ス
が
松
木

に
毎
日
向
か
う
っ
て
い
う
の
は
、

F
─
だ
か
ら
松
木
は
賑
や
か
だ
っ
た
と
言
う
よ
、毎
朝
。

Y
─
夏
に
な
っ
て
、昼
間
男
た
ち
は
銅
山
の
中
に
行
っ
て
い
て
、町
の

中
に
は
女
の
人
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

F
─
人
口
が
あ
っ
た
か
ら
昔
は
。
あ
っ
た
、あ
っ
た
。

S
─
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
と
、女
性
の
場
合
は
山
仕
事
か
専
業
主

婦
か
、そ
れ
か
ち
ょ
っ
と
内
職
を
し
た
り
と
か
、数
名
が
三
養
会
か

事
務
の
仕
事
を
す
る
み
た
い
な
？

F
─
あ
と
は
、土
方
で
す
ね
。
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
も
ん
ね
、工
場
が

な
い
も
ん
。

S
─
そ
う
す
る
と
、山
仕
事
っ
て
女
性
に
と
っ
て
一
番
大
き
な
働
き

場
所
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

M
─
そ
う
だ
な
あ
。
植
生
盤
が
で
き
た
か
ら
、

S
─
お
金
に
も
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
き
っ
と
山
仕
事
っ
て
。

M
─
だ
か
ら
な
、下
で
働
く
男
の
人
た
ち
と
、松
木
の
中
で
働
く
人

の
賃
金
は
同
じ
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
こ
れ（
新
井
さ
ん
の
写
真
）は
下
の
方
の
写
真
だ
か
ら
。
撮
影
者
の
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新
井
さ
ん
は
足
が
悪
か
っ
た
か
ら
、山
の
上
に
は
登
れ
な
い
ん
だ
。
写

真
の
風
景
は
本
当
に
下
の
方
だ
よ
。
賃
金
が
安
い
所
だ
よ
。

S
─
じ
ゃ
あ
、こ
の
場
所
の
感
じ
は
下
の
方
だ
か
ら
あ
ん
ま
り
賃

金
は
高
く
な
い
？
M
さ
ん
は
も
う
少
し
、
高
い
所
を
や
っ
て
い
た
の

で
す
か
？

M
─
最
初
は
ど
こ
の
組
で
も
高
い
所
ば
っ
か
り
や
っ
て
い
た
ん
だ
け

れ
ど
も
。
俺
が
昭
和
30
、31
年
か
な
、松
木
の
営
林
署
の
作
業
所
が

あ
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
こ
か
ら
中
禅
寺
湖
ま
で
歩
道
を
付
け
た
ん
だ

よ
。
中
禅
寺
ま
で
行
く
と
、2
時
間
く
ら
い
し
か
時
間
が
な
い
。
そ

れ
で
車
で
行
け
る
の
な
ら
、中
禅
寺
湖
は
1
時
間
く
ら
い
で
往
復

が
で
き
た
。

S
─
全
然
違
い
ま
す
ね
。
ふ
ー
ん
。

F
─
今
で
も
歩
い
て
行
け
る
か
ね
、中
禅
寺
ま
で
。

N
─
今
は
木
が
茂
っ
ち
ゃ
っ
て
道
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

M
─
ま
あ
、俺
が
一
番
奥
を
や
っ
た
時
は
ね
、昼
休
み
に
若
い
人
た
ち

が
中
禅
寺
ま
で
行
っ
て
帰
っ
て
来
て
い
た
よ
。

S
─
え
、元
気
で
す
ね
。
大
変
な
仕
事
を
し
て
、昼
休
み
に
は
わ
ざ

わ
ざ
行
っ
て
帰
っ
て
来
る
と
い
う
。
で
、ま
た
仕
事
を
す
る
わ
け
で

す
よ
ね
。
タ
フ
だ
。

F
─
昔
の
人
は
働
い
た
も
ん
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
こ
ち
ら
の
ご
夫
婦
に
は
い
つ
も
、「
お
茶
飲
ん
で
行
き
な
さ
い
」と

誘
わ
れ
て
甘
え
て
し
ま
う
が
、組
な
ら
で
は
の
仕
事
や
人
づ
き
あ
い
が

染
み
付
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
の
引
き
つ
け
方
や
、気
持
ち
よ

い
労
働
環
境
の
た
め
に
は
、媚
び
る
わ
け
で
も
な
く
、自
然
な
対
人
の

気
持
ち
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
さ
れ
る
。
働
い
て
い
る
人
が
、休

憩
時
間
に
は
わ
ざ
わ
ざ
中
禅
寺
湖
に
行
く
例
に
は
、重
労
働
の
中
で

も
山
の
環
境
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
に
関
心
し
て
し
ま
う
。

N
─
M
さ
ん
は
常
々
「
人
間
、結
局
は
気
持
ち
な
ん
だ
よ
」と
い
う
こ

と
を
言
う
。
協
力
隊
の
2
人
の
こ
と
も
い
つ
も
気
に
か
け
て
下
さ
り
、

M
さ
ん
夫
妻
の
家
に
は
来
客
が
絶
え
な
い
。き
っ
と
M
組
で
働
い
て
い

た
方
々
も
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

Y
─
多
く
の
女
性
を
使
い
、山
仕
事
を
取
り
仕
切
っ
て
来
た
ご
夫
婦
。

明
る
く
人
を
ひ
き
つ
け
る
語
り
く
ち
が
印
象
的
だ
っ
た
。
植
生
盤
を
背

負
っ
て
山
を
あ
が
り
、一
枚
一
枚
固
定
し
て
い
く
と
い
う
き
つ
い
仕
事
を

で
き
る
だ
け
気
持
ち
よ
く
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
、語
り
か

ら
も
れ
て
く
る
。ひ
と
は
仮
に
い
い
金
に
な
っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
だ
け

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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で
き
つ
い
仕
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
。そ
の
気
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
細

や
か
な
配
慮
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
出
さ
れ
た
お
い
し
い
お
漬
物
を

ほ
お
ば
り
な
が
ら
、ご
夫
婦
の
お
人
柄
を
想
像
し
て
い
た
。

中
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

﹇
2
0
1
5
年
8
月
28
日
─
M
さ
ん
、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈

足
尾
に
あ
る
植
樹
の
N
P
O
で
長
く
植
樹
に
関
っ
て
い
る
方
。
昭

和
40
年
代
の
中
学
生
の
頃
に
は
、オ
バ
チ
ャ
ン
た
ち
に
混
じ
っ
て
植

生
盤
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。

S
─
前
に
、子
ど
も
の
頃
に
植
生
盤
の
お
手
伝
い
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
た
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

M
─
い
や
あ
、バ
イ
ト
だ
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
。
ま
だ
ガ
キ
の
頃
、中

学
3
年
生
く
ら
い
だ
ね
。

S
─
中
学
3
年
生
で
、植
生
盤
の
バ
イ
ト
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
？
じ
ゃ
あ
、も
う
植
生
盤
を
背
負
っ
て
、女
性
が
や
る
み

た
い
に
山
の
上
ま
で
運
ん
で
？

M
─
一
緒
に
な
っ
て
、一
緒
に
な
っ
て
。

N
─
結
構
、他
に
も
子
ど
も
が
い
た
の
で
す
か
？

M
─
子
ど
も
？
ま
あ
、仲
間
が
ね
。
今
で
は
足
尾
に
い
な
い
け
れ
ど

も
、5
、6
人
。
そ
れ
で
、知
り
合
い
か
ら
紹
介
が
あ
っ
て
、「
手
伝
っ

て
も
ら
え
な
い
か
な
、体
力
の
あ
る
若
い
子
に
」っ
て
言
う
風
に
ね
。

バ
イ
ト
だ
か
ら
当
時
の
お
金
で
、1
回
い
く
ら
だ
っ
た
か
な
。
ち
ょ
っ

と
金
額
的
に
は
思
い
出
せ
な
い
け
れ
ど
も
、嬉
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

S
─
割
と
良
い
バ
イ
ト
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

M
─
そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。
た
だ
、過
酷
だ
っ
た
よ
、正
直
な
話
。

S
─
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
で
す
か
？

M
─
あ
の
、職
員
が
ね
、遮
光
ネ
ッ
ト
が
あ
る
で
し
ょ
、あ
れ
が
袋
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
土
を
入
れ
た
り
種
を
入
れ
た
り
し

て
、ミ
ッ
ク
ス
に
な
っ
た
も
の
が
で
き
て
い
る
わ
け
。
そ
れ
を
ス
コ
ッ
プ

で
頑
張
っ
て
入
れ
て
、
職
員
が
そ
れ
を
や
る
の
さ
。
我
々
は
そ
の
で

き
た
も
の
を
運
ぶ
だ
け
な
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ
れ
を
今
度
は
、圧
着

す
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、厚
さ
が
30
セ
ン
チ
く
ら
い
の
…
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
板
状
の
芝
。
あ
あ
い
う
よ
う
な
く
ら
い
の

厚
さ
に
な
る
ん
で
す
よ
。
ピ
ュ
ー
っ
て
空
気
も
抜
け
る
し
。
そ
れ
を

縛
っ
て
重
ね
た
も
の
を
背
負
っ
て
、オ
バ
チ
ャ
ン
連
中
と
一
緒
に
坂
み

た
い
な
整
備
さ
れ
た
道
を
通
っ
て
現
場
ま
で
運
び
上
げ
る
。
そ
う
い

う
こ
と
ね
。
だ
い
た
い
30
枚
く
ら
い
か
な
。
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N
─
そ
れ
で
、ど
の
く
ら
い
の
重
さ
な
ん
で
す
か
？

M
─
だ
い
た
い
、40
キ
ロ
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
な
。

S
─
え
ー
。
そ
れ
を
ね
、山
道
登
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
…
。

M
─
若
い
か
ら
背
負
え
た
け
れ
ど
も
、オ
バ
チ
ャ
ン
連
中
も
同
じ
だ

よ
。
結
局
お
金
に
な
る
か
ら
、そ
れ
を
何
回
か
や
っ
て
い
た
ら
余
計
み

た
い
な
感
じ
。1
日
い
く
ら
の
仕
事
も
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、そ
の
場

合
に
は
1
枚
い
く
ら
み
た
い
な
。
職
員
が
チ
ェッ
ク
を
し
て
い
て「
M
さ

ん
は
30
枚
、M
さ
ん
は
30
枚
だ
ね
」っ
て
記
録
し
て
い
く
ん
だ
よ
ね
、見

て
い
て
ね
。

S
─
や
っ
ぱ
り
、ち
ゃ
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
れ
て
い
て
、そ
の
枚
数
に

よ
っ
て
、

M
─
そ
り
ゃ
あ
そ
う
で
す
よ
。
積
ん
で
く
れ
て
ね
、自
分
で
は
積
め

な
い
か
ら
ね
。
積
ん
じ
ゃ
う
と
、起
き
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
重
く
て
。

二
宮
金
次
郎
が
苗
木
を
背
負
っ
て
い
る
よ
う
な
形
で
山
頂
ま
で
積

ん
で
行
く
ん
で
す
よ
。「
山
頂
」っ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
っ
て
、

み
ん
な
で
並
ん
で
ね
。
今
や
っ
て
い
る
足
尾
で
植
樹
を
す
る
時
み
た

い
に
ず
っ
と
道
沿
い
に
繋
が
っ
て
登
る
で
し
ょ
う
。
あ
あ
い
う
ス
タ
イ

ル
。
た
だ
道
が
階
段
じ
ゃ
な
い
か
ら
、作
ら
れ
た
一
人
専
用
の
道
路

を
ず
っ
と
上
が
っ
て
行
く
ん
で
す
よ
、現
場
ま
で
。
だ
か
ら
我
々
も

833段の植樹地（伊東信撮影）│［写真裏面のメモより：俺は一人で登った 大畑沢 山を愛す H18. 5. 5日］　
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ど
ん
ど
ん
上
か
ら
上
が
っ
て
行
く
か
ら
ね
。
で
、下
の
方
に
来
る
と

楽
な
ん
だ
よ
、枚
数
を
ど
ん
ど
ん
植
え
ら
れ
る
わ
け
。
…
…（
省
略
）

…
…
テ
ー
プ
で
ラ
イ
ン
を
引
か
れ
て
い
る
所
へ
、
運
ん
だ
も
の
を
ス

ト
ッ
ク
す
る
わ
け
。
測
量
の
人
が
ね
、ダ
ン
ダ
ン
と
テ
ー
プ
を
貼
っ
て

ピ
ン
で
止
め
て
い
く
ん
だ
け
ど
。
そ
の
前
段
の
仕
事
を
ア
ル
バ
イ
ト

が
し
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。

N
─
確
か
、あ
れ
で
す
よ
ね
、夏
の
3
ヶ
月
く
ら
い
の
仕
事
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
？

M
─
も
ち
ろ
ん
、そ
う
そ
う
そ
う
。

N
─
そ
の
、
夏
休
み
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
？

M
─
夏
休
み
、夏
休
み
。

S
─
丁
度
夏
休
み
な
の
で
す
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
植
生
盤
を
初
め
て
や
っ
た
時
っ
て
ど
う
思
い
ま
し
た
？
仕
事
風

景
だ
と
か
、仕
事
の
や
り
方
と
か
に
対
し
て
。

M
─「
あ
あ
、こ
れ
を
貼
り
付
け
る
ん
だ
」く
ら
い
し
か
思
わ
な
か
っ

た
ね
。こ
れ
を
貼
り
付
け
て
い
く
と
、当
時
の
営
林
署
の
人
に
聞
い
て
、

「
こ
れ
を
貼
り
付
け
た
ら
、自
然
と
発
芽
す
る
ん
だ
よ
。
雨
に
あ
た
っ

て
ね
」っ
て
ね
。「
水
は
や
ら
な
く
て
良
い
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た

ら
、「
水
は
天
然
だ
か
ら
、雨
水
だ
け
で
大
丈
夫
な
ん
だ
よ
」っ
て
。

S
─
結
構
、植
生
盤
の
や
り
方
に「
本
当
に
根
付
く
の
か
な
？
」と

か
感
じ
る
の
で
は
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

M
─
そ
れ
は
、不
思
議
だ
っ
た
よ
。「
こ
れ
が
な
る
ん
で
す
か
？
」と
い

う
感
じ
で
。

S
─
実
際
に
効
果
は
あ
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

M
─
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
、み
ん
な
流
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
。も
う
大
雨

が
降
れ
ば
一
発
で
す
よ
。
ま
あ
、当
時
は
ね
、我
々
も
あ
ん
ま
り
そ
う

い
う
の
に
興
味
も
無
か
っ
た
か
ら
、ア
ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
貰
え
れ
ば

良
い
な
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
か
ら
ね
。そ
れ
で
ね
、昼
休
み
に
オ
バ
チ
ャ

ン
連
中
と
ご
飯
を
食
べ
て
さ
、そ
う
す
る
と
さ「
今
植
え
た
植
生
盤

が
ね
、雨
風
に
あ
た
っ
た
り
し
て
芽
が
出
て
く
る
ん
だ
よ
」っ
て
い
う

の
は
話
に
聞
い
た
け
れ
ど
も
。「
あ
あ
、そ
う
な
ん
だ
。
そ
れ
を
植
え

付
け
て
い
る
訳
な
ん
だ
ね
。
木
は
植
え
な
い
ん
で
す
か
？
」っ
て
聞
い

た
ら「
そ
れ
だ
と
、大
変
な
数
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、こ
れ
だ
と
早
い
ん

だ
よ
」っ
て
ね
。
植
生
盤
だ
と
種
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
る
か
ら
ね
。
そ

う
す
る
と
、群
生
し
て
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
わ
け
な
ん
で
す
よ
ね
。1

本
1
本
だ
と
大
変
だ
か
ら
ね
、確
か
に
ね
、1
0
0
0
も
2
0
0
0

23

も
種
が
入
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
ね
。
全
部
が
全
部
発
芽
し
な
く
て

も
、だ
か
ら
早
い
の
か
な
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
よ
ね
。
だ
い
た
い

イ
タ
ド
リ
な
ど
だ
か
ら
ね
。
あ
れ
は
も
う
、根
深
く
入
っ
て
行
く
し

数
が
増
え
る
し
ね
。
今
考
え
れ
ば
ね
。
繁
殖
率
も
高
い
し
ね
。
だ
か

ら
、そ
れ
で
や
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
う
く
ら
い
で
す
か
ら
ね
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
よ
う
に
植
樹
デ
ー
で
山
を
登
る
の
と
、
40
キ
ロ
の

植
生
盤
を
担
い
で
登
る
の
で
は
、訳
が
違
う
と
思
う
。
私
は
植
樹
デ
ー

で
さ
え
疲
れ
て
し
ま
う
の
に
、現
在
70
歳
に
な
る
と
い
う
M
さ
ん
は
平

気
な
顔
で
一
年
中
登
っ
て
い
る
。
当
時
の
中
学
生
の
体
力
に
も
だ
が
、

現
在
の
体
力
に
も
唖
然
と
す
る
。お
話
の
間
、M
さ
ん
は
終
始
ニ
コ
ニ

コ
顔
だ
っ
た
。
長
い
間
、松
木
に
向
き
合
っ
て
こ
れ
た
の
は
、子
ど
も
の

頃
か
ら
の
感
覚
が
あ
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

N
─
女
性
に
混
じ
っ
て
子
ど
も
が
働
い
て
い
た
の
も
驚
き
だ
が
、「
体

力
の
あ
る
若
い
子
」と
同
じ
よ
う
に
植
生
盤
を
運
ん
で
い
た
女
性
に
も

驚
く
。
聞
き
取
り
中
な
ぜ
か
ず
っ
と
、
M
さ
ん
が
昼
休
み
に
オ
バ
チ
ャ

ン
た
ち
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
様
子
を
想
像
し
て
い
た
。
M
さ
ん
は

き
っ
と
、と
て
も
可
愛
が
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
勝
手
に
思
っ
た
。

仕
事
と
家
事

﹇
2
0
1
5
年
9
月
上
旬
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）﹈

植
生
盤
経
験
者
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
と
予
測
し
て
い
た
所
、よ

く
お
茶
飲
み
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
経
験
者
と
判
明
。

こ
ん
な
に
近
く
に
い
る
と
は
…
と
、慌
て
て
昭
和
30
年
代
の
仕
事
に

つ
い
て
お
う
か
が
い
し
た
。

S
─
植
生
盤
の
仕
事
は
、何
歳
く
ら
い
の
時
に
始
め
た
ん
で
す
か
？

F
─
何
歳
く
ら
い
だ
ろ
う
な
。…
子
ど
も
ら
が
学
校
に
行
っ
て
い
る

時
だ
よ
ね
。

S
─
や
っ
ぱ
り
お
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
？

F
─
そ
う
。
前
橋
の
営
林
署
の
請
け
負
い
だ
っ
た
み
た
い
で
ね
。
人
に

頼
ま
れ
て
か
ら
出
た
か
ら
、長
い
期
間
は
勤
務
し
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、本
当
に
暇
な
時
に
出
た
く
ら
い
で
ね
。
だ
け
れ
ど
も
、朝
が
早
い

か
ら
ね
。

S
─
何
時
く
ら
い
に
出
る
の
で
す
か
？

F
─
そ
う
だ
ね
。8
時
か
な
。車
が
迎
え
に
来
る
で
し
ょ
？
で
、社
宅

の
人
を
全
部
拾
っ
て
行
く
ん
だ
け
れ
ど
も
、こ
こ
ら
だ
け
で
も
5
、6
人

い
た
か
ら
ね
。
私
が
一
番
初
め
に
車
に
乗
っ
て
、次
々
寄
る
ん
だ
よ
ね
。

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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S
─
最
初
に
植
生
盤
の
重
い
の
を
積
ん
だ
り
、岩
場
の
斜
面
で
働
い

た
時
っ
て
、ど
う
い
う
風
に
思
い
ま
し
た
か
？

F
─
そ
の
時
は
み
ん
な
友
だ
ち
が
一
緒
に
働
い
て
い
た
か
ら
ね
。
大
し

て
感
じ
な
か
っ
た
ね
。
自
分
一
人
で
働
い
て
い
る
の
と
違
う
か
ら
。
友

だ
ち
が
み
ん
な
働
い
て
い
る
か
ら
、も
う
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て

ね
。
も
う
、そ
の
時
代
と
い
う
か
ね
。

S
─
今
話
し
を
う
か
が
う
と
、「
え
、凄
い
」と
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
。
お
友
だ
ち
と
一
緒
だ
し
…
、

F
─
そ
う
い
う
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
働
い
て
い
る
か
ら
ね
、

何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
ね
。

S
─
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
っ
て
、年
齢
的
に
は
何
歳
く
ら
い
の
方

で
す
か
？
い
ろ
ん
な
？
結
構
年
配
の
方
も
働
い
て
い
た
と
聞
い
た

の
で
す
け
れ
ど
も
。

F
─
そ
う
だ
ね
。
だ
い
ぶ
あ
れ
だ
ね
。
み
ん
な
子
ど
も
関
係
が
落
ち

着
い
て
、結
局
は
友
だ
ち
が
働
い
て
い
る
と
、「
あ
、私
も
」っ
て
ね
。
み

ん
な
釣
ら
れ
て
行
く
人
が
多
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、本
当
に
あ
る
意
味
、暇
つ
ぶ
し
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、そ

ん
な
感
じ
で
す
よ
ね
。
期
間
も
春
か
ら
夏
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
も
ん

ね
。
働
く
と
し
た
ら
、週
5
日
間
と
か
そ
う
い
う
の
で
は
な
く
て
？

F
─
違
う
ね
。
雨
が
降
れ
ば
休
み
。
だ
か
ら
、日
曜
で
も
や
っ
て
い
る

時
も
あ
る
し
ね
。
雨
が
降
れ
ば
で
き
な
い
か
ら
、休
み
に
な
る
し
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、「
何
日
に
出
勤
す
る
よ
」
と
か
い
っ
た
シ
フ
ト
制
で
は

な
く
て
、そ
の
3
ヶ
月
間
の
雨
が
降
ら
な
い
間
に
行
く
み
た
い
な
？

F
─
そ
う
そ
う
そ
う
。

S
─
ち
な
み
に
、山
の
天
気
っ
て
変
わ
り
や
す
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

仕
事
中
に
雨
が
降
っ
て
も
続
け
る
の
で
す
か
？

F
─
カ
ッ
パ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、雨
合
羽
。
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い

く
ん
だ
け
れ
ど
も
、中
に
は
弁
当
と
そ
う
い
う
カ
ッ
パ
は
必
ず
持
っ
て

行
っ
て
い
た
。

S
─
え
、じ
ゃ
あ
、途
中
で
雨
が
降
っ
て
も
カ
ッ
パ
を
着
て
作
業
を
続

け
る
の
で
す
か
？

F
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
少
し
く
ら
い
の
時
は
ね
。1
回
は
、夕
立
に

な
っ
て
も
や
っ
て
い
た
時
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
ね
。
あ
る
時
は
、仁
田

元
の
所
が
い
っ
ぱ
い
の
水
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
通
れ
な
く
な
っ
て
ね
。
そ
れ

で
、ダ
ム
の
所
に
紐
を
張
っ
て
も
ら
っ
て
ね
、ダ
ム
の
上
を
渡
っ
て
来
た

こ
と
が
あ
る
ね
。

S
─
え
ー
、ロ
ー
プ
伝
い
で
、っ
て
こ
と
で
す
か
？
危
な
い
…
。

F
─
そ
う
。ロ
ー
プ
伝
い
で
ね
。
怖
か
っ
た
よ
。
そ
れ
が
一
番
の
思
い

25
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出
だ
ね
。
だ
っ
て
、普
通
の
川
だ
っ
た
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
行
っ
た
け
れ
ど

も
、水
が
多
す
ぎ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
な
い
だ
ろ
。
だ
か
ら
、あ
そ
こ

を
ず
っ
と
ロ
ー
プ
伝
い
で
ね
。
そ
う
や
っ
て
渡
っ
た
人
は
あ
ん
ま
り

い
な
い
よ
。

S
─
で
す
よ
ね
…
、怖
い
で
す
よ
、実
際
は
ね
。ヒ
ヤ
ー
。
で
も
当
時

は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
、

F
─
普
通
な
ら
渡
ら
せ
な
い
か
ら
ね
。
危
な
く
て
ね
。
今
で
は
、思

い
出
だ
よ
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
植
生
盤
の
仕
事
で
は
い
ろ
い
ろ
な
奥
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
る
中

で
、情
報
交
換
も
で
き
た
ん
で
す
ね
。

F
─
そ
う
だ
ね
。
方
々
か
ら
来
て
い
る
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け

る
ん
で
す
よ
ね
。

S
─
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、も
ち
ろ
ん

砂
畑
だ
っ
た
ら
砂
畑
の
友
だ
ち
同
士
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、山
に
行
け

ば
違
う
地
域
の
人
も
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
、初
め
ま
し
て
の
人
も
お

話
す
る
よ
う
に
な
っ
て
？

F
─
そ
う
だ
ね
。
中
才
の
人
も
、遠
下
の
人
も
ね
、み
ん
な
ト
ラ
ッ
ク

の
送
迎
が
あ
っ
た
か
ら
集
ま
る
ん
だ
よ
ね
。

S
─
1
日
に
何
人
く
ら
い
作
業
す
る
の
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
か
？

F
─
あ
の
頃
は
土
建
会
社
が
随
分
あ
っ
た
か
ら
ね
。随
分
あ
っ
た
よ
。

そ
れ
で
み
ん
な
女
の
人
は
働
い
た
か
ら
ね
。
植
生
盤
は
た
い
が
い
女

で
、男
っ
て
の
は
あ
ん
ま
り
い
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
監
督
み
た
い
に
指
導

を
す
る
人
は
男
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
だ
け
れ
ど
も
、あ
と
は
た
い
が
い

女
だ
っ
た
ね
。

S
─
例
え
ば
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
変
な
作
業
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
う
い
う
の
で
、ト
ラ
ブ
ル
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も「
も
う
今
日
は

疲
れ
た
か
ら
で
き
な
い
よ
」と
言
う
よ
う
な
こ
と
と
か
…
、

F
─
そ
う
い
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
無
い
ね
。
ま
あ
、「
疲
れ
た
ね
」く

ら
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
。

S
─
じ
ゃ
あ
、気
持
ち
よ
く
働
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
、

も
の
凄
く
良
い
こ
と
で
す
ね
。

F
─
み
ん
な
働
く
の
に
一
生
懸
命
で
、
あ
と
は
食
べ
る
食
料
の
話

や
ら
ね
。

S
─
ち
な
み
に
、お
昼
っ
て
何
を
持
っ
て
行
っ
た
の
で
す
か
？

F
─
あ
の
頃
は
何
を
持
っ
て
行
っ
た
か
な
。
梅
干
し
は
必
ず
山
の
上

だ
か
ら
持
っ
て
行
っ
た
ね
。
卵
だ
っ
て
そ
ん
な
に
買
え
な
か
っ
た
し

ね
。
油
炒
め
だ
の
そ
う
い
う
お
か
ず
が
多
か
っ
た
ね
。
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S
─
と
、お
に
ぎ
り
と
か
の
お
米
で
す
か
？

F
─
う
ー
ん
と
、お
に
ぎ
り
じ
ゃ
な
く
て
弁
当
だ
っ
た
か
な
。

S
─
で
も
、大
変
で
す
ね
。
朝
8
時
に
は
家
を
出
て
、帰
り
が
何
時

で
し
た
っ
け
？

F
─
た
い
が
い
5
時
だ
ね
。

S
─
そ
う
す
る
と
、朝
は
何
時
に
起
き
る
の
で
す
か
？

F
─
朝
は
そ
う
だ
ね
…
、だ
い
た
い
5
時
前
だ
ね
。

S
─
え
、

F
─
で
、ガ
ス
コ
ン
ロ
と
か
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、窯
で
料
理
を

し
て
い
く
か
ら
、早
く
起
き
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
が
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、朝
5
時
前
に
起
き
て
、お
米
を
炊
い
て
？

F
─
前
の
夜
に
ち
ゃ
ん
と
準
備
を
し
て
お
く
ん
だ
よ
ね
。
水
を
入
れ

て
、窯
に
は
ち
ゃ
ん
と
新
聞
を
入
れ
て
細
か
い
木
を
仕
込
ん
で
お
い

て
、そ
の
上
に
火
を
つ
け
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
ね
。
朝
に
そ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら
間
に
合
わ
な
い
か
ら
。

S
─
じ
ゃ
あ
、朝
に
起
き
た
ら
す
ぐ
に
火
を
入
れ
て
、米
を
炊
い
て
。

F
─
そ
う
。
そ
ん
で
、今
度
は
お
つ
ゆ
。
お
つ
ゆ
だ
っ
て
、七
輪
で
火

を
起
こ
し
て
や
る
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、昔
の
や
り
方
を
考
え
た
ら
、今

は
も
う
ま
る
っ
き
り
、遊
び
と
同
じ
よ
う
だ
よ
ね
。ハ
ハ
。
何
も
し
な

い
と
同
じ
よ
う
な
、

S
─
ハ
ハ
、本
当
に
そ
う
い
う
風
に
見
え
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
だ
っ
て
、

3
時
間
く
ら
い
か
け
て
ご
飯
や
お
弁
当
を
作
っ
て
。
旦
那
さ
ん
の
分

も
作
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、子
ど
も
が
い
れ
ば
子
ど
も
の
分
も
、ま

あ
中
身
は
同
じ
だ
け
れ
ど
も
、お
弁
当
を
準
備
し
て
朝
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
、
で
、

F
─
片
付
け
て
行
か
な
い
と
ね
。
帰
っ
て
来
る
の
は
夕
方
だ
も
の
ね
。

S
─
そ
う
で
す
よ
ね
…
。
で
、8
時
に
車
に
乗
っ
て
、炎
天
下
で
お
仕

事
を
し
て
、夕
方
の
5
時
く
ら
い
に
家
に
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
帰
っ
て

来
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、5
時
に
お
仕
事
か
ら
帰
っ
て
来
て
か
ら
は

「
フ
ウ
」っ
て
一
息
で
き
る
ん
で
す
か
？

F
─
で
き
な
い
ね
。
買
い
物
に
行
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
ね
。
三

養
会
が
夕
方
6
時
ま
で
や
っ
て
い
た
の
か
な
。
そ
こ
で
、あ
る
程
度
の

品
物
は
買
え
た
か
ら
ね
。
だ
け
れ
ど
も
、そ
う
じ
ゃ
な
け
れ
ば
仕
事

な
ん
て
行
け
な
い
よ
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、本
当
に
家
に
帰
っ
て
来
た
ら
、お
店
が
閉
ま
る
前
に
買

い
物
を
し
て
、で
戻
っ
て
来
て
夕
ご
飯
の
準
備
を
し
て
、

F
─
で
、食
べ
て
。
で
、お
風
呂
に
行
っ
て
。
お
風
呂
も
三
養
会
の
所

に
あ
っ
た
か
ら
ね
。
共
同
浴
場
が
ね
。

│Question 6│松木ではどんなことをしたんですか？
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S
─
お
風
呂
は
何
時
ま
で
や
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

F
─
お
風
呂
は
夜
8
時
ま
で
。

S
─
あ
あ
、夜
8
時
ま
で
。
じ
ゃ
あ
、夕
ご
飯
も
か
な
り
早
く
作
ら

な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

F
─
夕
方
5
時
に
帰
っ
て
来
て
、買
い
物
を
し
て
夕
飯
を
し
て
、夜
8

時
ま
で
に
お
風
呂
に
入
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
大
変
だ
よ
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
他
の
方
か
ら
も
、洗
濯
は
夜
の
う
ち
に
や
っ
て
お
い
た
と
い
っ
た

話
を
聞
い
た
。
時
間
の
合
間
に
家
事
を
こ
な
す
積
み
重
ね
は
、今
も

同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
友
だ
ち
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
植

生
盤
の
仕
事
は
、気
分
転
換
に
も
な
る
よ
う
な
、季
節
の
楽
し
み
の
一

つ
に
も
感
じ
る
。

1  

N
P
O
法
人
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
が
毎
年
春
に
主
催
し
て
い
る
、松
木
エ
リ
ア
の
植
樹
地
に
実
際
に
苗
を
持
ち
運
び
、植
樹
体
験
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
る
。2
0
1
5
年
4
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
第
20
回
春
の
植
樹
デ
ー
に
は
、約
1
8
0
0
名
が
参
加
し
、約
8
0
0
0
本
の
苗
を
植
え
た
。

2  

足
尾
の
植
樹
作
業
の
た
め
に
は
、ま
ず
岩
肌
に
土
を
運
ぶ
必
要
が
あ
る
。
昭
和
26
年
に
考
案
さ
れ
た
植
生
盤
は
、土
、肥
料
、草
木
の
種
子
、切
り
ワ
ラ
を
混
ぜ
た
植
樹
用
の
土
の
板
の
よ
う
な
も

の
で
、こ
れ
を
山
の
斜
面
に
貼
り
つ
け
て
い
く
。こ
の
植
生
盤
筋
工
作
業
で
中
心
と
な
っ
て
働
い
た
の
は
、足
尾
の
女
性
た
ち
だ
っ
た
。（
参
考
：
秋
山
智
英
、『
森
よ
、よ
み
が
え
れ
ー
足
尾
銅
山
の
教
訓
と
緑

化
作
戦
』、株
式
会
社
第
一
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、1
9
9
0
年
）

3  

松
木
エ
リ
ア
で
の
治
山
で
は
な
い
が
、足
尾
地
域
内
の
石
垣
を
作
る
際
の
石
運
び
の
仕
事
の
こ
と
。
お
話
に
よ
る
と
、当
時
女
性
の
仕
事
が
少
な
い
中
で
植
生
盤
と
同
じ
よ
う
な
良
い
仕
事
で
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
よ
う
な
女
性
に
は
、役
場
か
ら
斡
旋
が
あ
っ
た
り
も
し
た
ら
し
い
。
話
し
手
の
方
は
、知
り
合
い
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
。
他
に
も
、石
垣
を
作
る
際
の
石
運
び

の
イ
ッ
パ
チ
と
呼
ば
れ
る
仕
事
が
あ
り
、植
生
盤
と
は
違
う
が
山
の
工
事
な
ど
の
た
め
に
砂
利
な
ど
を
運
ぶ
仕
事
も
あ
っ
た
。

4  「
坑
夫
」
と
い
う
言
葉
は
マ
ス
コ
ミ
で
は
用
語
言
い
換
え
で
、「
坑
員
」「
坑
内
作
業
員
」と
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
が
、こ
の
冊
子
で
は
、
現
地
の
方
が
使
っ
て
き
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
掲

載
し
て
い
る
。

29

│
Q
7

│〝
閉
山
〞っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
か
？
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あ
る
坑
夫
さ
ん
に
と
っ
て
の
閉
山

私
た
ち
の
聞
き
取
り
で
は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
元
機
械
方
の
M
さ

ん
。
語
り
が
魅
力
的
な
の
は
、見
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
人
間
ら
し

い
部
分
が
ポ
ロ
ッ
と
自
然
に
現
れ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
今
ま
で
の
聞

き
取
り
の
中
で
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
た
M
さ
ん
に
と
っ
て
の
閉
山
。

﹇
2
0
1
4
年
1
月
10
日
─
夫（
M
）、妻（
F
）、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈

F
─
社
宅
の
生
活
は
楽
し
か
っ
た
ね
。
み
ん
な
仲
良
く
な
ん
だ
か
ん

だ
ね
、あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
お
茶
飲
み
し
て
ね
。
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ん
か
作
っ

て
み
ん
な
を
呼
ん
だ
り
ね
。

M
─
年
寄
り
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
よ
な
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
。

あ
る
時
、
遊
び
に
行
く
と
年
寄
り
4
、5
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
い
て

ね
、家
族
の
話
や
、世
間
話
を
し
な
が
ら「
ガ
ハ
ハ
ハ
」っ
つ
て
、笑
っ
て

い
る
ん
だ
よ
ね
。
…
…（
省
略
）
…
…
で
も
閉
山
が
な
く
ち
ゃ
良

か
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
ね
、閉
山
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
出
て
行
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
よ
ね
。
私
ら
の
友
だ
ち
は
、ほ
と
ん
ど
出
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
よ

ね
。
だ
け
ど
、閉
山
で
一
つ
人
間
が
利
口
に
な
っ
た
の
は
さ
、そ
れ
ま

で
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
人
が
、引
っ
越
し
た
後
に
足
尾
に
来
て
も「
お

世
話
に
な
っ
た
ね
」っ
て
挨
拶
に
来
る
人
は
そ
ん
な
に
い
な
い
よ
。30

人
に
2
人
く
ら
い
だ
よ
。
偶
然
会
っ
て
ね
「
な
ん
だ
、ち
ょ
っ
と
く

昭
和
48（
1
9
7
3
）年
2
月
28
日
に
足
尾
銅
山
は
閉
山
し
た
。
今
か
ら
約
40
年
前
に
子
ど
も
だ
っ
た
人
も
含
め
る
と
、現
在
足

尾
に
い
る
多
く
の
方
が
、何
か
し
ら
記
憶
し
て
い
る
出
来
事
だ
。
閉
山
前
に
町
中
で
さ
さ
や
か
れ
た
予
感
や
、閉
山
を
知
っ
た
瞬

間
、閉
山
後
の
職
探
し
や
町
の
取
り
組
み
な
ど
、閉
山
に
ま
つ
わ
る
時
間
軸
は
長
く
、話
題
の
範
囲
も
広
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
影
響

が
あ
り
、今
に
も
繋
が
る
そ
れ
ら
の
視
点
は
、な
る
べ
く
多
様
な
立
場
か
ら
集
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

31

ら
い
顔
見
せ
ら
れ
な
い
か
な
」っ
て
思
っ
た
こ
と
、い
く
ら
も
あ
る
も

ん
。
も
う
他
所
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
終
わ
り
な
ん
だ
よ
ね
、そ
う

い
う
人
も
い
る
ん
だ
よ
ね
。
友
だ
ち
で
も
な
ん
で
も
、親
し
く
し
て

て
も
。
あ
ー
、人
間
っ
て
案
外
薄
情
な
ん
だ
な
、っ
て
。

S
─
う
ー
ん
。
…
…（
省
略
）
…
…
閉
山
の
時
に
M
さ
ん
が
家
族

で
残
ろ
う
と
思
っ
た
理
由
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
引
っ
越
し
た
方

が
多
か
っ
た
中
で
、足
尾
を
出
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？ 

F
─
ま
、で
き
た
ら
足
尾
に
残
り
た
い
っ
て
。
う
ん
、私
は
思
っ
た
。

M
─
や
っ
ぱ
り
こ
っ
ち
は
ね
、い
や
、行
け
た
は
行
け
た
の
さ
、小
山
か

な
ん
か
へ
ね
。
家
族
の
誘
い
も
あ
っ
た
し
ね
。
だ
け
ど
そ
の
時
に
は
銅

山
で
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
。
俺
は
、閉
山
か
ら
8
ヶ
月
く
ら
い
坑

内
に
入
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
ま
だ
坑
内
に
残
務
整
理
で
。
だ
か
ら
、

向
こ
う
の
会
社
に
席
を
お
い
て
、
…
坑
内
で
は
5
、6
人
で
残
務

整
理
や
っ
た
ん
だ
わ
。
坑
内
の
荷
物
降
ろ
し
た
り
、ポ
ン
プ
の
線
を

切
っ
た
り
し
て
、坑
内
の
中
が
水
で
埋
ま
る
ま
で
ね
。

S
─
な
ん
か
そ
の
作
業
っ
て
い
う
の
も
凄
い
で
す
ね
。

N
─
全
部
埋
め
た
ん
で
す
か
？

M
─
ほ
と
ん
ど
ね
、だ
か
ら
何
十
万
円
も
す
る
よ
う
な
機
械
も
坑
内

に
は
ま
だ
あ
っ
た
か
ら
、「
こ
の
中
の
機
械
を
出
し
て
く
れ
た
ら
、一
人

砂畑社宅解体中（伊東信撮影）
［写真裏面のメモより：一棟5000円売った  49, 3, 17日 俺は二棟買った 色 に々便利する 材料買いに来る人も 何日も居た］

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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数
万
円
ず
つ
や
る
ぞ
」と
言
わ
れ
た
か
ら
、「
じ
ゃ
。出
し
ち
ゃ
う
か
」っ

て
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
る
よ
。
そ
し
た
ら
、「
怪
我
で
も
し
た
ら
、

大
変
だ
か
ら
止
め
て
く
れ
」っ
て
こ
と
で
止
め
た
ん
だ
け
れ
ど
も
ね
。

だ
か
ら
、坑
内
に
置
い
て
き
た
機
械
が
だ
い
ぶ
あ
る
よ
。
何
千
万
っ
て
。

「
だ
か
ら
お
ま
え
ら
、ほ
ら
一
人
頭
5
、60
万
は
な
る
か
ら
な
」っ
て

言
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
…
…
（
省
略
）…
…
だ
か
ら
最
後
は
、「
じ
ゃ
あ

今
日
は
こ
こ
、明
日
は
こ
こ
」っ
て
、モ
ー
タ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
線
を
切
っ
た

り
、電
気
を
切
っ
た
り
ね
。
み
ん
な
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
ら
、止
ま
っ
て

終
わ
り
だ
か
ら
ね
。
も
う
水
が
入
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、そ
れ
を
最
後
ま
で

や
っ
て
き
た
ん
だ
よ
。「
こ
れ
で
終
わ
り
」っ
て
言
っ
て
。ハ
ハ
、

S
─
本
当
に
最
後
の
最
後
で
す
よ
ね
。

M
─
そ
の
最
後
を
や
っ
て
い
る
時
に
温
泉
を
掘
っ
た
の
さ
、今
の「
か
じ

か
荘
」の
。「
か
じ
か
の
温
泉
が
出
る
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
れ
や
」っ
て
。

こ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
、初
め
て
お
湯
が
出
た
ん
だ
よ

ね
。
お
湯
は
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
下
に
も
。
だ
か
ら
坑
内
に
入
っ
た
時

だ
っ
て「
帰
り
に
は
温
泉
に
入
っ
て
い
く
か
？
」
な
ん
て
、ド
ラ
ム
缶
の

温
泉
に
入
っ
た
り
し
て
、帰
っ
て
来
た
。

S
─
あ
、坑
内
の
中
で
っ
て
こ
と
で
す
か
？

M
─
中
で
、ハ
ハ
。
お
湯
が
ボ
ー
リ
ン
グ
を
掘
っ
た
穴
か
ら
ど
ん
ど
ん

出
て
い
る
ん
だ
か
ら
、坑
内
の
中
で
。
そ
う
い
う
所
に
ド
ラ
ム
缶
を
3

つ
置
い
て
温
泉
に
し
て
い
た
か
ら
、そ
こ
に
入
っ
て
か
ら
、坑
外
に
帰
っ

て
き
て
い
た
ん
だ
よ
。

S
─
凄
い
！

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
引
っ
越
し
た
方
を
見
か
け
た
話
は
、足
尾
に
残
っ
た
側
の
素
直
な

感
情
だ
と
思
う
。同
時
に
、足
尾
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
は
、

気
軽
に
声
を
掛
け
に
く
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。ど
ち
ら
の

言
い
分
も
わ
か
る
よ
う
で
、歯
が
ゆ
い
よ
う
な
何
と
も
言
え
な
い
気
が

す
る
。
残
務
処
理
の
話
は
壮
大
す
ぎ
て
理
解
が
追
い
つ
か
な
い
所
が
あ

る
の
で
、も
う
少
し
聞
き
貯
め
た
い
。

N
─
M
さ
ん
に
は
以
前
か
ら
、閉
山
に
よ
っ
て
人
々
が
足
尾
を
去
る

様
子
を
聞
い
て
い
た
が
、当
時
は
混
乱
の
中
、毎
日
の
よ
う
に
慌
し
く

人
々
が
足
尾
を
出
た
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。き
っ
と
気
持
ち
の
整
理
な

ど
も
追
い
つ
か
な
い
ま
ま
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
閉
山
は
足
尾
に

残
っ
た
人
々
に
と
っ
て
も
、足
尾
を
去
っ
た
人
々
に
と
っ
て
も
、生
活
を

激
変
さ
せ
た
出
来
事
な
の
だ
と
思
う
。
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﹇
2
0
1
4
年
3
月
5
日
─
夫（
M
）、妻（
F
）、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈ 

M
─
俺
は
、閉
山
後
の
半
年
く
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、坑
内
の
工
事
や
っ

て
い
た
か
ら
。
そ
れ
で
閉
山
後
に
新
し
い
職
場
に
行
っ
た
ら
、「
お
前

誰
だ
？
」っ
て
言
わ
れ
た
も
ん
ね
。お
母
ち
ゃ
ん
が
電
話
を
し
た
ら
さ
、

「
そ
ん
な
人
は
い
ね
え
」っ
て
言
う
ん
だ
も
ん
。「
M
で
す
が
、今
ど
こ

で
す
か
？
」っ
て
聞
い
た
ら「
そ
ん
な
M
な
ん
て
い
う
の
は
い
な
い
よ
」

な
ん
て
。
た
ま
げ
た
よ
な
。
職
場
が
変
わ
っ
て
か
ら
1
年
く
ら
い
は
、

会
議
が
あ
る
時
ぐ
ら
い
し
か
顔
出
さ
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
馴
染

み
の
人
が
2
人
く
ら
い
い
る
ん
だ
け
ど
、「
嫌
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
な
、

行
く
と
な
」
な
ん
て
言
っ
た
り
し
た
ね
。…
…（
省
略
）
…
…
働
い
て

い
る
頃
は
ま
だ
さ
、頭
丸
坊
主
で
さ
。ハ
ハ
、鉢
巻
し
て
や
っ
て
い
た
か

ら
、一
目
置
か
れ
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
、職
場
内
で
弱
い
人
が

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
、そ
の
人
の
こ
と
を
親
戚
だ
っ
て
嘘
を
言
っ
ち
ゃ

う
ん
だ
よ
。「
親
戚
だ
ぞ
、あ
ん
ま
り
あ
れ
し
な
い
で
く
れ
よ
な
」っ
て

言
う
と
、次
の
日
か
ら
変
わ
っ
た
み
た
い
。ハ
ハ
。そ
う
い
う
の
だ
も
ん
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
だ
か
ら
坑
内
の
仕
事
と
は
違
う
よ
ね
、坑
内
っ
て
い
う
の
は
ど

う
い
う
の
だ
ん
べ
な
。

F
─
や
っ
ぱ
り
、気
が
強
い
っ
て
い
う
の
か
な
。
ほ
ら
、命
が
危
険
で

す
よ
ね
。

S
─
あ
ー
、

F
─
今
日
坑
内
に
入
れ
ば
さ
、ど
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
わ
か

ん
な
い
。

M
─
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
。「
お
前
、坑
内
の
横
間
歩

﹇
1
﹈入
っ
て
7
時
間
で
も
8
時
間
で
も
仕
事
し
て
み
ろ
、担
架
に
乗
っ

て
帰
っ
て
来
る
よ
う
だ
よ
」っ
て
ね
。
抗
内
で
2
時
間
も
仕
事
を
や
っ

た
ら
も
う
汗
で
び
っ
し
ょ
り
な
ん
だ
よ
。
仕
事
を
す
る
場
所
な
ん
か
、

も
う
真
夏
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
シ
ャ
ツ
1
枚
着
て
い
た
っ

て
、も
の
の
1
時
間
も
す
れ
ば
汗
だ
く
に
な
っ
て
シ
ャ
ツ
を
絞
る
よ
う

だ
か
ら
。「
お
ま
え
そ
う
い
う
仕
事
し
た
こ
と
あ
る
か
？
」っ
て
。
毎
日

命
が
け
だ
よ
っ
て
。「
だ
か
ら
違
う
ん
だ
よ
っ
て
、お
前
ら
と
」っ
て
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
他
所
の
炭
坑
で
働
い
て
い
た
係
長
が
職
場
に
い
た
ん
だ
よ
。
そ

の
人
の
炭
坑
が
閉
山
に
な
っ
た
か
ら
足
尾
に
来
た
ん
だ
よ
ね
。
坑
内

で
事
故
が
あ
っ
た
時
に
そ
の
人
が「
M
さ
ん
、や
っ
ぱ
り
坑
内
だ
ね
。

俺
、炭
坑
に
い
た
け
れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
違
う
わ
」っ
て
言
っ
て
い
た
ね
。

坑
内
で
働
い
て
い
る
俺
ら
は
仕
事
中
に
、友
だ
ち
が
ぶ
っ
倒
れ
た
っ
て
い

う
と
、飛
ん
で
抱
え
て
く
る
が
ね
。血
な
ん
か
が
出
て
い
て
も
坑
内
で

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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見
つ
け
た
り
す
れ
ば
ね
。
例
え
ば
癲
癇（
て
ん
か
ん
）の
人
が
倒
れ
て
い

る
だ
ろ
、み
ん
な「
う
わ
ー
」っ
て
逃
げ
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。
だ
け
ど
中

に
は
、「
何
や
っ
て
い
る
ん
だ
」っ
て
助
け
に
行
け
る
人
が
何
人
か
は
い
る

よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
、そ
う
い
う
の
で
気
の
強
い
人
は
い
る
ん
だ
ね
。
そ
れ

で
、初
め
て「
M
お
ま
え
、初
め
は
わ
か
ん
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、凄
い

な
。
あ
の
血
だ
ら
け
に
な
っ
た
友
だ
ち
を
抱
え
て
く
ん
だ
も
ん
な
」な

ん
て
言
わ
れ
た
ん
だ
よ
ね
。
…
…（
省
略
）…
…
で
も
、自
分
の
倅（
せ

が
れ
）か
な
ん
か
だ
と
し
た
ら
、や
っ
て
い
ら
れ
な
い
べ
な
っ
て
思
っ
た
ん

だ
よ
。
本
当
の
こ
と
言
う
と
。
だ
か
ら
、気
が
な
ん
だ
か
っ
て
い
う
か
、

わ
か
ん
な
い
な
、そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
よ
ね
。…
…（
省
略
）…
…

N
─
山
の
男
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
。

F
─
い
や
あ
、山
の
男
ね
。
坑
内
は
ね
、私
ら
も
よ
く
わ
か
ん
な
い
よ
ね
。

M
─
み
ん
な
怪
我
し
て
も
、炭
坑
の
人
は
み
ん
な
で
助
け
合
っ
た
ん

だ
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、「
M
さ
ん
は
、
山
の
人
だ
な
、や
っ
ぱ
り
坑

内
の
人
だ
ね
」っ
て
。…
…
（
省
略
）
…
…
坑
内
と
炭
坑
と
か
で

働
い
た
人
は
み
ん
な
、
何
か
事
故
が
あ
れ
ば
引
き
ず
り
出
し
た
り

し
て
、助
け
出
す
人
が
多
い
っ
て
。「
山
で
命
張
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

鉱
山
で
働
い
て
い
る
人
は
、そ
う
や
っ
て
助
け
合
っ
て
い
る
ん
だ
よ

ね
」な
ん
て
。

N
─
今
こ
う
、う
ん
、う
ん
、
っ
て
聞
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
自
分
が

そ
の
立
場
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
ち
ゃ
う
も
ん
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
閉
山
に
な
れ
ば
、そ
れ
は
凄
い
よ
。
子
ど
も
だ
っ
て
影
響
し
ち
ゃ

う
よ
。「
親
父
、な
ん
で
引
っ
越
さ
な
い
ん
だ
」な
ん
て
言
い
出
し
た
り

し
て
さ
、「
大
丈
夫
だ
よ
、俺
は
。
家（
う
ち
）は
こ
う
だ
か
ら
」っ
て
言
っ

た
り
し
て
さ
。
だ
か
ら
近
所
に
ね
、「
い
い
ね
、M
さ
ん
は
仕
事
が
あ
っ

か
ら
」っ
て
言
わ
れ
た
り
、憎
ま
れ
た
り
な
。「
な
ん
で
、あ
あ
な
ん
だ

よ
」っ
て
。…
…（
省
略
）
…
…
斡
旋
先
の
会
社
見
学
が
あ
っ
て
、「
こ

こ
行
っ
て
、見
て
く
れ
よ
な
」っ
て
言
わ
れ
て
行
け
ば
、「
い
い
で
す
よ
、

い
つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
」っ
て
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、「
そ
ん
な
所
ま
で

行
け
っ
か
よ
」っ
て
帰
っ
て
来
た
り
な
。…
…（
省
略
）…
…
東
京
に

職
場
見
学
に
行
っ
た
時
に
、
吉
祥
寺
に
古
河
の
寮
が
あ
っ
た
か
ら
、

帰
り
に
み
ん
な
で
泊
ま
っ
て
来
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、そ
こ
に
他
の
炭
坑

か
ら
来
て
い
た
人
が「
い
や
あ
、足
尾
は
ま
だ
閉
山
が
決
ま
っ
て
い
な

い
か
ら
良
い
よ
ね
」な
ん
て
言
わ
れ
て
、切
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
よ
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
最
終
的
に
は「
足
尾
で
働
け
や
」っ
て
こ
と
で
、足
尾
に
残
る
こ

と
に
な
っ
て
ね
。
閉
山
で
、周
り
は
一
軒
一
軒
引
っ
越
し
て
行
っ
ち
ゃ
う
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ん
だ
も
ん
ね
。
か
わ
い
そ
う
だ
よ
ね
。
そ
の
度
に
引
っ
越
し
を
手
伝
っ

て
な
。
閉
山
で
退
職
し
た
人
は
、退
職
金
な
ど
を
元
に
引
っ
越
し
先

に
家
を
建
て
た
人
も
い
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
人
を
手
伝
い
な
が
ら
、

「
な
ん
だ
、こ
ん
な
に
良
い
家
に
引
っ
越
す
ん
だ
」っ
て
考
え
て
い
た
ん

だ
よ
。
で
、後
か
ら
訪
ね
て
行
く
と「
20
年
も
た
っ
た
ら
、ガ
タ
ガ
タ

に
な
っ
て
家
に
入
れ
な
い
よ
」っ
て
。
そ
う
い
う
造
り
の
家
な
ん
だ
ね
。

大
急
ぎ
で
粗
末
な
唐
材
で
作
っ
た
よ
う
な
家
だ
か
ら
。

S
─
そ
ん
な
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

M
─
う
ん
、だ
か
ら
2
階
な
ん
て
風
が
吹
い
た
ら
響
く
よ
う
だ
と

か
、ご
ま
か
さ
れ
て
買
っ
た
ん
だ
か
。「
M
ち
ゃ
ん
、来
な
く
て
よ
か
っ

た
よ
」な
ん
て
言
わ
れ
て
さ
、「
な
ん
で
、良
い
家
だ
べ
」っ
て
言
っ
た

ら「
良
い
家
か
な
？
段
々
住
む
よ
う
に
な
っ
た
ら
、10
年
も
住
ん
だ

ら
、2
階
な
ん
て
揺
れ
る
よ
う
な
家
だ
」っ
て
。…
…（
省
略
）…
…
や
っ

ぱ
り
惨
め
だ
な
っ
て
ね
。
本
当
に
、足
尾
の
人
は
大
変
だ
な
っ
て
ね
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
坑
夫
の
仕
事
感
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
と
じ
ん
わ
り
伝

わ
る
。
足
尾
以
外
の
鉱
山
の
人
や
足
尾
を
離
れ
る
人
、残
っ
た
人
、そ

れ
ぞ
れ
に
影
響
が
あ
っ
た
。
私
は
足
尾
を
離
れ
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と

は
で
き
な
い
し
、よ
そ
者
が
安
易
に
聞
け
る
も
の
で
も
な
い
気
が
す
る

け
れ
ど
、足
尾
に
残
っ
た
人・出
た
人
の
関
係
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ

ろ
う
、と
気
に
な
っ
た
。

N
─
M
さ
ん
の
言
葉
か
ら
は
、一
緒
に
働
い
た
仲
間
た
ち
を
懐
か
し

む
、ま
た
仲
間
た
ち
と
離
れ
て
し
ま
っ
た
寂
し
さ
の
よ
う
な
気
持
ち
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
し
た
。

﹇
2
0
1
5
年
5
月
21
日
─
夫（
M
）、妻（
F
）、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈

M
─
だ
か
ら
、残
務
整
理
を
や
っ
た
の
は
10
何
人
か
だ
か
ら
ね
。

S
─
え
、足
尾
の
中
で
10
何
人
で
す
か
？
そ
れ
は
凄
い
少
な
い
で
す

ね
。
通
洞
だ
け
で
？
そ
れ
と
も
本
山
と
か
全
部
合
わ
せ
て
？

M
─
全
部
あ
わ
せ
て
ね
。
残
務
整
理
っ
て
い
う
か
、ほ
と
ん
ど
、要
す

る
に
会
社
か
ら「
ポ
ン
プ
の
モ
ー
タ
ー
を
上
げ
る
の
に
残
っ
て
く
れ
」

と
か
ね
。

N
─
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
か
か
っ
た
の
で
す
か
？

M
─
だ
か
ら
、初
め
は
「
4
ヶ
月
か
？
」っ
て
言
っ
た
け
れ
ど
も
、俺
は

半
年
以
上
。
…
…（
省
略
）
…
…

S
─
そ
の
残
務
処
理
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
閉
山
前
後
に
、

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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「
や
っ
て
く
れ
」み
た
い
な
話
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

M
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
も
う
閉
山
で
、み
ん
な
仕
事
が
ね
。「
お
前

は
、ど
こ
ど
こ
の
セ
メ
ン
ト
工
場
で
は
な
く
、
鉄
管
工
場
に
行
っ
て

く
れ
」と
か
ね
。
仲
間
に
や
っ
た
り
ね
。「
そ
れ
な
ら
、俺
が
行
く
よ
」

「
駄
目
だ
」「
い
や
、待
っ
て
く
れ
」と
か
さ
。
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
の

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
…
…（
省
略
）
…
…
だ
か
ら
、
主
に
機
械
方

が
足
尾
に
残
っ
て
、残
務
整
理
っ
て
坑
内
に
残
っ
て
い
る
巻
き
上
げ
機

と
か
を
ば
ら
し
た
り
ね
。
閉
山
の
日
は
俺
は
い
な
か
っ
た
ん
だ
よ
、そ

の
日
か
ら
パ
タ
ン
と
今
度
は
誰
も
い
な
い
か
ら
。

N
─
そ
の
様
子
が
、だ
っ
て
銅
山
で
働
い
て
い
た
時
は
、音
だ
っ
た
り
、

人
が
作
業
し
て
い
る
音
と
か
、巻
き
上
げ
る
音
と
か
、凄
い
想
像
が
で

き
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

S
─
賑
や
か
で
し
た
よ
ね
。

M
─
も
う
な
に
も
な
い
。
も
う
そ
の
日
か
ら
誰
も
入
ら
な
い
か
ら
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、も
う
シ
ン
と
し
て
い
た
ん
で
す
か
？

M
─
シ
ー
ン
だ
よ
。
た
だ
、水
が
入
る
か
ら
。
坑
内
の
水
が
下
に
ど
ん

ど
ん
溜
ま
る
か
ら
。
…
…（
省
略
）
…
…
だ
か
ら
、
周
り
を
こ
う
決

め
て
さ
、「
1
、2
、3
で
お
前
が
今
度
巻
き
上
げ
の
ポ
ン
プ
の
運
転

や
っ
て
く
れ
」と
役
割
を
決
め
て
、か
わ
り
ば
ん
こ
で
仕
事
を
や
っ
て

い
た
ね
。
…
…（
省
略
）
…
…
残
務
処
理
で
は
、
坑
内
の
中
に
残
っ

て
い
る
機
械
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
は
上
げ
ち
ゃ

う
ん
だ
よ
。
プ
ツ
ン
っ
て
切
っ
て
ね
。
そ
れ
で
、ケ
ー
ブ
ル
を
切
っ
ち
ゃ

う
と
、も
う
時
間
と
の
問
題
な
ん
だ
よ
ね
。
水
が
く
る
か
ら
。

S
─
私
、ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
水
が
ど
ん
ど
ん
入
っ

ち
ゃ
う
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

M
─
そ
こ
ら
へ
ん
の
河
原
で
穴
を
掘
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
段
々

掘
っ
て
行
く
と
水
が
出
て
く
る
が
ね
。

S
─
で
、閉
山
前
ま
で
は
そ
の
水
を
排
水
し
て
い
た
け
れ
ど
、そ
う
や

ら
な
く
な
っ
た
か
ら
水
が
溜
ま
る
。

M
─
雨
が
降
る
訳
だ
が
ね
。そ
れ
が
全
部
入
っ
て
い
る
訳
だ
よ
、坑
内

に
。だ
か
ら
中
に
は
、水
が
滝
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
ん
だ
よ
。

S
─
坑
道
の
中
で
？
滝
？
ハ
ハ
ハ
、

M
─
あ
の
、で
か
く
掘
っ
ち
ゃ
う
が
ね
。
そ
う
す
る
と
で
っ
か
い
滝
に

な
る
ん
だ
よ
。「
あ
れ
は
な
ん
と
か
の
滝
だ
」な
ん
て
名
前
が
つ
い
て

い
る
ん
だ
。…
…（
省
略
）…
…

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
坑
内
は
空
洞
で
は
な
く
、水
が
溜
ま
っ
て
い
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る
と
い
う
の
は
、予
想
外
だ
っ
た
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、更
に
坑
内
の
謎

が
深
ま
る
。
M
さ
ん
が
坑
内
に
つ
い
て
語
る
時
に
は
、擬
音
や
何
と
も

言
え
な
い
言
葉
で
表
さ
れ
、わ
か
る
よ
う
な
、わ
か
ら
な
い
よ
う
な
…
。

壮
大
な
空
間
、閉
山
後
の
シ
ン
と
し
た
空
気
感
、坑
内
に
水
が
溜
ま
っ

て
行
く
様
子
や
滝
の
流
れ
る
音
は
、言
葉
や
文
字
で
置
き
換
え
る
こ

と
は
不
可
能
な
世
界
な
の
だ
ろ
う
。

N
─
M
さ
ん
の
記
憶
に
あ
る
坑
内
の
風
景
を
、そ
の
ま
ま
映
像
や
絵

か
何
か
に
し
て
じ
っ
く
り
見
て
み
た
い
！
そ
れ
が
、残
務
整
理
の
み
な

ら
ず
坑
夫
さ
ん
の
仕
事
を
M
さ
ん
か
ら
聞
き
続
け
て
き
て
一
番
強
く

想
う
こ
と
だ
。ま
さ
に
想
像
を
絶
し
て
い
る
…
。

残
っ
た
人
は
い
な
い

﹇
2
0
1
4
年
1
月
20
日
─
夫（
M
）、妻（
F
）、Fa
さ
ん
、志
村（
S
）、中
山（
N
）﹈

あ
る
ご
夫
婦
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
Fa
さ
ん
は
、山
形
県
の
永

松
鉱
山
閉
山﹇
2
﹈が
き
っ
か
け
で
中
学
生
の
頃
に
足
尾
に
引
っ
越
し

て
来
た
。2
つ
の
閉
山
を
経
験
し
た
方
の
視
点
。

Fa
─
私
は
、
昭
和
36
年
の
5
月
に
永
松
が
閉
山
に
な
っ
て
足
尾
に

来
た
ん
で
す
よ
。
ま
だ
春
先
の
中
だ
け
れ
ど
も
、
山
形
に
は
雪
が

沢
山
残
っ
て
い
た
の
で
、雪
の
中
を
歩
い
て
き
た
ん
で
す
。
お
友
だ
ち

が「
さ
よ
な
ら
」っ
て
、み
ん
な
段
々
に
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
。
順
番
に
銅
山
を
出
る
で
し
ょ
？
い
っ
ぺ
ん
に
出
な
い
か
ら
ね
。

み
ん
な
行
き
先
が
決
ま
っ
て
、順
番
に
出
る
ん
で
す
。
…
…（
省
略
）

…
…
そ
ん
な
こ
と
で
、「
さ
よ
な
ら
」っ
て
、5
月
に
電
車
に
乗
っ
て

足
尾
に
来
て
、通
洞
駅
に
降
り
た
ら
道
が
と
に
か
く
広
く
て
び
っ
く

り
し
た
。
通
洞
駅
の
階
段
を
降
り
て
、
下
降
り
た
ら
も
う
広
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
、砂
畑
の
社
宅
の
風
景
も
凄
か
っ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
ね
、3
列
で
、「
い
・
ろ
・
は
」と
並
ん
で
い
て
ね﹇
3
﹈。
私

は
、そ
の
中
の「
ろ
」
列
の
一
番
最
後
の
方
の
社
宅
に
住
ん
だ
の
で
す

け
れ
ど
、そ
こ
ま
で
行
く
距
離
が
長
か
っ
た
で
す
。
ず
っ
と
歩
い
て
。

あ
ん
ま
り
広
く
て
、道
が
長
く
て
ね
。

S
─
足
尾
に
来
ら
れ
た
の
は
、親
戚
が
い
る
な
ど
の
き
っ
か
け
が
あ
っ

た
の
で
す
か
？

Fa
─
そ
の
時
残
っ
て
い
た
、
古
河
の
関
連
鉱
山
だ
っ
た
飯
盛
、
久
根

﹇
4
﹈、足
尾
の
3
つ
の
鉱
山
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
古
河
の
方
か
ら
言
わ
れ

て
、そ
れ
で
父
は
山
形
に
近
い
方
が
良
い
と
思
っ
て「
ん
じ
ゃ
あ
、栃
木

の
足
尾
で
い
い
か
」と
決
め
て
。
引
っ
越
し
先
は
、古
河
か
ら
こ
っ
ち
、

あ
っ
ち
っ
て
指
示
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、選
べ
た
ら
し
い
で
す
ね
。

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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N
─
和
歌
山
も
静
岡
に
も
鉱
山
が
…
？

Fa
─
そ
う
で
す
、古
河
の
鉱
山
で
す
。
永
松
で
は
私
の
ク
ラ
ス
は
20

人
く
ら
い
い
た
の
か
な
、同
じ
学
年
が
。
そ
れ
で
、閉
山
で
い
ろ
ん
な

所
に
分
か
れ
て
、足
尾
に
来
た
の
が
2
、3
人
だ
っ
た
ん
で
す
が
、結

局
、今
の
足
尾
に
は
私
し
か
残
っ
て
い
な
い
で
す
。
引
っ
越
し
た
先
の

飯
盛
も
久
根
も
そ
の
後
に
閉
山
に
な
っ
て
、で
、み
ん
な
足
尾
に
来
た

人
も
い
れ
ば
、他
の
仕
事
を
見
つ
け
た
人
も
い
る
し
。
足
尾
は
一
番
最

後
に
残
っ
た
ん
で
、父
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
の
か
な
っ
て
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
ね
。
結
局
足
尾
も
閉
山
し
た
け
ど
ね
、私
は
足
尾
の
地

の
人
と
結
婚
し
た
の
で
、ハ
ハ
。
足
尾
が
良
か
っ
た
の
か
な
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
で
も
最
初
は
あ
れ
で
し
た
ね
、言
葉
も
違
い
ま
す

し
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
中
学
1
、2
年
は
内
気
で
。
元
々
内
気
な

性
格
だ
っ
た
の
で
、人
と
交
流
が
で
き
な
く
て
淋
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
何
人
か
お
友
だ
ち
が
で
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
今
で
も
そ
の
人

た
ち
と
は
、お
友
だ
ち
で
す
。
…
…（
省
略
）…
…

Fa
─
ふ
る
さ
と
を
離
れ
な
い
で
ず
っ
と
い
ら
れ
る
っ
て
い
う
の
は
良

い
で
す
よ
ね
。
私
は
い
つ
も
思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
主
人
が
羨
ま
し

い
。
だ
っ
て
、こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
て
、ず
っ
と
こ
こ
に
い
ら
れ
る
ん
だ
も

の
。
ま
あ
い
ろ
い
ろ
変
わ
る
け
れ
ど
も
、ね
。「
私
に
は
ふ
る
さ
と
が
な

い
」っ
て
、い
つ
も
言
う
ん
で
す
よ
。
帰
れ
る
ふ
る
さ
と
が
無
い
ん
で
す

も
ん
。
そ
こ
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
た
か
ら
、そ
う
で
す
よ
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
足
尾
に
引
っ
越
し
て
来
る
前
に
、足
尾
に
つ
い
て
何
か
聞
い
て

い
ま
し
た
か
？

Fa
─
全
然
聞
い
て
い
な
い
、引
っ
越
し
先
と
し
て
、3
つ
の
候
補
地
か

ら
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
、一
番
近
い
足
尾
に
決
め
た
ん
で
す
よ
ね
。
何

も
わ
か
ら
ず
、親
の
言
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
行
く
だ
け
で
し
た
ね
。
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
も
調
べ
も
し
な
い
し
ね
、小
さ
か
っ
た
し
ね
。
そ
ん
な

感
じ
で
し
た
ね
。

M
─
そ
こ
に
、残
っ
た
人
は
い
た
の
？

Fa
─
残
っ
た
人
は
い
な
い
で
す
。
最
後
ま
で
残
っ
た
人
は
、最
後
ま
で

誰
か
は
い
た
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、結
局
は
閉
山
で
。
そ
の
、

民
家
が
な
い
か
ら
。
全
部
古
河
関
係
の
社
宅
や
持
ち
物
で
す
も
の

ね
。
…
…（
省
略
）…
…

S
─
…
そ
の
Fa
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
山
形
の
鉱
山
も
、閉
山
で
残
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

Fa
─
そ
う
。
全
部
、そ
れ
に
そ
こ
は
お
店
も
全
部
古
河
。
足
尾
で
い

う
三
養
会
み
た
い
な
も
の
し
か
無
か
っ
た
し
、後
は
な
ん
に
も
、と
に
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か
く
民
家
が
無
い
。
全
部
古
河
の
人
だ
か
ら
。
全
部
っ
て
言
っ
て
も
、

ま
あ
出
て
行
く
の
は
徐
々
に
で
す
け
れ
ど
も
。
だ
か
ら
私
が
足
尾

に
来
た
時
に
は
、全
部
い
っ
ぺ
ん
に「
さ
よ
な
ら
」じ
ゃ
な
く
て
、徐
々

に
髪
の
毛
が
抜
け
る
よ
う
に
、一
つ
一
つ
抜
け
て
い
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
、

人
が
出
て
行
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、最
後
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
私

ら
も
わ
か
ら
な
い
。

S
─
ち
な
み
に
、足
尾
と
山
形
で
全
然
状
況
が
違
う
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、足
尾
で
閉
山
に
な
っ
た
時
に
、山
形
の
閉
山
と
重
な

る
部
分
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Fa
─
全
然
な
い
で
す
ね
。

S
─
そ
う
で
す
か
。

Fa
─
足
尾
は
閉
山
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、み
ん
な
外
に
出
て
行
く
訳

で
は
な
い
。
社
宅
の
家
か
ら
は
引
っ
越
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、足
尾
に

残
り
ま
し
た
ね
。
…
…（
省
略
）…
…

F
─
今
市
や
大
間
々
に
行
く
と
ね
、な
ん
か
ね「
う
わ
ー
、な
ん
で
こ
ん

な
に
空
が
広
い
ん
だ
ろ
う
」っ
て
ね
、す
ご
く
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
ん

で
す
よ
。
足
尾
に
い
る
と
ね
、と
に
か
く
空
が
狭
い
ん
で
す
よ
ね
、も
う

山
が
ね
。「
い
や
あ
、空
は
こ
ん
な
に
広
い
ん
か
」
と
、解
放
さ
れ
る
と
い

う
か
。
だ
か
ら
ね
、た
ま
に
は
気
晴
ら
し
に
良
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

Fa
─
ず
っ
と
は
嫌
だ
ね
。
足
尾
が
い
い
で
す
ね
。

F
─
帰
っ
て
来
る
と
、今
度
は
山
に
入
る
と
安
心
感
が
ね
。
神
子
内

（
み
こ
う
ち
）ま
で
来
る
と
安
心
感
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
向
こ
う
の

今
市
に
行
っ
て
か
ら
、戻
っ
て
来
る
と
や
っ
ぱ
り
足
尾
が
い
い
な
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
で
も
Fa
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
の
話
を
聞
い
て
い

た
ら
、も
っ
と
足
尾
を
大
事
に
し
な
く
ち
ゃ
と
思
い
ま
し
た
。

Fa
─
私
も
ね
、最
初
は
足
尾
が
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
神
子
内
に
お
嫁
に
行
っ
て
か
ら
、
家
の
周
り
が
山
の
中
だ
か

ら
。
周
り
に
山
形
と
同
じ
よ
う
な
自
然
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
山
菜

も
あ
る
し
、春
に
な
っ
た
ら
そ
れ
こ
そ
コ
ゴ
ミ
、ゼ
ン
マ
イ
、ワ
ラ
ビ
、フ

キ
ノ
ト
ウ
も
出
る
し
ね
。
こ
こ
じ
ゃ
、町
で
は
そ
う
い
う
の
は
あ
ん
ま

り
ね
。
だ
か
ら
神
子
内
に
ね
、お
嫁
に
行
っ
て
良
か
っ
た
な
と
。ハ
ハ
。

い
く
ら
か
永
松
に
い
た
よ
う
な
感
じ
が
味
わ
え
て
い
る
か
ら
、良
い
の

か
な
と
思
っ
て
。
だ
か
ら
ね
、今
は
足
尾
が
大
好
き
で
す
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─「
永
松
と
足
尾
の
閉
山
は
重
な
ら
な
い
」と
即
答
し
て
い
た
の
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。足
尾
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、強
く
意
識
さ

せ
ら
れ
た
。
Fa
さ
ん
の
話
は
、永
松
鉱
山
の
雪
や
、山
の
豊
か
な
自
然
の

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？



40

生
活
の
話
が
多
く
、そ
れ
ほ
ど
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ふ
る
さ
と

への
想
い
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、も
し
か
し
た
ら
現
実
離
れ
と
な
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、綺
麗
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

N
─
Fa
さ
ん
は
二
度
も
閉
山
を
経
験
し
、き
っ
と
多
く
の
寂
し
さ
や
辛

さ
を
知
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
Fa
さ
ん
が
話
す
ふ
る
さ
と
へ

の
想
い
に
は
重
み
が
あ
っ
た
。ベッ
ド
タ
ウ
ン
育
ち
の
私
に
と
っ
て
、無
機

質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、他
人
を
気
に
か
け
な
い
人
の
距
離
感
、電
車
や

車
の
音
、好
き
嫌
い
は
別
に
し
て
、そ
の
空
気
が
一
番
安
心
す
る
。で
も

今
で
は
、宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
山
に
向
か
う
時
、日
足
ト
ン
ネ
ル

を
通
っ
て
山
に
入
る
時
、「
帰
っ
て
き
た
、落
ち
着
く
」と
し
み
じ
み
と

感
じ
る
。
私
も
足
尾
が
大
好
き
だ
。

共
同
浴
場
で
の
親
切

﹇
2
0
1
4
年
10
月
24
日
─
M
さ
ん
、志
村（
S
）、中
山（
N
）、好
井（
Y
）﹈

昭
和
30
年
代
に
坑
内
で
働
い
て
い
た
M
さ
ん
は
、労
働
環
境
の
あ
り

方
に
違
和
感
を
持
ち
、組
合
活
動
に
加
わ
っ
た
。そ
の
後
、突
然
解
雇

と
な
り
、そ
れ
を
不
服
と
し
て
仲
間
と
と
も
に
裁
判
を
行
う﹇
5
﹈。

M
さ
ん
に
と
っ
て
、閉
山
前
後
と
、解
雇
さ
れ
て
か
ら
苦
労
し
、や
り

く
り
し
て
い
た
時
期
は
、重
な
っ
て
い
る
。

S
─
同
じ
坑
内
の
仕
事
を
し
て
い
て
も
、喫
飯
所
で
休
憩
し
た
り
、

仕
事
後
に
お
風
呂
に
入
れ
な
い
よ
う
な
人
た
ち
が
い
た
の
で
す
か
？

M
─
そ
う
い
う
人
た
ち
は
組
夫﹇
6
﹈な
の
。
何
で
も
や
る
。
間
接
の

方﹇
7
﹈は
ず
っ
と
は
、や
れ
な
い
。
技
術
が
あ
る
か
ら
自
分
の
専
門
分

野
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た
の
。
組
夫
は
分
野
が
別
れ
て
い
な
い
の
で
、仕

事
の
全
行
程
を
一
緒
に
や
る
っ
て
い
う
ね
。
だ
か
ら
仕
事
は
大
変
だ
っ

た
ね
。
だ
か
ら
働
く
場
所
も
条
件
の
悪
い
坑
内
の
下
へ
下
へ
行
っ
た
か

ら
ね
、湿
度
の
高
い
所
と
か
。
気
の
毒
と
い
っ
た
ら
気
の
毒
、そ
の
点
が

あ
っ
た
よ
ね
。
だ
か
ら
帰
り
は
、作
業
員
が
濡
れ
た
ら
濡
れ
た
で
帰
っ

て
く
る
で
し
ょ
。
そ
う
す
る
と
、普
通
の
工
員
の
人
は
帰
っ
て
来
た
ら

ち
ゃ
ん
と
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、下
着
を
取
り
替
え
て
帰
る
で
し
ょ
。

組
の
人
た
ち
は
仕
事
を
終
わ
っ
て
坑
内
か
ら
出
る
と
、お
風
呂
に
入

れ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
乾
燥
室
も
使
わ
な
い
。
お
風
呂
と
乾
燥
室

が
そ
な
え
ら
れ
て
い
て
、ち
ゃ
ん
と
作
業
着
を
乾
燥
室
に
入
れ
て
、お

風
呂
に
入
っ
て
自
分
の
脱
衣
所
で
着
替
え
て
帰
っ
て
行
く
ん
だ
け
れ

ど
も
、組
夫
の
人
は
な
い
ん
で
す
よ
。
直
接
自
分
の
家
に
行
く
か
、飯

場﹇
8
﹈に
行
く
か
。
私
が
あ
る
時
、仕
事
帰
り
に
、組
夫
の
人
た
ち

と
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
中
に
は
、坑
内
か
ら
ど
う
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や
っ
て
帰
れ
ば
い
い
か
聞
く
人
が
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
…
…（
省
略
）

…
…
坑
外
へ
の
帰
り
方
が
分
か
ら
な
い
わ
け
。
坑
内
は
分
か
れ
て

い
る
か
ら
、入
り
組
ん
で
い
る
か
ら
。そ
う
す
る
と
、「
俺
帰
る
か
ら
、

じ
ゃ
あ
一
緒
に
帰
ろ
う
」と
い
う
こ
と
で
一
緒
に
帰
っ
て
き
た
り
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

M
─
私
が
組
合
支
部
の
執
行
部
に
入
っ
た
時
に
、
運
動
方
針
の
中

に
、社
外
工
も
個
人
の
組
合
員
と
し
て
入
れ
る
と
い
う
内
容
を
加
え

た
の
。
そ
し
て
、
昭
和
41
年
に
解
雇
さ
れ
た
ん
で
す
。
…
…（
省
略
）

…
…
そ
の
ヘ
イ
ク
ロ
ウ﹇
9
﹈と
か
警
察
沙
汰
に
な
っ
た
人
と
か
が
対

象
だ
と
聞
い
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、25
名
の
解
雇
通
知
の
中
に
私

の
名
前
も
入
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
…
…（
省
略
）…
…
解
雇
と
は
、

次
の
日
の
生
活
を
奪
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
、仕
事
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
そ
の
人
の
生
活
が
無
く
な
る
わ
け
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
、

ま
さ
か
ね
、自
分
た
ち
が
な
る
と
は
思
わ
な
い
よ
ね
、ハ
ハ
。

S
─
本
当
に
び
っ
く
り
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

M
─
解
雇
さ
れ
て
か
ら
は
、今
度
は
仲
間
で
意
識
的
に
疑
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、通
洞
の
共
同
浴
場
に
入
る
で
し
ょ
、そ
う
す
る

と
私
が
行
く
と
お
風
呂
か
ら
出
て
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。

S
─
え
ー
、嫌
だ
な
、そ
う
い
う
の
。

M
─
私
が
風
呂
に
入
っ
て
い
く
で
し
ょ
、そ
う
す
る
と
み
ん
な
が
下

を
向
い
て
サ
ー
ッ
と
、ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
風
呂
か
ら
出
ち
ゃ
う
の
。
俺

と
し
ゃ
べ
る
と
支
障
が
出
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、避
け
る
ん
だ

よ
ね
。
猜
疑
心
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
。
ほ
ら
、私
と
何
か
し
ゃ
べ
っ
た
ら
、

そ
の
人
が
何
か
言
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
何
か
支
障
が
出
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
っ
て
ね
。
本
当
に
あ
れ
だ
っ
た
よ
、最
初
は
。

S
─
そ
う
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
…
。

Y
─
そ
れ
、や
っ
ぱ
り
昭
和
41
年
く
ら
い
か
ら
あ
た
り
で
し
た
か
？

M
─
そ
う
で
す
ね
。

Y
─
そ
の
前
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

M
─
な
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
我
々
が
解
雇

さ
れ
て
か
ら
で
す
ね
。
そ
れ
で
、今
度
は
お
風
呂
の
券
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
社
宅
の
共
同
浴
場
の
券
、

S
─
あ
、じ
ゃ
あ
お
風
呂
に
入
る
の
に
、無
料
じ
ゃ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
っ

て
こ
と
で
す
か
？

M
─
う
ん
、結
局
、解
雇
さ
れ
た
私
た
ち
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、券
制

度
に
な
っ
た
、月
別
に
。
そ
の
お
風
呂
の
窓
口
の
人
、い
わ
ば
ね
、お
風

呂
場
の
管
理
人
が
い
る
ん
で
す
よ
、昔
は
。
そ
の
人
が
窓
口
に
い
て
、

券
に
判
子
を
押
す
ん
で
す
よ
。そ
う
す
る
と
、解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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か
ら
、私
の
家
は
該
当
さ
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
子
ど

も
券
も
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
、子
ど
も
に
は
そ
ん
な
の
関
係
な
い
が

ね
。
そ
う
す
る
と
そ
の
人
は
い
い
人
で
ね
、子
ど
も
が
風
呂
に
行
く

時
に
、誰
か
が
券
を
忘
れ
た
と
す
る
と
、わ
ざ
と
そ
れ
を
と
っ
て
お
い

て
、家（
う
ち
）の
子
ど
も
の
名
前
を
書
き
換
え
て
、子
ど
も
に
渡
し
た

の
。
子
ど
も
は
そ
う
い
う
の
、全
然
分
か
ら
な
い
か
ら
。
そ
う
い
う
中

で
、そ
う
や
っ
て
守
っ
て
く
れ
た
人
も
い
る
訳
。
…
…（
省
略
）
…
…

他
の
例
だ
と
、社
宅
の
中
の
本
通
り
が
あ
り
ま
す
よ
ね
、そ
こ
を
歩
い

て
い
て
私
の
姿
が
見
え
る
と
、通
る
予
定
だ
っ
た
道
を
変
え
て
す
ー
っ

と
違
う
道
に
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。ハ
ハ
。
顔
を
見
る
も
駄
目
。

…
…（
省
略
）…
…
裁
判
が
始
ま
っ
て
判
決
が
出
て
、
だ
い
た
い
筋

が
わ
か
っ
た
頃
に
、あ
る
人
が「
た
だ
、な
ん
て
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
」っ
て
。「
嫌
で
避
け
た
の
で
は
な
い
、
激
励
し
て
い
い
の

か
、慰
め
の
言
葉
を
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、私
は
避
け
て

い
た
。
か
わ
し
て
い
た
ん
だ
」っ
て
い
う
話
を
さ
れ
た
ね
。
そ
れ
を
聞
い

て
、ち
ょ
っ
と
救
わ
れ
た
け
れ
ど
も
ね
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
裁
判
の
実
体
験
を
聞
き
、自
分
が
持
っ
て
い
た
裁
判
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。と
に
か
く
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、維

持
す
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
M
さ
ん
は
あ
っ
け
ら
か
ん
と

苦
し
い
時
期
の
話
を
し
て
く
れ
な
が
ら
、当
時
の
問
題
点
が
次
か
ら
次

へ
と
熱
く
発
せ
ら
れ
、時
間
が
た
っ
て
も
収
ま
ら
な
い
気
持
ち
を
感
じ

た
。お
風
呂
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
反
応
・
対
応
は
、自
分
も
や
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
も
あ
る
。
本
当
に
辛
い
時
の
優
し
さ
や
、弱
い
立
場
の
人
の
側

に
立
つ
と
い
う
こ
と
、人
が
見
て
い
な
い
場
所
で
人
柄
が
現
れ
る
こ
と

を
、よ
く
表
し
て
い
る
例
が
沢
山
あ
っ
た
。

N
─
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
時
は
、古
河
の
従
業
員
の
人
た
ち
に
も
複

雑
な
想
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
M
さ
ん
も
大
変
な
疎
外
感
を
持
っ

た
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。そ
ん
な
中
、最
後
ま
で
裁
判
を
行
え
た
の

は
、仲
間
の
存
在
や
、日
常
に
感
じ
る
些
細
な
人
の
優
し
さ
が
大
き
な

支
え
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

Y
─
銅
山
で
労
働
運
動
を
熱
心
に
進
め
、閉
山
前
に
突
然
解
雇
さ

れ
、そ
の
不
当
性
を
訴
え
、長
年
裁
判
闘
争
を
し
て
き
た
M
さ
ん
。
初

め
て
聞
き
取
り
に
う
か
が
っ
た
私
も
気
さ
く
に
受
け
入
れ
、ぶ
し
つ
け

な
問
い
か
け
に
も
快
く
語
っ
て
く
れ
る
。
彼
の
語
り
か
ら
は
、解
雇
さ
れ

た
こ
と
へ
の
憤
り
、不
正
へ
の
怒
り
が
透
け
て
み
え
る
。し
か
し
M
さ
ん

の
語
り
で
印
象
深
か
っ
た
の
は
、解
雇
さ
れ
た
自
分
と
ど
の
よ
う
に
つ
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き
あ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
当
時
の
周
囲
の
人
び
と
の
戸
惑
い

を
思
い
や
り
、気
づ
か
う
M
さ
ん
の
優
し
さ
だ
。

現
役
の
消
防
団
員

﹇
2
0
1
5
年
5
月
10
日
─
M
さ
ん
、志
村（
S
）﹈

現
在
60
代
で
消
防
団
員
を
約
50
年
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
お
話
。

M
─
昭
和
50
年
代
の
消
防
団
は
、県
の
操
法
大
会﹇
10
﹈で
は
1
、2

位
だ
か
ら
ね
。

S
─
そ
う
な
ん
で
す
か
、県
の
中
で
1
位
か
2
位
を
争
う
ほ
ど
…
。そ

れ
は
、足
尾
の
消
防
団
が
優
秀
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
人
も

沢
山
い
た
し
、訓
練
と
か
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
て
技
術
が
高
か
っ
た
？

M
─
部
が
沢
山
あ
っ
て
、そ
こ
か
ら
若
い
衆
を
集
め
て
や
っ
て
い
ま
し

た
よ
。
大
会
に
も
た
い
が
い
行
く
か
ら
ね
。
足
尾
の
場
合
は
、結
構
、

頑
張
っ
て
い
た
か
ら
。

S
─
町
の
人
も
安
心
と
い
う
か
、凄
い
誇
り
で
す
よ
ね
。
消
防
団
の

人
た
ち
も
。

M
─
昔
は
ほ
ら
、消
防
分
署
っ
て
い
う
の
が
な
か
っ
た
か
ら
。
プ
ロ
が

い
な
か
っ
た
か
ら
。
冬
場
な
ん
か
は
詰
所
に
詰
め
て
ね
、
毎
日
交
代

で
さ
。
冬
場
は
、今
の
通
洞
駅
前
に
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、夜
は
詰

め
て
ね
。
今
は
楽
だ
よ
ね
、や
っ
ぱ
り
。
昔
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
消

防
団
員
に
よ
る
夜
勤
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
泊
ま

り
に
行
か
な
く
て
良
い
か
ら
。一
冬
に
多
い
時
に
は
10
回
以
上
か
な
。

そ
こ
に
行
っ
て
、朝
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
、そ
の
ま
ま
仕
事
に
行
っ
た
の

さ
。
そ
う
い
う
の
も
な
く
な
っ
た
か
ら
楽
だ
よ
ね
。

S
─
か
つ
て
は
県
で
1
、2
位
を
争
う
よ
う
な
消
防
団
で
団
員
も

沢
山
い
た
時
か
ら
、閉
山
や
人
口
も
減
少
し
て
、現
在
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、昔
か
ら
今
に
か
け
て
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

改
め
て
思
う
こ
と
と
か
…
、

M
─
改
め
て
っ
て
も
。
な
に
が
な
ん
で
も
、あ
れ
だ
よ
ね
。
人
口
が
少

な
い
っ
て
い
う
の
が
あ
る
よ
ね
。
人
口
が
増
え
れ
ば
さ
、若
い
衆
が
増

え
れ
ば
さ
、俺
ら
も
消
防
団
員
を
や
ら
な
く
て
済
む
ん
だ
よ
。

S
─
フ
ッ
、

M
─
笑
わ
れ
ち
ゃ
う
よ
ね
。
は
っ
き
り
言
う
と
笑
わ
れ
ち
ゃ
う
よ
。

俺
ら
が
消
防
団
員
を
や
っ
て
い
る
な
ん
て
。
年
金
生
活
を
し
て
い
る

の
に
さ
、消
防
団
員
を
や
っ
て
い
る
な
ん
て
言
っ
た
ら
笑
わ
れ
ち
ゃ
う

も
ん
ね
。「
関
心
す
る
」
じ
ゃ
な
く
て
、笑
わ
れ
ち
ゃ
う
よ
。

S
─
で
も
、や
っ
ぱ
り
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
っ
て
い
う
か
ね
、今
そ
れ
が

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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M
─
そ
う
な
ん
だ
よ
。
動
け
る
う
ち
は
さ
、

S
─
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
。

M
─「
動
け
る
」っ
て
言
っ
て
も
、や
っ
と
動
い
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
さ
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
終
始
、笑
い
な
が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
が
続
い
た
が
、「
こ
ん
な
歳

で
も
、消
防
団
を
や
っ
て
い
る
な
ん
て
笑
わ
れ
ち
ゃ
う
」と
言
う
一
言
に

は
、今
の
い
ろ
い
ろ
な
足
尾
の
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の
日
の
数
週

間
後
、一
人
暮
ら
し
の
お
婆
さ
ん
の
家
が
火
元
の
火
事
が
あ
り
、そ
の

お
婆
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
火
災
に
す
ぐ
対
応
で
き
る
体
制

の
維
持
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
く
中
で
は
、お
話
の
と
お
り
、歳

だ
か
ら
と
い
っ
て
消
防
団
を
抜
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。
ち

な
み
に
、協
力
隊
に
着
任
し
た
当
初
か
ら
消
防
団
に
加
わ
っ
た
N
さ
ん

は
3
回
の
消
火
活
動
を
経
験
し
て
い
て
、凄
い
な
あ
と
思
う
。

番
外
編
﹇
消
防
団
に
参
加
し
て
い
て
﹈

N
─
M
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、足
尾
消
防
団
は
人
員
が
不
足
し
、ま
た

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
深
刻
な
問
題
で
、若
者
の
入
団
と
世

代
交
代
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、個
人

的
な
わ
が
ま
ま
を
言
え
ば
、大
先
輩
の
団
員
の
方
々
に
は
、是
非
、体
に
ム

チ
を
打
っ
て
、ま
だ
ま
だ
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　お
っ
か
な
い
団
長
と
副
団
長
に
は
規
律
を
学
び
、副
分
団
長
に
は
節

度
を
学
び
ま
し
た
。
分
団
の
方
々
も
、い
つ
も
私
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

く
れ
ま
す
。
部
で
は
陽
気
な
分
団
長
、優
し
い
部
長
、実
は
い
つ
も
真

剣
な
M
さ
ん
、み
な
さ
ん
に
消
防
の
こ
と
だ
け
で
な
く
足
尾
の
こ
と
、人

生
の
こ
と
な
ど
、多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。と
っ
て

も
楽
し
い
で
す
。だ
か
ら
、（
怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
）カ
ッ
コ
い
い
お
じ
様
方

に
は
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

引
っ
越
し
前
の
美
容
室

﹇
2
0
1
5
年
5
月
27
日
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）﹈

昭
和
20
年
代
に
美
容
師
の
修
行
に
出
た
後
に
、足
尾
で
美
容
室
を

開
業
し
た
方
。
銅
山
な
ら
で
は
の
お
客
さ
ん
の
様
子
や
、女
性
目
線

の
店
や
町
の
話
題
の
中
で
、閉
山
の
一
場
面
も
語
ら
れ
た
。

F
─
美
容
室
は
夜
も
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、テ
レ
ビ
が
ど
ん
ど
ん
普

及
し
て
か
ら
は
、夜
の
お
客
さ
ん
が
少
な
く
な
っ
た
よ
ね
。
昼
間
は
結

構
や
っ
て
い
て
ね
、そ
れ
で
閉
山
に
な
る
時
に
は
一
日
に
何
十
人
や
っ

45

た
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
ね
。
み
ん
な
出
て
行
く
人
で
。
足
尾
か
ら
出

て
行
く
か
ら
、

S
─
最
後
に
髪
を
切
る
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

F
─
う
ん
。パ
ー
マ
を
か
け
て
、み
ん
な
綺
麗
に
し
て
出
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。

S
─
え
ー
、そ
う
な
ん
だ
。
ち
ゃ
ん
と
引
っ
越
す
前
に
髪
を
綺
麗
に
し

て
か
ら
、奥
さ
ん
た
ち
は
出
て
行
っ
た
ん
だ
。

F
─
う
ん
、出
て
行
っ
た
も
ん
ね
。
だ
か
ら
美
容
師
の
私
は
手
を
使

う
だ
ろ
、手
が
痛
く
て
筋
肉
痛
に
な
っ
た
よ
。

S
─
そ
れ
ほ
ど
、沢
山
の
人
が
引
っ
越
し
前
に
髪
を
切
り
に
来
た
ん

で
す
ね
。
閉
山
の
こ
と
は
、あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
と
か
で
き
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。
ど
ん
ど
ん
人
が
引
っ
越
し
て
行
く
中
で
、で
も
そ
う
や
っ

て
パ
ー
マ
を
か
け
て
出
て
行
っ
た
ん
だ
と
思
う
と
、な
ん
か
な
…
。
髪

を
切
っ
て
も
ら
う
時
っ
て
、お
話
を
し
た
り
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

F
さ
ん
も
、お
話
し
な
が
ら
？

F
─
そ
の
時
だ
っ
て
、話
を
し
な
が
ら
や
っ
た
け
れ
ど
も
、

S
─
ど
う
い
う
お
話
を
し
て
い
た
ん
で
す
か
？

F
─「
閉
山
で
他
所
に
行
っ
て
か
ら
、体
に
気
を
つ
け
な
ね
」と
か
ね
、

い
ろ
い
ろ
な
う
わ
さ
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
新
し
い
仕
事
先
で
は
、

勤
務
時
間
が
長
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
随
分
苦
労
し
て
、嫌
で
帰
っ
て

来
た
人
も
い
る
し
、大
変
だ
っ
た
み
た
い
。

S
─
ね
、き
っ
と
美
容
室
に
来
る
奥
さ
ん
た
ち
は
、奥
さ
ん
た
ち
な
り

の
心
配
と
か
が
、い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

F
─
そ
う
そ
う
、あ
っ
た
か
ら
ね
。
新
し
い
所
に
行
く
ん
だ
か
ら
ね
。

で
も
、向
こ
う
に
行
っ
て
、向
こ
う
の
人
と
仲
良
く
や
っ
て
い
る
人
も

い
る
け
れ
ど
も
。
逆
に
、な
ん
か
意
地
悪
さ
れ
た
人
も
い
る
み
た
い

よ
。
話
の
様
子
で
は
。

S
─
そ
う
で
す
か
。

F
─
水
と
か
、ど
ぶ
が
と
か
、な
ん
か
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。

S
─
ど
ぶ
？

F
─
う
ん
。
ど
ぶ
が
使
え
な
か
っ
た
り
。
水
底
に
使
え
な
か
っ
た
り

と
か
。
な
ん
か
っ
て
意
地
悪
さ
れ
た
っ
て
。

S
─
新
し
く
来
た
人
っ
て
い
う
こ
と
で
、
受
け
入
れ
づ
ら
か
っ
た
ん

で
す
か
ね
。

F
─
い
ろ
ん
な
所
が
あ
っ
た
み
た
い
ね
、里
も
ね
。
小
山
の
方
へ
行
っ
た

り
、埼
玉
の
方
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
、み
ん
な
ね
。

S
─
な
ん
か
、そ
の
閉
山
に
な
る
と
わ
か
っ
て
、そ
う
や
っ
て
、奥
さ
ん

た
ち
が
パ
ー
マ
屋
さ
ん
に
殺
到
し
て
い
る
時
に
、F
さ
ん
は
ど
う
い
う

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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気
持
ち
だ
っ
た
り
、ど
う
い
う
風
に
感
じ
な
が
ら
お
仕
事
を
し
て
い

た
ん
で
す
か
？

F
─
だ
か
ら
行
っ
ち
ゃ
っ
て
か
ら
、お
客
さ
ん
が
少
な
く
な
っ
ち
ゃ
う

し
さ
、あ
れ
か
な
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
。
だ
け
れ
ど
も
、
行
っ
て
か
ら

何
年
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
、何
年
か
は
ま
あ
ま
あ
良
か
っ
た
け
れ
ど
も
、だ

い
ぶ
少
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
寂
し
く
な
っ
た
よ
ね
。
そ
れ
で
ほ
ら
、み
ん

な
同
級
生
な
ん
か
も
行
っ
ち
ゃ
う
し
。
だ
い
た
い
私
ら
と
同
じ
く
ら
い

の
年
代
の
人
が
行
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
寂
し
か
っ
た
よ
ね
。
今

に
な
っ
て
そ
の
人
た
ち
が
同
じ
く
ら
い
の
歳
だ
か
ら
、「
ど
う
し
た
ろ

う
ね
」っ
て
聞
い
て
み
た
り
す
る
け
れ
ど
も
ね
。

S
─
…
閉
山
の
時
か
。
想
像
が
し
尽
く
せ
な
い
な
。

F
─
そ
う
だ
よ
ね
。
そ
の
時
に
足
尾
に
い
な
い
人
に
は
わ
か
ら
な

い
よ
ね
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
引
っ
越
し
前
に
髪
を
切
る
奥
さ
ん
の
様
子
は
、妙
に
リ
ア
ル
。ま

た
、ど
ぶ
の
掃
除
と
い
っ
た
細
か
い
部
分
で
の
不
都
合
に
気
づ
く
ア
ン
テ

ナ
は
、女
性
な
ら
で
は
の
情
報
収
集
力
。そ
う
い
う
嫌
な
部
分
は
、ず
っ

と
覚
え
て
い
る
気
が
す
る
。い
ろ
い
ろ
な
所
で
足
尾
か
ら
引
っ
越
し
た

方
が
話
題
に
な
る
が
、そ
の
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
気

に
な
る
け
れ
ど
も
、全
く
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
ま
ま
だ
。

社
宅
か
ら
見
た
、閉
山
か
ら
今

﹇
2
0
1
5
年
6
月
28
日
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）、好
井（
Y
）﹈

社
宅
に
閉
山
後
も
暮
ら
し
て
い
た
奥
さ
ん
の
お
話
。

S
─
閉
山
の
こ
と
は
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
く
て
、本
当
に
い
ろ

い
ろ
な
人
が
突
然
足
尾
を
離
れ
て
行
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、F
さ

ん
の
周
り
の
方
は
ど
う
で
し
た
か
？

F
─
他
の
所
は
影
響
が
あ
っ
て
も
、近
所
さ
ん
は
み
ん
な
同
じ
場
所

に
勤
め
て
い
た
か
ら
、定
年
ま
で
い
ま
し
た
よ
ね
。

S
─
あ
、じ
ゃ
あ
F
さ
ん
や
周
り
の
方
は
、
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
た
だ
、引
っ
越
し
と
か
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、同
じ
町
で
閉
山

の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
？

F
─
そ
う
そ
う
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら「
い
ず

れ
は
…
」っ
て
気
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね
。

Y
─
そ
れ
は
社
宅
の
人
は
や
っ
ぱ
り
、ど
ん
ど
ん
人
が
い
な
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
？
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F
─
え
え
、近
所
で
は
引
っ
越
し
は
な
か
っ
た
ん
で
、そ
ん
な
に
は
感

じ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

S
─ 〝
閉
山
〞は
よ
く
話
題
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

F
─
え
え
。
寂
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

Y
─
や
っ
ぱ
り
、こ
う
、町
全
体
を
見
た
ら
、ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
た
と

い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
か
？

F
─
え
え
、あ
り
ま
す
よ
ね
。お
店
も
段
々
と
少
な
く
な
る
し
、人
も

少
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
、そ
う
い
う
寂
し
さ
は
あ
り
ま

し
た
よ
。
段
々
と
、本
当
に
人
口
が
少
な
く
な
る
か
ら
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
閉
山
に
な
っ
て
数
年
経
つ
と
、閉
山
後
の
3
本
柱
で
、観
光
開

発
や
企
業
誘
致
を
始
め
た
り
、日
足
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
き
ま
し
た

よ
ね
。
そ
う
い
う
変
化
っ
て
い
う
の
は
、ど
う
生
活
に
影
響
が
あ
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
か
？

F
─
私
、の
ん
き
ね
。
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う
の
を
感
じ
な
く
過
ご
し

て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
で
も
ね
、よ
く
出
か
け
る
の
に
、細
尾
峠
が

あ
っ
た
で
し
ょ
、山
を
回
っ
て
行
く
か
ら
ね
。
車
を
買
っ
て
か
ら
、何
回

か
行
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
ら
、不
便
だ
っ
た
所

か
ら
便
利
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
日
光
方
面
が
通
れ
な
い
と
、鉄
道

の
足
尾
線
だ
け
に
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
、一
方
方
向
に
な
っ
ち
ゃ
う
で

し
ょ
。
だ
か
ら
、「
足
尾
は
孤
島
の
土
地
に
な
っ
ち
ゃ
う
」な
ん
て
心
配

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
ら
う
ん
と
変
わ
り
ま

し
た
よ
ね﹇
11
﹈。

S
─
実
際
、日
光
の
方
と
桐
生
の
方
で
、ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
前
後

で
行
く
回
数
と
い
う
の
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

F
─
桐
生
の
方
へ
は
年
中
行
け
た
け
れ
ど
も
、日
光
・
今
市
方
面
は

あ
ん
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、う
ん
と
遠
い
よ
う
に
感
じ
た

ん
で
す
よ
。

S
─
あ
あ
、や
っ
ぱ
り
。

F
─
日
光
の
方
へ
は
あ
ま
り
行
か
な
い
ん
で
す
よ
ね
、山
を
越
え
て

行
く
の
に
大
変
だ
っ
た
か
ら
。…
…
（
省
略
）
…
…
だ
か
ら
、ト
ン
ネ

ル
が
で
き
な
い
頃
は
、そ
う
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
日
光
は
遠
い

よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
桐
生
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
よ
ね
、桐
生
、大

間
々
と
か
ね
。

S
─
学
校
と
か
も
、例
え
ば
高
校
生
と
か
は
、桐
生
の
方
に
行
く
か
、

足
尾
高
校
と
い
う
こ
と
で
す
も
ん
ね
。

F
─
そ
う
で
す
よ
ね
。

S
─
そ
れ
を
考
え
る
と
、日
光
市
に
合
併
し
た
っ
て
凄
い
で
す
よ
ね
。

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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［アルバム内のメモより］
表紙に記述：
足尾通洞解体始める。
平成10年2月21日より写ス。
社宅解体後にマンションが立つ。
裏表紙に記述：
思い出の社宅が消える。
F6マンションが出来た。
変わり行く通洞F3近く二棟出来る。
通洞社宅跡にマンションが出来る。
平成10年9月15日
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平成10年2月21日 伊東信撮影

平成10年11月15日 伊東信撮影

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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F
─
そ
う
で
す
よ
ね
。
今
は
日
光
の
方
に
ば
っ
か
り
買
い
物
に
行
く

か
ら
、日
光
の
方
が
近
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
け
れ
ど
も
。
今
は
ち
ょ
っ

と
、乗
り
物
が
不
便
に
な
っ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
。

…
…（
省
略
）…
…

Y
─
さ
っ
き
、
閉
山
の
話
を
う
か
が
っ
た
ん
で
す
が
、
例
え
ば
閉
山

の
後
に
三
養
会
の
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
っ
た
と
か
、そ
う
い
う
の
は
あ

り
ま
す
か
？

F
─
段
々
と
品
薄
に
な
り
ま
し
た
ね
。
愛
宕
下（
あ
た
ご
し
た
）の
三

養
会
が
な
く
な
っ
て
、今
度
は
赤
倉
が
な
く
な
っ
て
っ
て
い
う
。
今
な

ん
て
2
つ
だ
け
で
す﹇
12
﹈。
閉
山
後
は
、段
々
と
本
当
に
、目
に
見
え

る
よ
う
に
寂
れ
て
行
く
の
は
わ
か
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね
。

S
─
な
ん
か
、漠
然
と
し
た
質
問
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

今
っ
て
本
当
に
三
養
会
が
2
つ
し
か
な
く
て
、お
店
も
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ど
う
思
い
ま
す
か
？

F
─
若
い
人
た
ち
は
車
だ
か
ら
、年
中
買
い
物
に
行
っ
て
い
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
ね
。
今
ね
、コ
ー
プ
が
来
て
い
る
で
し
ょ
。
そ
う
い
う
の
が

来
る
時
に
一
緒
に
頼
ん
で
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
う
ん
。こ
こ
ら
は

お
店
も
な
い
し
ね
、不
便
で
す
。

F
─
で
も
、あ
そ
こ
に
足
尾
双
愛
病
院
が
で
き
た
の
で
う
ん
と
助
か

る
ん
で
す
よ
ね﹇
13
﹈。
桐
生
ま
で
、病
院
に
行
っ
て
い
た
ん
で
す
も
ん
。

S
─
閉
山
後
に
総
合
病
院
が
足
尾
に
で
き
た
の
で
、あ
れ
が
あ
る
の

と
な
い
の
で
は
全
然
違
い
ま
す
よ
ね
。

F
─
そ
う
で
す
よ
ね
。
会
社
関
係
の
通
洞
病
院
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、な

く
な
っ
ち
ゃ
た
の
で
、足
尾
双
愛
病
院
が
で
き
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

S
─
や
っ
ぱ
り
、あ
そ
こ
に
入
院
さ
れ
て
い
る
人
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
も
ん
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
閉
山
前
の
社
宅
で
の
生
活
で
覚
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

F
─
飲
み
会
で
、隣
が
喧
嘩
し
て
い
る
時
が
あ
る
の
。
そ
う
す
る
と

奥
さ
ん
が「
F
さ
ん
ち
ょ
っ
と
、家（
う
ち
）の
人
が
喧
嘩
始
め
ち
ゃ
っ
た

か
ら
、止
め
て
、止
め
て
」っ
て
ね
。
み
ん
な
背
が
高
い
人
ば
か
り
で
、

お
父
さ
ん
は
小
柄
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、「
や
だ
、家（
う
ち
）の
お
父
さ

ん
が
行
っ
た
ら
飛
ば
さ
れ
ち
ゃ
う
よ
」
と
か
言
っ
た
け
れ
ど
も
。
今

と
な
っ
て
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、社
宅
か
ら
引
っ
越
し
て
か
ら
は
本
当
に
ね
、「
し
ば
ら

く
見
な
い
け
れ
ど
も
、あ
の
人
は
元
気
で
す
か
？
」と
か
言
わ
れ
た

り
ね
。だ
か
ら
、「
誰
々
さ
ん
が
あ
れ
な
ん
だ
け
れ
ど
も
」な
ん
て
言
っ
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た
り
ね
。
…
…（
省
略
）…
…
あ
ん
ま
り
話
っ
て
い
う
の
も
出
な
い

で
す
も
ん
ね
。
昔
は
ね
、社
宅
に
い
る
時
は
「
い
る
〜
？
」な
ん
て
言
っ

て
戸
を
開
け
て
き
ち
ゃ
う
け
れ
ど
も
、今
は
ピ
ン
ポ
ン
を
な
ら
さ
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
み
ん
な
玄
関
先
く
ら
い
の
話
だ

け
で
、そ
う
い
う
親
し
み
っ
て
い
う
の
が
段
々
薄
ら
い
じ
ゃ
っ
て
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
逆
に
私
な
ん
か
は
鍵
を
閉
め
る
の
が
当
た
り
ま
え
の
世
代
な

の
で
、何
て
言
う
か
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
か
、

F
─
社
宅
に
い
る
時
は
鍵
な
ん
て
持
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
よ
。
え
え
、

S
─
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
、
っ
て
思
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。

F
─
だ
か
ら
、洗
濯
物
や
な
ん
か
が
あ
る
と
、雨
が
降
っ
て
き
た
り
し

た
ら
み
ん
な
入
れ
て
く
れ
た
り
。
戸
を
開
け
て
、ほ
お
り
投
げ
て
行
っ

て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
会
合
か
な
に
か
の
集
ま
り
が

あ
る
と
、み
ん
な
誘
い
合
う
ん
で
す
よ
ね
。「
も
う
時
間
だ
か
ら
行
こ

う
」っ
て
ね
。
今
は
そ
う
い
う
あ
れ
は
な
い
で
す
ね
。
朝
晩
に
行
き
会
う

と「
こ
ん
に
ち
は
」「
お
は
よ
う
」っ
て
言
う
く
ら
い
で
。
あ
ん
ま
り
人
通

り
っ
て
い
う
の
が
な
い
か
ら
。「
あ
の
人
大
丈
夫
か
し
ら
、し
ば
ら
く
行

き
会
わ
な
い
け
れ
ど
も
」と
か
言
う
人
も
い
ま
す
け
れ
ど
も
ね
。

Y
─
私
は
大
阪
生
ま
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、S
さ
ん
は
世
代
が
違

う
け
れ
ど
も
、わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
て
。
大
阪
市
の
市
営
住
宅
の

平
屋
で
育
っ
た
の
で
す
が
、そ
う
す
る
と
、隣
の
家
と
の
塀
が
あ
ん
ま

り
高
く
な
く
て
、家
の
中
が
見
え
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
で
、隣
の
人
が

何
を
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。

F
─
そ
う
い
う
の
、あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

Y
─
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が
昭
和
30
年
代
で
す
か
ら
。
そ
れ
も

大
阪
の
市
内
で
も
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、普
段
の
ま
さ
に
醤
油
の
や

り
取
り
も
や
っ
て
い
ま
し
た
し
、貸
し
借
り
み
た
い
な
の
も
。

F
─
今
の
住
宅
で
は
そ
う
い
う
の
も
な
い
し
。
よ
く
私
ら
は
、す
ぐ

に
三
養
会
に
走
っ
て
、足
り
な
い
も
の
を
調
達
し
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

店
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
お
隣
さ
ん
に
「
あ
ら
、今
日
使
お
う
と
思
っ
た

ら
、お
店
が
閉
ま
っ
て
い
た
の
」っ
て
貸
し
て
も
ら
っ
た
り
。そ
う
い
う

の
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら「
会
計
ま
で
に
ち
ょ
っ
と
3
日
あ
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、家（
う
ち
）に
こ
れ
が
足
り
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
」っ

て
言
う
と
、「
家（
う
ち
）に
あ
る
か
ら
、じ
ゃ
あ
会
計
ま
で
い
い
わ
よ
」

な
ん
て
ね
。
そ
う
い
う
貸
し
借
り
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─「
こ
ん
な
こ
と
…
」と
は
に
か
み
な
が
ら
、丁
寧
に
お
話
を
し
て
く

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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れ
た
F
さ
ん
。
主
婦
な
ら
で
は
の
生
き
生
き
と
し
た
社
宅
の
生
活
感

が
伝
わ
る
。
文
字
化
の
た
め
の
校
正
の
際
、
F
さ
ん
に
は「
顔
か
ら
火

が
出
る
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
」と
ま
で
言
わ
せ
て
し
ま
っ
た
が
、無
理
を

言
っ
て
掲
載
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
F
さ
ん
に
限
ら
ず
、自
分
の
話
が
文

字
化
さ
れ
る
側
だ
っ
た
ら
、確
か
に
驚
い
た
り
、慎
重
に
な
っ
た
り
、恥

ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
る
方
は
多
い
。け
れ
ど
も
、あ
え
て
私
の
立
場

か
ら
は
、そ
の
内
容
が「
こ
ん
な
こ
と
」で
は
な
く「
面
白
い
視
点
や
気

づ
き
」と
し
て
、迷
惑
が
か
か
ら
な
い
程
度
に
聞
き
集
め
て
い
き
た
い
。

Y
─
社
宅
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
き
た
女
性
。
普
段
の
様
子
を
い
ろ
い
ろ

と
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。二
つ
の
社
宅
を
移
っ
た
歴
史
。
語
り
か
ら
は
社

宅
ご
と
に
か
な
り
生
活
の
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。一

口
で「
社
宅
の
暮
ら
し
は
」と
言
え
な
い
こ
と
が
実
感
で
き
た
。
少
し

控
え
め
だ
が
し
っ
か
り
と
し
た
丁
寧
な
語
り
の
中
に
、女
性
が
社
宅
の

日
常
で
他
の
女
性
た
ち
と
関
係
を
築
き
、地
域
の
活
動
も
進
め
て
き

た
と
い
う〝
誇
り
〞の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
取
れ
た
。

猫
の
手
も
借
り
た
く
な
る
忙
し
さ

﹇
2
0
1
5
年
9
月
1
日
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）﹈

足
尾
に
と
っ
て
お
な
じ
み
の
食
堂
の
奥
さ
ん
か
ら
見
た
、閉
山
後
の

店
の
様
子
に
つ
い
て
。
当
時
は
30
代
。

F
─
以
前
の
足
尾
に
は
小
学
校
が
5
つ
、中
学
校
が
3
つ
あ
り
、昭

和
28
年
に
中
学
校
が
合
併
し
て
1
学
年
10
ク
ラ
ス
程
の
大
勢
の
生

徒
と
70
人
か
ら
の
先
生
を
抱
え
た
県
下
一
の
マ
ン
モ
ス
校
で
し
た
。

大
勢
の
人
が
い
た
け
れ
ど
、閉
山
後
は
年
々
学
校
も
縮
小
さ
れ
て
、

今
で
は
1
学
年
7
〜
10
名
ほ
ど
。
部
活
も
限
ら
れ
る
よ
う
で
す
よ

ね
。
で
も
、他
へ
行
く
こ
と
も
不
可
能
で
す
し
、全
国
的
に
少
子
化
の

波
の
中
に
い
る
の
で
す
か
ら
、今
は
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
祈
る
の

み
で
す
よ
ね
。
…
…（
省
略
）…
…
高
齢
化
し
た
今
、
足
尾
の
商

店
も
大
変
で
す
よ
。
人
口
は
減
る
し
、商
い
も
以
前
ほ
ど
じ
ゃ
な
く

不
景
気
に
な
り
、後
継
者
も
考
え
ら
れ
ず
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
ね
。
今
は
観
光
町
と
は
い
え
、食
べ
る
場
所
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。
地
下
資
源
を
頼
っ
て
生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て
、避
け
る
事
の

で
き
な
い
現
実
で
し
ょ
う
か
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
閉
山
直
後
に
は
、何
か
商
店
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
？

F
─
と
に
か
く
、閉
山
直
後
は
忙
し
さ
が
大
変
だ
っ
た
。
引
っ
越
す

家
ば
か
り
で
、も
う
自
分
の
家
で
料
理
を
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
か
ら
、
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食
堂
に
来
て
ご
飯
を
食
べ
て
行
く
と
か
ね
。
出
入
り
が
激
し
く
、店

の
段
取
り
が
追
い
つ
か
な
い
く
ら
い
大
変
で
、店
の
仕
事
に
追
わ
れ

て
過
ご
し
ま
し
た
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、そ
れ
ま
で
は
坑
夫
さ
ん
と
か
が
仕
事
帰
り
に
使
っ
た

り
、
家
族
が
食
べ
に
来
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
閉
山
の
時
は
、さ
ら
に

い
っ
ぱ
い
人
が
殺
到
し
た
み
た
い
な
？

F
─
そ
う
そ
う
そ
う
。
結
局
、閉
山
は
2
月
だ
っ
た
ろ
？
4
月
に
間

に
合
う
よ
う
に
、ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
て
行
く
人
ば
か
り
だ
か
ら
、

学
校
の
黒
板
に
は「
誰
が
何
処
に
行
く
」っ
て
記
録
さ
れ
て
ね
。だ
か

ら
、子
ど
も
が
、「
母
ち
ゃ
ん
、
俺
た
ち
は
い
つ
引
っ
越
す
ん
だ
？
」っ

て
聞
い
て
く
る
よ
う
な
、も
う
引
っ
越
し
が
当
た
り
前
だ
っ
て
会
話

が
家
庭
で
さ
れ
た
と
い
う
話
だ
よ
。
引
っ
越
し
と
な
る
と
、家（
う
ち
）

み
た
い
な
店
に
お
昼
を
頼
む
と
か
、「
夜
に
一
杯
飲
ま
し
て
く
れ
」と

か
。そ
ん
で
も
う
大
忙
し
だ
っ
た
よ
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
閉
山
の
前
後
で
、
例
え
ば
人
の
働
き
方
や
生
活
習
慣
だ
と

か
リ
ズ
ム
が
変
わ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
り
、
気
付
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

F
─
子
ど
も
の
頃
に
は
本
山
に
い
た
け
れ
ど
も
、朝
6
時
半
と
い
え

ば
、働
い
て
い
る
人
の
通
勤
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
通
路
に
、も
う
朝

6
時
半
と
い
え
ば
、真
冬
で
も
真
夏
で
も
、行
列
を
な
し
て
み
ん
な

が
通
っ
て
い
た
ね
。
通
勤
の
時
間
で
、「
あ
あ
、ほ
ら
1
の
方（
い
ち
の

か
た
）﹇
14
﹈が
入
る
ん
だ
ぞ
、起
き
ろ
や
」っ
て
言
う
の
が
親
の
口
癖
く

ら
い
だ
っ
た
ね
。
み
ん
な
カ
ン
テ
ラ
を
下
げ
て
ね
。
そ
の
列
が
閉
山
で

ま
ず
い
な
く
な
っ
た
よ
ね
。
閉
山
の
後
は
今
度
は
、引
っ
越
し
を
す

る
人
の
車
の
列
が
半
年
く
ら
い
は
ず
っ
と
続
い
た
し
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

F
─
閉
山
で
仕
事
を
辞
め
て
足
尾
か
ら
離
れ
た
方
々
は
、埼
玉
県

と
か
に
集
団
就
職
み
た
い
な
形
で
ま
と
ま
っ
て
雇
用
先
に
行
っ
た
み

た
い
。「
あ
れ
も
い
る
か
ら
、俺
も
そ
こ
に
行
く
べ
」と
か
ね
。
そ
う
い

う
話
は
お
風
呂
で
し
た
み
た
い
で
す
よ
。

S
─
そ
う
か
、銅
山
関
係
の
人
は
、共
同
浴
場
の
中
で
就
職
活
動
の

情
報
交
換
を
し
て
い
た
と
。
そ
う
で
す
よ
ね
、お
風
呂
で
一
緒
に
な
っ

た
ら「
ど
う
だ
い
？
」っ
て
話
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

F
─
う
ん
。
こ
れ
が
一
番
大
き
い
み
た
い
。
そ
う
い
う
話
題
を
作
る

所
で
は
。
あ
と
は
、組
合
の
詰
所
ね
。「
ど
う
い
う
所
、良
い
所
、無
い

け
？
今
日
は
ど
こ
か
新
し
い
就
職
口
な
い
か
？
」っ
て
ね
。
町
場
の

人
っ
て
い
う
の
は
、全
然
そ
う
い
う
の
に
関
係
な
い
か
ら
。「
か
あ
ち
ゃ

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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ん
、俺
ど
こ
ど
こ
に
就
職
決
ま
っ
た
よ
」っ
て
風
に
報
告
に
来
て
く
れ

る
人
は
い
た
。「
世
話
に
な
っ
た
ね
。
俺
、い
つ
い
つ
に
発
つ
か
ら
ね
」っ
て

ね
。…
…（
省
略
）
…
…
引
っ
越
し
の
時
に
い
ら
な
い
物
は
そ
の
ま

ま
置
い
て
お
け
る
か
ら
、道
路
の
隅
に
は
多
く
の
家
具
や
鍋
、窯
や
冷

蔵
庫
な
ど
が
山
の
よ
う
に
並
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
も
、古
河

に
い
た
人
は
衣
食
住
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、社
宅
に
残
っ
て

暮
ら
し
て
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
か
っ
た
と
思
う
よ
。
血
と
汗

で
働
い
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、新
天
地
に
向
か
う
意
気
込
み
と
足
尾

を
離
れ
た
く
な
い
複
雑
な
気
持
ち
が
入
り
乱
れ
て
、名
残
惜
し
そ
う

に
足
尾
を
離
れ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
残
さ
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て

も
、年
を
と
っ
た
人
と
い
う
の
は
親
を
置
い
て
は
行
け
な
い
人
た
ち
な

ど
で
、町
に
起
こ
さ
れ
た
企
業
に
就
職
し
た
と
し
て
も
、慣
れ
な
い

仕
事
に
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
よ
。

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
食
堂
を
営
ん
で
い
た
方
だ
か
ら
こ
そ
の
、細
や
か
な
視
点
で
、は
っ

き
り
と
意
見
を
言
っ
て
下
さ
る
F
さ
ん
。
昔
に
限
ら
ず
、今
に
対
す
る

問
題
意
識
を
持
ち
、包
み
隠
さ
ず
正
直
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
伝
え
て
く

れ
、私
自
身
が
ズ
キ
っ
と
思
い
知
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
閉
山
と
い
う
微

妙
な
出
来
事
に
も
、真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
い
、今
ま
で
の
足
尾
に
寄

り
添
っ
て
来
た
か
ら
こ
そ
、優
し
く
堂
々
と
し
た
お
人
柄
に
な
っ
て
い
っ

た
の
か
な
と
感
じ
る
。

飲
み
方
の
変
化

﹇
2
0
1
5
年
9
月
2
日
─
F
さ
ん
、志
村（
S
）﹈

同
じ
く
足
尾
の
名
店
で
あ
る
ホ
ル
モ
ン
屋
さ
ん
も
、「
閉
山
直
後
は

案
外
忙
し
か
っ
た
」と
の
こ
と
。
お
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
見
て
い
た

当
時
の
様
子
。

S
─
閉
山
の
頃
っ
て
、ど
ん
な
感
じ
だ
っ
た
か
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

F
─
社
宅
関
係
は
あ
ん
ま
り
出
入
り
し
て
い
な
い
か
ら
、わ
か
ら
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
閉
山
の
時
に
は
ま
だ
、町
に
は
女
性
の
い
る
お

店
屋
さ
ん
。
風
俗
関
係
の
お
店
屋
さ
ん
が
何
件
あ
り
ま
し
た
か
ね
、

結
構
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、風
俗
関
係
は
、11
時
が
閉
店
の
時

間
な
ん
で
、家（
う
ち
）ら
は
風
俗
で
は
な
い
か
ら
、夜
2
時
頃
ま
で

許
可
を
と
っ
て
営
業
し
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
ま
あ
、実
際
は
2
時
く

ら
い
ま
で
は
お
客
さ
ん
の
数
は
少
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、で
も
1
時

く
ら
い
ま
で
は
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
風
俗
関
係
の
お
店
屋
さ
ん
は
、
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閉
山
で
お
互
い
に
別
れ
別
れ
に
な
る
せ
い
か
、結
構
お
客
さ
ん
が
来

て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
人
た
ち
の
お
店
が
11
時
で
終
わ
り
で
す
か

ら
、そ
れ
か
ら
家（
う
ち
）に
来
れ
る
よ
う
に
、女
性
が
家（
う
ち
）に
場

所
取
り
に
来
て
い
ま
し
た
。ハ
ハ

S
─
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

F
─
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
う
ん
。
閉
山
の
後
に
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、閉
山
で
足
尾
を
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
っ
て
い
う
こ

と
で
、最
後
に
お
別
れ
を
す
る
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
か
ね
。

F
─
別
れ
を
惜
し
ん
で
飲
み
歩
い
て
い
た
の
か
、ね
。2
年
間
は
そ

ん
な
よ
う
な
状
態
で
。「
6
畳
の
部
屋
の
方
に
座
り
た
い
」
と
の
こ

と
で
、
場
所
取
り
に
来
て
ね
。
ほ
と
ん
ど
一
杯
に
な
り
ま
し
た
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
じ
ゃ
あ
、閉
山
の
前
と
後
で
は
、お
客
さ
ん
の
客
層
だ
っ
た
り

お
店
の
使
い
方
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

F
─
客
層
は
や
っ
ぱ
り
足
尾
の
方
で
す
か
ら
ね
。
み
な
さ
ん
、何
て

言
う
の
か
、意
外
と
労
働
者
の
町
っ
て
い
う
の
は
飲
み
方
が
荒
い
ん
で

す
よ
ね
。
荒
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、閉
山
後
は
そ
う
い
う
雰
囲
気
は
な

く
、飲
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
う
ん
。
別
れ
を
惜
し
む
と
い
う
の
か
、ど
う

い
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

S
─
ス
ミ
マ
セ
ン
、〝
飲
み
方
が
荒
い
〞っ
て
い
う
の
は
、ワ
イ
ワ
イ
、ガ

ヤ
ガ
ヤ
？

F
─
以
前
は
ね
。や
っ
ぱ
り
あ
の
、労
働
者
同
士
だ
か
ら
、飲
ん
だ
後

は
喧
嘩
を
す
る
と
か
、ち
ょ
っ
と
も
め
る
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
往
々

に
し
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
閉
山
後
の
飲
み
方
は
そ
う
い
う

荒
々
し
さ
は
な
く
、楽
し
く
と
い
う
か
…
、飲
ん
で
い
ま
し
た
。

S
─
ふ
ー
ん
。
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

F
─
名
残
を
惜
し
ん
で
、別
れ
を
惜
し
ん
で
と
い
う
か
ね
。
う
ん
。い

つ
も
の
雰
囲
気
と
は
違
い
ま
す
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

S
─
常
連
さ
ん
も
結
構
足
尾
を
離
れ
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

F
─
随
分
ね
。
結
局
は
年
配
者
の
方
、そ
ろ
そ
ろ
定
年
に
な
る
よ
う

な
そ
う
い
う
方
た
ち
は「
今
さ
ら
、出
て
行
く
の
も
大
変
だ
」と
い
う

こ
と
で
、残
っ
た
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
ね
。
若
い
方
た
ち
は
こ
れ
か

ら
お
仕
事
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
で
ね
。

S
─
子
ど
も
も
育
て
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
し
ね
。

F
─
そ
ん
な
ん
で
。
で
も
、そ
の
時
は
ま
だ
景
気
が
良
か
っ
た
の
で
、

会
社
見
学
を
し
て
、好
み
の
所
に
就
職
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
け

れ
ど
も
。
今
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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S
─
そ
う
で
す
よ
ね
。
今
だ
と
、選
ん
で
ら
れ
な
い
と
い
う
感
じ
で

す
よ
ね
。

F
─
だ
か
ら
そ
う
い
う
点
で
は
ラ
ッ
キ
ー
か
な
、
悲
し
み
の
中
で
も

ラ
ッ
キ
ー
な
、

S
─ 

F
さ
ん
か
ら
見
て
、足
尾
を
離
れ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
く
な
っ
た

人
た
ち
は
ど
ん
な
風
に
見
え
ま
し
た
か
？

F
─
間
近
に
そ
う
い
う
の
は
見
て
い
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
で
す
け

れ
ど
も
、や
っ
ぱ
り
厳
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
み
な
さ
ん
ね
、こ
れ
か

ら
他
所
に
出
て
新
た
な
生
活
を
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
で
。

そ
れ
で
、あ
の
、足
尾
の
町
で
は
部
屋
は
他
と
比
べ
て
広
い
ん
で
し
ょ

う
か
？
引
っ
越
し
前
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
は
、何
か
家
財
道
具
が
多
く

て
、家
財
道
具
を
持
っ
て
行
か
れ
な
い
。

S
─
あ
、次
の
家
に
？

F
─
え
え
。そ
れ
で
引
っ
越
し
の
際
に
は
、随
分
家
財
道
具
が
あ
ち

こ
ち
に
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
ね
。

S
─
あ
、そ
う
な
ん
で
す
か
。
持
ち
運
べ
な
く
て
？

F
─
そ
う
そ
う
。
家
具
。
タ
ン
ス
と
か
ね
。い
ろ
ん
な
家
具
が
あ
ち
こ

ち
で
、山
の
よ
う
に
置
か
れ
て
行
き
ま
し
た
よ
ね
。

S
─
そ
う
な
ん
で
す
か
。へ
ー
、
引
っ
越
し
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
か
ね
。

F
─
な
の
で
、そ
れ
を
見
た
時
に
や
っ
ぱ
り
…
、「
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

う
」
と
思
う
よ
う
で
す
よ
ね
。
家
族
の
方
た
ち
も
ね
。
道
具
っ
て
、

段
々
増
え
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、急
に
タ
ン
ス
を
一
竿
、二
竿
置
い

て
行
く
と
か
、そ
の
他
の
細
々
と
し
た
も
の
を
置
い
て
行
く
と
い
う
の

は
…
。
結
局
住
宅
関
係
か
何
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、狭
い
か

ら
そ
の
道
具
を
持
っ
て
行
か
れ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

S
─
じ
ゃ
あ
、足
尾
は
そ
う
い
う
意
味
で
、家
と
か
も
住
み
や
す
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
広
か
っ
た
り
と
か
、

F
─
広
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
そ
れ
だ
け
の
家
財
道
具
を
捨
て

て
行
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
状
態
な
ん
で
す
も
ん
ね
。
ま
あ
、行
く

先
の
住
ま
い
は
狭
す
ぎ
た
の
か
、そ
の
こ
と
は
良
く
わ
か
ら
な
い
で
す

け
れ
ど
も
ね
。

S
─
で
も
、一
人
二
人
で
は
な
く
町
中
で
そ
う
だ
っ
た
と
し
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
捨
て
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。…
あ
と
、社
宅
の
人
た
ち
は
毎
日
の
よ
う
に
引
っ
越
し
が
ど
こ
か

に
あ
っ
て
、お
手
伝
い
を
し
合
っ
た
と
聞
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

F
─
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
や
っ
ぱ
り
、み
ん
な
さ
ん
何
て
言
う
か
な
、

こ
う
、友
だ
ち
関
係
の
範
囲
が
広
い
で
す
か
ら
ね
。
み
ん
な
足
尾
の

家
族
み
た
い
な
感
じ
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
だ
か
ら
、知
っ
て
い
る
人
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は
み
ん
な
手
伝
い
に
行
く
と
か
ね
。…
…（
省
略
）…
…

S
─
閉
山
後
に
、観
光
開
発
と
い
う
こ
と
で
銅
山
観
光
な
ど
が
で

き
ま
し
た
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
、観
光
に
し
て
い
く
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど

う
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

F
─
や
っ
ぱ
り
賑
や
か
に
な
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
よ
ね
。一
時
、

随
分
減
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
賑
や
か
に
な
る
こ
と
は
良
い
こ
と

で
、栄
え
て
も
ら
う
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
あ
と
は
、人
の

出
入
り
が
無
け
れ
ば
お
互
い
困
り
ま
す
か
ら
ね
。

S
─
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
れ
と
、閉
山
に
関
ら
ず
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、今
ま
で
の
お
客
さ
ん
の
出
入
り
み
た
い
な
の
っ
て
、ど
う
変
わ
っ
て

き
た
と
い
う
か
。
例
え
ば
閉
山
直
後
と
い
う
の
は
忙
し
い
時
期
だ
っ

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
き
た
時
期
っ
て
い
う
の

は
あ
っ
た
の
で
す
か
？

F
─
そ
う
で
す
ね
。
他
所
の
店
は
わ
か
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、や
っ

ぱ
り
人
家
が
減
る
と
い
う
の
は
八
百
屋
さ
ん
に
し
ろ
、一
般
的
に
頼

る
人
が
い
な
い
訳
で
す
か
ら
。ど
こ
も
一
緒
で
し
ょ
う
ね
。ま
し
て
や
、

若
手
が
い
な
く
な
る
と
い
う
の
は
ね
、即
、店
屋
さ
ん
も
影
響
す
る
わ

け
で
す
よ
ね
。

S
─
で
す
よ
ね
。
か
と
い
っ
て
、足
尾
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
人
も
若

い
人
は
外
に
出
ち
ゃ
う
。
そ
う
で
す
か
…
。

F
─
だ
か
ら
平
均
年
齢
が
高
い
ん
で
す
よ
ね
。
足
尾
は
。

S
─
残
れ
な
か
っ
た
っ
て
い
う
感
じ
な
ん
で
す
か
ね
。

F
─
職
場
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
職
場
が
あ
れ
ば
ね
、み

な
さ
ん
や
っ
ぱ
り
好
き
な
足
尾
だ
か
ら
、
携
わ
り
た
か
っ
た
ん
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
ね
。

…
…（
省
略
）…
…

﹇
お
話
を
聞
い
て
﹈

S
─
普
段
お
店
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、F
さ
ん
の
表
情
や
話
し
方
が
新

鮮
だ
っ
た
。
閉
山
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、女
性
の
店
や
箪
笥
が
真
っ

先
に
出
た
の
が
意
外
だ
っ
た
が
、ど
ち
ら
も
町
部
だ
か
ら
こ
そ
気
付
い

た
確
か
な
閉
山
の
変
化
。
荒
々
し
い
鉱
山
の
飲
み
方
を
、親
し
み
を

込
め
て
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ
た
が
、今
ま
で
様
々
な
場
面（
修
羅
場
）が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
は
そ
ん
な
飲
み
方
は
皆
無
だ
が
、行
け
ば
誰
か

し
ら
の
常
連
さ
ん
が
一
人
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
り
、町
内
の
何
か
の
集

ま
り
が
あ
っ
た
り
、評
判
を
聞
き
つ
け
て
遠
く
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
い

た
り
す
る
。ち
な
み
に
、私
は
こ
こ
の
豚
足
が
大
好
物
だ
。

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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1  〝
間
歩（
ま
ぶ
）鉱
山
の
坑
道
で
地
表
に
ぬ
け
て
い
る
も
の
を
い
う
。〞（
金
属
鉱
山
研
究
会
編
集
、『
鉱
山
用
語
集
』、東

甲
社
、1
9
7
6
年
、13
頁
）

2  
山
形
に
あ
る
永
松
鉱
山
は
、明
治
24
年
に
古
河
の
経
営
に
移
り
、昭
和
36
年
に
鉱
業
所
廃
止
。（
参
考
：
古
河

鉱
業
株
式
会
社
、『
創
業
1
0
0
年
史
』、昭
和
51
年
）

3  

同
じ
作
り
の
長
屋
社
宅
が
並
ん
で
い
る
た
め
、社
宅
は「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」と
手
前
か
ら
順
に
呼
ば
れ
て
い

た
。
住
所
の
番
地
の
よ
う
な
も
の
ら
し
い
。

4  

静
岡
県
に
あ
る
久
根
銅
山
は
、明
治
32
年
に
古
河
の
経
営
に
移
り
、昭
和
45
年
に
久
根
鉱
業
所
操
業
休
止
。

和
歌
山
県
に
あ
る
飯
盛
鉱
山
は
、大
正
8
年
に
古
河
が
譲
り
受
け
、昭
和
43
年
に
飯
盛
鉱
業
所
廃
止
。（
参

考
：
古
河
鉱
業
株
式
会
社
、前
掲
書
）

5  

昭
和
41（
1
9
6
6
）年
7
月
21
、22
日
、古
河
鉱
業
株
式
会
社
足
尾
鉱
業
所
が
事
業
合
理
化
の
た
め
に
労
働

者
25
名
を
8
月
1
日
付
け
で
解
雇
。
う
ち
、7
名
が
足
尾
銅
山
不
当
解
雇
反
対
同
盟
を
結
成
し
裁
判
闘

争
に
入
る
。
昭
和
45（
1
9
7
0
）年
1
月
10
日
、宇
都
宮
地
裁
で
は
申
請
人
の
主
張
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め

た
形
で
判
決
が
下
さ
れ
、企
業
側
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
控
訴
。
昭
和
48（
1
9
7
3
）年
8
月
6
日
、

東
京
高
等
裁
判
所
第
7
回
目
の
和
解
斡
旋
に
よ
り
合
意
。

6  

銅
山
労
働
を
す
る
方
の
中
で
正
式
な
職
員
で
は
な
い
社
外
坑
夫
の
こ
と
を
指
す
。
下
請
け
な
ど
で
一
定

期
間
足
尾
銅
山
で
働
い
て
い
る
方
の
こ
と
。
足
尾
出
身
で
は
な
く
、全
国
か
ら
働
き
に
来
て
い
た
が
、仕
事

の
や
り
方
や
労
働
環
境
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。〝
組
夫（
く
み
ふ
）
明
治
期
に
は
職
夫
二
類
夫
に
当
り
、

大
工
、煉
瓦
職
、左
官
、石
工
、土
工
、鳶
、畳
職
、樵
職
、炭
焼
、使
夫
等
が
相
当
す
る
。
戦
後
は
、鉱
山
と

請
負
組
と
の
契
約
の
下
で
作
業
を
す
る
人
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。〞（
村
上
安
正
、『
足
尾
銅
山
史
』、随
想
舎
、

2
0
0
6
年
、6
1
7
頁
）

7  

技
術
関
係
の
仕
事（
電
車
、機
械
、測
量
な
ど
）を
担
当
す
る
作
業
員
の
こ
と
。
直
接
の
場
合
は
、進
鑿（
し
ん
さ

く
）、支
柱
、運
搬
、線
路
な
ど
の
作
業
を
指
す
。

8  〝
飯
場（
は
ん
ば
）
採
鉱
と
製
錬
に
作
業
員
を
調
達
し
て
作
業
請
負
を
行
う
下
請
け
組
織
。
単
身
就
業
者

の
た
め
に
宿
舎
と
食
事
賄
い
を
提
供
し
て
労
働
と
日
常
生
活
の
管
理
を
行
っ
た
。〞（
村
上
安
正
、
前
掲
書
、

6
1
8
頁
）
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9  〝
平
九
郎（
へ
い
く
ろ
う
）
仕
事
を
休
む
こ
と
。ま
た
は
よ
く
欠
勤
す
る
作
業
員
を
さ
す
。
欠
番
、バ
ッ
タ
す
る
。〞

（
金
属
鉱
山
研
究
会
編
集
、前
掲
書
、83
頁
） 

こ
の
言
葉
は
差
別
用
語
だ
と
主
張
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、当

時
の
状
況
を
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
意
義
を
重
視
し
、そ
の
ま
ま
の
言
葉
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

10  

操
法
と
は
、消
防
訓
練
に
お
け
る
基
本
的
な
器
具
操
作・
動
作
の
方
式
の
こ
と
。〝
足
尾
町
消
防
団
は
伝
統
的

に
よ
く
訓
練
さ
れ
、昭
和
36
年
2
月
に
は
日
本
消
防
協
会
よ
り
優
良
消
防
団
と
し
て
表
彰
旗
を
授
与
さ
れ

た
。
昭
和
39
年
8
月
に
は
、県
下
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
可
搬
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
、昭
和
43
年
3

月
に
は
、模
範
消
防
団
と
し
て
消
防
庁
長
官
よ
り
竿
頭
緩
を
授
与
さ
れ
た
。〞（
足
尾
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会
編

集
、『
足
尾
郷
土
誌
』、（
有
）不
二
工
房
、平
成
5
年
、35
頁
）

11  

細
尾
峠
は
道
幅
が
狭
く
、62
カ
所
に
及
ぶ
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
あ
り
、特
に
冬
季
は
通
行
に
難
渋
を
き
た
し

た
。
台
風
時
に
は
、道
路
崩
壊
で
足
尾
が
陸
の
孤
島
と
化
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
陸
の
孤
島
か
ら

の
脱
出
と
、町
の
振
興
発
展
の
た
め
に
、長
年
に
わ
た
り「
日
足
ト
ン
ネ
ル
」の
早
期
完
成
を
町
民
の
悲
願
と

し
て
各
関
係
機
関
に
働
き
か
け
た
。
昭
和
47
年
に
栃
木
県
が
主
体
と
な
っ
て
着
手
す
る
運
び
と
な
り
、足
尾

銅
山
閉
山
の
年
、昭
和
48
年
10
月
22
日
か
ら
約
6
年
の
年
月
を
経
て
、昭
和
53
年
3
月
30
日
よ
う
や
く
開

通
し
た
。（
参
考
：
足
尾
町
郷
土
誌
編
集
委
員
会
、前
掲
書
、58
頁
）

12  

銅
山
最
盛
期
に
は
足
尾
地
域
内
に
9
店
舗
あ
り
、町
の
消
費
の
約
7
割
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
足
尾
銅

山
生
協「
三
養
会
」は
、閉
山
後
の
人
口
減
少
や
日
足
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
他
地
域
へ
の
大
型
店
を
利
用
す

る
人
が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、店
舗
が
減
少
。2
0
1
5
年
現
在
は
、通
洞
売
店
、渡
良
瀬
売
店
の
2
店
舗

の
営
業
と
な
っ
て
い
る
。

13  

昭
和
55（
1
9
8
0
）年
に
足
尾
町
砂
畑
地
区
に
開
設
さ
れ
た
足
尾
双
愛
病
院
は
、24
時
間
体
制
で
の
救
急

対
応
を
行
う
総
合
病
院
。
通
院
、入
院
で
利
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、足
尾
内
の
方
が
働
く
貴
重

な
勤
め
先
に
も
な
っ
て
い
る
。

14  

銅
山
で
働
く
人
は
3
つ
の
勤
務
時
間
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
方（
か
た
）は
そ
の
呼
び
方
。〝
方（
か
た
）操
業
上
の

就
業
区
分
で
1
日
3
区
分
の
場
合
は
、1
の
方
、2
の
方
、3
の
方
と
し
た
。
通
常
2
の
方
が
日
勤
の
就
業
区

分
に
な
る
が
、管
理
部
門
は
1
時
間
繰
り
下
げ
て
い
る
。〞（
村
上
、前
掲
書
、6
1
5
頁
）

│Question 7│“閉山”ってどういうことだったのですか？
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編
集
後
記

S
よ
り 
志
村
春
海
﹇
平
成
25
年
〜
27
年
度 

足
尾
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹈

　『
小
滝
坑
　
み
た
い
姿
は
　
こ
け
の
奥
』こ
の
川
柳
は
足
尾
に
来

た
ば
か
り
の
頃
に
思
い
つ
き
ま
し
た
が
、今
も
同
じ
気
持
ち
で
す
。

足
尾
で
の
話
の
内
容
や
今
の
現
状
を
知
る
た
び
に
、「
み
て
み
た
か
っ

た
」と
思
う
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、3
年
間
の
聞
き
取

り
の
感
想
を
川
柳
に
表
す
な
ら
、『
目
の
前
に
　い
な
い
人
ま
で
　
主

人
公
』と
な
り
ま
す
。
聞
き
取
り
で
は
、私
自
身
が
会
え
な
い
方
々

（
例
え
ば
、閉
山
で
足
尾
を
離
れ
た
方
、外
国
人
労
働
者
、亡
く
な
っ
た
方
）が
登

場
し
ま
す
。
そ
の
存
在
に
気
づ
け
た
こ
と
が
、私
に
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
も
聞
き
取
り
で
、目
の
前
に
あ
る
あ
り
の
ま
ま

の
声
や
姿
、そ
の
背
景
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
足
尾
の
方
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、活
動
の
意
義
に
共
感
し
、ア
ド
バ

イ
ス
や
、荒
々
し
い
原
稿
案
を
丁
寧
に
確
認
・
校
正
し
て
く
れ
る
な

ど
、沢
山
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

N
よ
り 

中
山
京﹇
平
成
25
年
〜
27
年
度 

足
尾
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹈

　
足
尾
に
赴
任
し
て
か
ら
3
年
間
、大
変
多
く
の
方
々
に
足
尾
の
こ

と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
日
常
で
当
た
り

前
の
話
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私
に
と
っ
て
は
驚
き
が
多
く
、み

な
さ
ん
の
話
に
よ
っ
て
日
々
足
尾
へ
の
関
心
が
深
ま
り
、足
尾
へ
の
愛

着
が
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
知
っ
て
も
知
っ
て
も
、ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
足
尾
の
生
活
史
を
今

後
も
聞
き
続
け
、記
録
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、町
の
方
々
の
記
憶
は
、ま
さ
に
そ
れ
自
体
が
足
尾
の
資
源
で

す
。
貴
重
な
記
憶
を
私
た
ち
の
中
に
だ
け
留
め
ず
、い
か
に
外
に
発

信
し
て
い
く
か
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
足
尾
に
あ
る
記
憶
は
き
っ

と
多
く
の
人
た
ち
を
魅
了
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
、多
く
の
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
、心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Y
よ
り
「
暮
ら
し
の
語
り
を
聞
き
取
る
意
味
」 

好
井
裕
明
﹇
日
本
大
学
文
理
学
部
社
会
学
科
教
授
﹈

　
志
村
さ
ん
た
ち
の
聞
き
取
り
の
お
手
伝
い
を
始
め
て
数
年
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
銅
山
関
連
、山
仕
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
仕
事
を
し
て

き
た
人
た
ち
の
語
り
、社
宅
で
毎
日
の
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
女
性
の
語
り
な
ど
と
出
会
い
、足
尾
に
も
、分
厚
く
多
様
な「
人
び
と
の
歴
史
」

が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
普
通
、地
域
の
歴
史
を
考
え
る
時
、当
時
の
で
き
ご
と
を
伝
え
る
新
聞
記
事
や
文
書
や
写
真
な
ど
記
録
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
考
え
よ
う

と
し
ま
す
。
状
況
を
客
観
的
に
判
断
で
き
る
重
要
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。
で
も
近
年
、人
び
と
の
生
活
史
そ
し
て
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー（
生
活・

人
生
の
物
語
）を
聞
き
取
り
、人
び
と
の
語
り
や
記
憶
か
ら
地
域
の
歴
史
、人
び
と
の
歴
史
を
考
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
。い
わ
ば
地
域
で
生
き
て
き
た
一
人
一
人
の
主
観
的
な
記
憶
、考
え
、価
値
観
な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、そ
こ
か
ら
地
域
を
捉
え
直

そ
う
と
す
る
動
き
な
の
で
す
。

　
個
人
的
な
記
憶
を
い
く
ら
聞
い
て
も
、そ
れ
は
あ
く
ま
で「
そ
の
人
」に
と
っ
て
の
主
観
的
な
世
界
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、人
び
と
の
暮
ら
し
の
語
り
に
は
、決
し
て
記
録
さ
れ
た
資
料
や
写
真
な
ど
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な「
生
活
の
知
恵
」「
暮
ら
し
の
価
値
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
主
観
的
な
世
界
に
し
て
も
、た
だ
個
人
の
も

の
と
し
て
で
は
な
く
、ま
さ
に「
足
尾
と
い
う
地
域
」で
生
き
暮
ら
し
て
き
た
と
い
う
意
味
で
地
域
に
根
差
し
、地
域
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
他
の

人
び
と
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
個
人
の
主
観
的
世
界
な
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、足
尾
で
生
き
て
き
た
人
び
と
が
語
る「
暮
ら
し
の
語
り
」

を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、そ
れ
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ま
な
ざ
さ
れ
た〝
生
活
の
場
〞と
し
て
の
足
尾
の
姿
が
確

実
に
姿
を
現
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
を
読
ま
れ
、語
り
に
共
感
さ
れ
る
方
、あ
る
い
は「
い
や
、ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
」と
い
う
違
和
を
覚
え
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
が
自
ら
の
生
活
史
を
ふ
り
か
え
る
大
事
な
き
っ
か
け
で
す
。
み
な
さ
ん
も〝
足
尾
で
生
き
て
き
た
〞自
ら
の
歴
史
を
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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年表（足尾の聞き取りや日常生活で、必要なキーワードや出来事。）

［典拠］
『足尾町閉町記念 足尾博物誌』（平成18年2月足尾町）、『足尾銅山近代化産業遺産MAP』（平成26年3月、第6刷改訂

版 日光市教育委員会事務局文化財課世界遺産登録推進室）、『森よ、よみがえれ─足尾銅山の教訓と緑化作戦』（秋山智
英、1990年4月、株式会社第一プランニングセンター）より引用。人口データは、『足尾町閉町記念 足尾博物誌』、永井護「足
尾銅山の生産システムの変遷と空間的都市構造」（平成20年7月1日、日光市教育委員会足尾銅山跡調査報告書）他、広報

あしお、広報にっこうを参考にしている。

和暦 西暦 できごと 人口

天文19 1550 銅山が発見される：古河鉱業（株）（現在、古河機械金属（株））閉山時発表
明治10 1877 古河市兵衛が銅山を買収、経営を開始
明治14 1881 鷹之巣坑で直利を発見
明治16 1883 本口坑で大直利を発見
明治24 1891 田中正造が帝国議会で鉱毒問題を質問 11, 664
  足尾鉱業所が初めて砂防工事に着手する

明治29 1896 第1回（鉱毒）予防工事命令発令（明治36年まで5回） 11, 448
明治30　1897 農商務省訓令により東京大林区署が「足尾官林復旧事業」を開始 27, 426
明治34 1901 田中正造が鉱毒問題で明治天皇に直訴 22, 708
明治35 1902 足尾銅山との示談により旧松木村廃村 22, 708
明治40 1907 坑夫による大暴動事件が起こる 34, 824
明治41 1908  本山に生活協同組合「三養会」を開設 28, 618
  （明治39年に三養会設立準備会発足、本山三養会一部開店）

大正元年 1912 足尾鉄道 桐生駅～足尾駅開通 29, 774
大正10 1921 県内初のメーデーを足尾で開催 27, 387
昭和20 1945 足尾銅山労働組合同盟会結成 20, 997
昭和26　1951 前橋営林局の川端勇作が植生盤を発明する

昭和29 1954 小滝坑廃止、フィンランドのオートクンプ社から自溶製錬技術を導入
昭和31 1956  「自溶製錬法」、「電気集塵法」、「接触脱硫法」を応用した脱硫技術を
  世界で初めて実用化し、従来に比べ亜硫酸ガスの大幅な排出削減に成功
昭和48 1973 足尾銅山閉山（2月28日） 8, 699
昭和53 1978 日足トンネル開通（延長2,765m） 6, 426
昭和55 1980 足尾銅山観光オープン。坑内観光が始まる 6, 078
昭和63 1988 製錬所が事実上の操業停止 4, 935
平成8 1996 「足尾に緑を育てる会」の活動が始まる（平成14年、NPO法人に認証） 4, 077
平成18 2006 今市市、旧日光市、藤原町、足尾町、栗山村が新設合併し、 3,196 
  新たに日光市が誕生
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用語集

緑化の歴史（治山、植生盤、山仕事、植樹）
昭和31（1956）年に自熔製錬法による煙害防止

への具体的な取り組みが始まるのと同時に、本
格的な荒廃地の緑化に着手。荒廃した山地に、
治山ダムや緑化工などを配置し、山崩れの防止
や緑のダムとしての水質源の確保をする治山事

業と、土石流などを止めるための砂防堰堤設備
を配置したり、土砂を押さえるための山腹緑化
を行い上流域の土砂災害と下流域の洪水氾

濫を防止する工事方法がある。この冊子で主に
取り上げられる植生盤とは、植樹用の種の入っ
た土の板上のものを指し、これを人力で荒廃地
の斜面に止めていった。人間の力が及ばない
場所には、ヘリコプターを使って肥料や種の散
布を行う方法がとられた。平成8（1996）年から

はNPO法人「足尾に緑を育てる会」、平成17
（2005）年からはNPO法人森びとプロジェクト委
員会が活動を開始し、環境学習や植樹体験イ
ベントを通し緑化活動を行っている。

閉山
戦後、世界的に貿易の自由化が進み全国の
鉱山にも影響が出始め、昭和47（1972）年11月
1日、古河鉱業では鉱山部の廃止（製錬所は存
続）という閉山計画を発表。町で設けた閉山問
題特別委員会や、銅山労働組合、「閉山反対
町民大会」などによって、従業員の転職の斡旋
や、過疎化の阻止や地域振興について話され
たが、閉山自体を阻止することはできず、昭和
48（1973）年2月28日に閉山した。

［参考］
ふるさと足尾歴史セミナー自主研究会、『足尾銅山百選─
産業遺産活用の手続き』、平成4年。足尾町郷土誌編集
委員会、『足尾郷土誌』、（有）不二工房、平成5年。足尾
町、『足尾町閉町記念 「足尾博物誌」』、平成18年。

閉山後の3本柱
閉山後の基本対策として、栃木県が主となり
足尾町振興緊急措置計画が昭和48（1973）

年2月に策定された。『町の基盤整備』『企業
誘致による産業開発』『観光資源の開発』の3
本の柱を元に、県と町が7カ年計画で昭和55
（1980）年の完成を目指された。足尾トンネルの
開通や観光開発などが実施されたが、実現さ
れなかった計画もあった。

新日光市誕生
平成11（1999）年ころから国の方針で市町村合

併が推進され、日光地区5市町村（今市市・日光
市・藤原町・栗山村・足尾町）でも合併の気運が高ま

る。平成15（2003）年、「日光地区合併協議会」
設立。平成18（2006）年3月20日に、新「日光
市」が誕生。



執筆者の紹介

好井裕明（よしい・ひろあき）
日本大学文理学部教授。大阪出身の社会学者。志村が、著書『「あたりまえ」を疑う
社会学』（光文社、2006年）を読み（短くてとても読みやすいのでオススメ
です）、語りから考えていく手法など（エスノメソドロジー、そしてライフ
ストーリーと言うらしいです）を知る。足尾での様々な要素を扱う際に、アド
バイス相談の連絡をしたことがきっかけで、足尾の活動に協力。足尾での聞き取
りはもちろん、かじか荘の温泉も楽しみに足尾に通い続けている。研究代表者。

三浦一馬（みうら・かずま）
日本大学大学院文学研究科博士後期課程社会学専攻。足尾を含めた過疎地域の研
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定期的に足尾に通い、聞き取りを続けている。調査協力者。

中村哲也（なかむら・てつや）
宇都宮市在住。志村が協力隊で足尾に在籍している頃から、「足尾が面白い！」「地
域おこし協力隊が聞き取りをやっているのも面白い！」と様々な形で応援。働きな
がらも、独自に活動する研究者でもあり、自身も足尾にまつわる研究を行った。現
在は社会福祉協議会に在職している。調査協力者。

志村春海（しむら・はるみ）
足尾について「公害の街」という教科書程度の知識しか持ち合わせないまま、2014
年、足尾地域おこし協力隊の一員として派遣される。その後、現地で見聞きして得
た足尾に関する資料を自分の手元に留めておくのはもったいない……という気持
ちから、聞き取り事業を担当することになる。2016年から地元の宮城県に戻って
いるが、ときどき足尾を訪れては、そこでの滞在を満喫している。調査協力者。
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コラム執筆者の紹介

市之瀬昌弘（いちのせ・まさひろ）
平成28年度足尾地域おこし協力隊として勤務。現在は地元の埼玉県で働いている。
短い期間ではあったが、三養会の閉店時という貴重なタイミングに立ち会うこと
ができた経験をレポートでまとめた。今後も足尾を訪れたいと考えている。

中山貴仁（なかやま・たかひと）　長澤美佳（ながさわ・みか）
足尾にとって第4期目となる地域おこし協力隊。1年目の夏には、足尾庁舎にて、松
木渓谷で撮影された熊の写真を集めた企画「足尾の熊」展を開催。今までの協力隊
と違う目線で、聞き取りを継続してくれている。平成30年度には足尾の商店や町
部の文化をテーマにした冊子を発行予定。

中山京（なかやま・けい）
志村と同じ時期に足尾地域おこし協力隊として勤務し、寺子屋などを実施。退職
後も足尾に住みながら、プライベートでも塾をやり続けている。中国留学や得意
な外国語、旅の経験や考えを子供達に伝えたりする。過疎の現在の足尾でも、子供
達の選択肢が広がるような方法を、自分の得意なことを生かしながら、できるこ
とを実践中。
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